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　　　第七章




　　　１




　紺こん碧ぺきの海が広がっていた。

　どこまでも続く水平線。ゴミ一つない砂すな浜はまと、照り付ける太陽。打ち寄よせる波の音が耳に心地ここちよく、休きゆう暇かとして過すごすのであれば、最高の条じよう件けんが整っているリゾート地のような場所。

　けれど、僕たちは誰だれも笑顔など浮うかべず、爽そう快かいさとは程ほど遠とおい表情を見せるばかりだ。

　だって、ここはゲームの中の世界なのだから。

　無理やり参加させられ、逃にげることもできない、悪夢のようなゲームの中の。

　──第４のクエストに挑いどむため、緑の扉とびらを開けたとき、飛ばされてきたのがここだ。

　確たしかに目の前には、驚おどろくほどの絶景がある。でもこの世界に何が待ち受けているのか分からない以上、そんなものを誰も手放しで喜ぶはずがないんだ。

　例外を除のぞけば、だが。

『ビューティフルですわ───────っ！』

　甲かん高だかい声を上げながら、レドは全力で砂浜を駆かけていった。

　虹にじ色いろの体毛を身に纏まとったその巨きよ大だいな七しち面めん鳥ちようは、瞳ひとみを輝かがやかせて両りよう翼よくを羽ばたかせている。

　さっきからずっと、こんな調子だ。僕たちがこの世界に飛ばされてくると同時にあいつも現あらわれ、異い様ようなほどのハイテンションでそこらを走り回っているんだ。

『グリーン・オーシャン・パラダイス──────っ！』

　叫さけびと共に、レドは海の中に頭から飛び込む。

「……はしゃぎ過すぎでしょ」

　その様子に、アリスが呆あきれたような声を漏もらした。彼女の発言に同意するように、他のみんなも無言でレドの姿すがたを見つめる。

『皆みな様さま、ノリが悪いですわね。こういう場所では恥はじらいを捨すてることが大事ですわよ』

　海から顔を出したレドは気分を高こう揚ようさせたまま、口元を緩ゆるませて語りかけてきた。

『ほら、海ですよ、海。皆様もご一いつ緒しよに、ハッスル、ハッスルですわ』

「そういうのはいいから、早く話を進めなさいよ」

　レドの発言を受け流しつつ、アリスはため息を漏らす。

『あらあら、ずいぶんと積極的なお言葉ですわね。楽しんでおられるようで何よりです』

「そんなわけないでしょ……。わたしたちは、さっさとこのゲームを終わらせたいだけよ。あんたは案内役なんだから、ちゃんと自分の仕事をしてくれないと、こっちも困こまるのよ」

『なるほど。しばらくはこの海辺でのんびりしていただこうかとも思っていたのですが、参加者である皆様がゲームの進行を望むのであれば、こちらとしては従したがうだけですわ』

　海辺から上がってくると、レドは全身を震ふるわせて水気を払はらい、こちらを見上げる。そして両翼を振ふり上げると、高らかに宣せん言げんした。

『それではこれより、第４のクエストを開始します！』

　同時に、レドの背はい後ごから強きよう烈れつな光が生まれる。一いつ瞬しゆんの輝かがやきが消えた後、そこに現あらわれた物を見て、僕は目を丸くした。

　視し界かいを覆おおい尽つくしたのは、巨きよ大だいな船だ。煌きらびやかな装そう飾しよくの施ほどこされた豪ごう華か客きやく船せんが、突とつ如じよとして目の前に現れたんだ。

『皆みな様さまにはこの船で、目的地へと向かっていただきます。遠えん慮りよなさらずに、どうぞどうぞー』

　啞あ然ぜんとする僕たちの前で、レドは言葉を続ける。その言葉に応おうじるようにして、船の一角が開き、昇しよう降こう口ぐちが展てん開かいされていった。どうやらあそこから船に乗り込め、ということらしい。

　僕たちは再ふたたび顔を見合わせ、今度はお互たがいに困こん惑わくの表情を浮うかべる。

　あの船でいったいどこへ向かうのかと、不安な気持ちは膨ふくれるばかりだ。でも、ためらったところでやるべきことが変わるわけじゃない。

「分かった、乗るよ」

　昇降口へ向かって、僕は足を踏ふみ出す。

「それ以外に選せん択たく肢しはなさそうだね」

　シノミヤも僕の後に続き、他のみんなも同様に、船へと向かう。

『さあさあ、楽しい船旅の始まりですわよー』

　僕たちの心しん境きようを余所よそに、レドは楽しげな口く調ちようではしゃぎ回るばかりだ。

　こうして、第４のクエストは幕まくを開けた。

　その先に何が待ち受けているのかも、分からないまま。







『出発進行ですわー！』

　軽けい快かいなかけ声と共に、豪華客船は出しゆつ航こうした。僕たちを甲かん板ぱんへ案内したレドは、相変わらず楽しげな様子で、鼻歌なんかも歌っていたりする。

　この船には僕たち以外に誰だれも乗っておらず、操そう縦じゆうも自動で行われているようだ。どういう仕組みなのかは不明だけど、そのあたりのことは気にしても仕方がないのだろう。だってここは、ゲームの中の世界なんだし。

　ゆったりと船が陸地から離はなれていく中、レドは僕たちを見回し、右の翼つばさで前方を指差した。

『それでは、第４のクエストのゲーム内ない容ようを説明いたします。この船は今、ある島へと向かっています。皆様にはその島で、宝たから探さがしをしていただきたいのです』

「宝探し？」

『はい、宝探しです』

　僕が尋たずね返すと、レドはにっこりと微笑ほほえむ。

『失われた古代文明時代に造つくられた、謎なぞの地ち下か迷めい宮きゆう。その最さい奥おうにある伝説の秘ひ宝ほうを持ち帰ることが、このクエストの目的なのですわ』

「……いかにも『ゲームっぽさ』を感じさせてくれる設せつ定ていだな」

『詳くわしいことは、島へ着いた後にまたお話しますわ。とはいえ到とう着ちやくまでにはまだ少しばかり、時間がかかります。ですので皆みな様さまにはしばらくの間、船内でご自由におくつろぎになっていただければと思っております』

「時間がかかる？　ゲームなんだから、そういうのは省しよう略りやくすればいいんじゃないのか？」

『しかるべき時が来ましたら、こちらからお知らせしますわ。それまでの間、どうかこの船旅をお楽しみくださいませ』

　疑ぎ問もんには直ちよく接せつ答えず、レドは再ふたたび僕たちに背せを向けると、

『グリーン・オーシャン・パラダイス──────っ！』

　ハイテンションな叫さけび声を上げて、瞬しゆん時じにその姿すがたを消した。

　残されたみんなは、ただ、あいつのいた場所を呆ぼう然ぜんと見つめるばかり。

「……省略できない、ということだろうね」

　その沈ちん黙もくを破やぶったのは、シノミヤだった。

「つまり、何かが起きるということさ。地ち下か迷めい宮きゆうがあるという島に、到とう着ちやくするまでにね」

「……何かって、何だ？」

「具体的に何が起きるのかまでは分からないよ。けど、だからこそボクたちは、レドに与あたえられた『自由時間』を有ゆう意い義ぎに過ごすべきなんだと思う。この時間は、ゲームを攻こう略りやくする上で役に立つかもしれないからね」

　そう言うと、シノミヤは軽く手を振ふって背を向けた。

「ボクは船内を散さん策さくしてみることにするよ。現げん状じようを自分なりに整理しておきたいし、考え事をしながら適てき当とうにそこらを歩き回ってるから、何か用事でもあれば声をかけてくれたまえ」

　シノミヤは振り返ることなく、船内へと至いたる階かい段だんをゆっくりと降おりていく。その姿が見えなくなると、周囲には気まずい静けさが漂ただよった。

　確たしかに、この時間は有ゆう効こうに活用すべきかもしれない。しかし自由にくつろげと言われても、何をすればいいのやら。手持ちぶさたな気持ちを抱いだき、僕は何気なく視し線せんを動かす。

「あっ」

　そのとき、ふと、ブシドーちゃんと目が合った。

「──っ！」

　刹せつ那な、彼女は大きく目を見開き、すぐに顔を背そむける。頰ほほには朱しゆ色いろが差していて、その反はん応のうを見た僕も、気まずさのために目をそらした。

　脳のう裏りに浮かぶのは、大おお広ひろ間までの出来事だ。




　──あのとき、ブシドーちゃんは僕に、そっと口づけをしてきた。

「っ!?」

　けれど彼女は我われに返った瞬間、目を丸くして身体からだを離はなし、言ったんだ。

「チ、チガ、ウ……ッ！」

「……違ちがう？」

　ギクシャクとした話し方に戸と惑まどいつつも、僕はその真意を確たしかめたくて、尋たずね返す。

　頭から湯気を出してブシドーちゃんはうなずき、ノドの奥おくから振ふり絞しぼるようにして言葉を続けた。

「カン、チガイ！」

「勘かん違ちがい？」

「ウン！　シンゴ、オニイチャン……。センパイ、チガウ……！」

　彼女は片かた言ことながらも、自分なりの言葉で色んなことを話してくれた。その話を要よう約やくすると、どうやらこういうことになるみたいだ。


　・ブシドーちゃんには憧あこがれの先せん輩ぱいがいる

　・意い識しきが朦もう朧ろうとしていたから、僕とその先輩を間違えた

　・寝ね起おきだったため、夢との区別が付かないまま、ついあんなことをした



　とまあ、そういうことらしい。

「ゴメン、ナサイ！」

　説明を終えると、ブシドーちゃんは深々と頭を下げた。




　──それから今に至いたるまで、彼女は口を閉とざしている、というわけだ。

　以来、僕たちの間には重苦しい空気が流れ続けている。

　でも、このままじゃダメだよな。僕は僕でかなり気が動転していたんだけど、ようやく頭の中も整理できてきたし、ちゃんと話をしておいた方がいいと思う。

「あの、ブシドーちゃん」

「！」

　ブシドーちゃんは身体からだをびくつかせたが、その反はん応のうに構かまわず言葉を続ける。

「さっきのこと、気にしなくていいよ」

　そう言って笑いかけると、彼女はゆっくりとこちらに顔を向けた。

「突とつ然ぜんのことだったから、びっくりしたけど、でも、勘違いなら仕方ないよ」

　自分の妹に、憧れの先輩がいる。その事実だけでもなかなか衝しよう撃げき的てきではあるのだけれど、でもまあ、思春期の女の子なんだから、そういう相手がいてもおかしくはない。むしろ兄としてはなおさら、その気持ちを大事にするべきだろう。だってブシドーちゃんは憧れの先輩と間違えて、兄である僕と、あんなことをしてしまったのだから。

「兄妹きようだいなんだから、ノーカン。それでいいんじゃないかな？」

「ノー、カン……？」

「無効にしようってことさ。不ふ可か抗こう力りよくなんだし、さっきのあれは回数のうちに入れない。僕も忘わすれるし、ブシドーちゃんも忘れて欲ほしい。そういうことで、どうかな？」

「……」

　僕の言葉を聞いて、彼女は少し寂さびしそうな表情を浮うかべたように見えたけど、

「ワカッタ！」

　大きくうなずき、踵きびすを返す。そしてそのまま、ものすごい速さで階かい段だんを駆かけ下りていった。

　僕はその背せ中なかに手を伸のばそうとして、すぐに動きを止める。超ちよう人じん的てきな身しん体たい能のう力りよくを持つ彼女に追いつけるわけがないし、追いついたところで、どんな言葉をかければいいのかも分からない。

　でも、小さくなっていくその姿を見送りつつ、心の中には安あん堵どの気持ちが芽め生ばえていた。

　だって、ようやくブシドーちゃんと話せるようになったのだから。

　もちろん彼女のリミットは緩かん和わされただけで、なくなったわけではない。それでもこうして会話ができるというだけで、僕にとっては嬉うれしいことなんだ。

　今はまだ、お互たがいに気まずさを捨すて切れないでいるけれど、きっとこれから先はより良い関係を築きずけるはず。明るい未来を想像し、僕の口元はわずかに緩ゆるむ。

「……」

　そんな僕を、アリスがじっとりとした目で見つめていた。

「な、何？」

「……別に」

　彼女は不ふ機き嫌げんそうにそっぽを向くと、僕から離はなれるようにして足を踏ふみ出す。

「わたしもそこらを歩き回ってみるわ。何か見つかるかもしれないし」

　そう言ってアリスは振ふり向きもせずに、階段へと歩いていった。その全身からは声をかけづらいオーラのようなものが漂ただよっている気がして、僕は引き止めることができない。

　そうして、この場には僕とリリィさんだけが取り残されることになった。

「……」

「……」

　僕たちはお互いに、所しよ在ざいなさげに視し線せんをさまよわせる。そういえば、リリィさんと二人っきりになる機会ってそんなになかったよな。第３のクエストのときに、ちょっと話をしたことはあったけど、そのときくらいか。あのときはまだ目的があったからそれなりに会話も進んだけど、こういう状じよう況きようだと何も話すことが思い浮かばなくて、とっても居心地が悪いぞ。

　沈ちん黙もくに耐え切れなくなった僕は、この場を逃のがれるために口を開く。

「えっと、僕もその辺を──」

「あ、あの！」

　そのとき、ほぼ同時にリリィさんが叫さけび、上うわ目め遣づかいに僕を見つめた。

「よ、よければ私と、デートしてくれませんか？」

「……はい？」

　その意外な申し出に、僕は思わず高い声を上げる。

「デ、デート？」

「ふえっ!?」

　尋たずね返すとリリィさんは目を丸くしてこちらを見つめ、手をぱたぱたと振ふった。

「あっ、い、いえ！　あの、その、今のは言葉のあやと言いますか！　わ、私はただ、一いつ緒しよに散歩でもしていただければ、と思っただけでして！」

「は、はあ。散歩ですか」

「は、はい。だって、シノミヤさんが言ってましたよね。何かが起きるって。だから、不安なんです。ですから、どなたかが側にいてくれると、心強いなと思いまして」

　丁てい寧ねいな口く調ちようで語るリリィさんの言葉を聞いて、僕は彼女の心しん境きようを理り解かいする。確たしかに、この状じよう況きようで単たん独どく行こう動どうをためらうのは、当然と言えば当然かもしれない。僕としても、何か目的があるわけじゃないし、断ことわる理由なんてないか。

「分かりました。一いつ緒しよに散歩しましょう」

「あ、ありがとうございます！」

　晴れやかな表情を見せると、リリィさんは大きく頭を下げた。その仕草がなんだか照れ臭くさくて、僕の顔には自然と微笑ほほえみが浮うかぶ。

「そ、それじゃあ、適てき当とうに歩いてみましょうか」

「はい、適当に歩きましょう！」

　顔を上げ、彼女は力強くうなずくのだった。







「風が気持ちいいですね」

　海を見み渡わたしながら、リリィさんは軽く伸のびをする。

　僕たちは今、船せん尾びの辺りを二人並ならんで歩いていた。視し界かいに入るのは、どこまでも続く大おお海うな原ばらだ。

　スタート地点だった陸地は、すでに見えない。目的地がどこにあるかも分からないまま続く船旅に、不安な気持ちは拭ぬぐい切れない。それでもリリィさんが言ったように、肌はだに当たる潮風は、心地ここちよかった。

　ゆっくりと歩を進めつつ、リリィさんは言葉を続ける。

「いきなり船に乗れって言われてびっくりしましたけど、こういう時間を過ごせるのなら悪くないかもです」

「確たしかに」

　僕がうなずくと、彼女はこちらに視し線せんを送りつつ、しかしその表情はかすかに曇くもった。

「……ふと、錯さつ覚かくしそうになりました。私たちは、なんでもないごく普ふ通つうの体感ゲームを楽しんでいるんじゃないかって。だけど、そんなことないんですよね。だってもうすでに、二人も犠ぎ牲せい者しやが出ているのですから」

「……ええ」

　ルーシーとケイトのことが、頭の中に思い浮かぶ。

　もしもこの場所に、あの二人がいれば。そんな可か能のう性せいさえ、つい想像してしまう。

　ルーシーならきっと、レドと同じようなテンションではしゃぎ回っていただろうし、さらには僕たちみんなも巻まき込こんで、派は手でで騒さわがしい船旅になっていたはずだ。

　ケイトはもしかしたらその騒がしさを疎うとましく思い、喧けん騒そうから離はなれて一人で時間を過すごしていたかもしれない。だけど目的の場所へ到着すれば、誰よりも効こう率りつ良よく探たん索さくを進めて、クエストの攻こう略りやくに大きく貢こう献けんしてくれたことだろう。

　……でも、その二人はもういない。衣服を全て失い、リタイアしてしまったからだ。

　ここは、そういう世界なんだ。

「す、すみません！　なんだかしんみりしちゃって」

　僕を見て、リリィさんがパタパタと手を振ふる。どうやら考えていることが顔に出ていたみたいだ。

「い、いえ、そんな、謝あやまらなくても」

　僕も慌あわてて手を振り、二人の間には重い空気が流れる。

「も、もっと明るい話をしましょう。えっと、そうですね、えっと、えっと……」

　リリィさんは頭をひねらせて、視し線せんを彷徨さまよわせていたが、僕の足元に目を留とめると、

「そうだ！」

　手を叩たたいてこちらを見上げ、言った。

「シンゴさん、脱ぬいでください！」

「…………へっ？」

　唐とう突とつな申し出に、僕は呆ぼう然ぜんと彼女を見つめるしかない。何を言ってるんだ、この人は。

　リリィさんは両手を腰こしに当て、得とく意い気げな表情を見せていたが、

「……あっ」

　発言の意味に気付いたのか、途と端たんにその顔が真っ赤に染そまった。

「い、いえ、あの、ちが、違ちがいます！　別に変な意味ではないんです！」

　しどろもどろになりながら、彼女は小こ刻きざみに身体からだを震ふるわせる。なんだかさっきも同じようなやり取りがあった気がするな……。

　リリィさんは恥はずかしそうにその場でうつむいたが、しかしすぐに自分の頰ほほを叩くと、軽く頭を振り、

「私、裁さい縫ほうが得意なんです！」

　そう言って、手のひらを上に向ける。次の瞬しゆん間かん、そこには裁縫箱が現あらわれた。

「この裁縫箱は、第３のクエストの報ほう酬しゆうで手に入れた物です。それで、その、シンゴさんのお召めし物が、少しほつれているみたいでしたので、私でよければ補ほ修しゆうしたいなと思いまして」

　ほつれている？　言われるまま、自分の足へ視線を向ける。確たしかに、僕の履はいているジーンズは、ところどころに破やぶれているところがあるみたいだ。

　ケイトのスキルによって、僕は一度、リタイアの危き機きから脱だつすることができた。けれどあれからゲームを進めるうちに、小さなダメージが蓄ちく積せきしていったのかもしれない。おそらく耐たい久きゆう度どは低くなっているだろうし、リリィさんはそのことを気に病やんでくれたのかも。

　その気き遣づかい自体は非ひ常じようにありがたく、僕の胸むねには温かい気持ちが広がっていくばかりだ。

　しかし……。

「裁縫、得意なんですか？」

「はい、なんといっても、私はメイドですから！　それくらいの技ぎ術じゆつは身に付けていないと、どこにも雇やとってもらえませんので！」

「そ、それなら、僕よりもまず、リリィさん自身の衣服を直した方がいいと思うんですけど」

「えっ？」

　リリィさんはキョトンとした表情を見せてから、ゆっくりと自分の身体からだに目を落とし、

「っ！」

　すぐさま、空あいた手で胸むな元もとを隠かくした。

　そう。第２のクエストで彼女がダメージを受けてからずっと、その胸の部分は切り裂さかれた状じよう態たいのままだったんだ。

　なるべく意い識しきしないようにと努めてはいたけど、こうして二人っきりになると、どうしてもその豊ゆたかな胸元に視し線せんが向いてしまうことを、否ひ定ていできない。

　それだけじゃなく、さっきの罰ばつゲームでも、リリィさんはさらなるダメージを受けているんだ。

　僕がリタイアする可か能のう性せいを心配してくれるくらいだったら、自分自身のことをケアしてもらった方が、色んな意味で助かるというもの。

「そ、それも、そうですね。自分のことなのに、すっかり忘わすれていました……」

　リリィさんは上ずった声でつぶやくと、気を取り直したように表情を引き締しめる。

「じゃあ、まずは私の服を繕つくろってみます！」

　そしてエプロンドレスを脱ぬぐと、裁さい縫ほう箱ばこから針はりと糸を取り出し、

「メイド歴10年の腕前を、とくとご覧らんあれ！」

　かけ声と共に、両手を閃ひらめかせた。

　──目の前で繰くり広げられる光景に、僕は思わず息を吞む。

　リリィさんは破やぶれた布ぬの地じをすさまじい速度で縫ぬい始めた。その動作に派は手でさはないけど、同時に無む駄だもなく、確かく実じつに破は損そんした箇か所しよが縫い直されていく。目にも止まらぬ早はや業わざとはまさにこのことで、僕が無言で見つめる中、エプロンドレスの補ほ修しゆうは完かん了りようした。

　さらに彼女は、補修した部分に猫ねこの顔がデザインされたアップリケを縫い付け、

「これも報ほう酬しゆうで手に入れた物です」

　軽く動かしてみて不ふ備びがないかどうかを確かく認にんし、僕へと視線を向ける。

「はい、完成です。とりあえずこれで、見た目は気にならなくなりましたよね。どうですか？」

「……すごい」

　感想を求められて、僕は思ったままの言葉を口にする。ただただ、感かん嘆たんするしかなかった。

「誰だれにでも取り得はあります。私だって、これくらいのことならできるんですから」

　リリィさんは顔を赤らめつつも、誇ほこらしげな笑みを浮うかべる。

「さあ、それじゃあ次は、シンゴさんの番です。今度こそ、脱いでください！」

　再ふたたびの申し出に、僕は苦笑するしかなかった。

　この世界における衣服は、命そのものだ。補修してくれるのなら、こちらとしても助かるし、何よりこれほどの技ぎ巧こうを見せてもらった以上、断ことわるわけにはいかない。

「分かりました」

　覚かく悟ごを決め、ジーンズを下ろそうとして、ベルトに手をかける。

　──その瞬しゆん間かん、船が大きく揺ゆれた。

「うわっ！」

「きゃっ！」

　僕は体たい勢せいを崩くずしそうになりながらも、なんとかその場で踏ふみ止まる。一方、リリィさんは足元をふらつかせると、力なくよろめき、船の縁へりに両手でしがみ付いた。

　刹せつ那な、海が大きくうねり、水しぶきが彼女を襲おそう。

「ひゃう！」

　悲鳴と同時に、リリィさんの顔へ、盛せい大だいに波が覆おおいかかった。

「う、うう……」

　顔面をびしょ濡ぬれにしつつ、彼女はその場にへたり込む。どうやら海水を飲み込んだみたいだが、ケガはなさそうだ。その様子を確たしかめてから、僕は周囲に目を向ける。

　さっきまでは晴れていた天気が、今は曇くもり空に変わっている。海も荒あれ、そのせいで船の揺れは収おさまる気配がない。

『皆みな様さま、甲かん板ぱんへと集まってください』

　と、そのとき僕の目の前にレドが現あらわれ、簡かん潔けつな言葉を述のべた。

「レド、これはいったい──」

『来なくても構かまいませんが、来た方がいいと思いますわよ。ではでは』

　こちらの言葉を無む視しして、あいつはすぐに姿すがたを消す。多分、他の人のところにも回っているんだろう。何がなんだかわからないけど、とにかく、行くしかないみたいだな。

　振り向くと、まだその場にへたり込こんだまま起き上がれないでいるリリィさんの姿が見えた。

「リリィさん！」

　側へと駆かけ寄より、彼女の前に手を差し出す。

「えっ、あの」

「さっきの場所に戻もどりましょう。急いだ方がいいみたいです」

　レドは、来なくても構わないと言っていた。それはつまり、全員が集まるまで待ってくれるわけではない、ということでもある。

　シノミヤの予期していた『何か』は、すでに始まっているんだ。

「で、でも、裁さい縫ほうがまだ……」

「それはまた今度、余よ裕ゆうがあるときにお願いします。さあ、行きましょう！」

「は、はい！」

　リリィさんは戸と惑まどいつつも、首を縦たてに振ふり、僕の手を握にぎった。







『皆様、お集まりのようですね』

　僕とリリィさんが駆け足で戻ってきたのとほぼ同時に、レドが船首に現れて周囲を見回した。

　甲かん板ぱんにはすでに僕たち以外の全員が集まっていて、三人はこちらへ視線を向ける。シノミヤは肩かたをすくめ、アリスはすぐに目をそらし、そしてブシドーちゃんはじっと、僕の腕うでの辺りを見つめていた。その視し線せんを受けて、僕もそちらに顔を向け、

「あっ」

　リリィさんと手をつないだままだったことに、今いま更さらながら気付いた。

「す、すみません」

　謝しや罪ざいの言葉と共に、僕は彼女の手を離はなす。

「えっ？　……あっ、い、い、いえ、気にしないでください！」

　リリィさんはぼんやりとこちらを見上げたが、すぐに事じ態たいを飲み込こみ、顔を赤らめた。

　お互たがいにチラチラと視し線せんを交わす中、レドは言葉を続ける。

『現げん在ざい、この海かい域いきでは嵐あらしが巻まき起こっています』

「嵐？」

　シノミヤが口を挟はさむと、レドは小さくうなずいた。

『その原げん因いんは、はっきりしています。あれですわ』

　翼つばさを海へと向け、僕たちはその方角に目をやる。するとその海面に、巨きよ大だいな何かが現あらわれた。

　生物の背せびれ、だろうか。一いつ瞬しゆんだけ姿すがたを見せたそれは、すぐに海中へと潜もぐる。

　次の瞬間、海が波打ち、船が大きく揺ゆれた。

「くっ！」

　僕たちがその場でしゃがみ込み、衝しよう撃げきに耐たえる中、レドは続ける。

『今、見えたのが、これから向かう島の守り神です』

「ま、守り神？」

『秘ひ宝ほうを守る番人だとでも思ってくださいませ』

　僕のつぶやきに、レドは無感情な顔で答えた。

『あの守り神は、部外者の侵しん入にゆうをひどく嫌きらっていますわ。このまま無む抵てい抗こうに進めば、天てん候こうをも操あやつるその強大な力によって、船は沈ちん没ぼつしてしまうかもしれません』

　レドは僕たち全員を見回すと、目を細め、

『ですので、なんとかしてください』

　あっさりと、そんなことを口にする。

「なんとかって、なんだよ」

『なんとかは、なんとかでございます。方法は自由ですので、皆みな様さまでお考えになってください』

「……もし、なんとかならなかったら？」

『お答えできません』

　レドはそれだけを言うと、翼をはためかせ、

『ではでは、ご健けん闘とうをお祈りしていますわ』

　笑顔のまま、瞬しゆん時じにその姿を消した。

　ヒントは何も無し。このクエストが始まってからずっと、レドはやけに上じよう機き嫌げんだったから、もう少し有意義な情報を教えてくれるかもと期待していたけど、そう甘あまくはないってことか。

「も、もしかして、さっき見えたあの生物を、倒たおさなければ先に進めないのでしょうか？」

　リリィさんが、恐おそる恐るといった感じで口を開く。確たしかに、そう考えるのが妥だ当とうだろう。

　とはいえ海中にいる相手を、いったいどうやって……。

「──あっ」

　そのとき、脳のう裏りにある考えが閃ひらめく。

　不意に思い出したんだ。第３のクエストで手に入れた、ダイナマイトのことを。

　自分の中に、目当ての物があることを確かく認にんする。このダイナマイトが、どの程てい度どの威い力りよくなのかは分からないけど、守り神とやらが海面付近に浮ふ上じようしたときに投げ付ければ、多少はダメージを与あたえられるかもしれない。

　もちろん爆ばく発はつする前に海に落ちたら不発に終わるかもしれないし、上手うまくいったとしても、どれほどの効果があるのかは不明だ。それでも、試してみる価か値ちはあると思う。

　しかしそうなると、火が必要になってくるんだけど、この辺りで火を起こせそうな物って、何かあるんだろうか？

　揺ゆれる船の中、必死に思考を巡めぐらせる。火、火……。

　──そういえば、リリィさんは第３のクエストの際さい、かなり多くの報ほう酬しゆうを獲かく得とうしていたよな？

　そのほとんどは、大して役に立たないだろうという物ばかりだったけど、僕が覚えている限かぎりでは、その中の一つにライターがあったはずだ。

　それを使えば、ダイナマイトに点火できるんじゃないか？

「リリィさん、ライターを貸かして──」

　僕はリリィさんの方へ顔を向け、声をかけようとして、

「ねえ、あれ！」

　そのときアリスが叫さけび、船首を指差した。反はん射しや的てきに振ふり向いて、同じ方角を凝ぎよう視しする。その先にあるのは、大きくうねる海だ。

　……いや、それだけじゃない。荒あれ狂くるう波間から、何かが浮うき上がってくる。

　それは魚のひれのようなものを頭に付けた、巨きよ大だいな顔だ。形は人に似にているが、でも、そいつは明らかに人間ではなかった。だって顔だけで、この船と同じくらいの大きさがあるのだから。

　これが、守り神か……。

　そいつは何なに気げない動作でこちらに顔を向ける。刹せつ那な、守り神の大きな瞳ひとみが真っ赤な光を放ち、

「────っ！」

　同時に、僕の背せ中なかに戦せん慄りつが走った。そして、瞬時に悟さとる。

　無理だ、勝てない。あいつは、ダイナマイトなんかでどうにかなる相手じゃない！

「脱だつ出しゆつだ！」

　叫びと共に、僕は全員をぐるりと見み渡わたした。

「避ひ難なん用ようのボートがあるかもしれない！　探さがそう！」

　突とつ然ぜんの発言にみんなは戸と惑まどっていたが、しかしこうして立ち止まっている時間すら、今の僕たちには惜おしい。

「臆おく病びよう者ものだと笑ってくれてもいい。ただ、理り屈くつじゃなく直感したんだ。あいつと戦っても、勝てるわけがないって。だから逃にげる。その方がきっと、助かる可か能のう性せいが高いと思う」

「──それが一番、賢けん明めいかもね」

　と、アリスがつぶやくと、顔を上げて守り神を見つめた。

「レドは『戦え』とは言ってないもんね。逃げるのも選せん択たく肢しの一つよ」

　その言葉に賛さん同どうするように、ブシドーちゃんとリリィさんもゆっくりとうなずく。

「やれやれ、参ったね」

　そんな中、シノミヤは肩かたをすくめつつ、全員を見回して言葉を続けた。

「みんなに相そう談だんしたいことがあったんだけど、今はそんな状じよう況きようじゃないか」

「相談？」

　尋たずね返すが、シノミヤは首を軽く振ふると、船内に続くドアへ顔を向ける。

「このピンチを乗り越こえた後でいいよ。とにかく今は、脱だつ出しゆつを急ごう」

「あ、ああ、そうだな」

　僕はうなずきながら、シノミヤと同じ方向へ視し線せんを動かした。

「みんな、救きゆう命めい具ぐでもなんでもいいから、何か見つかったら大声で知らせて──って、うわっ！」

　そのとき言葉の途と中ちゆうで、船が大きく揺ゆれる。バランスを崩くずし、僕はその場にしゃがみ込んだ。

「きゃっ！」

「ひゃん！」

　他のみんなも悲鳴を上げて、尻しり餅もちを突ついたり、前のめりに転んだりしている。

　この揺ゆれは、守り神が起こしているのか？　甲かん板ぱんに手を付け、僕は船首へと振り向く。

「っ！」

　刹せつ那な、大きく目を見開いた。守り神の巨きよ大だいな姿すがたが、視界に飛び込んできたからだ。

　船の間近まで迫ったそいつは、半身を海面から浮うかび上がらせ、右みぎ腕うでを高々と振り上げる。

　まずい。あれは、まずいぞ。迫せまり来る脅きよう威いを直感し、急きゆう激げきに身体からだが強こわ張ばった。

　──いや、ビビるな！

「さ、下がれえええええっ！」

　無理やり声を振ふり絞しぼり、あいつから少しでも遠ざかるため、踵きびすを返して駆かけ出そうとする。

　そのとき、すぐ近くにいたアリスの姿が目に入った。彼女は尻餅を突いたまま、呆ぼう然ぜんと守り神を見上げている。

「アリス！」

　名を呼よび、その手をつかんで、強引に立ち上がらせた。

「っ！」

　我われに返ったのか、アリスはわずかに身をすくませたが、

「走ろう！」

「……ええ！」

　簡かん潔けつに言葉を伝えると、力強くうなずく。

　彼女の手を引き、僕は甲かん板ぱんを駆かける。

　守り神が巨きよ大だいな腕うでを振ふり下ろしたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

『…………！』

　言葉を発することなく、そいつは右の拳こぶしを船首へと叩たたき付ける。

　刹せつ那な、すさまじい衝しよう撃げきが弾はじけた。

　暴ぼう力りよく的てきなその一いち撃げきは、轟ごう音おんと共に甲板を砕くだき、その余よ波はは瞬またたく間に僕たちの元へと届とどいた。

　船は大きく傾かたむき、足場が跳はね上がり、

「う、あっ」

　僕の身体からだは、勢いきおいよく宙ちゆうに弾はじき出される。つかんでいた手も離はなし、頭の中は真っ白になった。

　視し界かいに映うつるのは、紺こん碧ぺきの海だ。

　落ちる。海に、落ちる。恐きよう怖ふが全身を駆け廻まわり、背せ中なかに冷たい汗あせが流れる。

「シンゴ君！」

　そのとき、誰だれかの叫さけび声が、耳に届いた。

　顔を動かすと、同じように宙へ投げ出されたアリスの姿すがたが飛び込んでくる。彼女は重力に引かれながら右腕を突つき出し、その腕の先から『拘こう束そくする鎖くさり』を、僕に向かってまっすぐに伸のばした。

　鎖は僕の左腕に巻まき付き、決して離れないようにと絡からまる。そのまま僕たちは頭から海へと落ち、次の瞬間、全身が強きよう烈れつな衝撃に襲おそわれる。

　──僕の意い識しきは、そこで途と切ぎれた。




　　　２




「ん……」

　苦く悶もんの声を漏もらし、身体からだをよじらせる。

　ぼんやりとする意識の中、ゆっくり目を開けると、次し第だいに周囲の光景が浮うかび上がってきた。

　白い砂すな浜はまに、打ち寄よせる波、雲一つない空……。

　何がどうなっている？　確たしか、海に落ちたはずだけど、僕は助かったのか？　他のみんなは？

　いくつもの疑ぎ問もんが頭に浮かび、戸と惑まどいつつも顔を上げると、深く生おい茂しげる森林が目に入った。

　ここは、島だろうか？　その詳しよう細さいを確かめるため、僕はなんとか立ち上がろうとして、

「ん……」

　左腕に違い和わ感かんを覚えて、そちらに顔を向けた。見ると、腕全体に太い鎖が巻き付いている。

　──その鎖を目にした瞬間、思い出した。

　宙に投げ出されたとき、アリスが僕の腕に、これを巻き付けたことを。

　鎖の先に視線を動かす。そこには、一人の女性がうつ伏ぶせに倒たおれていた。

「アリス！」

　すぐさま駆け寄り、彼女の名を呼よぶ。

「う、ん……」

　するとアリスはうめき声を漏もらし、うっすらと目を開ける。どうやら意い識しきが戻もどったみたいだ。

「シンゴ、君……？」

　僕の顔を見上げて、アリスは小さな声でつぶやく。苦く悶もんの表情を浮うかべながら、彼女は砂すな浜はまに手を付ける。

「わたしたち、助かったの……？」

　腕うでに力を入れると、アリスは静かに起き上がった。

「……えっ」

　だが、こちらに身体からだを向けた彼女を見て、僕の思考は固まる。

　なぜなら、アリスはその上半身に、何も身に着けていなかったからだ。

　慎つつましくも確たしかな弾だん力りよくを思わせる小ぶりな胸むな元もとが、眼がん前ぜんに飛び込こんできた。

　それによく見れば、スカートもなくなっている。

　つまり彼女は今、下着１枚まいだけの姿すがたになっていたんだ。

「どうしたの？」

　いきなり黙だまり込んだ僕を見て、アリスはその視し線せんの先に目を向け、

「っ！」

　反はん射しや的てきに、両手で自分の胸むねを覆おおった。

「あっ、ご、ごめん！」

　瞬またたく間に顔全体を真っ赤に染そめるアリスを見て、僕は我われに返り、その場で背せを向ける。

「……これ、あんたがやったの？」

　その背はい後ごから、彼女の声が聞こえてきた。

「へっ？」

「だから、あんたがわたしの、その、ブ、ブラジャーを、どこかにやったのかって聞いてるの！」

「い、いや、そんなことしないよ！　僕も今、目を覚ましたところで、倒たおれている君を見つけて、声をかけただけで……。とにかく、そんなことは絶ぜつ対たいにしてない！　誓ちかってもいい！」

「じゃあ、いったいどうして、こんなことになってんのよ？」

「そ、それはこっちが聞きたいよ。まずは現げん状じようを確かく認にんしよう。僕もまだ、頭の中が整理できてないんだ。海に落ちてすぐに意識をなくして、ここがどこなのかも分からないんだよ」

「…………ごめん、ちょっと混こん乱らんしてたわ。落ち着いて考えましょう」

　アリスはじっとこちらをにらんでいたようだが、大きく息を吐はくと言葉を続けた。

「わたしも、あんたと似にたようなものよ。どうやらわたしたちは、遭そう難なんしたみたいね」

「遭難……。波に運ばれて、この砂浜に流れ着いたってことか。ということは、アリスのその格かつ好こうは、ここに着く途と中ちゆうでなんらかのダメージを受けた可か能のう性せいが高いんじゃないかな？」

　落下による衝しよう撃げきやら何やら、ダメージを負う要よう素そはいくらでもあったはずだ。

「そう考えた方がいいのかもしれないわね。おそらく、あんたのそれも」

「えっ、僕？」

「自分の足元を見てみなさいよ」

　言われて視し線せんを落とし、目を丸くする。

　僕の履はいているジーンズが、大きく破やぶれて、太ももの辺りまでなくなっていたんだ。

「気付かなかった……。でも、多分そうなんだろうな。お互たがい、リタイア寸すん前ぜんだね、はは、は」

「……そう、ね」

　力なく笑うと、アリスは考え込こむようにつぶやいた。

「ごめん」

「えっ？」

「なんでもない、こっちの都合。とにかく、ごめん」

　彼女はなぜだかもう一度謝あやまると、言葉を続ける。

「船がどうなったのかは、覚えてない？」

「覚えてない。けど、あのときの様子を考えてみると、あまりいい結果は期待できないか。みんなはどうなったんだろう？」

「……分からないわ。せめてここがどこなのかが、はっきりすればいいんだけど」

　ここがどこなのか、か。確たしか、スタート地点も同じような砂すな浜はまだったよな。

　ということは、もしかして僕たちは、あの場所まで戻もどされたということか？

　……いや、そうじゃない。その逆ぎやくだ。

「ここって、目的の島なんじゃないかな？」

「えっ？」

　つぶやくと、アリスの驚おどろいたような声が背はい後ごから聞こえた。

「僕たちは秘ひ宝ほうの守り神に、行く手をさえぎられた。でもさ、守り神なんてものが現あらわれたってことは、守るべき物が近くにあったってことだよね？」

「……つまり、あの時点で目的地にはかなり近づいていたということ？」

「そう。だから流れ着くとしたら、そこは目指していた場所だという可か能のう性せいが高いと思うんだ」

「でも、そう上手うまくいくかしら？」

「もちろん現げん実じつの世界だと、そんなに都合のいいことは起きないだろう。でも、ここはゲームの中だ。『そういうふうに作られている』と考えてもいいはずだよ。船が難なん破ぱするのも、僕たちがここに流れ着くのも、全てイベントの一いつ環かんなのかもしれないのだから」

「……ふむ」

　僕の推すい測そくを受けて、アリスは思考を巡めぐらせていたみたいだが、

「となると、この辺りを探たん索さくしてみる必要がありそうね。イベントだとしたら、他のみんなも同じように、この島のどこかに流れ着いているかもしれない。それにここが本当に目的地だとしたら、地ち下か迷めい宮きゆうとやらもあるんでしょ？　その入り口も探さがさなきゃ」

　そう語る言葉の端はし々ばしには、力強さが宿っている。やるべきことが決まって、気持ちも前向きになってきたみたいだ。

「よし、それじゃあ出発しよう。とりあえず波打ち際ぎわを歩いてみるというのは、どうかな？」

　僕はアリスの方へ振ふり向こうとして、

「っと」

　彼女の上半身が裸はだかであることを思い出して、慌あわてて回れ右をした。

「……」

　そんな僕の背せ中なかに、アリスがじっとりとした視し線せんを注いでいるのを感じる。下着１枚まいだけの姿すがたとなった状じよう態たいで、僕と一いつ緒しよに歩くというのは、彼女にとってきついことなのだろう。そうでなくてもこれからのゲームの進行には大きな支し障しようが出るはずだ。

　どうしよう、何かないだろうか。この状じよう況きようを打だ破はする、いい案は。

　せめて胸むな元もとさえ隠かくすことができれば……。

「あっ」

　そのとき僕はあることを思い出し、つい声を漏もらした。僕には、あれがあるじゃないか！

「アリス、一つ提てい案あんがあるんだけど、聞いてくれるかな？」

「……何？」

「実は、水着を一着、持ってるんだ。第３のクエストの報ほう酬しゆうとして、手に入れた物でさ。良かったら、それを着てみないか？」

「わたしに、プレゼントしてくれるってこと？」

「ああ、うん。ただ、ちょっとだけ、その、生き地じが少ないというか……。でも、今の状態よりは、多分、マシだと思う」

　僕が途と切ぎれがちに言葉を連ねると、

「……見せて」

　彼女は静かな声で、そう言った。

「これだよ」

　自分の中から、あのセクシーな水着を取り出し、背はい後ごに差し出す。アリスはそれを受け取ると、マジマジと見つめているようだった。

　さすがに怒おこられるかもしれない。そんな覚かく悟ごを胸むねに抱いだき、僕は固く目を閉とじる。

「……背に腹はらは代えられないわね」

　しかし彼女はそうつぶやくと、次の瞬しゆん間かん、僕の左ひだり腕うでに巻まき付いていた鎖くさりが一気に解とかれていった。

　かと思うとその鎖は、今度は僕の全身を覆おおい、あっという間に束そく縛ばくする。

「ア、アリス？」

「今から着き替がえるから、絶ぜつ対たいにこっちを見ないでよね」

「わ、分かった」

　僕はうなずき、念ねんのために目を閉とじた。何も縛しばらなくってもいいのに、とは思ったものの、この状況で信用しろというのが無理な話か。

「ん……」

　軽いうめきと、もぞもぞと動く音が聞こえてくる。

「あっ……、ん……、ちょっと、き、きつい、かな……」

　アリスの発する苦く悶もんの響ひびきが耳に届とどき、僕は思わずノドを鳴らした。
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　いや、ダメだダメだ！　余よ計けいなことは考えるな！　無心だ、無心になるんだ！

　頭を振ふり、邪じや念ねんを追い払はらう。そうして、永えい遠えんとも思えるほどの長い沈ちん黙もくを保たもったまま、その場で耐たえ忍しのんでいると、

「もう、いいわよ」

　その言葉と共に、全身を縛しばっていた鎖くさりが一気に解ほどかれた。

　着き替がえ終わった、のか？　僕はゆっくりと身体からだを動かし、アリスの方へと向き直る。

　そして彼女の姿すがたを見た瞬しゆん間かん、大きく目を見開いた。

　アリスが着ているのは露ろ出しゆつの多い水着で、身体のラインがはっきりと分かるデザインになっている。だからこそ、その人が持つ魅み力りよくをそのまま引き立たせている、とでも言えばいいのだろうか。

　とにかく、その水着は、彼女の身体にぴったりとマッチしていたんだ。

「──きれいだ」

「なっ!?」

　思わず漏もれた言葉を聞いて、アリスは背せ中なかをのけ反ぞらせた。

「あっ！　い、いや、今のは、その……」

　その反はん応のうを見て、僕は声を詰つまらせるが、

「……こ、言葉通りだよ」

　撤てつ回かいはせず、そう続ける。

　だって、自分の気持ちにウソはつきたくなかったから。

「ん、くっ……」

　アリスは軽く身じろぎしたが、頰ほほを赤く染そめたままこちらをにらむ。

「そ、そういうのはいいから、とにかく、行くわよ！」

「えっ？」

「波打ち際ぎわを歩くんでしょ？　ほら、グズグズしないで！」

「あ、そ、そうだね、うん」

　僕を置いて、サクサクと歩き出すアリスの後に、慌あわてて続く。

「……」

　と、彼女は足を止めると、不意にこちらへ目を向けて、

「……りがと。助かったわ」

　消え入るような声で、何かをつぶやいた。

「えっ？　なんて言ったの？」

「なんでもないわよ」

　僕が聞き返すと、アリスは不ふ機き嫌げんそうに前へ向き直り、再ふたたび足を動かす。首を傾かしげつつも、僕は彼女と並ならび、共に砂浜を歩く。

　それからしばらくは、静かな時間が続いていた。耳に届とどいてくるのは打ち寄よせる波と、砂を踏ふむ二人の足音だけ。空にはさっきまでの嵐あらしがウソのような、さっぱりとした晴れ模も様ようが広がっている。

　周囲に脅きよう威いとなるような存そん在ざいは何もなく、その穏おだやかな空気が心地ここちよくて、油ゆ断だんしちゃいけないと頭では分かっていても、ついつい気持ちは緩ゆるんでしまう。

　──そういえば、アリスと二人っきりになるのも久ひさしぶりだな。

　彼女はこのゲームが始まってから初めて出会った人で、大おお広ひろ間ままでの道を一いつ緒しよに走り抜ぬけていったんだよな。

　僕はちらりとアリスの横顔を覗のぞき見る。彼女は無言で歩き続けていたが、

「何よ」

　こちらの視し線せんに気付いたのか、前を向いたまま口を開いた。

　特に話したいことがあったわけじゃない。ただなんとなく、彼女に目を向けただけだ。

　そのことを伝えようとして、僕は口を開き、

「アリスのこと、教えてよ」

　けれど、出てきたのはそんな言葉だった。

「あっ」

　言ってから慌てて口を閉とじるが、もう遅おそい。

「わたしのこと？」

　当然、彼女はいぶかしむような目で僕をにらんできた。水着に対する感想といい、なんだかさっきから僕は、心の中がふわふわしているような気がする。

「え、えっと、今のは……、そう！　たとえば、どうしてあんなに銃じゆうの扱あつかいが上手いんだろうって、そういうことを聞きたかったんだ！」

　しどろもどろになりつつも、僕はそう言って場を取り繕つくろう。自分でも下手へたな言い訳わけに聞こえるだろうなとは思うけど、でも、その発言自体は本心から出たものだ。

　実じつ際さい、第３のクエストで、彼女はアサルトライフルを見事に使いこなしていた。僕と同い年くらいの女の子が、ためらいもなく引き金を引くという、その『慣なれている感じ』が、ずっと気になってはいたんだよな。

　もちろん、ここはゲームの中の世界であり、現げん実じつとは違ちがう。ゲームの中だからこそ、できることもあるだろう。ゲームだからと割わり切っているのなら、アリスの行動もおかしなことではないはず。

「銃じゆうの扱あつかい、ね……」

　しかし僕の言葉に対して、彼女はうつむき、真しん剣けんな表情で砂すな浜はまを見つめる。そして顔を上げると、軽く息を吐はいてから、

「わたしね、誘ゆう拐かいされたことがあるのよ」

　そんな言葉を、あっさりと口にした。

　予想もしていなかった単語を耳にして、僕の頭は軽いパニック状じよう態たいに陥おちいる。

「……どうして？」

　かろうじてそれだけを口にすると、

「親が金持ちだから」

　身も蓋ふたも無い答えが返ってきた。

「詳くわしく聞かせてもらっても、いいかな？」

　ノドの奥おくから声を絞り出すと、アリスは肩かたをすくめつつも、口を開く。

「今から３年前の話よ」

　当時を思い出すように、彼女は空を見上げた。

「生まれ故こ郷きように、『ちょっと育ちのいい子が入る中高一いつ貫かんの女子校』があるんだけど、わたしはそこに通っていたの。事じ件けんが起きたのは中等部二年生の、二学期の頃ころ」

　アリスは肩をすくめて、言葉を続ける。

「下校時のことだったわ。覆ふく面めんをした人たちが、突とつ然ぜん、わたしをワゴン車に連れ込こんで、どこかに連れ去ったの。すぐに目め隠かくしをされたから、どこをどう進んだのかなんて分からなかったし、そもそも誘拐されるという事じ態たいを考えたこともなかったから、頭の中は真っ白だったわ。で、気が付いたらわたしは、見知らぬ倉そう庫こで、手足を縛しばられていたってわけ」

　アリスの口く調ちようは淡たん々たんとしていて、顔色にも変化はない。でもその肩は小こ刻きざみに震ふるえていて、彼女は拳こぶしを固く握にぎり締しめている。

「怖こわかったんだね」

　僕の口からは、自然とそんな言葉が漏もれた。アリスは驚おどろいたような顔でこちらを見つめたが、すぐに表情を戻もどすと話を再さい開かいさせる。

「そりゃあ、怖かったわよ。わたし、ここで死ぬんだって思ったもん。怖くて、震えるだけで、何もできなくて……。でも、助けてくれた人がいたの」

「助けてくれた人？」

　尋たずね返すと、彼女は強くうなずいて、口元をほころばせた。

「わたしが監かん禁きんされていた場所に乗り込んできて、あっという間に誘ゆう拐かい犯はんたちを撃げき退たいしてくれたの。……パトカーと消しよう防ぼう車しやと救きゆう急きゆう車しやが来たのは、その直後だったわ。火事が起きたっていう匿とく名めいの通つう報ほうがあったんだって」

　おそらくその人が通報してくれたのでしょうね、とアリスは語る。

「わたしはすぐに保ほ護ごされたわ。でも、その人はいつの間にかいなくなっていて、結局、どこの誰だれだか分からないままよ」

「顔は覚えてないの？」

「ええ。だってその人、変なお面のような物をかぶっていたから」

「お面？」

「縁えん日にちの屋台なんかで売ってるような、アニメのキャラクターっぽいのがデザインされているお面よ。なんでそんな物をかぶっていたのかは分からないけど、とにかくそのせいで、その人の素す性じようは今でも分からずじまいよ」

　肩かたをすくめてから、彼女は僕に軽く目を向けた。

「それでまあ、事じ件けんそのものはどうにか解かい決けつしたんだけどね、そのときわたしは思ったのよ。このままじゃダメだって。わたしが助かったのは、ただ運が良かっただけ。わたしが赤あか咲さき家の一人ひとり娘むすめである以上、同じようなことがまた起きないとは限かぎらない。そのとき、自分の身は自分で守れるようにしなきゃって」

「……もしかして、それで銃じゆうを？」

「ええ。年に何回か、海外の射しや撃げき訓くん練れん場じようで撃うたせてもらってるの。もちろん、銃なんて国内じゃ、持ってるだけで犯はん罪ざいだから、撃つ機会なんてそうそう無いでしょうし、そんな訓練をしたって意味が薄うすいってことは分かってる。だから、その訓練は護ご身しん用ようというより、心を鍛きたえるためのものなの。もしものときは、いつでも撃てる。そういう覚かく悟ごを、身に付けるためにね」

　まっすぐに前を見み据すえ、アリスは指で拳銃の形を作り、撃つ仕草をしてみせる。その動作にふざけた様子はなく、僕は思わず息を吞のんだ。

　まさか彼女に、そんな壮そう絶ぜつな過か去こがあったなんて。

　覚悟を身に付けるための訓練が、図らずもこの世界で役に立ったわけか。

「……」

　動どう揺ようを隠かくしきれないまま黙だまっていると、アリスがじっと僕の顔を見つめてきた。

「な、何？」

「……ううん、なんでもない。ま、そんなわけないわよね」

　彼女は小さく息を吐はき、頭を振ふると、再ふたたびこちらに目を向ける。

「で、あんたの方は、どうなのよ？」

「へっ？」

「今度はこっちが質しつ問もんする番よ。あれから、少しは記き憶おくが戻もどったの？」

「……ん」

　アリスの問いに、僕は言葉を詰つまらせた。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、さっき大おお広ひろ間まで見た過か去この記き憶おくだ。第３のクエストで遭そう遇ぐうした、黄金の巨きよ大だいモンスター。あの中の最後の１体は、僕が考えたのかもしれないんだよな。

　そのことを告げれば、アリスはどう思うだろう？　もしかしたらこの和なごやかなムードも、一気に凍こおり付いてしまうのかもしれない。そう考えると、僕の心にためらいの気持ちが生まれる。

　……いや、だとしても、やはり言うべきなのだろう。

　アリスは自分の、壮そう絶ぜつな過去を語ってくれた。ならばこちらも、それ相そう応おうの態たい度どを示しめすべきだ。そうしないと、きっとフェアじゃない。

　覚かく悟ごを決めた僕は、足を止め、じっと彼女を見つめる。

「……ゲーム開始当初から、僕はずっと、黒くろ幕まくだと疑うたがわれていたよね」

「えっ？」

　突とつ然ぜんのことに、アリスも立ち止まってこちらへ振り向き、眉まゆをひそめた。

「まあ、そう、ね。あんたがあやしいっていうのは、今も変わらないけど」

「だよね。結局のところ、潔けつ白ぱくは証しよう明めいできてないわけだし。だからこそ僕も、真相を突つき止めたいんだ。たとえそれがどんなに過か酷こくな現実だとしても、受け止めなきゃいけないし、受け止めるべきなんだと思う」

　そう言って僕は、さっき見たことをアリスに伝えた。

「……つまり、僕は本当に黒幕かもしれないんだ。僕のせいでアリスを、そしてみんなを、こんなゲームに巻まき込こんでしまったのだとしたら、本当に申し訳わけなく思う。だから、今のうちに謝あやまっておくよ。ごめん」

　拳こぶしを固く握にぎり締しめ、頭を下げる。

　アリスは無言のまま、僕の話を聞いていたが、

「……気に入らないわね」

　短く、それだけを口にした。

「そう、だよね。謝って済すむ問題じゃ──」

「違ちがう、そうじゃないわ」

　言葉をさえぎり、彼女は両手を腰こしに当ててこちらを見つめる。

「勘かん違ちがいしてるみたいだけど、もしも本当にあんたが黒幕だとしても、わたしは『今のあなた』を責せめるつもりなんてないんだからね」

「えっ？」

「だって今のあなた、つまり『トウサカシンゴ』には、自分が黒幕だという記憶がないんでしょ？　さすがにそのことは、もう疑ってないわよ。あんたがわたしたちを、その、裸はだかにして楽しみたいのなら、あそこまで無茶なことをして、他の人をかばったりするわけないもの」

「で、でも、たとえ覚えてなくても──」

「覚えのない行こう為いを責めるつもりはないし、そもそも覚えてないのに謝るのは無む責せき任にんよ！」

「んぐっ」

　ぴしゃりと言われて、僕は言葉に詰つまる。確たしかに、その通りかもしれない。

「そりゃあゲーム開始当初は、わたしだって混こん乱らんしてたし、あんたに対して、ひどいこともしたと思うけど……。うん、そのことについては、むしろわたしが謝あやまるべきよね。ごめんなさい」

　こちらをまっすぐに見つめ、アリスは頭を下げ、すぐに顔を上げて僕を指差す。

「とにかく、今のあんたが謝るのは筋すじ違ちがいよ。反はん省せいしたいのなら、全てを思い出して、何もかもをはっきりさせてからにしてよね」

「……そう、だね」

　僕はゆっくりとうなずき、再ふたたび拳こぶしを握にぎり締しめる。

　多分、僕はあの記き憶おくを見たことで、思し考こう停てい止ししていたのだろう。自分が黒くろ幕まくだと決め付け、謝ることしかできないのだと。

　でも、そうじゃない。一番大事なのは、記憶を取り戻もどすことなんだ。

　記憶が戻れば全てが判はん明めいするかもしれないんだし、アリスが言ったように、反省するのはそれからでもいい。

「ごめん。……あっ、いや、この『ごめん』は、余よ計けいな心配をかけちゃったっていう意味で、うん、もう大だい丈じよう夫ぶ。今はゲームの攻こう略りやくに専せん念ねんするよ」

「……そうしてくれると助かるわ」

　照れ混まじりの笑みを浮うかべると、彼女もまた、口元を緩ゆるめた。

　二人の間には、穏おだやかな空気が生まれる。

「なんだか、あんたを見てると思い出すわ。あの子のことを」

「あの子？」

「中等部に入ってすぐの頃ころに、仲良くなった子がいたのよ。おとなしくて、あまり目立たなかったけど、優やさしくて、本当にいい子で、妙みように波は長ちようが合ったのよね」

　その頃を懐なつかしむように、アリスは空を見上げる。

「ちょっと夢見がちなところもあってね、その子はいつも語ってくれたの。子どもの頃に憧あこがれていた、ヒーローのことを」

　ヒーロー？

　予期せぬ単語を耳にして、僕はそのことを問い質ただそうと口を開きかける。

　──視し界かいの片かた隅すみに、『動く何か』が飛び込んできたのは、そのときだった。

「あっ！」

　目を向けた瞬しゆん間かん、大きな声を漏もらす。僕とアリスが向かおうとしていた砂すな浜はまの先に、見知った姿すがたがあったからだ。

　向こうもこちらのことに気付いたのか、小走りに近づいてくる。

「シンゴさん、アリスさん！」

　声の主──リリィさんは、大きく手を振ふりながら笑みを見せ、

「きゃっ！」

　砂に足を取られて転びそうになった。しかし隣となりにいたブシドーちゃんが彼女を抱だき留とめ、ちらりとこちらへ視し線せんを送る。僕とアリスは同時にうなずいてから、二人の元へと駆かけ寄よった。

「シンゴさん、アリスさん、ご無事でしたか！」

　僕たちが側そばまで来ると、リリィさんはブシドーちゃんの手を借かりつつ立ち上がる。

「それはこっちのセリフですよ」

　答えながら、僕はブシドーちゃんへと目を向けた。彼女は僕とアリスを交こう互ごに見て戸と惑まどいの表情を浮うかべ、口を開く。

「ダイ、ジョウブ？」

「うん、なんとか。そっちも大だい丈じよう夫ぶだった？」

　尋たずねると、ブシドーちゃんは大きくうなずいた。

　見たところ、二人の衣服に大きな損そん傷しようは見られない。そのことに安あん堵どしつつも、しかし、疑ぎ問もんが浮かぶ。ブシドーちゃんはまだしも、リリィさんも無事だったのは、どうしてだろう？

「お答えしましょう！」

　と、リリィさんが得意気に右手を腰こしに当てると、彼女の胴どう体たいに大きな浮うき輪わが現あらわれる。

「第３のクエストの報ほう酬しゆうで、手に入れた物です。泳およげない私も、これのおかげでどうにか難なんを逃のがれることができた、というわけなのです！」

　陽よう気きな口く調ちようで語るリリィさんを見て、僕の気持ちも軽くなる。浮輪なんて、こういう状じよう況きようでしか役に立たないだろうに、運の悪さが一回りして、逆ぎやくに助かった、といったところだろうか。

　ともあれ、リリィさんもブシドーちゃんも無事だったんだ。今はそのことを喜ぶべきだろう。

「波に運ばれて、この島に流れ着いて、どうすればいいのかと途と方ほうに暮くれていたとき、砂すな浜はまを歩くブシドーちゃんと再さい会かいして……。それで、二人で一いつ緒しよに他の人を探さがしていたんです」

　リリィさんはこれまでの経けい緯いをぽつぽつと語っていたが、

「って、そんなことを話してる場合じゃないんです！」

　突とつ然ぜん、何かを思い出したように両手を叩たたいた。

「見つけたんです、入り口を！」

「入り口？　もしかして、地ち下か迷めい宮きゆうの？」

「そう、それです！」

　アリスの問いに、リリィさんは元気よく答えた。

　地下迷宮。伝説の秘ひ宝ほうとやらが眠ねむっている、今回のクエストの目的地か。

「まだはっきりとは確かく信しんできないんですけど、とにかく、お二人にも見ていただきたいんです」

　僕はアリスと顔を見合わせ、同時にうなずく。詳しよう細さいは分からないし、もしかしたらリリィさんが勘かん違ちがいしているだけかもしれない。それでも、まずは見てみるしかないだろう。

「行こう」

　僕が声をかけると、みんなも首を縦たてに振ふり、四人は並ならんで歩を進めた。

　──第４のクエストを攻こう略りやくする。

　そのときの僕の頭の中は、そのことでいっぱいで、だから、アリスとの会話で聞きそびれたことも、いつの間にかどこかへと追いやられていたんだ。
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　リリィさんに案内され、たどり着いた場所にあった『それ』を見て、僕は目を丸くする。

　眼がん前ぜんにあるのは、巨きよ大だいな洞ほら穴あなだ。

「……あやしいわね」

　その穴を見つめながら、アリスが小さくつぶやく。

　彼女の発言も、もっともだ。島の陸地へ続く草木の中にあった、その洞穴の中からは、淡あわい緑色の不思議な光が漏もれ出しており、あからさまに分かりやすい存そん在ざい感かんを放っていたのだから。

「やっぱり、これが地ち下か迷めい宮きゆうへの入り口なのでしょうか？」

「でしょうね」

　リリィさんの不安そうな声に、アリスが答える。

「もちろん罠わなの可か能のう性せいはあるでしょうけど、ここ以外に特別な施し設せつらしき物は見当たらなかったし、これまでの流れから考えたら、目的地だと考えていいんじゃないかしら」

『その通りでございます』

　その言葉を待っていたかのように、突とつ如じよとして、洞穴の前にレドが現あらわれた。

『アリス様のおっしゃるように、この穴の先にあるのが、伝説の秘ひ宝ほうが眠ねむる地ち下か迷めい宮きゆうですわ』

　レドは楽しげな口く調ちようと共に翼つばさを動かし、羽の先を洞穴へと向ける。

『当然、この穴の先には様々なあれこれが用意されていますが、少なくとも本物の地下迷宮であることは、このわたくしが保ほ証しよういたします』

「……様々なあれこれって、何よ」

『お答えできません』

「だと思ったわ」

　いつもの返事に呆あきれつつも、アリスは軽く首を振ふるだけで、それ以上を追つい及きゆうしたりはしない。

　まともな答えには期待してなくて、一いち応おう尋たずねてみただけ、といったところなのだろう。

『さあさあ皆みな様さま、どうぞお進みくださいませ。詳くわしい話は中でしましょう』

　レドは上じよう機き嫌げんそうにその場で羽ばたき、先へ進むようにうながす。

　おそらくこいつの言っていることは真実だ。レドは、ウソだけはつかない。だからこの迷宮は、本当に本物なんだ。その先には間ま違ちがいなく、危き険けんな何かが待ち受けているのだろうけど、ゲームを進めるためには、この中へと入るしかない。

「ちょっと待ってくれ」

　そのことを理り解かいしつつも、僕は口を開かずにはいられなかった。

『何かご質しつ問もんでも？』

　レドは首を傾かしげ、他のみんなもこちらを見つめる。

「シノミヤがどこにいるか、誰だれか知らないか？」

　その問いに、全員がお互たがいの顔を見合わせた。

　そう。この島に流れ着いてから、まだあの人の姿すがたを見かけてないんだ。

「わ、分かりません。私は自分のことに精せいいっぱいだったので」

　リリィさんが困こん惑わくの表情を浮うかべ、アリスとブシドーちゃんも首を横に振ふる。

　どうやら誰も、シノミヤの行方ゆくえを知らないみたいだ。

「……船の難なん破ぱがイベントの一いつ環かんで、この島に流れ着くのも必然なら、シノミヤも近くにいる可か能のう性せいが高いんじゃないか？　もしそうだとしたら、みんなで探さがして合流した方がいいと思う」

　僕の提てい案あんに、みんなは再ふたたび顔を見合わせ、

「でも、どこにいるの？」

　アリスが当然の疑ぎ問もんを口にする。

「分からないけど、とにかく島の中を手分けして探してみよう。もしかしたら、森の奥おくの方に行ってるのかもしれない」

「……それには賛さん同どうしかねるわね」

　と、彼女は腰こしに手を当てて、首を横に振った。

「どうして？」

「だって、この島には伝説の秘ひ宝ほうとやらが眠ねむっているんでしょ？　むやみに歩き回るのは危き険けんじゃないかしら？　何しろ、海には守り神なんてものがいたのよ。この島の中にも、同じような何かが用意されている、という可能性は考えるべきじゃない？」

　……なるほど、確たしかにアリスの言う通りだ。穏おだやかな光景に気が緩ゆるんでいたけど、ついさっき僕たちは、あの守り神によって、とんでもない目に遭あわされたんだよな。

「臆おく病びようだと思ってくれても構かまわないわ。けれどわたしはもう、リタイア寸すん前ぜんなの。だから、リスクの高い行動は避さけたいのよ。それはあんたも同じでしょ？」

「──ああ。臆病だなんて思わないよ。当然の判はん断だんだ」

　アリスが着ているのは生き地じの少ない水着だけだし、僕だって上半身は裸はだかで、今は破やぶれたジーンズと下着を身につけているのみ。無茶なことはできない状じよう態たいなんだよな。

　陸地へ目を向けると、そこには森林が広がっている。あの奥には、守り神と同じレベルの危き機きが存そん在ざいするかもしれない以上、うかつなことはできないか。

「レド、教えてくれ。シノミヤが今、どこにいるのか分かるか？」

『お答えできません』

「じゃあ、この島には、僕たちの安全を脅おびやかすようなものは存在するのか？」

『お答えできません』

　レドに尋たずねてみたものの、予想通りの答えが返ってくるだけだ。

「……となると、ここでシノミヤを待つのがベストってことになるのか？　もしかしたらあの人も、僕たちと同じように、他の人を探して歩き回っているかもしれないわけだし」

「でしょうね。少なくともこの辺りは安全そうだし、見晴らしもいいから、異い変へんが起きたらすぐに気付けるわ。いざとなったら、洞ほら穴あなの中に駆かけ込こめばいいんじゃないかしら？」

「そう、だよな。ゲームを進めるのは、シノミヤと合流してからでいいと思う」

　彼女の言葉に同意すると、ブシドーちゃんも首を縦たてに振ふる。

「あ、あの、ちょっといいですか？」

　しかしそのとき、リリィさんがためらいながらも手を挙あげた。

「シノミヤさんは、本当にこの島にいるのでしょうか？」

「えっ」

　恐おそる恐るといった感じのその発言に、僕は声を漏もらす。

「どういう意味ですか？」

「ふと、思ったんです。シノミヤさんは、この島にたどり着けてないんじゃないか、と」

　この島に、たどり着けてない？

「だ、だって、あの方は、仮か面めんをかぶってましたよね？　あんなに重そうな物を頭にかぶったまま、海に落ちたら、し、沈しずんでしまうんじゃないでしょうか？」

「つまり、船が難なん破ぱしたときに、そのまま溺おぼれたかもしれない、ということ？」

　アリスが問いかけると、リリィさんは身体からだをびくつかせ、口をパクパクさせた。

「ご、ごめんなさい。私もシノミヤさんの無事を祈ってますし、『そうであって欲ほしい』と思ってるわけではありません。ただ、『その可か能のう性せい』が思い浮うかんだので、言っておいた方がいいかな、と」

　確たしかに、考えたくない可能性ではあるけど、あり得ないとは言い切れないか。島に流れ着くのがイベントの一いつ環かんだとしても、流されることすらできないのなら。

「もし、そうだとしたら、シノミヤは今、どうなっているんだ？」

　疑ぎ問もんを口にしつつも、脳のう裏りには『リタイア』の四文字が思い浮かぶ。

「リタイアはしてないはずよ」

　そのとき、僕の頭の中を覗のぞいたかのようにアリスが口を開いた。

「思い出して。この世界では、全ぜん裸らになった姿すがたを、参加者全員が確かく認にんしない限かぎり、絶ぜつ対たいにリタイアしないのよ。ルーシーも、ケイトも、そしてあんただって、そうだったでしょ？」

「……うん、確かに」

「もちろん相当なダメージを受けているでしょうから、衣い服ふくはボロボロ、というより、全部なくなってるのかもしれないけど、その姿をわたしたちが確認しない限り、シノミヤはリタイアしないわ。リタイアできない、と言った方がいいかもしれないわね」

「──リタイアできない、か」

　その一言に、僕の胸むねは締しめ付けられるような思いでいっぱいになった。アリスの言葉通りなら、シノミヤは今もなお、海の底で苦しみ続けているかもしれないということなんだ。

　もちろんそれは、あくまでも可能性の話でしかない。シノミヤが海に落ちたと決まったわけじゃないし、壊こわれた船の破は片へんにつかまって難なんを逃のがれた、という可能性もある。それでも、本当にあの人が海の底で溺れているのなら、ここでただ待っているというわけにはいかないよな。

「シノミヤが海に落ちたと仮か定ていするとして、その場合、どうすればあの人を救える？　この広い海の、どこにいるのかも分からないのに、助けに行くことなんてできない。だとすれば、今の僕たちにできることは、何があるんだろう？」

「一いつ刻こくも早く、このクエストをクリアすることね」

　僕の疑ぎ問もんに、アリスがきっぱりと答えた。

「今までの経験から考えれば、今回のクエストもクリアできれば、わたしたちはまた大おお広ひろ間まに戻もどることになるはずよ。当然、参加者全員が、ね」

「──そうか。確たしかにその通りだ。たとえ海の底にいたとしても、クエストをクリアしてしまえば、その時点であの人は助かるんだ」

　その場合、『待つ』という選せん択たくはまずいことになるわけか。待てば待つだけ、シノミヤの苦しみは増ますことになるのだから。

「シノミヤがこの島にたどり着けていると思うのなら、ここで待つ。逆ぎやくに、たどり着けてないと思うのなら、洞ほら穴あなの中へと進み、クエストのクリアを目指す。僕たちが選ぶべき道は、この二つのうち、どちらかってことか」

　待つべきか、進むべきか。その決けつ断だんを迫せまられているということだ。

　容よう易いには答えを出しづらい問題だが、しかし自分の中では、すでに結けつ論ろんは出ていた。

　一いつ瞬しゆんだけ目を閉じてから、みんなを見回す。

「僕は、進むべきだと思う」

　その一言に、全員の視し線せんがこちらに集まった。

「考えてみたんだけど、仮かりにシノミヤがこの島にたどり着けているなら、ひとまずは無事だと思っていいんだよね？　だけどもし本当に、あの人が海の底に沈しずんでいるのだとしたら、こうして迷まよっている時間すら惜おしいんだ」

「……確かに、リスクの高さで言えば、対等な二に択たくではないわね」

　アリスのつぶやきに、僕は無言でうなずいた。

「もちろん、進むことを選んだ場合は、シノミヤ抜ぬきでゲームを攻こう略りやくすることになるわけだから、その分、難なん易い度どは高くなるだろう。僕たち自身のリスクを考えるのなら、待つのが賢けん明めいだとは思う。それでも僕は、進みたい。シノミヤは何を考えているのか分からないところもあるけど、あの人だってこれまで一いつ緒しよに戦ってきた、仲間なんだ。仲間が苦しむかもしれない道は、選びたくないよ」

「──ま、それが多分、最さい善ぜんの選択なんでしょうね」

　僕が言い終えると、アリスは胸むねの前で腕うでを組み、軽く微笑ほほえんだ。

「わたしもあんたの意見に賛さん成せいするわ」

「わ、私もです。私も、シノミヤさんには何度も助けてもらいました。だから、その、上手うまく言えませんが、力になりたいと、ずっと思ってました」

「……」

　リリィさんも賛同の言葉を述のべ、その隣となりにいるブシドーちゃんも、無言で首を縦に振る。

　どうや全員の意見は一いつ致ちしたみたいだ。ならば、あとは行動するだけ。

「……一いち応おう、やれることはやっておくわ」

　不意にアリスがつぶやくと、右みぎ腕うでを掲かかげ、その先から鎖くさりを生み出した。

　彼女は鎖を僕たちの身長くらいまでの長さまで伸のばすと、腕の先から切り離はなし、同じことをもう一度やってから拾い上げて、砂すなの上に置く。その形は、まるで矢印のようになっていて、ちょうど洞ほら穴あなの先を指しているように見える。

「これなら『洞穴の中に入っていった』って、はっきり分かるでしょ？」

　なるほど、シノミヤがこの島にたどり着いている場合の、目印代わりというわけか。

　僕はうなずき、同意を示しめすと、レドへと向き直った。

「よし、それじゃあ行こうか。案内してくれ」

『承しよう知ちしました。こちらでございまーす』

　レドは翼つばさを羽ばたかせ、軽けい快かいな足取りで洞穴へと向かう。僕は一度みんなの方を振ふり向いてから、後を追いかけた。

「レド、歩いたままでいいから、答えてくれ」

　そしてその横に並ならんで、さらに問いかける。

「全ぜん裸らの条じよう件けんを教えてくれ」

『言葉通りでございます。衣服を何も身に着けていない状じよう態たいだと思ってくださいませ』

「つまり、何か一つでも身に付ける物があった場合、それは全裸じゃないし、リタイアもしないということか？」

『左様でございます』

「じゃあ、シノミヤの仮か面めんは？　あの仮面は絶ぜつ対たいに壊こわれないと、あの人は言っていた。それはつまり、『シノミヤは絶対にリタイアしない』ということにならないか？」

『あの仮面は例外でございます。スキルによって生み出された物ですので』

「……スキルはリタイアの条件に絡からまないってことか？」

『はい。スキルはあくまでもスキルであり、衣服ではありませんので。シノミヤ様の場合でしたら、仮面以外の衣服が全て失われた状態を、全裸と定てい義ぎしております』

「ということは、わたしの鎖も？」

　話に割わり込んできたアリスの言葉にも、レドは大きくうなずく。

『そうですね。たとえば鎖で身体からだ中じゆうを巻まき付けられたとしても、その下に何も着ていないのであれば、全裸という扱あつかいになりますわ。当然その姿すがたを参加者様全員に見られると、その方はリタイアとなります』

　淡たん々たんと、それでいて軽けい快かいに、レドは答える。いつものように『お答えできません』といった返事が来るのかと思っていたけど、さすがにゲームの根っこに関わる部分は答えてくれるのか。

　しかしそうなると、覚かく悟ごは決めておいた方がいいのかもしれない。

　シノミヤはすでに、全裸である可か能のう性せいが高い。

　つまり再さい会かいした瞬しゆん間かん、リタイアするかもしれないんだ。

「分かった。教えてくれてありがとう」

『いえいえ、これがお仕事ですので』

　心の底から楽しそうな表情を浮うかべ、レドは洞ほら穴あなの前で立ち止まる。そして僕たち全員を見回すと、にこやかな口く調ちようで言った。

『さあさあ、どうぞお入りくださいませ』

　──正直なところ、怖こわくないと言ったらウソになる。

　でも、今はビビってる場合じゃない。

　僕は立ち止まったりせずに、洞穴の中へと身を投じた。

　一いつ刻こくも早く、このクエストを終わらせるために。




　　　２




『それでは、細かいルールについて説明します』

　全員が洞穴に入ったのを確かく認にんするなり、レドはこちらを見回し、口を開いた。

　どんな原理なのかは分からないが、秘ひ宝ほうとやらが眠ねむっているこの洞穴は、全体が緑色の光で包つつまれている。おかげで視し界かいは明るく、先へ進むのに苦く労ろうするということはなさそうだ。

　中は思っていた以上に広く、天てん井じようも高い。足元には石いし畳だたみのような物が敷しき詰つめられていて、ここが人の手によって加工された場所だということが分かる。

　古代文明の神しん秘ぴ的てきな光景に見み惚とれる中、レドはさらに言葉を続けた。

『まず、この洞穴は一本道ではありません。迷めい宮きゆうという名の通り、中に入った人を迷まよわせる様々な仕し掛かけが用意されています。正しい道を進んで、ゴールまでたどり着いてください』

「ゴール？」

『迷宮の最さい深しん部ぶですわ。そこにある「秘宝」を手に入れていただくことが、この迷宮での主な目的となります』

　僕の問いに、レドは軽やかな口調で答える。

『秘宝は一つだけではありません。迷宮内にはいくつかの秘宝が隠かくされており、それぞれ、個別にポイントが設せつ定ていされています。そしてそのポイントは、秘宝を手に入れた参加者様に加算されることになります』

「ポイント？」

　唐とう突とつに出てきた単語に、アリスは眉まゆをひそめた。

「もしかして、そのポイントで順位を決めるってこと？」

『はい。最も多くポイントを稼かせいだ方が１位となり、最も少なかった方が最下位となります』

「……まあ、当然ね。このクエストでも、順位決めはあるってことよね」

『獲かく得とくの難なん易い度どが高い秘宝ほど、ポイントも高く設定されていますので、その点はお気を付けを。基き本ほん的てきには洞穴の奥へ進めば進むほど、難易度とポイントが高くなるようになってますわ』

　そこまでを述のべると、レドは全員を見回して、さらに言った。

『説明は以上です。何かご質しつ問もんはありますか？』

　その問いに対して、みんなは無言でお互たがいを見つめる。それぞれに不安な表情は浮かべているものの、誰だれも口を開こうとはしない。ルールそのものはシンプルだし、特に不明な点はないのだろう。

「……一つ、聞かせてくれ」

　そんな中、僕は腕うでを組みつつ、レドに尋たずねた。

「もしもシノミヤが、遅おくれてこの場に来た場合、あの人にも同じ説明をしてくれるのか？」

『具体的なことはお答えできませんが、わたくしはどなたからのお呼よび出しであろうと、いつでもどこでも馳はせ参じますわ』

「そうか、安心したよ」

　少なくともシノミヤが呼びさえすれば、レドは現あらわれるってことだ。あの人ならルールの確かく認にんくらいはするだろうし、その点に関しては心配する必要はなさそうだな。

『他に質しつ問もんはありませんね？　それではまた後ほどお会いしましょう。どうか迷めい宮きゆうの探たん索さくをお楽しみくださいませ』

　言い終えると、レドは瞬しゆん時じに姿すがたを消す。残された僕たちは顔を見合わせ、同時にうなずき合った。

　何はともあれ、先へ進むしかないと、みんな理り解かいしているんだ。

「慎しん重ちように進みましょう。シノミヤのことがあるから、なるべく急いだ方がいいとは思うけど、無理して自分たちが手て痛いたい仕打ちを受ける、なんて事じ態たいは避さけたいわ」

「そ、そうですね。まずは私たち自身の安全を考えることが大事ですね」

　アリスの発言に、リリィさんが首を縦たてに振ふる。

　確たしかに、何が待ち受けているのか分からない以上、その判はん断だんは正しいと思う。

「いや、大だい丈じよう夫ぶだろう」

　しかし僕の口から出てきたのは、そんな言葉だった。

「この迷宮、おそらくそれほど難むずかしくないんじゃないかな？」

　その発言に、全員の視し線せんがこちらに向けられる。

「ずいぶん自信ありげだけど、どういう根こん拠きよがあるの？」

　アリスにじっとりとした目でにらまれて、僕は一瞬たじろいだが、

「考えてみたんだ、レドの言ったことを。この迷宮は一本道じゃないし、様々な仕し掛かけもあるけど、正しい道を進めばゴールへとたどり着ける。そういう認にん識しきで合ってるはずだよね？」

「ええ、そうね」

「つまり、正しい道を進んでいれば、被ひ害がいは受けないってことさ。だから、慎重になる必要はない」

「……あのね、それは『正しい道が分かれば』の話でしょ？　分からないから、慎重に進もうって言ってるのに、そんなの──」

「分かるんだよ」

「えっ……」

　短く答えると、彼女は言葉を詰つまらせてこちらを見つめる。視線を受けながら、僕はリリィさんに目を向けた。

「だって、ここには最高の道先案内人がいるんだから」

「ふえっ？　わ、私、ですか？」

　突とつ然ぜん、名前を呼よばれて驚おどろいたのか、リリィさんは目を丸くして身体からだをビクつかせる。そんな彼女に近づき、真正面から向き合ったまま、僕はさらに口を開く。

「この迷めい宮きゆうの攻こう略りやくは、リリィさんにかかってます！　どうか力を貸かしてください！」

「は、はひ！」

　背せ筋すじを伸のばし、リリィさんは元気よく答える。しかしすぐに我われに返ると、縁ふちなし眼鏡めがねを指で押おし上げ、軽く首を傾かしげた。

「で、でも、あの、具体的には、いったい何を……」

「第２のクエストのことを、覚えてますか？　あのときと同じですよ」

「！」

　その一言に、ブシドーちゃんが何かに気付いたように目を見開く。

「どういうこと？」

　一方、アリスは眉まゆをひそめるだけだ。

「アリスはあの場にいなかったから知らないと思うけど、リリィさんは『絶ぜつ対たいに選せん択たくを誤あやまる』んだよ。言い換かえれば、リリィさんの選ばなかった答えは、絶対に正せい解かいだってこと」

　選んだ道が正解かどうかなんて、その時点では分からない。

　だからこそ、運の要よう素そが強く働く。

　そしてリリィさんは、『運が悪い』というリミットを背せ負おっている。

「……ようするに、分かれ道に直面するたびに、どっちに進みたいかを選んでもらって、その反対の道を進めばいいってこと？」

「その通り！」

　大きくうなずきつつ、僕は再ふたたびリリィさんに顔を向けた。

「分かれ道に遭そう遇ぐうしたとき、リリィさんが正解だと思った道を、迷まよわず直感で選んで欲ほしいんです。その直感は、まず間ま違ちがいなく外れます。だからこそ、僕たちは助かるんです」

　失礼なことを言っているという自覚はあるが、今はそのことを気き遣づかっている時間も惜おしい。おそらくその想いは、リリィさんにも伝わったのだろう。

「わ、分かりました」

　彼女は戸と惑まどいながらもうなずき、決意の炎ほのおを瞳ひとみに宿した。

「私なんかでもお役に立てるのでしたら、なんだってやります！」

「ありがとうございます！」

　その決意に、僕はただただ感かん謝しやするばかりだ。

「秘ひ宝ほうはどうするの？」

　そんな僕たちを眺ながめつつ、アリスはさらに口を開く。

「最短ルートを進むだけだと、秘宝を取り逃のがす可か能のう性せいが高いんじゃない？」

　彼女の問いは、もっともだ。順位決定に関わる要素なだけに、はっきりさせておかなければならない問題なのだろう。

　でも、だからこそ、僕は言った。

「全部、無む視しする」と。

「レドも説明していたけど、秘ひ宝ほうを手に入れるのには、それなりの困こん難なんが伴ともなうと考えるべきだ。そんなものに関わっている時間が惜おしいし、何より、余よ計けいなリスクは避さけたい。僕も、そしてアリスだって、リタイア寸すん前ぜんの状じよう態たいなのだから」

「……」

　自分のことを引き合いに出されて、アリスは一いつ瞬しゆんだけ眉まゆを動かしたが、

「ま、仕方ないわね」

　すぐに肩かたをすくめると、右みぎ腕うでから鎖くさりを生み出した。その表情からは、すでに険けわしさは消え去っている。

「分かれ道になっているところで、この鎖を切り離はなして、置いていくことにするわ。砂浜のときと同じで、目印代わりね。あって困こまるものでもないでしょ？」

　……確たしかに、いくらリリィさんのリミットが役に立ってくれるとはいえ、道を引き返す可か能のう性せいはあるし、この迷めい宮きゆうから出るときにも、きっと役に立ってくれるはず。困らないどころか、大助かりなアイデアだ。

「ということは、僕の意見に賛さん成せいしてくれるのか？」

「一人でダダをこねても、どうにもならないでしょ。あんたの案に乗ってあげるわよ」

「──そうか。ありがとう」

「だから、そういうのはいいってば。ほら、急ぐんでしょ。さっさと進みましょう」

「う、うん」

　僕はうなずき、全員を見回し、

「それじゃあ、行こう！」

　叫さけびと共に、足を踏ふみ出した。

　緑色の光に包つつまれた空間の中を、僕たちはひたすら歩き続ける。やがて前方には二手に分かれた通路が見えてきた。

「リリィさん！」

「は、はい！」

　僕の呼よびかけと共に、リリィさんは足を動かしながら目をこらし、

「右です！」

　そう言って右側の通路を指差す。

「それじゃあ、左だ！」

　その声に応おうじて僕は叫び、左側へと進んだ。

　みんなは少しためらいつつも、僕の後に続く。そうしてそのまま歩いていると、今度は三さん叉さ路ろが見えてきた。

「リリィさん、また直感でお願いします！」

「え、えっと、じゃあ、その、左です！」

「真ん中と右なら、どっちですか？」

「ふえっ？　そ、そうですね、あの、その、じゃあ、右です！」

「分かりました！　真ん中の道を進みましょう！」

　言いながら、僕は真っ直ぐに歩を進め、やはりその後にみんなも続く。

　目指すは迷めい宮きゆうの最深部だ。







　それから、どれくらい歩いただろうか。いくつもの分かれ道に直面しつつ、僕たちは迷宮の中をただひたすら進み続けていた。道中は驚おどろくほど快かい適てきで、これまでのところ困こん難なんと呼よべるほどの障しよう害がいには全く遭そう遇ぐうしていない。

　そのスムーズさが逆ぎやくに不気味ではあったんだけど、『リリィさんが実じつ際さいに指差した方向には、何があるのか』を確たしかめる気にはなれなかった。だって、それこそ何があるのか分からないのだから。

　それに、不安な気持ちを覚えていたのは確かだけど、同時に痛つう快かいさも感じてはいたんだ。黒くろ幕まくに、一いつ矢し報むくいたような気がしたからだ。

　秘ひ宝ほうに目もくれず、最短最速でゴールに向かう。これならダメージを受けることはない。

　もしかしたら黒幕は、僕たちが裸はだかをさらすところを望んでいるかもしれないが、ダメージを受けなければ衣服は破やぶれないし、リタイアだってしないんだ。

　もちろん、その黒幕が僕自身だという可か能のう性せいは高いけれど、少なくとも『今の僕』にとっては、こうすることが正しい行動だと信じている。テストプレイだからといって、黒幕の思い通りに動いてやる必要なんてないのだから。

　そんな思いと共に迷宮の通路を歩いていると、唐とう突とつに視し界かいが開けて、思わず立ち止まる。

　目に飛び込んでくるのは、広々とした空間だ。天てん井じようもこれまで以上に高く、今までとは趣おもむきの異ことなるその光景に、みんなも足を止めて周囲を眺ながめる。

　僕たちの前方には、大きな水辺が広がっていた。その水深は底が見えないほどで、もしもここに落ちたら、と考えると背せ筋すじが凍こおり付きそうになる。

　ただ、この空間にあるのは水辺だけではなかった。真正面には、一本の道が続いていたんだ。

　その道は上り坂になっていて、奥おくの方では何かが強い光を発している。

「行くしかないんじゃない？」

「……そうだね」

　アリスにうながされ、僕はうなずく。分かれ道がない以上、これまでのやり方は通用しないし、あからさまに重じゆう要ようそうな場所へたどり着いたのだから、何があるのかを確たしかめなきゃいけない。

「行こう」

　みんなにそう呼よび掛かけてから、僕は足を踏ふみ出した。

　ゆっくりと、それでいて立ち止まらずに歩みを進め、やがて僕は道の先へと到とう達たつする。

　そこにあったのは、石いし造づくりの台だい座ざと、光り輝かがやく宝ほう石せきだ。

　台座の上で緑色の光を発するその宝石は、強きよう烈れつな存そん在ざい感かんを放っている。

「もしかして、ここがゴール地点、なのか？」

　この場所は迷めい宮きゆうの最深部で、この宝ほう石せきこそが、最も得点の高い秘ひ宝ほうなんじゃないか。

　ほとんど直感的に、そんな考えが浮うかんだ。

　それじゃあ、この宝石を手に入れれば、クエストは終しゆう了りようする？

　僕は手を伸のばし、恐おそる恐るその宝石に触ふれようとした、そのとき、

「シ、シンゴさん！」

　リリィさんの叫さけびとほぼ同時に、水辺から盛せい大だいなしぶきが巻まき起こった。

　僕は慌あわてて手を引っ込め、水辺へと目を向ける。

「まさか……」

　そして、現あらわれた『そいつ』を目まの当たりにして、僕は思わず声を漏もらした。

　水辺から顔を出し、石造の台座がある高さまで浮かび上がってきたのは、僕たちが海で遭そう遇ぐうした、あの守り神だったんだ。

　どうしてこいつが、ここに？　困こん惑わくする僕の近くで、アリスがためらいながらも口を開く。

「この水辺は、海と繫つながっている、ということなんじゃない？」

　……なるほど、そう考えるのが自然かもしれない。水の底には大きな穴あなが開いていて、守り神はそこから海面とこの場所を行き来している、ということなのだろう。

　守り神は僕に顔を向けると、その瞳ひとみを真っ赤に光らせた。瞬しゆん間かん、全身に緊きん張ちようが走り、頭の中が真っ白になる。

　おそらくどんな手を使っても、こいつには勝てない。じゃあ、どうすればいい？　いったいどうすれば、この窮きゆう地ちを切り抜ぬけられる？

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちを胸むねに抱いだいた僕は、ただ真正面を見つめることしかできない。

　そのとき、守り神はこちらを見下ろしたまま、静かに右みぎ腕うでを掲かかげた。

「えっ……」

　水面より上げられた手の中にあった、『それ』を見て、思わず声を漏らす。

　守り神の手に握にぎられていたのは、シノミヤだったからだ。

「シノミヤ！」

　その名を叫ぶが、声が届とどいてないのか、シノミヤは身動き一つしない。

「もしかして、船が襲おそわれたときに捕つかまって、それからずっと、あの状じよう態たいなんじゃ……」

　アリスのつぶやきに、僕は目を見開く。

「だとしたら、早く助けないと」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、守り神を見上げて、僕は叫んだ。

「頼たのむ、その人を返してくれ！　その人は、僕たちの仲間なんだ！　秘宝を取るつもりもない！　今すぐここを出ていくから、だから、お願いだ！」

　僕は必死にそう訴うつたえて、守り神をまっすぐに見つめる。

　守り神は無言のまま、じっとこちらを見下ろしていたが、

『──』

　しかし次の瞬しゆん間かん、ゆっくりと腕を振ふり上げると、無む造ぞう作さにシノミヤを放り投げた。

　宙ちゆうに投げ出されたシノミヤは、身を守る術すべもなく地面へと落下する。

　まずい！

　その姿すがたを目で追い、足を踏ふみ出そうとした、そのとき、

「このっ！」

　アリスが右みぎ腕うでから鎖くさりを伸のばし、シノミヤの身体からだに巻まき付けた。拘こう束そくされたシノミヤは、放り投げられた勢いきおいを殺され、一いつ瞬しゆんだけ動きを止めて、緩ゆるやかに落ちてくる。

　その落下地点へ走り込んでいたブシドーちゃんが、シノミヤの身体を受け止め、ゆっくりと地面に降おろした。

「ん……」

　するとシノミヤは声を漏もらし、ゆっくりと身体を起こす。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

　僕はすぐさま側に駆かけ寄より、声をかけた。

「ブシドーちゃんに、シンゴ君……。アリス君に、リリィ君も……。ここは、いったい……」

　全身を小こ刻きざみに震ふるわせ、シノミヤは周囲を見み渡わたす。スーツはボロボロで、所々が破やぶれているし、意い識しきも朦もう朧ろうとしているけど、どうやらリタイアするほどのダメージは受けていないみたいだ。

「古代文明の地ち下か迷めい宮きゆうだよ。僕たちはみんな、ずっとシノミヤのことを心配していたんだ」

「……だんだん思い出してきたよ。ボクは船から放り出された直後、あの守り神につかまれて、海の中に引きずり込こまれたんだ。そして気が付いたら、シンゴ君の顔が目の前にあったというわけさ」

　よろよろと身体を起こしつつ、シノミヤは自分の身に起きたことを話す。

　語られた内ない容ようは、ほとんどアリスが想そう像ぞうした通りのものだったけど、だからこそ僕たちは素す直なおに、その発言を受け止めることができた。

「そうか。大変だったろうけど、でも、もう大丈夫だ。守り神も、こっちの言葉を聞いてくれたみたいだし」

　少しばかり乱らん暴ぼうなやり方だったけど、守り神はシノミヤを手放してくれたのだから。

　そんな思いと共に、僕は顔を上げ、──その考えは甘あまい幻げん想そうだったと、即そく座ざに悟さとらされる。

　守り神が、依い然ぜんとして瞳ひとみを赤く光らせたまま、こちらを見つめていたからだ。

　そう。これは理り屈くつなんかじゃない。直感で『そうだ』と確かく信しんできる。

　守り神には言葉が通じたわけじゃなく、あいつはただ単に、我われを忘わすれているだけなんだ。

　そのことに気付いたときにはもう、守り神は右腕を高々と振ふり上げていた。

　間に合わない！

　そう感じつつも、僕は両手で顔を覆おおい、次の瞬間、守り神は容よう赦しやなく右腕を振り下ろした。

　無む慈じ悲ひな暴ぼう力りよくが、僕たちに降ふり注がれようとする。

「……！」

　でもその寸すん前ぜんで、ブシドーちゃんは大たい剣けんを取り出すと、迫せまり来る拳こぶしに向かって一いつ閃せんさせた。

　力と力がぶつかり合い、守り神の拳は強く弾はじき返される。

「っ！」

　しかし同時に、ブシドーちゃんの持つ大たい剣けんは粉こな々ごなに砕くだけ散り、彼女は大きく跳はね飛ばされ、地面を転がった。

　ブシドーちゃんはすぐさま起き上がり、真正面から守り神をにらみつけるが、その表情には焦あせりの色が浮うかんでいるように見える。それも当然だ。あれほどの大きな武ぶ器きが、あっさりと破は壊かいされてしまったのだから。

　やはりブシドーちゃんでも、あの守り神を倒たおすのは難むずかしいのか。

　それでも彼女は迷まよいを払うように頭を振ると、地面を蹴けって守り神の元へと駆かける。しかし間近まで迫ると、急きゆう激げきに進しん路ろを変え、横っ跳とびにその場から離はなれた。

　ブシドーちゃんは何度も角度を変えて、周囲を駆け回る。惑まどわせるようなその動きに、守り神は目で追うのが必死のようだ。

　どうやら彼女は、時間稼かせぎをしてくれているみたいだ。今の内に、何か手を打たないと。

「なるほど」

　そのとき、身体に力が戻もどってきたのか、シノミヤが守り神を見上げつつ、小さくつぶやいた。

「シンゴ君、あの台だい座ざの上で光っている物が、もしかして『秘ひ宝ほう』とやらなのかい？」

「えっ？　あ、ああ。多分、そうだと思う」

「そうか。ならばここは一つ、賭かけに出てみる価か値ちはあるかもしれない。どのみち、このままだとジリ貧ひんだからね」

「賭け？」

「今からボクが、あの秘宝の元へ走る。無事にたどり着けるように、みんなにはフォローをお願いしたいんだ」

「……なぜ、そんなことを？」

　唐とう突とつな申もうし出に驚おどろき、僕は思わず聞き返した。

「守り神は、明らかに正気を失っている。それは今に始まったことではなく、あいつが現あらわれたときからずっと、そうだった。だよね？」

「あ、ああ」

　海で遭そう遇ぐうしたときも、そして今も、あの赤い瞳ひとみから理性が感じられないのは確たしかだ。

「そこには何か原げん因いんがある。ボクの予想だと、あれは古代文明人とやらの仕し業わざだ。古代文明の秘ひ術じゆつか何かで精せい神しんを操あやつられ、自分の意い志しとは関係なく、今も秘宝を守り続けている。この手のゲームではよくある話だろう？」

　そう、なのかもしれない。ゲームの中の世界である以上、『設せつ定てい』は用意されているはずだ。

「だけどまあ、理由はどうでもいいのさ。大事なのは、守り神の洗せん脳のうを解とくことだよ。意い識しきが元に戻もどれば、あいつはボクたちを襲おそわなくなる。そう考えるのが妥だ当とうだよね？」

「それは、そうなんだろうけど、でも、どうやって？」

「ボクならその洗脳を解くことができる」

「えっ」

「確かく証しようはないけどね。だから、賭けなんだ。じゃあそんなわけで、よろしく頼たのむよ！」

「あ、ちょ」

　制せい止しする暇ひまもなく、シノミヤは秘ひ宝ほうのある高台の方へと飛び出した。

「……やるしかないみたいね」

　アリスは右みぎ腕うでから鎖くさりを伸のばし、守り神を凝ぎよう視しする。

「……ああ、そうだな」

　僕もうなずき、心の中で覚かく悟ごを決めた。今はあの人を信じるしかないか。

「リリィさんは後ろに下がっていてください！」

「は、はい！」

　僕はシノミヤと反対の方向へと走り、ブシドーちゃんを目で追う守り神に向かって、叫さけんだ。

「お前の相手は、こっちだ！」

　それとほぼ同時に、アリスも僕とは別の方角へと駆かける。

『的』が増ふえれば、守り神も狙ねらいを定めにくくなり、シノミヤへ注意が向く可か能のう性せいも低くなるはず。

　そう考えた僕は、がむしゃらに地面を走り回った。

　実じつ際さい、守り神は僕たちの行動に戸と惑まどっているように見える。視し線せんをさまよわせ、どう動くべきかを迷まよっているかのようだ。

　しかし次の瞬しゆん間かん、守り神は動きを止めると、大きく息を吸すい込んだ。そしてその両腕を、高々と掲かかげる。その姿すがたを見て、脳のう裏りに浮かぶのは、海での出で来き事ごとだ。

　もしかしたら、あいつは地面全体を叩たたき壊こわすつもりなのかもしれない。それなら、狙いを定める必要もないのだから。

　でも、だとしたら、まずいんじゃないのか？

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちを覚え、僕は思わず足を止めて、守り神を見つめる。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ！」

　シノミヤの叫び声が聞こえたのは、そのときだった。

　視し線せんを向けると、息を切らせながらも高台までたどり着いた、あの人の姿が目に映うつる。

「守り神よ、この秘宝はボクがもらい受ける！　返して欲ほしければ、力ずくで奪うばうといい！」

　そう言ってシノミヤは、右手で自分を指差し、左手で秘宝をつかんだ。

　刹せつ那な、秘宝は強きよう烈れつな光を発して、そのまばゆさにつられ、守り神は首を動かす。

『！』

　守るべき物を奪われたことに気付いたのか、そいつは即そく座ざに高台へと近ちか寄より、シノミヤを見下ろす。そして鋭するどい眼がん光こうをぶつけたまま、再ふたたび両腕を振ふり上げた。

「シノミヤ！」

　僕が叫ぶと、シノミヤは無言で首を横に振り、介かい入にゆうを拒こばむ。

「ボクはこのゲームのことを、『真っ当なゲーム』だとは思っていない。理り不ふ尽じんなことばかりだし、クソゲーだと言っても過か言ごんではないだろう」

　言いながら、シノミヤは自分の胸むねの前に右手を上げた。

「けれどその一方で、信しん頼らいはしているんだ。常じよう人じんには理り解かいしづらくても、何らかのルールには従したがっている、論ろん理り的てきなゲームだってことを。だから、これにもきっと、意味はあるはずだ」

「えっ」

　シノミヤの手に現あらわれた物を見て、僕は思わず声を漏もらす。だってそれは、第２のクエストのキーアイテムであり、第３のクエストではコインに換かん金きんしたはずの、オレンジだったからだ。

　呆ぼう然ぜんとする僕の前で、シノミヤは守り神を真っ直ぐに見定めた。

「オレンジには、心を惑まどわせる力がある。第２のクエストでのことからも、それは明らかだ」

　淡たん々たんと語るシノミヤの前で、守り神は威い嚇かくするかのように、大きく口を開ける。

「つまりこれは、洗せん脳のう装そう置ちの一種ってことさ。毒どくを以もつて毒を制せいす、というわけでもないけど、このオレンジが作用すれば、洗脳の効こう果かが相そう殺さいされるのではないか。ボクはそう考えたんだよ」

　シノミヤは守り神を見上げ、右みぎ腕うでを振ふりかぶり、

「さあ、受け取れ！」

　叫さけびと共に、全力でオレンジを投げ付けた。

　唐とう突とつに間近へと迫せまったオレンジを、守り神は避よけようとしない。避けるまでもないと思ったのか、そのオレンジは守り神の口の中に放り込まれた。

　守り神はノドを鳴らしてそのまま飲み込こみ、

『──ッ！』

　次の瞬しゆん間かん、大きく目を見開いて、背せ中なかをのけ反ぞらせる。

　守り神の身体からだは淡あわい光に包まれ、僕たちは息を吞んでその様子を見つめた。やがて光は収おさまり、そいつはその場でうなだれたが、おもむろに頭を上げると僕たちへと向き直る。その瞳ひとみは澄すんだ緑色に輝かがやいており、そこに敵てき意いや狂きよう気きのようなものは全く感じられない。

　守り神はシノミヤを一いち瞥べつすると、再ふたたび僕たちに顔を向け、
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　形けい容ようしがたい奇き声せいを発して、水の中へ頭を突つっ込こんだ。盛せい大だいな水しぶきが上がり、僕は思わず手で顔を覆おおう。

　しぶきが収おさまった後、すぐに水面へと駆かけ寄よるが、しかし守り神の姿すがたはもうどこにもなかった。

「僕たちは、助かったのか？」

　あいつが再ふたたび現れる気配はなく、自然とそんな言葉が漏れる。

「だろうね。賭かけに勝ったってことさ」

　そう言ってシノミヤが高台の上から右腕を掲かかげ、僕たちにガッツポーズを見せた。何がなんだか分からないまま、僕たちはシノミヤの元へと駆け寄る。

　シノミヤは両手を背せ中なかに回し、水面へと視し線せんを落としていたが、

「教えてくれ、シノミヤ」

　僕が呼よびかけると、その顔をこちらへ向けた。

「あのオレンジは、どうしたんだ？　いったいどこで手に入れた？」

「簡単なことさ。ボクは第３のクエストで、オレンジをコインに換金せずに残していたんだ。何か他に使い道があるんじゃないかと思ってね。だから、さっきまで手元に残っていた。ただそれだけのことだよ」

　……そうか。あのオレンジは、コインと『交こう換かんしなければならない』わけではないんだ。

　シノミヤはゲームに挑ちよう戦せんする機会を放ほう棄きしてまで、そのオレンジを残しておいたということか。

「使い道があるという確証があったわけじゃないよ。ボクの行こう為いはムダに終わる可か能のう性せいだってあったんだ。ただ、結果的には上手うまくいった。だから、言ったんだよ。賭かけに勝ったとね」

「……呆あきれたわ」

「自分でもそう思うよ」

　アリスと言葉を交わしつつ、シノミヤは肩かたを揺ゆらしてみせる。

　結局のところ、運が良かっただけ、ということなのかもしれない。それでもとにかく、この人のおかげで僕たちは助かったんだ。今はそのことを肯こう定てい的てきに受け止めるべきだろう。

　僕は安あん堵どのため息を漏もらし、額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐった。

「ただ、一つだけ、問題があるんだ」

　そのとき、シノミヤが背せ中なかに回していた左ひだり腕うでを僕たちの前に見せる。

　その腕を見て、僕は言葉を失った。

　確たしかシノミヤは、左手で秘ひ宝ほうをつかんだはずだ。実じつ際さい、その手には光り輝かがやく緑色の宝ほう石せきが握にぎられている。驚おどろいたのは、秘宝の先から触しよく手しゆのようなものが伸のびていて、腕に突つき刺ささっていたことだ。

「気付いたかい？　秘宝を手にした瞬しゆん間かん、こうなったんだよ。どうやらこれ、外せないみたいなんだよね。さあ、どうしたものかな、はっはっはっ」

　シノミヤは軽けい快かいに笑うが、僕たちはただ、その様子を見守ることしかできない。

「あの守り神をも洗せん脳のうするほどの文明と技ぎ術じゆつを、古代人とやらは持っていたんだからね。秘宝にもこれくらいの工夫は施ほどこしているだろう。『そういう設せつ定ていがある』と言った方がいいかな？」

「……それ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　痛いたみやダメージは無いのか？」

「ああ、今のところはね。それより問題なのは、外せないってことさ。ゲーム的に考えるのなら、この秘宝は『捨すてることのできない貴き重ちよう品ひん』という扱あつかいなのだろう。そのことがクエストの結果に影えい響きようしなければいいのだけれど……」

　僕の問いに、シノミヤは小さくつぶやいた。

　──そのとき、異い変へんが起きる。

　唐とう突とつに地鳴りが聞こえたかと思うと、天てん井じようが崩くずれ始めたんだ。

　守り神が暴あばれた影響で、迷めい宮きゆう全体に亀き裂れつが生じたのかもしれない。

「脱だつ出しゆつしよう！」

　僕は叫さけび、みんなを見回した。確かレドは言っていたよな、迷宮の最深部にたどり着き、秘宝を手に入れることが主な目的だって。ならばその秘宝を手に入れた以上、もうここに用はない。

　みんなはうなずき、全力で出口へと駆かける。幸いにも、道に迷まようことはなかった。アリスの残してくれた鎖くさりが、道しるべとなってくれたからだ。

　崩れゆく迷宮の中を、僕たちは必死に走り続け、やがて、前方に小さな光が見えてくる。

「あと少しだ！」

　声を張はり上げ、僕はさらに足を踏ふみ出す。光はどんどん大きくなっていき、やがて視し界かいの全てが真っ白に覆おおわれた。
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「くっ！」

　強烈な閃せん光こうを受けて姿し勢せいを崩した僕は、砂すな浜はまに転がり、悲鳴を上げた。

　しかしすぐに身体からだを起こすと、無理やり目を開いて、周囲を見み渡わたす。

　アリス、シノミヤ、ブシドーちゃん、リリィさん。目に映うつるのは、全員の姿すがただ。

　良かった、みんな無事だったんだ。

　安心したと同時に、迷めい宮きゆうは大きな音を立てて崩れていく。入り口は岩やガレキに閉とざされ、もはや入ることは出来そうにない。

　僕はその場にへたり込み、大きく息を吐はいた。他の人たちも同じように砂地へ腰こしを下ろし、安あん堵どのため息をついている。

　何はともあれ、やるべきことはやったんだ。脅きよう威いは去った、と考えていいんだよな。

　額ひたいに浮うかんだ汗あせを拭ぬぐい、空を見上げる。

「ありがとう、アリス。君の鎖くさりのおかげで、助かったよ」

「どういたしまして」

　息を整えながら、アリスは軽く肩かたをすくめた。

「ふむ、どうやら安全は確かく保ほされたみたいだね」

　そんなときシノミヤが立ち上がり、僕たちを見下ろす。

「ところで、あれはなんだい？」

「えっ？」

　指差す先にあるのは、アリスの残した『目印代わり』だ。

　首を傾かしげるシノミヤに、僕たちはこれまでの経けい緯いを簡かん単たんに説明した。

「それはご親切に、ありがとう。では親切ついでに、もう一つ教えてくれるかな？　ルールの確かく認にんをしておきたいんだ。あの迷宮では、何をどうすることが目的だったんだい？」

　……そうか、シノミヤはルールの説明を受けてないんだな。船が難なん破ぱして、守り神に拘こう束そくされたまま、こうして今に至いたっているのだから。レドは『呼よび出しには応おうじる』とは言っていたけれど、呼び出すことも出来ないような状じよう態たいだったのなら、ルール確認なんて不ふ可か能のうだろうし。

「分かった、教えるよ」

　僕は立ち上がり、レドから語られたことをそのまま伝えた。

「なるほどね」

　話を聞き終えたシノミヤは、自分の左ひだり腕うでに顔を向けて口を開く。

「やっぱり、そういうルールだったのか」

「やっぱり？」

「あの迷めい宮きゆうで、何が行われるのか、ある程てい度どの見当は付いていたってことだよ。それじゃあ、他の秘ひ宝ほうは？　誰だれが何を手に入れたんだい？」

「い、いや、秘宝はシノミヤの持っているそれだけだ。他のは全部、無む視しして進んだんだ」

「……そうか」

　僕の言葉に、シノミヤは自分の仮か面めんに手を当て、考え込むような素そ振ぶりを見せる。

「どうしたんだ？」

「ん、つまりだね、ボクはこれまでの経けい験けんから──」

　シノミヤが言葉を続けようとした、そのとき、

「うっ……」

　再ふたたび周囲に異い変へんが起き、僕は身体からだを強こわ張ばらせた。大地が揺ゆれ、激はげしい音が足元から鳴り響ひびいてきたんだ。まるで、この島全体が崩くずれているかのような……。

『皆みな様さま、お元気ですか？』

　と、そんな僕の目の前にレドが現あらわれ、にこやかな笑みを浮うかべる。

『地下迷宮を攻こう略りやくなさったみたいですわね。おめでとうございます。これにて、第４のクエストは終しゆう了りようとなります』

　そう言ってレドは翼つばさをはためかせ、その瞬しゆん間かん、海辺に大きな船が出現した。この島に来るために僕たちが乗った、あの豪ごう華か客きやく船せんに負けないくらいの、煌きらびやかな外がい装そうをしている。

『さあさあ、早くお乗りになってくださいませ。間もなくこの島は海の底へと沈しずみますので』

「し、沈む？」

　唐とう突とつな言葉に、僕は高い声を上げてレドを見つめる。

『クリアしたダンジョンが、海の底へと消える。この手のゲームでは、よくある設せつ定ていではありませんか。このままだと皆様も沈んでしまいますので、お急ぎになってくださいませ』

　その言葉に、僕はノドを鳴らし、

「は、早く行こう！」

　呼よびかけると、みんなも慌あわてて乗り込こみ口へと駆かけ込んだ。

　ただ一人、シノミヤを除のぞいては。

「何をしてるんだ！　早く船に乗ってくれ！」

　砂浜に立ったまま動こうとしないシノミヤを見て、乗り込み口で足を止め、声を荒あららげる。

「ふむ……」

　シノミヤは腰こしに手を当てて、考え事をするような素振りを見せたが、

「それしかない、か」

　何かをつぶやき、顔を上げた。

「すまない。さあ、出発してくれ」

　船に乗り込むその様子を確たしかめてから、僕はレドの方に振ふり返った。

「みんな乗ったぞ！」

『分かりました。それでは、出発しますわー』

　レドの合図と共に、船は緩ゆるやかに動き出す。僕たちはそのまま甲かん板ぱんまで駆け上がって、船せん尾びへと向かう。視し界かいに映うつるのは、崩くずれゆく島だ。

「残りの秘ひ宝ほうは、全て海の底、か……」

　アリスが厳きびしい表情でつぶやく。

「どうかしたのか？」

「ううん。ただ、きついなあって、そう思っただけよ」

　僕の問いに、彼女は海に視線を落として答える。どうやらそれ以上は話すつもりがないらしい。

　その態たい度どをいぶかしく思いつつも、僕は沈しずむ島へと視線を戻もどした。

　島ごと海へ沈めるというのは、もしかしたら古代文明人の施ほどこした仕し掛かけなのかもしれない。

　守り神が去り、無む防ぼう備びとなった秘宝を守るための、最後の手しゆ段だん。おそらくはそういう設定の下もとに作られた、イベントの一いつ環かんなんだろう。

『往おう路ろと同様に、到とう着ちやくまでにはまだ少しばかり、時間がかかります』

　ちょっとした感かん慨がいに耽ふけっていると、レドが唐とう突とつに現あらわれて、口を開く。

『皆みな様さまにはしばらくの間、船内でご自由におくつろぎになっていただければと思っております』

「……もしかして、また何かが起きるのか？　守り神が現れたときみたいに」

　恐おそる恐る尋たずねると、レドは僕へと目を向け、にっこりと微笑ほほえんだ。

『ご安心を。後はただ、元の場所へと戻るだけです。家に帰るまでがクエストと言いますわよね。ともあれ、しかるべき時が来ましたらこちらからお知らせします。それまでの間、どうかこの船旅をお楽しみくださいませ』

　そう言うなり、レドは姿すがたを消し、残された僕たちは思わず顔を見合わせる。

　守り神との死し闘とうを経へて、島を脱だつ出しゆつした今、みんなは疲ひ弊へいしきっている。だから、船旅を楽しめと言われても、そんな気分になれないというのが正直なところなんだと思う。

「みんな、ちょっと聞いてくれないか？」

　そんな中、シノミヤが全員を見回し、何なに気げない口く調ちようで言った。

「このクエストが始まってすぐの頃ころ、みんなに相そう談だんしたいことがあると、ボクは言ったよね」

「えっ、ああ、うん。船が難なん破ぱする直前のことだよな」

　僕が口を挟はさむと、シノミヤはこちらに顔を向け、

「そのことを、今ここで改めて、伝えておきたいんだ。聞いてくれるかな？」

　同意を求めるように首を傾かしげる。

「さっきの話の続きってことか？　そりゃあ、僕は構かまわないけど」

　他のみんなも顔を見合わせ、無言でうなずいた。

「ありがとう」

　全員の意思を確かく認にんしたシノミヤは、軽く深しん呼こ吸きゆうしてから、言葉を続ける。

「実はね、このゲームの攻略法が分かったんだ」

　──さらりと語られたその一言に、全員が息を吞のんだ。

「正せい確かくには、『順位決定』の攻こう略りやく法ほうだね。今までは憶おく測そくに過すぎなかったんだけど、シンゴ君からこのクエストでのルールを聞いて、確かく信しんに変わったんだ」

「どういうことだ？」

「つまり、誰だれも罰ばつゲームを受けずに済すむ方法があるってことだよ」

「……もう一度聞く。どういうことだ？」

「罰ゲームを受けるのは、最下位になった人だよね。さらにレドが言うには、同点で最下位の人は、その全員が罰ゲームを受けることになるらしい。ここまではいいかな？」

「あ、ああ」

「じゃあ、全員が１位だったら、どうなる？　つまり、最下位が存そん在ざいしなければ」

　──僕は思わず、息を吞のむ。

「……全員の成せい績せきを同じにすれば、罰ゲームは回かい避ひできる？」

「その通り。『発表の順番』を思い出したまえ。レドは必ず、１位の人から発表する。つまり、まずは誰が１位だったのかを決めるんだ。だからその時点で全員が１位ならば、最下位の発表はない。なぜなら、順位はすでに確定しているからさ」

　淀よどみなく語られるシノミヤの言葉を、僕たちはただ頭の中に入れるだけで精せいいっぱいだ。

「理り屈くつは分かったわよ。でも、そんなこと、できるの？」

「アリス君の疑ぎ問もんはもっともだよ。けれど、できるのさ」

　軽く指を振ふって、シノミヤはさらに続ける。

「これまでのクエストの内ない容ようを、振り返ってみたまえ。第１のクエストは、洞どう窟くつを脱だつ出しゆつした順番。第２のクエストは集めたオレンジの数、第３のクエストでは、集めたコインの枚まい数すうだ。そしてこの第４のクエストでは、手に入れた秘ひ宝ほうのポイント数。ここまで言えば、もう分かるだろう？」

「もったいぶらないで、早く教えなさいよ」

「点数の調整が可か能のうだってことだよ。第１のクエストでは、全員が肩かたを組み、並ならんでゴールすれば、きっと全員１位になっていたはずだ。同様に第２のクエストでは、集めたオレンジを全員で均きん等とうに分ければ良かったんだ」

「い、いや、待ってくれ」

　その言葉をさえぎって、僕はシノミヤを真まっ直すぐに見つめる。

「第１のクエストは、まあ、分かるよ。でも第２のクエストに関しては、無理なんじゃないか？　だってオレンジは７本の木に７つ、合計で49個あったんだ。七人全員が揃そろっていたのならともかく、あのとき僕たちは六人だった。仮かりに８個ずつ分けていたとしても、１個余あまることになる」

　シノミヤの理り論ろんは、参加者七人が全員そろった上での話だ。誰かがリタイアしていた場合、均等に分けることはできなくなるはず。

「問題ないよ。余った分は、捨すてればいいのさ。順位発表の直前にね」

「あっ」

　そうか、確たしかに、その通りだ。

　余ったオレンジを捨てる。それなら、参加者が何人だろうと関係ない。

「第３のクエストだって同じさ。手に入れたコインを全員で分けて、端は数すうは捨てればいい。そうすれば、ボクたちは罰ばつゲームなんて受けずに済すんだんだ」

「問題は、この第４のクエストよね」

「うん。アリス君なら気付いていると思っていたよ」

　アリスの問いかけに、シノミヤは動じた様子もなく話を続けた。

「第４のクエストでは、手に入れた秘ひ宝ほうのポイント数で順位が決まるけど、この秘宝は捨すてることができない。だから、破は棄きして全員の点数を揃そろえる、なんてことはできなかったと思う。それでも、点数調整自体は可か能のうだったろうね。誰だれがどの秘宝を手に入れるのか、相そう談だんしながら決めていけばいいのだから。もちろん、どの秘宝が何ポイントかは分からなかっただろうし、順位決定の攻こう略りやく法ほうにも、事前に気付いている必要がある。全員の同点を狙ねらうのならば、今までで一番難なん易い度どの高いクエストだったということになるね」

「それは全部、憶おく測そくでしょ？　同点を狙えるようなポイントが用意されていたとは、言い切れないはずよ」

「否ひ定ていはしないさ。気になるのならレドにでも質しつ問もんすればいい。ただし、大事なのはそこじゃない。今の時点で一つだけ、確たしかなことがあるんだ」

　シノミヤはゆっくりと、左ひだり腕うでを上げた。そこには、緑色に輝かがやく秘宝が絡からみ付いている。

「このままだとボクが１位通つう過かし、ボク以外の全員が罰ゲームを受ける、ということさ」

　語られたその言葉に、僕たちの間に緊きん張ちようが走った。

　同点で最下位の人は、その全員が罰ゲームを受けることになる……。

「あの迷めい宮きゆうにどんな秘宝があったのか、今となっては確かく認にんのしようがないし、次のクエストでも同点を狙えるゲームが用意されているとは限かぎらない。重じゆう要ようなのは、この局きよく面めんをどうやって乗り越こえるかだ。もしも罰ゲームが執しつ行こうされれば、おそらくシンゴ君とアリス君は、リタイアとなるだろう。リリィ君とブシドーちゃんもダメージを受けるし、ボクだって、もうすでにボロボロの状じよう態たいだ。そんな状態で、次のクエストに挑いどまなければならないんだ」

「かなりきついわね」

　シノミヤの話す内ない容ようは想そう定てい済ずみだったのか、アリスは苦虫をかみつぶしたような表情を浮うかべている。そういえば彼女は、島が沈しずみゆく光景を目にしながら、厳きびしい顔をしていた。あの時点で、もう、事じ態たいを把は握あくしていたということか。

「な、何か、ないんですか？　この状じよう況きようを、どうにかする方法は」

　焦あせりの色を浮かべて、リリィさんが視し線せんをさまよわせる。

「あるよ、一つだけね」

　そんな彼女に応こたえるように、シノミヤは小さく息を吐はき、おもむろに自分の着ているスーツを脱ぬぎ始めた。

「な、何をしているんだ？」

「何って、みんなを救おうとしているのさ」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろく僕の前で、シノミヤは動きを止めることなく上着を脱ぐと、今度はベルトを外して、スラックスにも手をかけた。

「ま、待て！　みんなを救うって、なんだ!?　何を考えているのか、ちゃんと教えてくれ！」

　慌あわてて制せい止しすると、シノミヤはスラックスから手を離はなして、

「自みずからの意思で、リタイアするつもりなのさ」

　あっさりと、そんなことを言った。

「……何を考えているんだ？」

　不ふ可か解かいな返答に、僕はただ、そう尋たずねることしかできない。

「シンプルな解かい決けつ策さくだよ。ボクがリタイアすれば、残る四人は全員が同点で１位となる。誰だれも被ひ害がいは受けないし、１位通つう過かの特とく典てんも得られるというわけさ」

　言葉を続けつつ、シノミヤは再ふたたびスラックスに手をかけ、ゆっくりと脱ぬぎ終える。しなやかで、ほっそりとした太ももが目に飛び込んできて、僕は思わず顔を背そむけた。

「シノミヤ、本気なのか？　本当に、リタイアするつもりなのか？」

「本気も何も、それがベストな選せん択たくなんだから、選ばない手はないだろう」

「いや、待て、待ってくれ。ちょっと、考えさせてくれ」

　両手を前に突つき出して、僕は無理やりシノミヤの動きを止める。

「本当に、他にはないのか？　どうしてもその秘ひ宝ほうは、捨すてられないのか？」

「無理だね。触しよく手しゆが腕うでの中にまで突つき刺ささっていて、どうやっても外せそうにないんだよ。左ひだり腕うでを切り捨てることでもできれば話は変わってくるんだろうけど、それも不可能さ。この世界での肉体へのダメージは、全て衣服へと伝わるからね。だから、この秘宝は手放せない」

　……シノミヤの言っていることは正しい。実じつ際さいに第３のクエストでは、ケイトが全ぜん裸らになりつつも死し闘とうを繰くり広げ、それでもなお、その身に傷きず一つ負うことなくリタイアしたのだから。

　どれだけのダメージを受けても、肉体は損そん傷しようしない。損傷できないと言った方がいいだろう。

「でも、それでも……」

　僕はさらに言葉を連ねるが、代案など思い浮うかばず、そのままうなだれることしかできない。

　どうしてこうなった？　何が原げん因いんで、今の事じ態たいを招まねいたんだ？

　思考を巡めぐらせ、そして、すぐに気付く。

「……すまない、シノミヤ」

　僕は一度顔を上げ、拳こぶしを握にぎり締しめながら、再び頭を下げた。

「僕が提てい案あんしたんだ。秘宝は無む視しして進もうって。そのせいで僕たちは今、追い込こまれているんだよな」

　道中にあったであろう秘宝を、無視せずに集めていれば、少なくとも僕たち四人が、罰ばつゲームを受けるだなんて事態は避さけられたはずだ。そうすればシノミヤだって、自らリタイアするという決けつ断だんを迫せまられることもなかった。

「僕があんな提案なんてせず、慎しん重ちように進んでいれば、もっといい結果になっていたんだ……」

「結けつ果か論ろんなんだから、謝あやまる必要はないよ。その時点では、ベストな選択だったんだろう？　それにシンゴ君の提案は、ボクがあの守り神に捕つかまっていたことと関係があるんじゃないのかい？　ならば、責せき任にんはこちらにあるよ。だからこそ、そのケジメを付けさせてもらいたいのさ」

　言いながら、シノミヤは手に持ったスーツとスラックスを僕の前に突つき出す。

「この服はシンゴ君にあげるよ。ちょうど背せ丈たけが合いそうだし。まあ、すでにかなりボロボロだけど、今のままよりはマシだろう。有ゆう効こうに活用してくれたまえ」

「シノミヤ……」

　その服を受け取りつつ、それでも僕は諦あきらめがたくて、他のみんなへ視し線せんを向ける。何か他に方法はないのかと、そんな気持ちを込こめながら。

　しかし、僕と目が合った誰だれもがうつむくだけで、口を開こうとしない。

　みんなも、この選せん択たくがベストだと思っているということか……。

　絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちで空を見上げる僕の肩かたに、シノミヤが手を置く。

「気に病やむことはないさ。もしもこの秘宝を手にしていたのがシンゴ君だったら、ボクは君のリタイアを提てい案あんしていたはずだからね。場合によっては、強きよう硬こう手しゆ段だんを取っていたかもしれない」

　そう言ってシノミヤは、自分の中からショットガンを取り出す。唐とう突とつに現あらわれた物ぶつ騒そうな代しろ物ものに、僕の背せ中なかには冷たい汗あせが流れた。

　身体からだを強こわ張ばらせる僕の前で、シノミヤはアリスの方へ振ふり向くと、そのショットガンを彼女に差し出した。

「この銃じゆうはアリス君に渡わたしておこう。第３のクエストでのことを思えば、おそらく君が一番上手うまく扱あつかえるはずだ」

「……わたしは止めないわよ、あんたのしようとしていること」

「それでいい。ゲームをクリアするためには、君のような人物が必要なんだ」

　ショットガンを受け取ったアリスに対して、シノミヤは親指を立てて彼女の意思を肯こう定ていする。

「二人にも、世話になったね」

　と、今度はブシドーちゃんとリリィさんの元へ近ちか寄よると、二人に向かって手を差し出す。

「ブシドーちゃんには危あぶない場面を助けてもらったし、リリィ君には勇気を見せてもらった。感かん謝しやしてもしきれないよ」

「そんな、こっちこそ助けてもらってばかりで、なんと言っていいのか……」

　リリィさんは目に涙なみだを浮うかべて、シノミヤと握あく手しゆを交わす。

「……」

　ブシドーちゃんも神しん妙みような面おも持もちでうなずき、その肩に手を置いた。

　重苦しい空気が、周囲に流れる。

「そうだ、シンゴ君」

　そんな中、シノミヤは僕の方へと振り返り、そそくさと歩いてくる。

「君には期待しているんだ。これから先も、どうかよろしく頼たのむよ」

　そう言ってほぼ無理やりに、僕の手を握にぎってきた。そして僕の肩に頭を寄よせ、

「それと、これも」

　──手の中に、何かを押おし付ける。

「シノミヤ？」

「誰だれにも見せないで、自分の中に仕し舞まってくれ。もしかしたら、何かの役に立つかもしれない」

「あ、ああ」

　小声で言われて、僕は『それ』を受け取りつつ、自分の中へと静かに仕し舞まう。

　その瞬しゆん間かん、僕はそれがなんなのかを即そく座ざに理り解かいした。

　でも、なぜこれを、僕に？

　問い質ただそうとする僕を余所よそに、シノミヤは手を離はなすと、全員を見回してから両手を掲かかげた。

「そういえば、ちゃんとした自じ己こ紹しよう介かいがまだだったね。せっかくだから、この機会に言っておくよ」

　言葉を述のべつつ、シノミヤはボロボロのカッターシャツに手をかけた。

「ボクの名前は紫し乃の宮みやシオン。都内の片かた隅すみで細々と生計を立てている、しがない私し立りつ探たん偵ていだよ」

　シャツを脱ぬぎ捨すてて、シノミヤはさらに続ける。

「怪あやしげなゲームのテストプレイが行われるらしいから、その真しん偽ぎを確たしかめて欲ほしい、という匿とく名めいの依い頼らいを受けて、その調ちよう査さをしているときに、いつの間にかこの世界に巻まき込まれていたのさ」

　下着に手をかけると、シノミヤは一度、深しん呼こ吸きゆうしてから言った。

「そんなボクの願いは、ただ一つだけだ。このゲームの真相を、突き止めて欲ほしい。君たちなら、全てを解とき明かしてくれると信じているよ」

　言い終えると、シノミヤは一気に下着を脱いで、頭上へと投げ捨てる。

　全てがあらわになったその身体から、僕は顔を背そむけそうになるが、しかし歯を食いしばり、真正面から見つめた。

「それじゃあみんな、さよならだ！」

　──それが、シノミヤの最後の言葉だった。

　僕たちが見守る中、その身体は光に包つつまれ、やがて霧む散さんする。

　あとにはもう、何も残されていなかった。

　あの人がかぶっていた、仮か面めんさえも。

「シノミヤ……」

　僕は両手で頭を押おさえ、顔を歪ゆがませる。

　ルーシーがこの世界を去ったときに、思ったんだ。もう誰も、失いたくないと。

　それなのに、ケイトに続いてシノミヤまで、そのリタイアを防ふせぐことができなかった。

　僕は無力だ。どんな理想を抱いだいても、それを実行する力がなければ、なんの意味も無いんだ！

　高ぶった感情のままに、僕は甲かん板ぱんへと拳こぶしを振ふり下ろす。

　しかしその腕うでをアリスがつかんで、首を横に振った。

「ゲームをクリアしましょう。それだけが、シノミヤの願いに応こたえる唯ゆい一いつの手しゆ段だんよ」

「……そうだな、ありがとう」

　甲板を殴なぐれば、当然、拳にもダメージが伝わる。無意味な被ひ害がいを避さけられたことに感かん謝しやしつつ、僕は立ち上がった。

「ちょっとその辺を歩いて、頭を冷やしてくるよ。できれば、一人にさせて欲しい」

　そう言いながら、誰だれの返事も待たずに歩き出す。

「……オ、オニイ、チャン！」

　背はい後ごでブシドーちゃんの声が聞こえた気がしたけど、僕は振ふり返ることなく、船内へと続く階かい段だんを下りていった。

　──そのとき、前まえ触ぶれもなく脳のう裏りに映えい像ぞうが映うつる。

　僕はその場でヒザを突つき、頭を押おさえてその映像に思いを馳はせる。

　それは、ひどくつまらない光景だった。

　何をするでもなく、ただこの船内を歩いているビジョンが、浮うかんだだけなのだから。

　おそらく、フラッシュフォワードが発動したのだろう。

　だから、なんなんだ。こんな状じよう況きようで未来を予知しても、なんの意味もないじゃないか！

　どうやら僕のスキルは、いつ発動するのか自分では決められないらしい。これまでみんなの役に立てていたのは、たまたま都合のいいタイミングで発動していたからに過すぎない。

　でも、それじゃあダメなんだ。そんな不ふ確かく実じつなスキルでは、おそらくこれから先のクエストは、クリアできない。すなわち、シノミヤの期待に応こたえられない。

「くそっ……！」

　立ち上がると、僕はあの人が残してくれた衣服をゆっくりと羽は織おった。

　力が欲ほしい。

　もっと大きな力が。
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『到とう着ちやくしましたわ！』

　レドのかけ声を受けて、僕たちは船を降おりる。視し界かいに入ってくるのは、このクエストが始まったときと同じ光景だ。ゴミ一つない砂浜と、照り付ける太陽。休きゆう暇かとして過すごすのであれば、最高の条じよう件けんが整っているリゾート地のような場所。

　けれど、やっぱり僕たちは誰も笑顔など浮かべず、心は重く沈しずんでいた。

　また一人、仲間がこの世界を去っていったんだ。とても笑えるような心しん境きようにはなれないよ。

　そんな僕たちの思いを気にした様子もなく、レドは両りよう翼よくをはためかせてこちらへ振り返る。

『それでは、これにて第４のクエストは本当に終しゆう了りようです。お疲つかれ様でした』

　その言葉と同時に周囲が真っ白な光に包つつまれ、気が付けば僕たちは大おお広ひろ間まへと戻もどっていた。

『ではでは、引き続き順位発表と参りましょうか。皆みな様さま、心の準じゆん備びはよろしいですか？　何か質しつ問もんはありますか？』

　レドは全員を見回し、上じよう機き嫌げんそうに尻尾しつぽを動かす。いったい何が楽しいのかと問い詰つめたくなるが、でも、そんなことをしても時間のムダだ。

「いいから、早くしてくれ」

『分かりました。それでは発表です』

　苛いら立だち混まじりに先をうながすと、レドはその場で一回転してから、言った。

『第１位は赤あか咲さきアリス様、トウサカシンゴ様、ブシドーちゃん様、緑みどり山やまリリィ様の四名です。皆みな様さま、おめでとうございます！』

　言葉と同時に高らかなファンファーレが鳴り響ひびくが、僕たちはただ静かに伝えられた事実を受け止めるだけ。

　シノミヤの言った通りの結果だ。やっぱりあの人の推すい理りは、間ま違ちがってなかったんだ。

『１位通つう過かの方には以下の３つの中から１つだけ、お好きな特とく典てんを選んでいただけます。

「スキルの強化」「リミットの緩かん和わ」「追つい加か装そう備びの獲かく得とく」

　この中から１つだけ、皆様が望んだものをお選びください』

　ゆっくりとした口く調ちようで説明を続けるレドを、僕たちはじっと見つめる。

　これはチャンスだ。シノミヤが自らリタイアを選んでくれたからこそ、残された僕たち全員に、特典を得る機会が与あたえられたんだ。この好機をムダにしちゃいけない。

「わ、私は、『リミットの緩和』を選びたいです。これ以上、皆様にご迷めい惑わくをかけたくないので」

　恐おそる恐るといった感じで、リリィさんが口を開く。

　彼女の申もうし出はもっともだ。『運が悪い』というリミットは、局きよく地ち的てきには役やく立だってくれたけど、その制せい約やくのせいでみんながピンチに陥おちいることもあったわけだし、本人からすれば排はい除じよしたい要よう素そなのだろう。

　そんなリリィさんの横で、ブシドーちゃんが意を決した表情を作り、口を開いた。

「ツイカ、ソウビ！」

　守り神との死し闘とうで大たい剣けんを失った彼女にとって、新たな武ぶ器きを得られる機会だと思ったのだろう。

　選ばれる装備はランダムだし、武器と呼べるような物が手に入るとは限かぎらないけれど、それでも、チャンスはチャンスだ。

　ブシドーちゃんは僕に向かって、まっすぐに視し線せんを送ってくる。僕は無言でうなずき、その意思を尊そん重ちようした。

「それじゃあわたしも、『追加装備の獲得』を選ぶわ」

　続いてアリスも、同じ選せん択たくをする。リタイア寸すん前ぜんの彼女にとっても、その決けつ断だんはベストなはずだ。

　最後に残った僕は、レドを見下ろしながら口を開いた。

「僕は、『スキルの強化』だ」

　簡かん潔けつに用よう件けんを伝え、それ以上の言葉は述のべない。

　今の僕に必要なのは、何よりも力なんだ。他の選せん択たく肢しは考えられない。

『分かりました。それでは』

　レドは再ふたたび僕たちを見回すと、翼つばさの先をこちらに向ける。途と端たん、全員の身体からだが光に包つつまれ、

「くっ……」

　僕は思わず声を漏もらし、手で頭を押おさえた。自分の中に何かが流れ込こんでくるような、奇き妙みような感覚が脳のう裏りをよぎる。しかしそれもすぐに収おさまり、光は消えて、周囲には元の風景が戻もどった。

　顔を上げ、僕は天てん井じようを見上げる。頭の中がやけにすっきりしていて、充じゆう実じつした気分に満たされている。それも当然かもしれない。そのときすでに、僕は自分のスキルが強化されたことを理り解かいしていたのだから。

　フラッシュフォワードはランダムなタイミングでしか発動しない、不安定なスキルだった。

　でも今は違ちがう。理り屈くつではなく、直感で分かる。

　心の中で念ねんじれば、いつでも発動できるようになったのだと。

　ただし、使えるのは一つのクエストにつき１回だけだ。そこはこれまでと変わらないから、いつ発動させるのかは慎しん重ちように見極める必要がある。それでも、確かく実じつに扱あつかいやすくなったのは間ま違ちがいない。

「シンゴさん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　そのとき、僕の様子を見かねたのか、リリィさんが声をかけてきた。

「あ、はい、なんともありません。リリィさんは、どうですか？」

「分かりませんけど、なんだか心の中が軽くなったような気がします。リミットが緩かん和わされた影えい響きよう、かもしれませんね」

　苦笑を浮うかべる彼女に向かって、僕も軽く笑みを返す。

　リリィさんのリミットはあくまでも緩和されただけに過すぎないのだから、これから先も不運な目に遭あう可か能のう性せいはあるだろう。それでも、今までよりはマシになるはずなんだし、そのことは肯こう定てい的てきに受け止めていいと思う。

　そうだ、アリスとブシドーちゃんはどうなったんだろう？　装そう備びの追加を選んだ二人へと、僕は目を向ける。

　まず目に入ったのが、ブシドーちゃんだ。彼女は視し線せんを落とし、自分の左手をじっと見つめている。その手の中にあるのは、一ひと振ふりの刀だった。

「……」

　ブシドーちゃんは無言で柄つかに手をかけ、鞘さやから刀を引き抜ぬく。刀身にはサビ一つなく、見る者を虜とりこにしそうなほどの妖よう艶えんな輝かがやきを放っていた。

「最初に持っていた刀と、同じような物かな？」

「……チガ、ウ」

　僕が尋たずねると、彼女は首を横に振り、口を開く。

「モット、イイモノ」

　刀を鞘に戻もどし、簡かん潔けつに語るブシドーちゃんの顔には、満足そうな笑みが浮かんでいる。その表情を見て、僕は安あん堵どのため息を漏もらす。

　もっといい物、か。おそらく強度や切れ味などが、より良い刀だということなのだろう。細かい違ちがいは僕には分からないけど、ブシドーちゃんは見事に『当たり』を引き当てたんだ。その事実に喜ぶ彼女を眺ながめているだけで、なんだかこっちも楽しい気分になってくる。

　これが家族愛というものだろうか。記き憶おくのない僕には、そのあたりの感情がいまいち判はん断だんしづらいけれど、いずれにせよ戦力的にも心強いのは確たしかなわけだし、素す直なおに喜んでいいんだよな。

「……楽しそうね」

　そのとき、うなるような声が聞こえてきて、僕は何なに気げなくそちらに視し線せんをずらす。

　途と端たん、目を大きく開いて、眼がん前ぜんに映る光景を見つめた。

　目の前にいたのはアリスで、彼女はじっとりとした目でこちらをにらんでいる。どうしてそんな表情をしているのかは、その姿すがたを見て即そく座ざに理り解かいできた。

　アリスは両手を腰こしに当て、仁に王おう立だちしていたんだ。全身を、ウサギの着ぐるみに包つつまれながら。

「……」

　なんと声をかければいいのか分からず、みんなは無言でその姿を見つめる。

「ぼ、防ぼう御ぎよ力りよくは高そうですね」

「かもしれないわね。ものすごーく歩きづらいけどね」

「はうっ！　ご、ごめんなさい！」

　フォローの言葉を述のべようとしたリリィさんは、キレ気味に答えられて反はん射しや的てきに頭を下げる。

　アリスの言う通り、その着ぐるみの生き地じは分ぶ厚あつく、移い動どうには多少の苦く労ろうが伴ともないそうだ。

『追つい加か装そう備びの獲かく得とく』を選んだ際さいに、手に入る装備はランダム。だから、こういう結果も充じゆう分ぶんにあり得たわけだけど、彼女にとってはきっと、不本意だったのだろう。

　けれどそのデザインは非ひ常じように愛くるしく、見る者を和なごやかな気持ちにさせるのも確かだ。

　それに何より、

「似に合あってるよ、その着ぐるみ」
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　僕は思ったままを言葉にした。

　その瞬しゆん間かん、アリスのきつい視し線せんがこちらに向けられる。

「ケンカを売ってる、と解かい釈しやくしていいのかしら？」

「どうして？　そんなつもりはないよ。だって、素す直なおに可か愛わいいと思ったから」

「えっ」

「……あっ」

　そのとき、ようやく僕は自分の発言の意味に気付き、彼女から顔を背そむけた。

　チラリと視線を戻もどすと、頰ほほを赤く染そめるアリスの顔が飛び込こんでくる。その表情を見た途と端たん、僕の顔まで熱くなってきて、心がかき乱みだされた。

　周囲には気まずい空気が流れる。

　──ふと、異い様ような気配に気付いた僕は、そちらを振ふり向く。視界に映うつるのは、手に持った刀を今にも抜ぬき放とうとするブシドーちゃんの姿すがただ。

「ブ、ブシドーちゃん？　どうしたんだ？」

「……」

　上ずった声で尋たずねるが、彼女は無言で、じっとりとした目をこちらに向けるばかりだ。

　なんだろう。よく分からないけど、なんだかとても良くないことが起こりそうな気がする。

　頭の中を混こん乱らんさせる中、異様な緊きん張ちよう感かんが大おお広ひろ間ま全体に広がっていき、

『そろそろ話を進めてもよろしいでしょうか？』

　その空気を、レドの言葉が打ち破やぶった。

『わたくしにもお仕事がありますので、できればその後で続けていただけると助かるのですが』

「す、すまない。こっちのことは気にしなくていいから、進めてくれ」

　僕は慌あわてて手を振り、レドに先をうながす。他のみんなも居い心地ごこちの悪そうな表情を浮うかべていたが、特に何も言わず、レドへと視線を向けた。

『分かりました。それでは続きまして、罰ばつゲームの発表……と、いきたいところですけど、現げん在ざい、ゲームを続行されている方が全て１位だったため、最下位のプレイヤーは存そん在ざいしません。よって、これにて順位の発表を終しゆう了りようといたします』

　淡たん々たんとした口く調ちようでそう続けて、さらに両りよう翼よくを広げる。

『ということで、これより第５のクエストを開始させていただきます』

　その言葉と共に、大広間の一角には光が生まれ、軽やかなファンファーレが鳴り響ひびく。

　光が収おさまると、そこには青色の扉とびらが出しゆつ現げんしていた。それはちょうど、緑の扉の隣となりだ。

『ではでは、また後でお会いしましょう』

　別れの言葉と共に、レドの姿は消え失せる。

　その一連の流れに、僕たちはもう驚おどろいたりはしない。やるべきことは決まっている。

　僕たちにできるのは、今までと同じように、このゲームを続けることだけなんだから。

「……よし」

　大きく息を吐はいて気持ちを整え、覚かく悟ごを決めた僕は、みんなを振り返って口を開く。

「じゃあ、行こうか」

　──激はげしい頭ず痛つうが起きたのは、その瞬しゆん間かんだった。

「ぐ、あっ……！」

　耐たえがたい痛いたみにヒザを突つき、僕は頭を押おさえる。

　フラッシュフォワードの副作用……！

　何度同じ目に遭あおうと、決して慣なれることのないその苦痛に、僕の意い識しきは急きゆう激げきに薄うすれていく。

　頭の中は真っ白になり……。







　いつの間にか、僕は住じゆう宅たく街がいを歩いていた。

　日が沈しずんだ後の閑かん静せいなその風景は、僕にとって見慣れたものだ。だってその道は、毎日のように歩いている通学路なのだから。

「ふふっ、相変わらず先せん輩ぱいのお話は面おも白しろいですね」

　僕の隣となりには一人の女の子が並ならんで歩いていて、楽しげな様子でノドを鳴らしている。

　セーラー服に身を包つつみ、左手には竹刀しない袋ぶくろを持ち、そして何より、黒髪のポニーテールがとびきり似に合あうその子は、ブシドーちゃんだ。

「今の話、そんなに面白いか？」

　そんな彼女に向かって、僕は軽く頭をかきながら口を開く。

「ん……」

　するとブシドーちゃんは軽く目を伏ふせつつも、さらに言葉を続けた。

「そうですね、ごめんなさい。私、ちょっとウソついてました」

「ウソ？」

「こっちの気持ちの問題なんです。先輩とはこうして一いつ緒しよに歩いて、何なに気げない会話をしているだけで、なんだか楽しい気持ちになってくるんですよ」

　彼女は恥はずかしげに顔を赤らめながらも、僕に寄より添そうようにして語りかけてくる。

「えっと、それって、つまり、どういう気持ちなんだ？」

「内ない緒しよです。乙女おとめ心ごころというやつは複ふく雑ざつなものなので、簡かく単にんには説明できないのです。『そういうもの』だと思って、割わり切っていただけると助かるのです」

「そういうもの、ね」

「はい。そういうものです」

　口元を緩ゆるめるブシドーちゃんを見て、僕も思わず苦笑する。

「まあ、いいか。僕は一人っ子だから、年下の女の子の気持ちってよく分からないんだけど、こうやって青あお空ぞらと話していると、色々と勉強になって助かるよ」

「ミサオ、でいいですよ。名字で呼よばれるのは、なんだか照てれ臭くさいです」

　頰ほほを朱色に染そめると、彼女は一歩前に飛び出て、こちらへと振ふり返った。

「私、お役に立ててますか？　でしたら、どんどん利用してください。私にできることなら、なんでもしますよ」

　そう言って彼女は竹刀しない袋ぶくろを掲かかげて、にこやかな笑みを浮うかべる。

「だって橙とう坂さか先せん輩ぱいは、私の魂たましいを救ってくれた恩おん人じんなんですから」

　──記き憶おくはそこで途と切ぎれた。







「……」

　大おお広ひろ間まの床ゆかに手をつけたまま、僕はゆっくりと目を開ける。

　意い識しきは完全に覚かく醒せいしていた。何が起きて、何を思い出したのかも、はっきりと分かっている。

　ただ、その事実をにわかには信じられないでいたんだ。

「オ、オニイ、チャン？」

　心配してか、ブシドーちゃんがこちらに駆かけ寄より、顔を覗のぞき込こんできた。見上げると、彼女は悲ひ痛つうな表情を浮かべており、心の底から僕のことを気き遣づかってくれていることが伝わってくる。

　そんなブシドーちゃんに向かって、僕は口を開いた。

「青あお空ぞらミサオ」

「っ!?」

「それが、君の名前なのか？」

　目を丸くする彼女の肩かたに、そっと手を置き、さらに続ける。

「一いつ緒しよに歩いているところを、思い出したんだ。だから、もしかしたらって思ったんだよ」

「……」

　ブシドーちゃんの顔は真っ青になり、その肩は小こ刻きざみに震ふるえていた。

「その光景の中で、僕はこうも言っていたんだ。一人っ子だから、年下の女の子の気持ちが、よく分からないと。これがどういう意味なのか、君なら分かるんじゃないか？」

「ソ、ソレ、ハ……」

「つまり僕には妹なんていないし、君はウソをついたということになるんだ。そういう考え方で、いいんだよね？」

「……」

　こちらの説明を否ひ定ていせず、彼女は黙だまったままうつむく。

　否定できない、ということか……。

　あの記憶を見た限かぎり、僕とブシドーちゃんが、知り合い同士だったことはまず間ま違ちがいない。

　それも、かなり親しい間あいだ柄がらだ。それなのに、なぜそんなウソをついたのだろうか。

「君は、僕の妹じゃないのか？」

　不安な気持ちを隠かくしきれないまま、僕は一歩、足を踏ふみ出した。

「……っ！」

　するとブシドーちゃんは後ずさり、固く拳こぶしを握にぎり締しめて背せを向ける。彼女は振ふり返ろうともせず、逃にげるようにして駆かけると、あっという間に大広間の端はしへとたどり着いた。

　そのままブシドーちゃんは、現あらわれたばかりの『青の扉とびら』に手をかける。

「ブシドーちゃん！」

　僕が叫さけぶのと、彼女がノブを回したのは、ほとんど同じだった。

　刹せつ那な、光が弾はじけて、視し界かいは白い闇やみに吞のみ込まれる。




　　　２




　目を開けたとき、そこには見知らぬ世界が広がっていた。周囲は青白い光に包つつまれており、僕たちは戸と惑まどいの表情で視線をさまよわせる。

　おそらくここは、第５のクエストの世界だ。ブシドーちゃんが『青の扉』を開いたことで、また新しいゲームが始まったのだろう。

「あ、あの──」

「っ！」

　僕がブシドーちゃんに呼よびかけると、彼女は背せを向け、再ふたたび駆かけ出そうとする。

「ストップ！」

　その背中に、アリスが制せい止しの声をかけて、まっすぐに見つめた。

「何があったのかは知らないけど、話し合いは後にしましょう。もうゲームは始まってるのよ」

　そう言って今度は僕に顔を向け、軽く息を吐はく。ウサギの着ぐるみが似に合あいすぎているせいで、なんだかシュールな光景になっているけど、でも、アリスの言う通りだ。

　ブシドーちゃんは何かを隠かくしている。けれど、さっき見たあの光景が、真実だという保ほ証しようだってどこにもないんだ。

　はっきりとしたことが分からない以上、ひとまずこのことは脇わきに置いておくべきなのだろう。

「……分かった。とりあえず今は、さっきのことは考えないようにするよ。問い詰つめたりもしない。だからブシドーちゃんも、逃にげないで欲ほしい」

「……」

　背中に語りかけると、彼女はゆっくりと振ふり返り、首を縦たてに振ってくれた。

　僕は胸むねをなで下ろし、少しだけ笑みを浮うかべる。

『皆みな様さま、お元気ですか？』

「うへあっ！」

　と、気持ちを切り替かえた僕の目の前に、突とつ然ぜんレドが現あらわれ、思わずノドから変な声が漏もれた。

　レドはそのまま地面へ降おり立つと、毎度のことながら僕の驚おどろきを無視して、全員を見回す。

『ゲームはいよいよ終しゆう盤ばんへと差しかかってきました。ここから先は、ますます過か酷こくな内ない容ようになってくるでしょう。皆様、お覚かく悟ごのほどはよろしいですか？』

　僕たちは顔を見合わせると、それぞれ真しん剣けんな面おも持もちでうなずく。残るクエストは、あと３つ。

『分かりました。それでは、ルールの説明を行います』

　レドはその場で一回転してから、右の翼つばさを頭上に掲かかげた。その途と端たん、僕の目の前に手のひらサイズのカードが現あらわれる。

　いや、僕だけじゃない。他のみんなの前にも、つまり合計で４枚まいのカードが唐とう突とつに出しゆつ現げんし、僕たちは驚おどろきながらもそれを手に取った。するとカードは淡あわい光を放ち、青色に染そまる。

「なんだ、これは？」

　僕が困こん惑わくの声を上げると、レドはその反はん応のうを楽しむかのようにノドを鳴らした。

『その見た目の通り、我われ々われは「ブルーカード」と呼よんでおります。そのカードは皆みな様さまの決けつ断だんを反はん映えいするために、必要な物です』

「決断？」

『これから皆様には、７つのゲームにチャレンジしていただきます。拒きよ否ひはできません。強きよう制せい参さん加かです。よろしいですね？』

　返事も聞かずに、レドはさらに言葉を続ける。

『これから皆様の前には一つずつ、「お題」が提てい示じされていきます。たとえば、「７７７mlのペットボトルに入った炭酸飲料水を、77秒以内に飲み干せるか」といったものです。このとき参加者様はどなたでも、「チャレンジャー」として立りつ候こう補ほすることができるのです。たとえばシンゴ様が立候補したとしましょう』

「立候補……。僕がその炭酸飲料水を、飲み干す役目だってことか？」

『その通りです。もしもそれを飲み干せると確かく信しんできたのなら、挙きよ手しゆしてください。その時点で、シンゴ様がチャレンジャーとして確定しますわ。ただし、その立候補は先着一名様のみです。それ以い降こうは受け付けておりませんので、ご注意を』

　軽く頭を下げてから、レドは再ふたたび口を開く。

『さてさて、ここで登場するのが「ブルーカード」です。立候補されなかった方々には、チャレンジャーが「お題」を成せい功こうさせられるかどうかを、判はん断だんしていただきたいのですわ』

　そう言ってレドは、今度はリリィさんの持つカードを指差した。

『チャレンジャーの挑ちよう戦せんが「成功する」と思った方は、お手持ちのブルーカードを、指で強く押おし込こんでください。その方は、成功を支し持じしたものとして扱あつかわれます。反対に強く押さなかった場合は、失敗を支持したこととなります。選択の時間は77秒です。その間にカードを押さなかった方が、自動的に「失敗を支持した」ものとして扱われます』

　翼を振って、レドは全員に目を向ける。

『ここからがルールの肝きもです。チャレンジャーが「お題」に挑戦し、見事に成功された場合、そのチャレンジャーと、「成功」を支持していた方に、それぞれポイントがプラスされるのです。反対に「失敗」を支持していた方には、罰ばつゲームが待っています』

「ポイントと、罰ゲーム……」

　レドの言葉を聞いて、僕は表情を引き締しめた。クエスト中にも、罰ゲームが行われるか。

『一方、チャレンジャーの挑戦が失敗した場合、そのチャレンジャーと、「成功」を支持していた方が、罰ゲームを受けることになります。反対に「失敗」を支持していた方は、ポイントがプラスされます。ポイント数は「お題」の難なん易い度どによって変わりますわ。難しい「お題」ほど得点は大きくなり、罰ばつゲームの内ない容ようも過か酷こくになる、と思っておいてくださいませ』

　レドは両りよう翼よくを掲かかげて、さらに言葉を続けた。

『ルールを整理しましょう。


　①お題が発表される

　②誰だれかがチャレンジャーとして立りつ候こう補ほする

　③チャレンジャー以外の方は、その挑ちよう戦せんの成せい否ひを予想し、「成功」か「失しつ敗ぱい」のどちらかを選ぶ

　④チャレンジャーが挑戦する

　⑤結果が出て、ポイントの付ふ与よや罰ばつゲームが行われる



　このような流れが、７回続くと考えていただければ大だい丈じよう夫ぶでございます』

「……なるほどね、だいたい分かったわ」

　レドの説明を聞きつつ、アリスはゆっくりとうなずく。

「最終的には、獲かく得とくしたポイント数で順位を決めるってことね？」

『はい、その通りでございます』

「じゃあ、立候補する人が現あらわれなかった場合は？　その『お題』はどうなるの？」

『「お題」が発表されてから77秒以内にどなたも立候補されなかった場合、そのチャレンジは自動的に失敗となり、参加者様全員に罰ゲームが執しつ行こうされます』

「……まあ、そうなるわよね、当然」

　返答を聞いて、アリスは唇くちびるを嚙かみ締しめる。罰ゲームを回かい避ひするためには、絶ぜつ対たいに誰かが立候補しなきゃいけないってことか。

　いや、それだけじゃない。全員が立候補を拒きよ否ひして、ポイントを変動させないままクエストを終わらせる、なんて手も使えないんだ。

　シノミヤは『全員の同点１位通つう過かを狙ねらえる』と言っていたけど、安あん易いなやり方は通用しそうにないな。さっきのクエストだってそうだった。道中の秘ひ宝ほうを無視した結果、あの人は自みずからリタイアを選ぶハメになったのだから。

「……」

　あのときの自分の判断を思い出し、固く拳こぶしを握にぎり締める。

『説明は以上となりますが、他にご不明な点などはありますでしょうか？』

　と、レドの問いかけに、僕は慌あわてて顔を上げた。

　そうだ、済すんだことを悔くやんでいる場合じゃない。今は目の前の問題に集中しなきゃ。

「質しつ問もんってわけじゃないけど、ちょっと考える時間をくれないか？」

　そう言って僕は、レドの返事も聞かずにみんなを見回し、

「相そう談だんなんだけど、このクエストで全員の同点１位を狙うには、どうすればいいと思う？」

　考えていたことをそのまんま口にした。

　運うん営えい側がわは僕たちのことをずっとモニターしてるんだから、こっちが何を狙っているのかは、すでに気付いているはずだ。ならばコソコソするより、こうして直ちよく接せつ聞いた方が手っ取り早い。

「どうすれば、と言われましても、発表される『お題』を見てからでないと、考えようがないような気がしますけど……」

　だが、リリィさんは戸と惑まどいの表情を浮うかべ、視し線せんをさまよわせるだけだ。

　確たしかに、彼女の意見はもっともだと思う。立りつ候こう補ほするか、しないか。成せい功こうか、失しつ敗ぱいか。それらの判はん断だんは、今の段だん階かいでは決めようがないのかもしれない。

　でも、本当にそうだろうか？　行き当たりばったりな対たい応おうでは、全員の同点１位通つう過かなんて狙ねらえそうにないし、シノミヤの言葉を信じるなら、何らかの攻こう略りやく法ほうは用意されているはずだ。

「──方法なら、あるわ」

　そのとき、考え込むような素そ振ぶりを見せていたアリスが、ゆっくりと口を開いた。

「大事なのは、『意思の統とう一いつ』よ。参加者全員が、同点１位という目標を目指しているのであれば、少なくとも今回のクエストはクリアできるはずよ」

　彼女の発言に、僕たちは啞あ然ぜんとしながらも、言葉の続きを待つ。

「つまり、誰だれが立候補するにしても、他の人はみんな、とにかく『成功』を選せん択たくすればいいのよ。余よ計けいなことは考えず、ただただ成功を信じる。それだけ」

　──なるほど、確かにそれなら、同点１位を狙えるかもしれない。チャレンジャーが成功すれば、他の人も同様にポイントを得て、獲かく得とくする点数に差は生じない。

　ただしその案には、あるリスクが伴ともなう。

「もしもチャレンジャーが、チャレンジに失敗したら、全員が罰ばつゲームを受けることになる。そのことは当然、分かってるんだよね？」

「その場合、やっぱり点数が変わらないってこともね」

　僕が尋たずねると、アリスはきっぱりと答えた。承しよう知ちの上での提案、ということか。

　実じつ際さい、それがベストだと僕も思う。幸いにも、アリスは着ぐるみという特とく典てんを手に入れたし、僕もシノミヤからもらった、このスーツがある。ブシドーちゃんとリリィさんの服ふく装そうにもまだ少しは余裕があるし、一度の罰ゲームで誰かがリタイアする、なんて可か能のう性せいは低いはずだ。

　あとは、アリス自身が言ったように、意思の統一が図はかれるかどうかなんだけど……。

「分かりました、その提案、お受けします！」

　僕の不安を余所よそに、リリィさんは笑顔を見せ、胸むねの前で両手の拳こぶしを固く握にぎった。

「私もそのやり方が、ベストだと思います。というより、他にいいアイデアが思い浮かばないだけなんですけどね、えへへ……。でも、だからこそ下手へたに動かず、皆みなさんに合わせた方がいいんじゃないかな、と思ったりしました！」

　苦笑しつつも、彼女の言葉に迷まよいは感じられない。

「……」

　その隣となりでは、ブシドーちゃんもアリスをまっすぐに見つめ、首を縦たてに振ふる。

　……どうやら心配することなんて、何もなかったみたいだ。ここまでの過か酷こくなゲームを乗り越こえてきた今、僕たちの思いは一つになっている。

『お話は済すみましたでしょうか？　もう質しつ問もんはありませんか？』

　レドの問いかけに、僕たちは黙だまって目を向け、先を促うながす。

『了りよう解かいしました。それではこれより、第５のクエストを開始します！』

　言葉と共に、レドの姿すがたは消え失せる。そしてほぼ同時に、高い電子音が鳴り響ひびいたかと思うと、何もない中空へ大きな文字が浮かび上がった。





　ホームランを７本打て

　ヒットや凡ぼん打だは全てアウトとして扱あつかう

　３アウトでチャレンジは失敗となる

　獲かく得とくポイント：＋７






　その表ひよう示じと共に、視し界かいが一気に開ける。一いつ瞬しゆんだけ鮮あざやかな光が満ちたかと思うと、眼がん前ぜんには今までとは全く異ことなる光景が広がっていた。

　僕たちが立っている場所は、野球場の片かた隅すみだ。マウンドに目を向けると、そこには一人の投とう手しゆが悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいるのが見える。

　いや、一人という言い方は正せい確かくではないか。だってその姿すがたは、レドそっくりだったのだから。

　野や球きゆう帽ぼうをかぶり、グローブまではめて、そいつは無言で僕たちを見つめている。

　レドと異なる点は、その大きさと色だ。マウンドにいる七しち面めん鳥ちようは人間と同じくらいの大きさで、体毛は真っ黒。顔にはどんな表情も浮かんでおらず、そいつはまるでレドの『影かげ』であるかのような、そんな印象を受ける。

　困こん惑わくしながらも、僕は必死に思考を巡めぐらせ、口を開いた。

「えっと、あいつが投げるボールを、ホームランにしろってことなのかな？」

「でしょうね」

　そのつぶやきに答えつつ、アリスは肩かたをすくめる。

「七面鳥にボールが投げられるのか、なんて疑ぎ問もんは今いま更さらよね。ここがゲームの中の世界である以上、なんだってできるはずだし」

　確たしかに彼女の言う通りだ。投手が七面鳥だからといって、いちいち驚おどろいてはいられない。

「球場の形におかしなところはなさそうね。だとしたら、問題は投手の投げる球にあるのかも」

　アリスは周囲に目を向け、そんな言葉を漏もらすが、すぐに首を横に振る。

「どっちにしろ、わたしには無理ね。ホームランなんてものを打つ力も、技ぎ術じゆつも無いし」

「す、すみません、私もです」

　続いてリリィさんも申もうし訳わけなさそうに眉まゆをひそめるが、二人の意見は当然のものだ。こういう力仕事に挑ちよう戦せんするとしたら、男である僕か、あるいは……。

「リッコウホ、スル！」

　そのとき、僕が迷まよう暇ひまもなく、ブシドーちゃんは右手を挙あげて全員を見回した。

　瞬間、彼女の身体からだが青色の淡あわい光に包つつまれる。光はすぐに消え去り、同時に彼女の手の中には、金きん属ぞく製せいのバットが湧わき上がった。

　ブシドーちゃんがチャレンジャーとして確かく定ていした、ということなのだろう。あのバットを使って、彼女は７本のホームランを打たなければならないんだ。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたけど、でも、僕よりもブシドーちゃんの方が、チャレンジャーとしては適てき役やくだと思う。重じゆう要ようなのは、彼女がチャレンジのクリア条じよう件けんを把は握あくしているのかどうか、だ。

「ブシドーちゃん、野球のルールは分かる？」

　僕が率そつ直ちよくに尋たずねると、ブシドーちゃんは小さくうなずき、

「ボール、ウツ」

　そう言ってバックスクリーンを指差し、さらに続けた。

「トオクニ、カットバス」

　遠くに、かっ飛ばす、か。細かいルールはともかく、『どうすればホームランになるのか』は理り解かいしているのだろう。いずれにせよ、ブシドーちゃんがチャレンジャーとして確かく定ていした以上、あとはもう、彼女に任まかせるしかない。

「分かった。頼たのむ」

　短くそれだけを言って、僕はブルーカードを目の前に掲かかげる。手にした部分を強く押おし込こむと、カードは青く輝かがやいた。『成せい功こう』を支し持じしたという表ひよう現げんなのだろう。

　振ふり向くと、アリスとリリィさんも同じようにカードを掲げて、強く押し込んでいた。

　みんなの気持ちは一いつ緒しよ。そのことが伝わったのか、ブシドーちゃんは笑顔で首を縦たてに振ると、刀を仕し舞まい込み、バッターボックスへと向かった。

　右打席のボックスに立つと、彼女の後方に黒い七しち面めん鳥ちようが二羽、新たに出現する。おそらく、捕ほ手しゆと審しん判ぱんの役目を果たすのだろう。一羽はキャッチャーミットを構かまえ、その後ろにもう一羽が並ならんで立つ。審判が手を挙あげると、どこからともなく盛せい大だいな歓かん声せいが沸わき上がった。

　いよいよ、チャレンジの開始だ。

　僕たちが見守る中、投手は大きく振りかぶると、手に持った硬こう球きゆうを、なんのためらいもなく投げ放った。その指先から放たれたのは、目にも留とまらぬほどの剛ごう速そつ球きゆうだ。

　そのすさまじい圧あつ力りよくに、傍はたから見ている僕たちは、ただ身体からだを強こわ張ばらせることしかできない。

　しかしブシドーちゃんは、迷まよわず腕うでを振り抜く。構かまえも何もなく、ただ力任せに一いつ閃せんさせたそのバットは、打球を真ま芯しんでとらえて、ボールはあっさりとバックスクリーンへ叩たたき込まれた。

　途と端たん、周囲からは再ふたたび人工的な歓声が上がる。

　啞あ然ぜんとする僕たちの前で、投手は続けて二球目を投げ放つ。今度の球も、一球目とほとんど変わらないほどの速球だ。

　違ちがうのは、ボールが打者の手前で急速に曲がったこと。ホームベースに届とどく直前で、そのボールは地面に落ちようとする。

「──っ！」

　だがそんな軌き道どうの変化にお構かまいなく、ブシドーちゃんがバットを振ると、その打球の真芯を打ち抜き、今度も見事なホームランだ。

　圧あつ倒とう的てきな光景を、ただただ見守っていると、投手は続けて三球目を投げる。そのボールも、目で追うのがやっとのすさまじい速度だったが、

「あっ！」

　打球が彼女の頭に向かって真まっ直すぐに伸のびていくのを見た瞬しゆん間かん、僕の口から声が漏もれた。

　明らかな危き険けん球きゆうに、僕が身体からだを強こわ張ばらせたその刹せつ那な、

「──っ！」

　ブシドーちゃんは体たい勢せいを崩くずしつつも、無理やり腕うでを振ふり抜ぬいて、バットを一いつ閃せんさせた。

　ボールは高々と打ち上がり、外野の観客席へと飛び込む。ホームランだ。

　……その様子を目で追いつつ、僕は安あん堵どのため息を漏らした。

「ブシドーちゃん！」

　呼よびかけると、彼女はこちらに顔を向ける。ボール球は見送っていいとか、安全を第一にとか、言いたいことは色々あったけど、僕はただ黙だまって自分の胸むねを小こ突づき、親指を立てて見せた。

「……！」

　すると彼女は口元を緩ゆるませて、同じように拳こぶしを胸に当てると、投手へと向き直る。

　どうやら何も心配することはないみたいだ。

　その後も投手は様々な速球や変化球を織おり交ぜてきたけど、ブシドーちゃんはその全てを難なんなく打ち返し、スタンドへと叩たたき込こむ。結果、７打席７球７ホームランという恐おそるべき成せい績せきが生まれたところで、ファンファーレが唐とう突とつに鳴り響ひびいた。

『チャレンジ成せい功こうです。おめでとうございます』

　機械音声が聞こえたのとほぼ同時に、球場と、七しち面めん鳥ちようたちと、そしてブシドーちゃんの持っていたバットが、全て消え去る。そして中空には僕たち全員の名前が浮うかび上がり、





　アリス　＋７

　シンゴ　＋７

　ブシドーちゃん　＋７

　リリィ　＋７






　ポイントが加算されたことを意味する数字が表ひよう示じされた。

「すごいです！　おめでとうございます！」

　一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後、リリィさんが拍はく手しゆをし、僕たちは同時に笑顔を見せる。みんなの視し線せんを受けて、ブシドーちゃんは強くうなずいた。彼女のおかげで、最初の『お題』は見事にクリアだ。

　しかしそのことに喜んでいる暇ひまはない。再ふたたび高い電子音が鳴り、新たな『お題』が空に浮かんだからだ。





　ターゲットを全て捕ほ獲かくしろ

　制せい限げん時間は77秒

　獲かく得とくポイント：＋17






　表ひよう示じと共に、またもや視し界かいが開ける。

　僕たちの目の前に現あらわれたのは、レンガ造づくりの家が並ならぶ和なごやかな街まち並なみだった。少し先の地面には白線が引かれており、その線と並んで『スタート』という文字も書かれている。

　さらにその先にいたのは、七羽の七しち面めん鳥ちようだ。街路に鎮ちん座ざするその鳥たちの見た目は、どれもレドそっくりで、僕は思わず「またか」とつぶやきを漏もらす。

　異ことなる点は、やはりその色だ。大きさはレドと同じくらいだが、その七面鳥たちはそれぞれ、赤、橙だいだい、黄、緑、青、藍あい、紫むらさきと、様々な彩いろどりの羽毛を生やしている。七色の羽毛を持つレドとの比ひ較かくで考えるなら、増ふえたというより分かれたと言った方が適てき切せつかもしれない。

　ともあれ、ターゲットというのはあの鳥たちのことなのだろう。七羽全てを、捕ほ獲かくしなきゃいけないってことだ。

「わたしが行くしかないみたいね」

　そのとき、アリスが軽く息を漏らすと、ゆっくり右手を挙あげた。

「立りつ候こう補ほするわ」

　途と端たん、彼女の身体からだがうっすらとした青い光に包つつまれる。二回目の『お題』のチャレンジャーは、アリスに決まったということだ。

　確たしかに『捕つかまえる』ということに関して言えば、アリスの鎖くさりは大いに役立ってくれるはず。

　この『お題』を成せい功こうさせるためには、挑ちよう戦せんするのは彼女がベストなのかもしれない。

「アリス、頼たのむ」

「頼まれるまでもないわよ」

　僕が声をかけると、アリスは笑みを浮うかべ、意い気き揚よう々ようと街路の先へと歩いていく。着ぐるみ姿すがたの彼女を、僕たちは静かに見守りつつ、ブルーカードを取り出して強く押おし込こんだ。

　アリスがスタート地点に立つと、頭上からファンファーレが鳴り響ひびき、

『チャレンジスタートです』

　機械音声と共に『０』の数字が中空に浮かび上がり、すぐに『１』へと切り替かわった。同時に、七羽の七面鳥は散り散りに逃にげ出していく。多分、あの数字が『77』になった時点で、チャレンジは終しゆう了りようとなるのだろう。

「逃がさないわよ！」

　静かに時が刻きざまれていく中、アリスは逃げる七面鳥たちに向かって叫さけび、右手を前に突つき出す。腕うでの先からは一本の鎖が急速に伸のび、逃げる七面鳥のうちの一羽を、あっさりと捕まえた。

　七面鳥の全身に鎖を巻き付けると、彼女は鎖を切り離し、

「次！」

　その鳥にはもう見向きもせず、街路を駆かけ出す。

　鮮あざやかなそのお手て並なみに、僕は感心するばかりだ。この様子なら、今回の『お題』もクリアできるはず。そんな期待を抱いだき、笑顔を浮うかべる僕たちの前で、

「ひゃっ！」

　──アリスは足をもつれさせて、盛せい大だいにすっ転んだ。

「う、うーん……」

　苦く悶もんの声を漏もらしつつ、彼女は立ち上がると、逃にげていく七しち面めん鳥ちようをにらんで再ふたたび駆かけようとする。

　しかしその足取りは重く、不ふ確たしかで、とてもじゃないが追い付けそうにない。

　着ぐるみだから、上手うまく走れないんだ。

「アリス、服だ！　その着ぐるみを、脱ぬぐんだ！」

「くっ……」

　僕が叫さけぶと、アリスは顔をしかめつつも自分の身体からだに手をかける。

「──これ、どうやって脱げばいいの？」

　だが彼女は困こん惑わくの声を漏もらして、こちらに目を向けた。

「どうやって、と言われても……」

　僕たちは困惑の表情を浮うかべ、お互たがいに顔を見合わせる。あの着ぐるみは１位通つう過かの特とく典てんとして手に入れた装そう備びだから、脱ぎ方が分からないのも当然と言えば当然なのかもしれない。

　でも、それは僕たちも同じなわけで……。

　戸と惑まどいつつも僕はアリスを見つめ、

「あっ」

　──その背せ中なかに、ファスナーのような物があることに気付いた。

「アリス、後ろ後ろ！」

「後ろ？」

「背中に、ファスナーがあるんだ！」

　アリスは眉まゆをひそめて背中に手を伸のばすが、しかし手が届とどかない。その様子を僕たちはもどかしく眺ながめているしかなく、その間も時間は無情に過すぎていく。

　そして……。

『タイムアップです』

　中空に浮かんだ数字が『77』を示しめしたと同時に、機械音声が鳴り響ひびいた。

『チャレンジ失敗です。お疲つかれ様でした』

　声と共に、逃げていた七面鳥と街路は消え去る。

『それではこれより、罰ばつゲームを執しつ行こうします』

　呆ぼう然ぜんとする僕たちの気持ちを余所よそに、無情な宣せん言げんが下された。

　次の瞬しゆん間かん、視し界かいが真っ白な光に包つつまれ、全身に衝しよう撃げきが走る。

「っ！」

　ビリビリとした痛いたみが肌はだに突つき刺ささり、その場で背中を折おり曲げた。

　だがそれも一瞬のこと。光はすぐに収おさまり、苦く痛つうも消え去って、僕はゆっくりと目を開ける。

　自分の身体を見てみると、所々に焼こけ焦げたような跡あとがある。どうやら今のが罰ゲームだったらしく、おそらくは全身に電でん撃げきを浴あびせられたのだろう。ただしダメージ自体はそれほど大きくなかったのか、衣服のどこにも大きな損そん傷しようは見当たらない。

　周囲を見み渡わたすと、みんなもそれぞれに苦しげな表情を浮かべていたが、僕と同じく着ている衣服は軽く焦こげている程てい度どだ。さっきの『お題』では獲かく得とくできるポイントが低かったから、罰ばつゲームも小さなもので済すんだということだろうか。

　いずれにせよ、二番目のチャレンジは失しつ敗ぱいだ。誰だれもポイントが加算されなかったからか、さっきみたいに名前が表ひよう示じされることもなく、周囲には重い空気が立ち込こめる。

　アリスに目を向けると、彼女はその場で片かたヒザを突いたまま、無言で地面を見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　駆かけ寄よって声をかけると、アリスはゆっくりと立ち上がり、口を開く。

「……制せい限げん時じ間かんのことに、もっと注意しておくべきだったわ。捕ほ獲かくするのが目的の『お題』だったんだから、こんなに動きにくい着ぐるみは、事前に脱ぬいでおかなきゃいけなかったのよ。ちょっと考えれば分かることだったのに」

「……済すんだことを悔くやんでも仕方がないよ」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かみ締しめる彼女の肩かたに、僕はそっと手を置いた。

「不ふ慣なれな格かつ好こうをしていたんだから、普ふ段だん通どおりの判はん断だんや行動をできなかったとしても、おかしくはない。それよりも、大事なのは次に備そなえることだよ」

「──そうね」

　アリスはそれだけを言って、軽く頭を振ふる。

「愚ぐ痴ちるなんて、わたしらしくなかったわね。気持ちを切り替かえるわ」

「ああ」

　無理やり作り笑いを浮かべる彼女に対して、僕は大きくうなずいた。張はり詰つめた空気が少しだけ和やわらぐ中、高い電子音と共に、中空には新たな『お題』が発表される。





　７体の石像を全て破は壊かいしろ

　制限時間は77秒

　獲かく得とくポイント：＋27






　辺りには照明が灯ともり、唐とう突とつに出しゆつ現げんした『それ』を、僕たちは思わず見上げた。

　目の前には、人間の何十倍もの大きさの石像が、７体並ならんでいる。しかもその姿すがたは、どれもレドそっくりなんだ。

　ある程てい度どは想そう像ぞうしていたけど、やっぱりここでもレドか。もしかして全ての『お題』に、あいつが絡からんでくるんじゃないか？

　まあでも、どんなデザインだろうが関係ない。僕たちにできるのは、提てい示じされた『お題』をクリアしていくことだけなのだから。

　とはいえ、誰だれが立りつ候こう補ほするかは慎しん重ちように決めなきゃいけない。あの巨きよ大だいな石像を破壊できる人……。

　僕たちの視し線せんは、自然とブシドーちゃんに集まる。みんなに見つめられ、彼女はうなずき、右手を挙あげようとした。

「──いや、ダメだ」

　しかし僕は即そく座ざに、彼女を制せい止しする。

「いくらなんでも無茶だよ」

　１位通つう過かの特とく典てんで新しい刀を手に入れたとはいえ、あんなに大きな石像を、どうにかできるとは思えない。当然、素す手でで壊こわすのだって無む謀ぼうすぎる。何か別の方法を考えるべきだろう。

「素手じゃなきゃいいんでしょ」

　と、僕の気持ちを見み透すかしたかのようにアリスがつぶやくと、右みぎ腕うでから鎖くさりを伸のばした。

　鎖はどんどん伸びていき、彼女の足元で積つみ重ねられていく。

「！」

　それを見てブシドーちゃんは何かに気付いたのか、小さく口を開け、アリスへと目を向けた。

「任まかせてもいいかしら？」

　言葉と共に鎖を切り離はなし、アリスは見つめ返す。

　ブシドーちゃんは首を縦たてに振ふると、足元の鎖を拾い上げ、自分の腕にぐるぐると巻まき付けた。

　……その様子を見て、僕も気付く。鎖で拳こぶしをカバーすれば、ダメージを負うリスクは減へらせるし、破は壊かい力りよくだって上がるんだ。

　アリスも手を貸かし、ブシドーちゃんの両腕には何重にも鎖が巻き付けられた。その腕を見つめて、彼女はうなずき、

「リッコウホ！」

　右手を挙あげて、そう宣せん言げんする。

　すると頭上から軽けい快かいな音楽が鳴り響ひびき、目の前の地面に『スタート』の文字が浮うかび上がった。

　さっきと同じように、あの文字を踏ふめばチャレンジが始まるのだろう。

「下がろう」

　邪じや魔まにならないよう、僕はみんなと一緒に何歩か後ずさる。そしてブシドーちゃんの成せい功こうを信じてブルーカードを高く掲かかげ、強く押おし込こんだ。アリスとリリィさんも同じようにカードを押し込み、それぞれに神しん妙みような面おも持もちで、真正面を見つめる。

「……」

　僕たちの視し線せんを受け、ブシドーちゃんはチラリとこちらに目を向けるが、すぐに前を見み据すえて、『スタート』の文字を踏んだ。

『チャレンジスタートです』

　その瞬しゆん間かん、機械音声と共に『０』の数字が中空に浮かび上がる。同時に、ブシドーちゃんは地面を蹴けって石像の元へと駆かけ寄より、その胴どう体たいへ向けて、全力で右の拳を振り抜ぬいた。

　刹せつ那な、轟ごう音おんと共に破は片へんが飛び散り、石像の胴体には大きな穴あなが開く。

　目の前の光景に驚おどろき、僕はただブシドーちゃんを見つめることしかできない。そうしている間にも彼女の猛もう攻こうは止まらない。左右の拳を交こう互ごに振り抜き、何度も何度も殴なぐり付け、そのすさまじい攻撃を受けて、石像はあっという間に砕くだけ散った。

「……すごいです」

　リリィさんは思わずつぶやくが、ブシドーちゃんはその成果を確たしかめる暇ひまもなく、すぐさま次の石像へと駆かけ出し、再ふたたび拳こぶしを叩たたき付ける。その一連の動作に、ためらいや恐おそれは感じられない。

　やるべきことをやる。彼女の胸むねの内にあるのは、そんな思いだけなのだろう。

　そのストイックな姿し勢せいを頼たのもしく感じつつも、同時に僕は心苦しさも覚えていた。

　ブシドーちゃんには、負ふ担たんをかけてばかりいるな、と。

　適てき材ざい適てき所しよ、向き不向きはあるだろうけど、力仕事のほとんどを彼女に任まかせっきりにしている現げん状じようが、もどかしいんだ。

　──ふと、ルーシーのことを思い出す。

　圧あつ倒とう的てきな破は壊かい力りよくを持つ彼女の『魔ま法ほう』なら、あの石像もたやすく破は壊かいできたんだろうな。

　あるいは、ケイトが『レインボー・パーク』で手に入れたような、強力な火か器きでもあれば。

　……いや、実じつ際さいにあるじゃないか。僕は今、ダイナマイトを持っている！

　これを使えば、ブシドーちゃんの負担も減へらすことができるかもしれない。

「レド、質しつ問もんだ！」

『はい、なんでしょう』

　僕が叫さけぶと、肩かたの上にレドが現あらわれて、ゆっくりと口を開いた。唐とう突とつな出しゆつ現げんの仕方に驚おどろきつつも、突つっ込こみを入れている場合じゃない。

「チャレンジャー以外の人が、『お題』のクリアに協力してもいいのか？」

『と、言いますと？』

「たとえばこれを、ブシドーちゃんに手て渡わたすことは可か能のうなのか？」

　言いつつ、僕は自分の中からダイナマイトを取り出す。

『構かまいません』

　するとレドは、意外な返事を口にした。

「いいのか？」

『ただし、チャレンジを達成するのは、あくまでもチャレンジャー様ご自身です。今回の場合ですと、シンゴ様が石像の破壊に直接加担した場合、その時点でチャレンジは失敗となります』

「……直接っていうのは、僕が石像を殴ったりするのは、ダメだってことだな？」

『そういうことでございます』

　つまり、ダイナマイトを渡すこと自体はオッケーなわけだ。となると、今度こそリリィさんからライターを貸かしてもらって、それから──、

「あの子、火を扱あつかえるの？」

「へっ？」

　そのとき、隣となりから聞こえてきたアリスの問いに、僕は思わず彼女を見つめる。

「第４のクエストで、ライターを借りようとしていたのって、それを使うためだったってことよね？」

「あ、ああ、うん、そうだけど」

　手に持ったダイナマイトを指差され、僕は素す直なおにうなずいた。

「でもライターって、小さな部品がいっぱいあるでしょ？　ブシドーちゃんがスイッチを押おしたら、壊こわしちゃうんじゃない？」

「あっ……」

　そういえば、そうだった。ブシドーちゃんは超ちよう人じん的てきな身しん体たい能のう力りよくを身に付けているけど、そのおかげで、力を加か減げんするのが難むずかしいんだ。

　すなわち、ライターを使えない。当然、ダイナマイトに火を着けることもできないだろう。

　じゃあ、僕がブシドーちゃんのためにしてやれることは、何もないということか？

「でもまあ、心配する必要はないみたいね」

「えっ？」

　落らく胆たんする僕の横で、アリスは肩かたをすくめつつ前を向いた。

　つられて僕も目を向け、思わず息を吞のむ。７体あった石像が、もう残り１体だけになっていたからだ。その最後の１体もほとんど原形を留とどめておらず、あとは顔面だけだ。

「──っ！」

　ブシドーちゃんはその顔に、思いっきり拳こぶしを叩たたき付ける。石像の顔面は粉こな々ごなに砕くだけ散って、その瞬しゆん間かん、盛せい大だいなファンファーレが鳴った。

『チャレンジ成せい功こうです。おめでとうございます』

　機械音声と共に、足元に散らばる石像の残ざん骸がいは全て消え去り、周囲は暗転。中空には、僕たちの名前とポイントが表ひよう示じされる。





　アリス　＋34

　シンゴ　＋34

　ブシドーちゃん　＋34

　リリィ　＋34






　全員に＋34？

　そうか、今回の『お題』は、成功すれば27点のプラスだった。そこに最初の『お題』で手に入れた７点を加えれば、34点になる。あの表記は、『現げん在ざいのポイント』が示しめされているということか。

　いずれにせよ、点数そのものは関係ない。全員が同じ選せん択たくをしたことさえ確かく認にんできれば、それでいいのだから。

　制限時間の表示を見ると、数字は『70』で止まっている。70秒でのクリア、つまり１体10秒で破壊したことになるのか。その頼たのもしい成績に、僕はただ驚きよう嘆たんするばかりだ。

「お疲つかれ。助かったわ」

「……」

　アリスが労ねぎらいの言葉をかけると、ブシドーちゃんは喜んだ様子も見せず、無言でうなずく。そしてその目を、ゆっくりとこちらに向ける。僕は拳を握にぎり締しめ、静かに首を縦たてに振ふった。

「……ウン！」

　すると彼女は再ふたたび素す早ばやくうなずき、短く言葉を漏もらす。

　周囲には和なごやかな空気が生まれる。しかし喜びを分かち合うのも束つかの間だ。頭上から高らかな音が鳴ったかと思うと、また新たな『お題』が表ひよう示じされたんだ。





　備そなえ付けのライフル銃じゆうを使い、７つの的まとを全て撃うち抜ぬけ

　弾だん丸がんは７発のみ

　指定されたライフル銃以外の武ぶ器きの使用を禁じる

　チャレンジ失敗の場合、外した的の数に応おうじて罰ばつゲームの内ない容ようが変わる

　獲かく得とくポイント：＋37






　周囲はまたもや明るくなり、目の前に生まれた光景を、僕たちは静かに見つめる。

　端たん的てきに表すのなら、射しや的てき場じようだ。棚たなに並ならべられた景品を専せん用ようの銃で撃うち、倒たおしたり落としたりすることで、その景品を獲かく得とくできるという、お祭りなどでよく見かけるタイプの、あれだ。

　違ちがうのは、その奥おく行ゆききがとても深ふかいということ。景品が置かれているはずの棚は、視し界かいに入るかどうかというくらいの、奥の方に設せつ置ちされているんだ。

　僕たちは自然と、その射的場の前へと歩み寄る。見ると、台の上には一丁のライフル銃が置かれていた。説明通りなら、この銃を使わなければならない、ということなのだろう。

　景品棚に視し線せんを戻もどし、目をこらしてみると、そこに置かれている物がうっすらと見えてくる。

　レドだ。正せい確かくに言えば、レドそっくりの人形が、棚に並べられているんだ。

　その数、７体。つまり、あれが撃ち抜くべき『的』だということか。

　ここからじゃ遠すぎて分かりづらいけれど、人形の大きさはどれも同じサイズで、やはり体毛は七色に分かれているように見える。

　いずれにせよ、かなり難むずかしいチャレンジであることは間ま違ちがいない。何しろ、撃ち抜くべき『的』はあんなにも遠くに置かれているんだ。しかも、使用できるのはあのライフル銃のみ。それ以外の武器を使ってはいけないとなると、純じゆん粋すいに射撃の上手うまさが求められることになるのだろう。

「わたしが行くしかないでしょ」

　そのとき、アリスが軽く息を吐はいて、そうつぶやいた。

「まともに銃を扱あつかえるのって、わたしだけでしょうしね。『お題』を見る限かぎり、今回は時じ間かん制せい限げんもないみたいだから、さっきみたいなことにもならないはずよ。それとも他に立りつ候こう補ほしたい人、いる？」

　彼女はぐるりと見回すが、誰だれも言葉を発しない。アリスこそ適てき役やくだと、みんな感じているからだ。

「ま、本当ならわたしよりも、ケイトの方が向いてるんだろうけど」

　……確たしかにケイトなら、迷まよわず立候補して、あっさりチャレンジをクリアしていただろうな。

　けれど、彼女はもういない。今はただ、残っている僕たちで最さい善ぜんを尽つくすしかないんだ。

「アリス、頼たのむ」

　僕の言葉に、アリスは無言でうなずき、ゆっくりと手を挙あげる。

「立候補するわ」

　その瞬しゆん間かん、台の上に置かれたライフル銃が光り輝かがやいた。

　おそらくあの銃を手にした瞬間に、チャレンジが開始されるのだろう。僕たちは顔を見合わせ、ブルーカードを掲かかげて強く押おし込こんだ。

　アリスは再ふたたびうなずくと、ライフル銃じゆうに触ふれる。すると頭上から、高らかな音楽が流れた。

『チャレンジスタートです』

　お決まりの機械音声と共に、いよいよ４つ目のチャレンジが始まる。

「この着ぐるみも、脱ぬぐわ。これを着ながら銃を撃うつのは、ちょっと難むずかしそうだし」

　と、アリスは自分の手を見つめて、そうつぶやいた。

「手伝うよ」

「ん、助かるわ」

　僕が手を貸かし、彼女はどうにかして着ぐるみを脱ぎ終えると、

「レド、質しつ問もんよ」

　軽く頭を振ふりつつ、さらに口を開く。

『はい、なんでしょう』

　その呼よびかけに応おうじて、レドはいきなり彼女の目の前に現あらわれた。

「外した的まとの数に応おうじて罰ばつゲームの内ない容ようが変わる、とのことだけど、７発の弾だん丸がんを全て撃ち終えるまで、チャレンジは終わらないということでいいのよね？」

『はい、その通りでございます』

「当然、外した数が少ない方が、罰ゲームの内容もマシになる？」

『そう考えていただいて問題ありません』

「確かく認にんなんだけど、この銃って、ちゃんと的まで届とどくように出来てるんでしょうね？」

『もちろんでございますわ。そうでなければゲームとして成立しませんので。仕し掛かけも何もない、ごく普ふ通つうのライフル銃です』

「……ま、信じるわ。質問は以上よ」

『分かりました。ご健けん闘とうをお祈りしてますわ』

　言い終えると、レドは瞬しゆん時じに姿すがたを消した。

　アリスは小さく息を吐はき、景けい品ひん棚だなへと視し線せんを移うつす。すでに彼女の心は、チャレンジを成せい功こうさせることだけに向いているのだろう。その気持ちを乱みださないよう、僕は何も言わずに後ろへと下がる。

　あとはもう、アリスに任まかせるしかない。

　台の前に立つと、彼女はライフル銃を構かまえ、真っ直ぐに前を見み据すえた。ピリピリとした空気が、周囲に流れる。息苦しい静せい寂じやくの中、鋭するどい眼がん光こうを向けたまま、アリスは引き金がねを引いた。

　銃声が響ひびき渡わたり、次の瞬間、赤色のレド人形が勢いきおいよく弾はじけ飛び、地面へと転がる。

　見事、命中だ！

　僕たちは顔を見合わせ、声を漏もらさずにその成功を喜んだ。その間にもアリスは目をそらさず、的に狙ねらいを定める。彼女は再ふたたび引き金を引き、これも人形にヒット。

　そうして、アリスは続けざまに銃を撃ち、放たれた弾丸は全て、人形の身体からだを貫つらぬいていく。

「ふぅ……」

　やがて６体目の人形を倒たおしたところで、彼女は大きく息を吐いて、天てん井じようを見上げた。

　残るは橙だいだい色いろのレド人形のみ。あの１体を撃うち抜ぬけば、このチャレンジはクリアだ。

　さすがに緊きん張ちようするのか、アリスは何度か深しん呼こ吸きゆうをしてから頭を振ふり、固く目を閉とじる。でもすぐにその瞳ひとみを景けい品ひん棚だなへ戻もどすと、再ふたたび銃じゆうを構かまえた。

　彼女は狙ねらいを定め、引き金がねに指をかけ、

「へっくちん！」

　──すぐ側から盛せい大だいなくしゃみが聞こえたのは、その瞬しゆん間かんだった。

　同時に、銃声が響ひびき渡わたる。

「っ！」

　アリスは口元を強こわ張ばらせ、慌あわてて引き金から指を離はなすが、もう遅おそい。放たれた弾だん丸がんは、人形からわずかにそれて、景品棚へと突つき刺ささった。

『チャレンジ失しつ敗ぱいです』

　機械音声が無感情に、事実だけを伝える。

「あっ……」

　呆ぼう然ぜんとするアリスを余所よそに、周囲の光景は少しずつ薄うすれていき、やがて景品棚や、撃ち漏もらした人形、そして彼女が手にしていたライフル銃も、全てが消え去った。

「ご、ごめんなさい！」

　そんな中、リリィさんが謝しや罪ざいの言葉と共に、深々と頭を下げる。

「今のくしゃみは、私です！　あんな大事な場面で、ついうっかり……、本当にごめんなさい！」

　彼女の全身は小こ刻きざみに震ふるえて、顔は真っ青になっていた。両目も固く閉とじられ、その表情からは深い後こう悔かいの念が伝わってくる。

「──済すんだことは仕方がないわ」

　アリスはため息をつきつつも、短くそれだけを口にする。不ふ慮りよの出来事である以上、責せめることはできない。

　そもそもリリィさんは、運が悪いというリミットを背せ負おっているんだ。特とく典てんで多少は緩かん和わされたとはいえ、完全になくなったわけじゃないのだから、こういう事じ態たいは起こり得ること。

　いずれにせよ、チャレンジは失敗に終わった。となると、次は……、

『罰ばつゲームを執しつ行こうします』

　やっぱり、そうなるよな。

　迫せまり来る脅きよう威いを前に、僕は固く拳こぶしを握にぎる。そのとき前まえ触ぶれもなく、視し界かいが急に暗くなった。

　なんだろう？　疑問に思った僕は、何なに気げなく顔を上げ、

「あっ！」

　その瞬間、目を見開き、身体を強こわ張ばらせる。

　頭上から、僕たちのいる場所全てを覆おおい尽つくすほどの、大量の液えき体たいが降ふり注いできたからだ。

　突とつ然ぜんのことに僕は身動きができず、ただ黙だまってその液体を見つめるばかり。

「──っ！」

　そんな僕の身体からだに、突とつ如じよとして衝しよう撃げきが走る。隣となりにいたブシドーちゃんが、両手で突つき飛ばしたんだ。その勢いきおいのまま僕は地面を転がり、ほぼ同時に水しぶきの音が聞こえる。

「くっ……！」

　苦く悶もんの声を漏もらし、慌あわてて顔を上げる。目の前に飛び込こんできたのは、ずぶぬれになったみんなの姿すがただ。ブシドーちゃんとリリィさん、そして少し離はなれたところではアリスも、降ふり注いだ液えき体たいで全身がびしょ濡ぬれになっていて、その場にへたり込んでいる。

「みんな、大だい丈じよう夫ぶか!?」

「うう、気持ち悪いです……」

　呼よびかけると、リリィさんが涙なみだ交じりの声を上げた。その頰ほほからは液体が垂たれていて、彼女は手の甲こうでゆっくりと口元を拭ぬぐう。

「……」

　隣となりではブシドーちゃんがうつむき、額ひたいにかかった液体を指ですくって、じっと見つめていた。

「な、何よ、これ……」

　自分の身体を眺ながめ回すアリスは、まるで苦い物でも飲んだかのように眉まゆをひそめている。

「レド、答えろ！　この液体はなんだ!?」

　ブシドーちゃんが突き飛ばしてくれたおかげで、僕にはあの液体がかからなかったみたいだけど、身体に異い常じようをきたすような物なら、今すぐ対たい処しよしなければならない。

『ただの水ですわ』

　レドは僕の目の前に現あらわれると、短く答えてから全員を見回した。

「水？　これが？」

『はい。少しばかり粘ねん着ちやく性せいの高い物ぶつ質しつが混まざっていますが、害がいはありません。どなたもダメージは受けてませんわ』

「そう、なのか？」

　みんなを眺めてみるが、確たしかに衣服が破やぶれたりした様子は見受けられない。

『アリス様が外した的は１体だけでしたので、最も軽い罰ばつゲームが執しつ行こうされたのです。もしもあと１発、狙ねらいを外していたのなら、服だけを溶とかす特とく殊しゆな液体が降りかかる予定でした』

　……なるほど、そういうことか。レドの言葉に戦せん慄りつを覚えると共に、胸むねの中には安あん堵どの気持ちも芽め生ばえた。仮かりにその特殊な液体が降りかかっていたら、僕以外の三人は大きな被ひ害がいを受けていただろう。そういった惨さん劇げきを避さけられたんだから、結果としては悪くないはずだ。

『他に質しつ問もんはありますか？　ありませんよね？　それでは引き続き、ゲームを楽しんでくださいませ。御ご用ようの際さいはいつでも呼よんでくださいね』

　返事も聞かずに翼つばさをはためかせると、レドは瞬またたく間にその姿を消した。僕は思わず手を伸のばし、あいつのいた場所をつかもうとする。

　高らかな音と共に、新たな『お題』が発表されたのは、そのときだった。

　──そこに表ひよう示じされた文章を見て、目を見開き、拳こぶしを固く握にぎる。

　小さく息を吐はくと、心の中では確かな覚かく悟ごを決めた。

　僕の出番だ、と。
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　○×クイズに全問正せい解かいせよ

　全７問

　問題ごとの思考時間は７秒

　チャレンジ失敗の場合、不正解した問題の数に応おうじて罰ばつゲームの内ない容ようが変わる

　獲得ポイント：＋７






　○×クイズ。それが、目の前に提てい示じされた５つ目の『お題』だ。

「僕が行く」

　そのチャレンジ内ない容ようを眺ながめながら、僕は口を開いた。

「どんな問題が出るのかは分からないけど、僕のスキルを使えば、確かく実じつに１問は正解できる。そのアドバンテージは大きいと思うんだ」

　みんなの視し線せんを受けつつ、端たん的てきに意図を伝える。

　○×クイズなんだから、答えが分からなかった場合、正解する確かく率りつは２分の１だ。しかしフラッシュフォワードを使い、未来の映えい像ぞうを見れば、どちらが正解だったのかが必ず分かる。

「スキルを強化したおかげで、僕は自分の意思で発動できるようになったんだ。だから──」

「ダメよ、あんたには任まかせられないわ」

　そのとき、アリスが顔に付いた粘ねん液えきを拭ぬぐいつつ、ゆっくりと立ち上がった。

「ど、どうして？」

「だって、あんた記き憶おくがないんでしょ？」

「……あっ」

「記憶がないのにクイズに挑ちよう戦せんするだなんて、どう考えても無む謀ぼうよ。失ったのはあんた自身の記憶だけって話だけど、それでもリスクが高いことには変わりはないわ。１問正解のアドバンテージがあったとしても、ね」

　──彼女の言う通りだ。冷静に考えればクイズなんて、僕にとっては最も困こん難なんなチャレンジじゃないか。

　自分のスキルが役に立つ。そう感じたことで、僕は少し舞まい上がっていたのかもしれない。そのことがなんだか恥はずかしくて、思わず顔をうつむかせた。

　……いや、反はん省せいするのは後だ。今はとにかく、立りつ候こう補ほ者しやを決めなきゃいけないのだから。

「じゃあ、誰だれが挑戦するんだ？」

「わたしよ」

　すぐに顔を上げて尋たずねると、アリスは即そく答とうした。

「時間がないから手て短みじかに言うわ。ブシドーちゃんは会話に制せい限げんがあるから、解かい答とう時じに支し障しようをきたすかもしれない。リリィさんは運の悪さが軽けい減げんされたせいで、逆ぎやくに『裏うら技わざ』を使えなくなった。そしてあんたは、さっき言った通り。消去法で考えると、わたしが行くしかないのよ」

「……そう、だな。それがいいのかもしれない」

　彼女の言葉を頭の中で素す早ばやく整理して、僕はためらいつつもうなずく。この四人の中ならアリスに挑ちよう戦せんしてもらうのが、ベストのように思える。

　どのみち、深く考えている余よ裕ゆうはない。77秒以内に誰だれかが立りつ候こう補ほしなければ、自動的に全員失しつ格かくとなってしまうんだ。

　ブシドーちゃんとリリィさんに目を向けると、二人は同時にうなずいた。

「アリスさん、お願いします！」

「……マカ、セタ！」

　アリスもうなずき返し、素早く手を挙あげて宣せん言げんする。

「立候補するわ」

　途と端たん、高らかな音が鳴り響ひびき、少し離はなれたところにほのかな光が浮うかび上がった。そこに書かれている文字は、やはり『スタート』である。

　異い変へんはそれだけじゃない。現あらわれた文字の先に、七色に輝かがやくアーチがかかったんだ。

　僕の身長と変わらないくらいのサイズの、そのアーチは、まさに小さな虹にじと呼よぶべきもの。

　驚おどろきに目を丸くする僕たちの前で、虹の上に、さらに何かが出しゆつ現げんする。レドだ。

『ごきげんよう、皆みな様さま方がた。今回のチャレンジでは、わたくしが問題を読み上げるということになっています。どうかよろしくお願いしますわ』

　これまでにはレドそっくりな石せき像ぞうやら人形やらが現れていたけど、とうとう本人のご登場か。

　鳥に対して本人と呼ぶのも違ちがう気はするが、細かいことはどうでもいい。

『チャレンジャーは、アリス様ですね？　アリス様がその『スタート』の文字を踏ふまれたときに、チャレンジが開始されますわ』

「……分かってるわよ」

　呆あきれた様子で答えつつ、アリスはさっき脱ぬぎ捨すてた着ぐるみの側まで歩いていった。そしてその着ぐるみを抱かかえると、自らの足を中へと突つっ込こむ。

「くっ、ん……」

　粘ねん液えきがべたつくのか、着心地の悪さを感じているみたいだが、それでも構かまわず彼女は着ぐるみの中に身体からだを通していった。

「○×クイズなら、動きやすさは関係ないでしょうし、みんなには悪いけれど、保ほ険けんはかけさせてもらうわ。チャレンジに失しつ敗ぱいしたときのために、ね」

　アリスはぎこちない動きで着ぐるみと格かく闘とうする。その動作は見ていて非ひ常じようにもどかしくて、

「手伝うよ」

　僕は思わず駆かけ寄より、彼女の着ぐるみに手をかけた。

「……お願い」

　着ぐるみを脱ぬがしたときと同じように、アリスは拒きよ絶ぜつすることもなく、簡かん潔けつに謝しや礼れいの言葉を述のべる。僕は黙もく々もくと彼女の着き替がえを手伝い、

「よし、これで大だい丈じよう夫ぶ」

　最後の仕上げに、背せ中なかのファスナーを上げた。

「……この着ぐるみ」

　静かに自分の着ぐるみを眺ながめていたアリスが、不意に口を開く。

「特とく典てんの追つい加か装そう備びとしては『ハズレ』だったのかもしれないけど、利用できるものはなんでも利用したいのよ。シノミヤがくれたチャンスを、ムダにはしたくないから」

「……ああ、そうだな」

　僕はうなずき、その背中を軽く叩たたく。やれることは、なんでもやっておくべきなんだ。

「レド、質しつ問もんだ！」

　虹にじの上で佇たたずむレドに向かって、僕は叫さけんだ。

「チャレンジャー以外も、問題に関するヒントを出してもいいのか？」

『構かまいません。最終的な判はん断だんは、チャレンジャー様に委ゆだねられますので』

　ダメ元で聞いたその問いに、意外な答えが返ってきて、僕は一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰つまったが、

「つまり、僕がスキルを使い、アリスに答えを教える、ということもできるわけだ」

「──グッドアイデアね」

　その提てい案あんに、アリスは口元を緩ゆるませた。

「どうしよう？　合図を決めておこうか？　アリスには解とけない問題が出たときに、たとえば手を挙あげるとか、そういう分かりやすいことをしてくれれば、僕はすぐにスキルを使うよ」

「……いえ、思考時間は７秒しかないんだから、そんなことをしている暇ひまはないと思うの」

「それもそうか。じゃあ、僕はどのタイミングで、スキルを使えばいい？」

「最初よ。わたしが『スタート』を踏ふむ直前に、スキルを発動してくれるかしら？　上手うまくいけば、あんたの頭の中には１問目の答えが伝わるかもしれないわ」

「なるほど……。確たしかにそれならデメリットも少ないだろうし、いいと思う」

　同意を示しめすとアリスは微笑ほほえみ、レドへと向き直る。

　僕とブシドーちゃん、そしてリリィさんは顔を見合わせると、ブルーカードを取り出して、同時に強く押おし込こんだ。その間にアリスは『スタート』の前まで足を進め、深く息を吸すい込こむ。

「じゃあ、行くわよ」

　そう言って彼女はゆっくり右足を上げ、その瞬間、僕は目を見開き、フラッシュフォワードを発動させた。

　──その途と端たん、急きゆう激げきな頭ず痛つうが襲おそいかかり、僕はその場で片かたヒザを突つく。

　痛いたみと共に、脳のう裏りに浮うかぶのは、未来の光景だ。

「っ！」

　その映えい像ぞうを目まの当あたりにして、一瞬ノドを詰つまらせる。しかし驚おどろきを無理やり飲み込こむと、力を振ふり絞しぼって声を発した。

「……マルだ！」

　アリスは小さく首を縦たてに振ふり、『スタート』の文字に足を置く。刹せつ那な、軽けい快かいな音楽が鳴り、レドが何事もなかったかのように両りよう翼よくをはためかせた。

『それでは、問題です。マルかバツで答えてください』

　軽くセキ払ばらいしてから、レドは問題を読み上げる。


『シノミヤは探たん偵ていである』



「!?」

　聞き覚えのある名前を耳にして、アリスは身体からだを強こわ張ばらせた。しかしそれも束つかの間ま、彼女は軽く頭を振ると、レドをまっすぐに見つめて口を開く。

「マル！」

『正せい解かいですわ！』

　その瞬間、レドは飛び上がり、高らかなファンファーレが鳴り響ひびいた。

　──僕が見た未来と、変わらぬ光景だ。

「ど、どうしてシノミヤさんのことが、問題で出てくるんですか？」

「……分かりません。僕も驚おどろいているところです」

　リリィさんが戸と惑まどいの声を上げるが、僕は首を横に振ることしかできない。

　分かるのは、シノミヤが自みずから告白した素す性じようは、偽いつわりではなかったということだけだ。

「もしかして……」

『それでは続いて、第２問です』

　アリスが何かに気付いたように口を開くが、そんな様子に構かまわず、レドは問題を続けた。


『ケイト・イエローライトの年ねん齢れいは19歳さいである』



「！」

　その問いに、僕はブシドーちゃんたちと顔を見合わせる。

　今度は、ケイト？　予期せぬ問題の連続に、その場にいる全員が困こん惑わくの表情を浮うかべていた。

　ただ一人、アリスを除のぞいては。

「やっぱり」

　彼女は短くつぶやくと、額ひたいに手を当て、言葉を続ける。

「確かく信しんは持てないけれど、見た目と実年齢に差があることさえ気付けばいい、のよね。だからこの場合は……」

　顔を上げ、レドを見み据すえつつ、アリスは言った。

「マル！」

『正解ですわ！』

　周囲には再ふたたびファンファーレが鳴り、その音が止まないうちにアリスは振り返り、叫さけぶ。

「ゲームの参加者に関する個人情報が、問題になってるのよ！　多分、みんなのことも出題されるわ！　だから『そのとき』が来たら、わたしに答えを教えて！」

　──そういうことか！

　彼女の発言を聞いて、ようやく問題の意図が読めた。参加者全員がここまで残っていれば、あるいは充じゆう分ぶんな情じよう報ほう交こう換かんを行い、お互たがいをよく知り合っていれば、解とける問題だということだ。

　全７問で、参加者は七名だし、アリスの考え方は間ま違ちがってないはず。

『それでは続いて、第３問です』

　思考を巡めぐらせる僕たちの前で、レドはクイズを進めた。


『藍あい沢ざわルーシーは男性である』



「……中の人はどっちなのか、ということよね？」

『お答えできません』

　アリスが尋たずねるが、レドは素そっ気けなくその問いを跳はねのけた。

　彼女が考えているのは、ケイトの問題のときと同じことだ。つまり、『この世界』と『現実の世界』での姿すがたが一いつ致ちするのかどうか。

　とはいえ、ここでルーシーの問題か。ルーシーは第１のクエストの最後にリタイアしたから、彼女に関する情報は少ない。だからもう、直感で答えるしかないように思えるんだけど……。

「──少なくとも、『この世界』でわたしが接せつしてきた彼女は、間ま違ちがいなく女の子だったわ」

　しかしアリスはレドを見つめると、はっきりとした声で言った。

「バツ！」

『正せい解かいですわ！』

　鳴り響ひびくファンファーレと共に、アリスは軽く息を吐き、胸むねをなで下ろす。彼女の態たい度どは自信満々に見えたけど、やはり不安が大きかったのだろう。

　いずれにせよ、残りは４問。そしてその問題は、全てここにいる四人に関することなのだろう。だとしたら、もはやクリアしたも同然だ。

　……いや、そうじゃないのか。参加者に関する問題が出るってことは、僕のことも出題されるんだよな。けれど僕には記き憶おくがないから、その問いがマルかバツかなんて──。

『それでは続いて、第４問です』

　呆ぼう然ぜんとする僕に構かまわず、レドは淡たん々たんとクイズを進めた。

「あっ……」

　動どう揺ようを隠かくし切れず、僕は虚こ空くうに手を伸のばす。

　同時に、レドは表情を変えることなく口を開き、


『緑みどり山やまリリィのスリーサイズは上から94、59、91である』



「ひゃうあっ!?」

　その瞬しゆん間かん、リリィさんが素すっ頓とん狂きような声を上げて身体からだをのけ反ぞらせる。彼女は口をパクパクと動かし、その顔は見る見るうちに赤くなっていった。

　それもそのはずだ。レドの口から、きわめてプライベートでデリケートな情報が飛び出してきたのだから。でも、今はその心情に配はい慮りよしている場合じゃない。

「リリィさん！」

　僕はリリィさんの両りよう肩かたに手を置き、短く尋ねる。

「教えてください！　マルか、バツか！」

「は、はひ！」

　彼女は驚おどろきつつも、固く目を閉とじてから、言った。

「マルです！」

「マル！」

　その言葉を受け、アリスが即そく座ざに答える。

『正せい解かいですわ！』

　レドは両りよう翼よくを広げて、高らかなファンファーレが鳴り響ひびいた。その音を聞いて、僕は安あん堵どの息を漏もらす。良かった、これで４問連続の正解か。

「あ、あの、シンゴさん……」

　気持ちを緩ゆるめる僕の前で、リリィさんが口を開く。彼女は恥はずかしげに僕から目をそらしていた。

「手、手をどけてくれると、助かります……」

「えっ……、あっ！　ご、ごめんなさい！」

　慌あわててリリィさんから離はなれて、気まずさのために視し線せんをさまよわせると、ブシドーちゃんの姿すがたが視し界かいに入った。彼女はなぜか顔をうつむかせ、自分の胸むな元もとに手を当てている。

「キュウジュウ、ヨン……」

　小さくつぶやくブシドーちゃんの表情は暗く、なんだか落ち込こんでいるように見えた。

「94、か……」

　同じく、アリスもレドと対たい峙じしたまま胸むねに手を当て、苦々しい声を漏もらす。

　問題には正解したのに、どうしてあんなに悔くやしそうにしているんだろう？　周囲には重い空気が流れ、居い心地ごこちの悪さを感じつつも、僕はその場に佇たたずむしかない。

『それでは続いて、第５問です』

　そうしている間にもレドは口を開き、その声を聞いて我われに返ったのか、アリスは慌あわてて真正面を見つめた。彼女の視線を受けながら、レドは言葉を続ける。


『赤あか咲さきアリスの体重は46キロ以上ある』



「ふにゃ!?」

　──今度はアリスが高い声を上げる番だった。

「ちょ、ちょっと、ど、どうして、そんな問題……」

　彼女は目を白黒させ、着ぐるみの中で身み悶もだえしている。

「アリス、時間がない！」

　ためらいの表情を作るアリスに向かって、僕は叫さけぶ。

「アリスさん、お願いします！」

「……アリ、ス！」

　リリィさんとブシドーちゃんも続いて声を上げ、祈るように見つめる。これはアリスにしか答えられない問題だ。今の僕たちには、ただ彼女を信じることしかできない。

「くっ……」

　背せ中なかに声せい援えんを受け、意を決したのか、アリスは肩かたを震ふるわせつつもレドをにらみつけ、

「マル！」

　はっきりと聞こえる声で答えた。

『正せい解かいですわ！』

　高鳴るファンファーレ。小こ躍おどりするレド。その様子を苦々しい表情で見つめるアリス。

「なんて過か酷こくなクイズなの……」

　彼女は目に涙なみだすら浮うかべて、唇くちびるを嚙かみ締しめていた。その悲ひ痛つうな姿すがたは、しかし他人ひと事ごとではない。

　僕だって、どんな秘ひ密みつが暴ばく露ろされるのか分からないのだから。

　残るは、あと２問。このクイズが僕たちの想定した通りの内ない容ようだとしたら、次は僕か、ブシドーちゃんに関する問題が出るはずだ。

「ほら、早く次の問題を言いなさいよ！　さあ、早く、早く！」

　アリスがヤケクソ気味に声を荒あららげて、開き直ったかのように先をうながす。

『分かりました。それでは第６問です』

　それでも表情を変えることなく、レドは口を開いた。


『ブシドーちゃんの本名は──』



　──その瞬間、僕の身体からだを衝しよう撃げきが襲おそう。

　真横から何かがぶつかり、そのまま倒たおされて地面を転がる。突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、頭が真っ白になりそうになるが、

「ん、ぐ……」

　僕は無理やり思考を呼よび戻もどし、ゆっくりと両目を開けた。

　視し界かいに飛び込んできたのは、ブシドーちゃんの戸と惑まどいに満ちた表情だ。どうやら僕の上に、彼女が覆おおいかぶさっているみたいで、

「ブシドーちゃん？」

「──っ！」

　声をかけると、ブシドーちゃんは両手で僕の頭を抱かかえ、自分の胸むな元もとに引き寄よせた。抵てい抗こうする術すべもなく、僕は身動きを封ふうじられ、柔やわらかな感かん触しよくが顔面を包つつみ込こむ。

　その温かさと尊とうとさに呆ぼう然ぜんとする中、彼女はさらに腕うでの力を強めた。

「……マル！」

　同時に、迷まよいの混まじったようなアリスの叫さけびが聞こえ、

『正解ですわ！』

　レドの声と、ファンファーレが耳に届とどく。どうやら問題には正解したみたいだ。

　でも、今の僕にはそのことを喜んでいる余よ裕ゆうなんてなかった。ブシドーちゃんの胸に、口と鼻を塞ふさがれて、息ができなかったからだ。

「ブ、ブシドー、ちゃん……」

　声を振ふり絞しぼり、僕は彼女の背せ中なかをタップする。

「！」
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　その瞬しゆん間かん、我われに返ったのか、ブシドーちゃんは慌あわてて僕から離はなれ、二歩、三歩と後ずさった。

「ゲホッ、ガホッ、グホッ……！」

　地面に仰あお向むけになったまま、僕は激はげしくせき込む。ブシドーちゃんが不安げな顔でこちらを見下ろしてくるが、手で制せいして、心配は無用だということを伝えた。どうやらちょっとノドを詰つまらせただけだったみたいで、何度か深しん呼こ吸きゆうをしてから、ゆっくりと立ち上がる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。一いち応おうの確かく認にんだけど、問題には正せい解かいしたんだよな？」

　尋たずねると、離れたところからこちらを見ていたアリスが、無言でうなずいた。

「……そうか。それなら良かった」

　僕も短く答えて、もう一度深呼吸をする。他にも聞きたいことはあるけど、でも、どうやらそういう雰ふん囲い気きじゃないみたいだ。

「レド、質しつ問もんだ」

『はい、なんでしょう？』

　レドをまっすぐに見つめると、あいつは無感情な目でこちらを見つめ返してくる。

　でも、僕は何も答えることができない。質問なんて、何もないからだ。

　ただ単に、頭の中を整理するための時じ間かん稼かせぎがしたかっただけで、おそらくそれは、レド以外の全員が理解しているはず。

　みんなの視し線せんを受けつつ、必死に思考を巡めぐらせる。なぜブシドーちゃんは、あんなことをしたのか、と。

　彼女が僕を押おし倒たおしたのは、レドが問題を読み上げたのと、ほとんど同じだった。つまり、その問題の内ない容ようが、大いに関係していると考えるべきなのだろう。

『ブシドーちゃんの本名は──』

　僕が覚えているのは、そこまでだ。シンプルに想像すれば、レドがブシドーちゃんの本名を口にし、その名前が合っているのかどうかを答える場面だったということになるのだろう。

　……その事実を素す直なおに受け止めるのなら、ブシドーちゃんは、僕に自分の本名を聞かれたくなかったってことか。

　実じつ際さいには、レドの読み上げる名前が本当に本名なのかなんて、あの時点では分からなかったはずなんだけど、問題はそこじゃない。

　ブシドーちゃんは、僕に名前を知られる可か能のう性せいそのものを排はい除じよしたかったということだ。

　じゃあ、いったいなぜ？　どうして僕に、名前を知られたくないんだ？

　思い浮うかぶのは、このクエストが始まる直前に見た、あの光景だ。

　青あお空ぞらミサオ。もしかして本当に、それが彼女の本名なのだろうか。

『シンゴ様、質問はなんでしょうか？』

「──へっ？　あ、ああ、すまない」

　痺しびれを切らしたレドの声で我われに返り、僕は軽く頭を振って、しどろもどろに答える。

「えっと、あの……、そうだ！　このクイズ、あと何問あるのかなって思ってさ。今って、何問目だったっけ？」

『残りはあと１問です。他に質問はありますか？』

「……いや、それだけだよ」

　それ以上、時間稼ぎの口実を思い付かなかった僕は、諦あきらめて首を横に振る。隣となりに視し線せんを向けると、ブシドーちゃんが上うわ目め遣づかいでこちらを見ているのが分かった。

　彼女は何かを言いたげに唇くちびるを震ふるわせていたが、僕は再ふたたび首を横に振る。

　これから出題されるのは、最後の問題。そしてその内容は、おそらく僕に関することだ。

　ならば、絶ぜつ対たいに聞き逃のがすわけにはいかない。だからひとまず、ブシドーちゃんの問題は置いておくべきなのだろう。

　僕たちは一いつ緒しよにレドの方へと向き直り、真しん剣けんな眼まな差ざしであいつを見つめた。

『それでは、第７問です』

　そんな僕たちを一いち瞥べつしてから、レドは口を開き、告げる。


『トウサカシンゴに兄弟、あるいは姉妹は存そん在ざいしない』



　……その言葉を耳にした瞬しゆん間かん、背せ筋すじに急きゆう激げきな悪お寒かんが走った。

　なんなんだ、その問題は。そんなの、考えるまでもないじゃないか。

　何しろ、僕にはブシドーちゃんという妹がいるのだから。

　だから正解は、バツだ。それ以外にはあり得ない。

　──いや、思し考こう停てい止しするのはやめよう。

　本当はもう、理り解かいできているんだ。あのとき、脳のう裏りに浮かんだあの光景と、そして……。

　僕は再ふたたび、隣となりに目を向ける。そこには顔を真っ青にして、小こ刻きざみに震ふるえるブシドーちゃんの姿すがたがあった。


　彼女は僕に、名前を知られたくない。

　それは、なぜか。

　名前を知られたら、ウソがばれるからだ。



「ねえ」

　と、アリスがこちらに顔を向け、簡かん潔けつに言った。

「答えるわよ」

「──ああ」

　僕は全てを悟さとり、うなずく。『他の兄弟や姉妹』がいる可か能のう性せいは、もちろんあるんだろうけれど、この問題の本ほん質しつは、きっとそこじゃない。

　ブシドーちゃんは僕の妹なのか。そのことが今、問われているんだ。

　そしてさっきの問題で『ブシドーちゃんの本名』を知ったアリスには、もうすでに分かっているんだろう。彼女が、何者なのかを。

　アリスはゆっくりと口を開き、

「マル」

『正せい解かいですわ！』

　レドの声と共に、無情なファンファーレが鳴り響ひびいた。

『お見事です！　全問正解、パーフェクトですわ！』

　両りよう翼よくをはためかせ、レドは歓かん喜きの言葉を述のべる。

　しかし、僕はそれを素す直なおに受け止めることができない。

『チャレンジ成せい功こうです。おめでとうございます』

　続いて機械音声が聞こえてきて、中空には僕たちの名前が浮うかび上がった。





　アリス　＋41

　シンゴ　＋41

　ブシドーちゃん　＋41

　リリィ　＋41






　全員同点のままポイントがプラスされ、罰ばつゲームも回かい避ひ。事じ態たいは期待した通りの方向に進んでいるはずだ。

　けれど、僕の心は晴れない。胸むねの内に、再ふたたび大きな疑ぎ念ねんが生まれたからだ。

　みんなの視し線せんは、自然とブシドーちゃんに集まる。

「……ア、アノ！」

　ブシドーちゃんは背せ中なかをのけ反らせつつも、何かを伝えようと必死に口を開き、

「……ワ、ワタ、ワタシハ！」

　彼女が話せたのは、そこまでだ。

　高らかな音と共に、新たな『お題』が発表されたんだ。




　　　２





　スペシャルチャレンジ

　指定された荷物をゴールまで運べ

　制せい限げん時じ間かんは77秒

　現げん在ざい残っているプレイヤー全員が参加するものとする

　獲かく得とくポイント：＋47






「スペシャルチャレンジ？」

　唐とう突とつに出てきた単語に、アリスがいぶかしげな声を漏もらす。

『説明しますわ！』

　その声に応おうじるように、レドが虹にじのアーチから降おりると、僕たちを見回した。

『スペシャルチャレンジでは、プレイヤー全員による強きよう制せい参さん加かのゲームが行われることになっています。立りつ候こう補ほの必要はありませんが、同時に拒きよ否ひ権けんもありません。また、全員がチャレンジャーですので、ブルーカードによる判はん定ていも行われませんわ。チャレンジに成せい功こうすれば、全員にポイントが加算され、失しつ敗ぱいすれば、全員に罰ばつゲームが執しつ行こうされます』

「……なんだよ、それは」

　淡たん々たんと語られる説明を、僕は呆ぼう然ぜんと聞いていたが、次し第だいに理り解かいが追い付き、言葉を吐はき出す。

「どうしていきなり、新しいルールが追加されるんだ。そういうことは、最初に説明しておくべきなんじゃないのか？」

『何事にもサプライズは必要ですわ』

　僕のクレームに対して、しかしレドはまるで動じた様子がなかった。理り不ふ尽じんな決定にはもう慣なれたつもりだったけど、とはいえ、腹はらが立つことに変わりはない。

　……第１のクエストでケイトがやったように、なんらかの見返りを求めるべきだろうか。

　ふと、そんな考えが頭の中に浮うかぶが、

「別にいいわよ」

　アリスは肩かたをすくめつつ、軽く頭を振ふった。

「ようするに、チャレンジに成功すればいいんでしょ？　だったら問題ないわ。全員同点での１位通つう過かを目指すという、目的は変わらないんだから。むしろ、立候補やらブルーカードやらの手間が省はぶけて好都合よ」

「……そう、か。確たしかに、その通りかもしれない」

　どっちみち、このチャレンジは避さけられないものなんだ。やるしかない以上、覚かく悟ごを決めるべきなのだろう。僕にはケイトのように、運うん営えい側がわと巧こう妙みように立ち回る知ち恵えも技ぎ術じゆつもないわけだし。

「それで、具体的にはどういうチャレンジなのかしら？　新しいルールに挑ちよう戦せんするんだから、もう少し詳くわしいことを教えてくれると助かるんだけど」

『はい、もちろんでございます』

　アリスの問いかけに、レドは軽けい快かいな声で答えた。

『スペシャルチャレンジはその名の通り、これまでとは趣おもむきが異ことなる特別なチャレンジとなっています。簡かん単たんに言えば、参加者様全員のチームワークが試される局きよく面めんです。ここまでのゲームの中で、何名の方が残っているかで、その難なん易い度ども大きく変わってくることでしょう』

「人数が多いほど有ゆう利りってことね」

『はい。そのことを踏ふまえた上で、「お題」の内ない容ようについて補ほ足そく説せつ明めいをさせていただきます』

　言葉と共に、レドの足元に『スタート』の文字が浮うかび上がる。

『ゲーム開始の合図はこれまでと同様、どなたかがあの文字を踏ふんだ瞬しゆん間かんから、でございますが、さらに今回のチャレンジでは、「ゴール」が設せつ定ていされています』

　と、今度ははるか前方が光り、その地面にもなんらかの文字が現あらわれたようだ。

『あれが「ゴール」です。「スタート」からちょうど77メートル先にありますわ』

　さらに次の瞬間には、『スタート』と『ゴール』をつなぐ空間に、巨きよ大だいなビル街が生まれた。

『皆みな様さまにはあのゴールまで、とある荷物を届けてもらいたいのです』

　レドは両方の翼つばさを大きく広げる。するとその目の前に、今度は１枚まいの絵画が現れた。

　いかにも高こう級きゆうそうな額がく縁ぶちに入れられたその絵は、両手で抱かかえられるほどの大きさで、そこに描えがかれているものを見て、僕は目を丸くする。

　レドだ。満面の笑みを浮かべたレドの姿すがたが、でかでかと描かれていたんだ。

『この絵画は非ひ常じように貴き重ちような代しろ物ものです。歴史的な価か値ちがとても高く、それに見合った高こう額がくなお値ね段だんが付けられています。それ故ゆえに、慎しん重ちような取り扱あつかいが求められています』

　レドはゴールに視し線せんを向けてから、言葉を続ける。

『設せつ定てい上じよう、ゴール地点は美術館ということになっています。美術館まで、この絵画を届ける。それが皆様に課せられたチャレンジですわ』

「……ただ届けるだけ、じゃないわよね？　何かあるんでしょ？」

『はい、もちろんでございます！』

　いぶかしげな表情を見せるアリスに、レドは快かい活かつな声で答えた。

『何しろ貴重な絵画ですので、良からぬことを企たくらむ方々もたくさん存そん在ざいするのです。道中には様々な妨ぼう害がいや障しよう害がいが待ち受けていることでしょう。そういった困こん難なんに打ち勝つことが、皆様には求められているのですわ』

「つまり、そういう連中から絵を守りつつ、ゴールを目指せばいいというわけね」

『まさしくその通りです！　是ぜ非ひともわたくしの絵を、美術館まで届けてくださいませ！』

「……ま、いいわ。だいたいのことは分かったから」

　ノリノリなレドにうんざりしたのか、アリスは肩かたをすくめつつも、そのまま僕たちの方へと顔を向ける。

「それじゃあ、役やく割わり分ぶん担たんを決めるわよ」

「……ちょっと待ってくれ」

　話を進めようとするアリスを、僕は手で制せいしてまっすぐに見つめた。

「待たないわ。どうせブシドーちゃんのことでしょ？」

「うっ」

　しかしあっさりと心の内を覗のぞかれ、言葉に詰つまる。

「このクエストが始まったときにも言ったわよね、話し合いは後にしましょうって。もう忘わすれたの？」

「い、いや、それは覚えてる。このチャレンジの重じゆう要よう性せいだって、分かってるつもりだ。けど──」

「だったら、この『ラッキーレインボウ』というゲームがどういうものなのかも、しっかり覚えてるわよね？」

「ど、どういうものって？」

「ここで過すごしている間のことは、全て記き録ろくとして残されるっていう話よ。あんたは男の子だから、あんまり気にしてないかもしれないけどさ、わたしは嫌いやなの。耐たえられないの。１分１秒でも早く、このゲームを終わらせたいの。分かる？」

「……ああ、それは分かってるよ。当然だろ」

　そんな大事なこと、忘れられるわけがない。

　ルーシー、ケイト、シノミヤ。彼女たちの受けてきた仕打ちは、今でも胸むねの奥おくに焼き付いているし、アリスやブシドーちゃん、リリィさんも、無む傷きずでこの場に立っているわけじゃない。

　それに僕だって、一度は全ぜん裸らを晒さらしているんだ。覚かく悟ごを決めた上での行動だったとはいえ、何も感じないわけがないじゃないか。

　人としての尊そん厳げんを無む視しした仕打ちに、男女の違ちがいなんて関係ない。

「話を進めてくれ」

　アリスを真っ直ぐに見つめて、僕はそう告げる。その視し線せんを受けつつ、彼女はうなずいた。

「じゃあ、わたしの考えていることを簡かん単たんに説明するわね。絵を持つのはあんた。それ以外の人は護ご衛えいに回る。それでどう？」

「……そう判はん断だんした理由は？」

「大事なのは、誰だれが絵を持つのかよ。ブシドーちゃんは力ちから加か減げんが難むずかしいから、何かの拍ひよう子しに、絵を破やぶいてしまうかもしれない。だから却きやつ下か。わたしもこういう格かつ好こうをしているから、ちゃんと持てないでしょうね。だからといって、この着ぐるみを脱ぬぐつもりもないわ。なんらかの襲しゆう撃げきが予想される状じよう況きようなんだから、防ぼう御ぎよ力りよくは少しでも確かく保ほしておきたいの。そこは理解してくれると助かるわ」

　……確たしかに、ダメージを負おう可か能のう性せいがある以上、着ぐるみは脱ぬぐべきじゃない。

「最後にリリィさんだけど、これはクイズのときと全く逆ぎやくね。リミットが緩かん和わされたとはいっても、完全になくなったわけじゃないんだから、ついうっかりとんでもないことをするリスクがあるわ。そんな人に、貴き重ちような絵を任まかせるわけにはいかない」

　散々な言い様だけど、正しい認にん識しきなだけに、誰も口をはさんだりしない。リリィさんも反はん論ろんしたりせず、真しん剣けんな眼まな差ざしで首を縦たてに振ふる。

「となると、絵を持つ役目はあんたしかいないのよ。理り解かいしてくれた？」

「……ああ、異い論ろんはないよ。もちろん、不満もない」

　彼女の提てい案あんは極めて真っ当なものだ。僕の言葉に、アリスは少しだけ頰ほほを緩ゆるめたが、すぐに表情を引き締しめる。

「わたしたちは全力であんたを守るから、あんたはその絵を、『ゴール』まで届とどけることだけを考えて動いて。いいわね？」

「任まかせてくれ」

　首を縦たてに振ふり、アリスを真まっ直すぐに見つめる。

　やると決めた以上は、ベストを尽つくす。その心こころ構がまえはすでにできている。

　何しろ今回のチャレンジは、獲かく得とくポイントが＋47と、今までで最大なんだ。その分、失しつ敗ぱいすれば罰ばつゲームも相当な内ない容ようになるはずで、全員がリタイアする可か能のう性せいは非常に高いと覚かく悟ごしておくべきなんだろう。責せき任にんは重大だけど、尻しり込ごみしてる場合じゃない。

　──懸け念ねんすべきことがあるとすれば、やはりブシドーちゃんのことだ。

　僕が目を向けると、こちらに視し線せんを送っていた彼女は、慌あわてて顔を背ける。

　スペシャルチャレンジでは参加者全員のチームワークが試されると、レドは言っていたけれど、今の僕たちは決して『いい状じよう態たい』だとは言えないと思う。そんな状じよう況きようで、果たしてクリアできるのか。そういう不安が拭ぬぐい切れないんだ。

　とはいえ、やるべきことはもう決まっている。僕はレドの元へ歩いていくと、その目の前にある絵を両手で抱かかえ、一度深しん呼こ吸きゆうをした。その間にアリスは右みぎ隣どなりに、反対側にはリリィさんがそれぞれ並ならんで立つ。そんな僕たちの前に、ブシドーちゃんが一歩踏ふみ出ると、手にした刀を、ゆっくりと抜ぬき放った。

「心の準じゆん備びができたら、『行け』って言って。そしたら、わたしが『スタート』を踏むわ」

「……ああ」

　強こわ張ばった口く調ちようで話すアリスに短く答え、再ふたたび深呼吸をする。そして、しっかりと前を見み据すえ、

「──行け！」

　僕が叫さけんだのと同時に、アリスは『スタート』を踏んだ。頭上高くには『１』の数字がカウントされ、全員が一いつ斉せいに駆かけ出す。

　異い変へんが起きたのは、その直後だ。ビル街を真っ直ぐに走り抜ぬけていると、立ち並ならぶ建物の陰かげから、何かが飛び出してきたんだ。その不ふ審しんな存そん在ざいに目を向けた瞬しゆん間かん、僕は眉まゆをひそめる。

　レドだ。正せい確かくに言えば、レドそっくりな七しち面めん鳥ちようの群むれが、僕たちに迫せまってきたからだ。

『またか』と心の中でつぶやきつつも、しかしその数はかなり多く、脅きよう威いであることには違ちがいない。

　レドそっくりの七面鳥たちは、まるで絵の魅み力りよくに取り付かれているかのように、脇わき目めも振らずに僕たちの元へと殺さつ到とうした。

　が、その願いは叶かなわない。

「──！」

　ブシドーちゃんが、全力で刀を振ふり払はらったからだ。

　そのすさまじい風ふう圧あつだけで七しち面めん鳥ちようたちは全てなぎ払はらわれ、彼方かなたへと吹ふき飛ばされていく。

「前が空あいたわ！　このまま先へ進むわよ！」

　アリスの叫さけびに応おうじて僕たちは足を進めるが、さらなる異い変へんはすぐさま続いた。

　再ふたたび七面鳥の群むれが、ビルの隙すき間まから姿すがたを見せたんだ。

　しかも、今度はただレドにそっくりなだけじゃない。そいつらは皆みな、手に石を持っている！

　身み構がまえる間もなく、七面鳥たちは僕たちに向かって、その石をぶん投げてきた。

　窮きゆう地ちを救ってくれたのは、やはりブシドーちゃんだ。彼女は迫せまり来る石を全て刀で叩たたき落とし、さらには地面に落ちたその石の一つを、左手に持った鞘さやで弾はじき返したんだ。

　石つぶては七面鳥の群れの一羽に直ちよく撃げきし、その姿は霧きりのように消えていく。

　同時に、驚おどろいた七面鳥たちは散り散りになって、どこかへと逃にげ去っていった。

「……」

　ブシドーちゃんはちらりとこちらへ目を向けると、無言でうなずき、再び駆かけ出す。

「行きましょう！」

　アリスが叫び、動きづらそうにしつつも着ぐるみ越ごしに足を動かした。彼女たちに続いて、僕とリリィさんもすぐさま走る。

　何かを考えている暇ひまなんてない。時間は77秒しかないのだから。

　そうして街路を駆けていると、不意に視し界かいの片かた隅すみで影かげがよぎり、

「きゃあっ！」

　真横から、リリィさんの叫び声が聞こえた。

　反はん射しや的てきに視線を動かし、僕は目を見開く。一羽の七面鳥が、頭上から降ふり注いできたからだ。

　おそらくビルの屋上から飛び降りたであろうそいつは、脇わき目めも振らずに、僕の持つ絵に向かってすさまじい勢いきおいで迫せまってくる。

　しかしその身体からだに、突とつ如じよとして分ぶ厚あつい鎖くさりが巻まき付き、その七面鳥は自由を奪うばわれながら地面へと落下した。振り返ると、右みぎ腕うでから鎖を伸のばすアリスの姿が飛び込んでくる。

　彼女は鎖を切り離はなすと、無言で前を指差し、ドスドスと地面を踏ふみ鳴らしていった。

　僕はその様子を呆ぼう然ぜんと見送っていたが、すぐに頭を振り、彼女の後を追いかける。

「た、頼たのもしい、ですね……」

　僕の斜ななめ後ろに続きながら、リリィさんが声を漏もらす。早くも走り疲つかれているのだろうか、その息は途と切ぎれがちだったけど、彼女の言葉に共感した僕は、短くうなずく。

　しかし、同意を示しめすために口を開こうとしたとき、

「あっ……」

　新たな困こん難なんが沸わき上がり、空を見上げた。

　雨だ。なんの前まえ触ぶれもなく、雨が降り出したんだ。

　絵画にとって、水は天てん敵てき！　僕はすぐさま両手でレドの絵を抱だきかかえ、背せ中なかを丸めた。

　しかし、そんなことをしても問題の解かい決けつにはならない。制せい限げん時じ間かん以内に、この絵を『ゴール』まで届とどけなければいけないのだから。

　多少は無理をしてでも、このまま走り続けるべきだろうか。頭の中に迷まよいが生まれ、僕はその場で立ち尽つくす。

　そのとき不意に影かげが差し、全身に降ふり注いでいた雨が唐とう突とつに止んだ。見上げると、そこにあったのは黒いこうもり傘がさだ。

「リリィさん！」

「第３のクエストで手に入れた物です。まさか役に立つとは思いませんでした」

　柔やわらかな笑みを浮うかべる彼女を見て、気持ちが奮ふるい立つのを感じる。

「行くわよ！」

　その様子を見ていたアリスが叫さけび、僕たちは再ふたたび走り出した。こうもり傘は僕の上に向けられたままで、他の三人は雨に濡ぬれっぱなし。そのことが心苦しくはあるけれど、でも、絵を守るためにはこれが最さい善ぜんの行動なんだ。今は余よ計けいなことを考えず、ただ前進あるのみ。

　そんな思いと共に、僕はまっすぐに前を見み据すえる。

　新たな脅きよう威いが迫せまってきたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。大きな鉄の塊かたまりが激はげしい暴ぼう走そう音おんを上げて、目の前から迫ってきたんだ。

　その正体は、漆しつ黒こくに彩いろどられたワゴン車だ。運転席にはレドそっくりの七しち面めん鳥ちようが座すわっていて、そいつはためらうことなくアクセル全開で、僕たち目がけて突つっ込こんでくる。

　このままだとぶつかる。その恐きよう怖ふに僕の身体からだは強こわ張ばるが、しかしそれもわずかな時間のこと。

　ブシドーちゃんが車に向かって駆かけ出すと、刀を一いつ閃せん。次の瞬間には、その車体が真っ二つに切り裂さかれた。

　あっけに取られる僕たちの両りよう脇わきを、分ぶん断だんされた鉄の塊が転がり過すぎていく。胸むねの内に生まれるのは、驚きよう嘆たんの思いだけだ。

　さすがはブシドーちゃん。それ以上の言葉が、頭の中に浮うかんでこない。

　僕の顔には笑みがこぼれそうになるけど、しかしその喜びも束つかの間だ。眼がん前ぜんに、新たな鉄の塊が近づいてきたからだ。

　また車か？　そう感じた僕は、何が襲おそいかかってきても反はん応のうできるよう、しっかり目の前を凝ぎよう視しする。けれど現あらわれた『それ』を見て、認にん識しきが甘あまかったことを実感させられることになる。

　さっきのワゴン車とは比くらべ物にならないくらいの、巨きよ大だいなメカが姿を見せたんだ。

　体長７メートルはあろうかという大きさのそのメカは、見た目がレドそっくりで、なおかつその全身が金きん属ぞくでできている。

「でっかいモンスターばかり出てくるわね、このゲーム！」

　と、アリスが苛いら立だたしげに右腕を突つき出すと、その先から瞬時に鎖くさりが伸のびた。

「あんたみたいなのを、相手にしてる暇ひまなんてないのよ！」

　彼女の鎖はあっという間に巨大メカへと巻まき付き、その自由を封ふうじる。

「早く行って！　こいつはわたしが押おさえておくから！」

　アリスの意図を悟さとり、僕たちはうなずき合った。

　見上げると、頭上のカウントは『40』を刻きざんだところだ。

　たとえブシドーちゃんでも、あれほど大きな敵てきを倒たおすのには相当な時間がかかるはず。けれど今は、時間が惜おしい。そしてアリスなら、倒せなくても動きを止めることはできる。

「すまない！」

「いいから、早く！」

　アリスの叫さけびを受け、僕たちは足を踏ふみ出した。

　振ふり返ることなく、ただひたすら前へと進む。全員がゴールする必要はない。この絵を届とどけさえすればいいのだから。そんな決意を固めて、僕は両手に力を込こめる。

「！」

　そのとき、前を走るブシドーちゃんが突とつ然ぜん立ち止まり、僕たちを手で制せいした。

　彼女と並ならび、目の前を凝ぎよう視ししてみて、その異い変へんに気付く。ビルの隙すき間まから、無数の光がこちらに向けられていたんだ。なんの光なのかと、疑ぎ問もんに思う間もなくその正体は判はん明めいする。

　手のひらに載のるくらいの、小さなひな鳥が、姿すがたを現あらわしたんだ。

　それも、１羽や２羽じゃない。数えきれないくらいのひな鳥たちが地面を覆おおい尽つくしていて、その光景を目の当たりにした僕の背せ中なかに、冷たい汗あせが流れた。

　よく見てみると、そいつらの顔はどれもレドそっくりだ。ミニレドとでも言うべきひな鳥たちは、けれどその顔に敵てき意いのようなものは浮うかべておらず、愛くるしい表情でこちらを見つめている。

　障しよう害がいではないのだろうか？　戸と惑まどう僕の前に、ひな鳥のうちの１羽がおぼつかない足取りで走り寄よってきた。そのひな鳥は必死に足を動かすが、しかし少し離はなれたところでバランスを崩くずし、地面に身体からだを打ち付ける。

　──その瞬しゆん間かん、閃せん光こうが弾はじけた。

　思わぬ出で来き事ごとに、僕は驚おどろきのため声を失う。

　あのひな鳥が、転んだ拍ひよう子しに爆ばく発はつしたんだ。規き模ぼは小さく、僕たちにはなんのダメージもなかったけど、それでも平静でいられるわけがない。もしひな鳥が、もう少し近くで転んでいたら、無事でいられたはずがなかったのだから。

　しかも、たった１羽でこの威い力りよくだ。ここにいるミニレドが、全て同じ性せい質しつを持っていたら？

『リタイア』の４文字が脳のう裏りに浮うかび、背せ筋すじが凍こおり付く。

「わ、わた、私が！」

　そのとき、裏うら返がえった声が脇わきから聞こえてきて、僕はそちらに顔を向ける。視し線せんの先にいたのは、顔を真っ青にしたリリィさんだ。

「私が、引き付けます！」

　そう言って彼女は傘かさを放り投げ、両手に何かを出しゆつ現げんさせる。それは、お玉とお鍋なべだった。

　おそらく第３のクエストで手に入れた物なのだろう。彼女は両手に持ったお玉とお鍋を高く掲かかげると、強く打ち鳴らした。その音に反はん応のうしたのか、ひな鳥たちは一瞬だけ立ち止まると、リリィさんの方へと顔を向け、そちらに歩いていく。

「い、いい子ですねー。みんな、こっちですよー」

　震ふるえる声を上げながら、リリィさんは僕たちから離はなれるように後ろへ下がっていった。呆ぼう然ぜんとその様子を眺ながめていた僕は、しかしすぐ我われに返り、口を開く。

「リリィさん、無茶です！」

「分かってます！」

　けれど、返ってきたのは簡かん潔けつな言葉だ。

「無茶でも、やるしかないんです！」

　目の端はしに涙なみだを浮うかべつつ、彼女はゆっくりと後ずさっていく。

「さあ、早く行ってください！」

　その悲ひ痛つうな叫さけびに、僕は胸むねを打たれてその場でうつむいた。しかし、すぐに頭を上げて拳こぶしを握にぎり締しめる。

　頭上のカウントは、『60』を指していた。迷まよっている暇ひまなんてない！

「っ！」

　そのとき、不意に身体からだのバランスを崩くずして、混こん乱らんのあまり変な声を漏もらしそうになる。でも視し線せんを動かして、何が起きたのかを瞬しゆん時じに悟さとった。ブシドーちゃんが、僕を抱だきかかえたんだ。

　彼女はそのまま前を向き、一気に地面を蹴ける。

「うぁっ！」

　刹せつ那な、すさまじい重じゆう圧あつがかかり、僕が今度こそ変な声を上げるのと同時に、二人の身体は宙ちゆうへと浮いた。戸と惑まどいつつも暴あばれたりはせず、僕はそのまま地面へと目を向ける。

　するとミニレドたちの様子に、変化が生じていることに気付いた。リリィさんが引き付けてくれたおかげで、群むれの動きが偏かたより、『層そうの薄うすい部分』が生じていたんだ。

　ブシドーちゃんはその部分を目がけて、ジャンプしたということか。

　彼女は僕を抱かかえたまま、ミニレドの群むれを越こえたところで着地し、その衝しよう撃げきに耐たえる間もなく、再ふたたび地面を蹴り、街路を駆け抜ぬける。無理やり顔を上げると、『ゴール』が目の前に迫せまってくるのが見えた。

　あと少し。あと少しで、このチャレンジはクリアできる。

　そんな思いが胸むねに芽め生ばえ、僕は思わずノドを鳴らす。

　──なんの前まえ触ぶれもなく地面がせり上がったのは、まさにその瞬間だった。

　驚おどろきに目を丸くする僕の前で、地面は瞬またたく間に形を変えて、気が付いたときにはもう、分ぶ厚あつい壁かべができあがっていた。壁は天高くまで伸のびていて、その先が見えないほどだ。

　見上げたときに、視し界かいに入ったのは、『70』を指したカウント。その数字を見た瞬間、心が絶ぜつ望ぼうに支し配はいされそうになる。

　ここまでなのか。みんなが力を尽つくしてくれたのに、このチャレンジは失敗に終わるのか。

　途と方ほうに暮くれた僕は、力なくうつむきそうになる。

　……けれど、ブシドーちゃんは違ちがった。

「──アアアアッ！」

　ノドの奥おくから声を振ふり絞しぼると、彼女は足を緩ゆるめることなく、壁へと突つっ込こむ。そしてその足で力強く地面を蹴けり、高く跳ちよう躍やくした。

　ブシドーちゃんの身体からだは宙ちゆうに浮うかび、その勢いきおいのまま、彼女は壁かべを蹴って駆かけ上がっていく。

　もしかして、このまま壁を乗り越えるつもりなのだろうか。

　──無茶だと叫さけびたくなる気持ちを、ぐっと胸むねの中に引っ込こめる。無茶だろうがなんだろうが、今はそれ以外に選せん択たく肢しはない。少なくともブシドーちゃんはそう考えたんだ。

　だったら、全力で応おう援えんするしかないじゃないか！

「がん、ばれ……」

　僕は無理やり口を開き、力を込めて声援を送った。

「がんばれ……、がんばってくれ、ブシドーちゃん！」

「──ウン！」

　彼女はうなずくと、全速力で壁を駆け上がっていく。頭上のカウントはその間にも刻きざまれていき、僕は必死にその数字を目で追った。

　72、73、74、75……。

　そのとき、前まえ触ぶれもなく重じゆう圧あつが解とかれて、僕の身体は一気に軽くなる。視し線せんを動かし、何が起きたのかに気付いた。ブシドーちゃんが、壁の真上まで走り抜ぬけたんだ。

　駆け上がった勢いのまま、彼女は一いつ瞬しゆんだけ宙に身体を浮かせたが、狙ねらいを定めると、僕の身体を持ち上げ、

「エヤアアアッ！」

　精せいいっぱいの力で、ぶん投げた。その先にあるのは、『ゴール』の文字だ。

　瞬時に地面が迫せまり、僕の心は恐きよう怖ふに支し配はいされそうになるが、

「──うおおおおおおおおおっ！」

　咆ほう哮こうと共に背せ中なかを丸め、両手で固く絵を握にぎり締しめた。

　直後、右みぎ肩かたに衝しよう撃げきが走り、その痛いたみが全身に広がる中、勢い余あまって地面を転がる。

「ぐ、う……」

　うつ伏せのまま声を漏もらし、肩には熱が灯ともる。次の瞬間、スーツの右肩が弾はじけ飛び、肌はだがあらわになった。

　しかしそんなことには構かまわず、僕は無理やり身体を起こす。

　みんなは、どうなった？　僕は、ゴールできたのか？

　ゆっくりと顔を上げようとした、その刹せつ那な、手の中にあるレドの絵が、唐とう突とつに消え去った。

「えっ……」

　さらに僕たちが走り抜ぬけたビル街も次々と消しよう滅めつしていき、周囲は元の青い空間へと戻もどっていく。

　残されたのは、参加者四人のみ。アリスも、リリィさんも、そしてブシドーちゃんも、それぞれ少し離はなれたところで立ち尽つくしていたが、どうやらみんな無事なようだ。

　背景が全て消え失せたとき、頭上から高らかなファンファーレが鳴り、

『チャレンジ成せい功こうです。おめでとうございます』

　機械音声と共に、中空には僕たちの名前が浮かび上がった。





　アリス　＋88

　シンゴ　＋88

　ブシドーちゃん　＋88

　リリィ　＋88






「……やった」

　その文字を見た途と端たん、全身の力が抜ぬけて、その場であおむけに倒たおれる。

　かなりハードなチャレンジだったけど、僕たちはなんとか、クリアできたんだ。その実感が少しずつ湧わいてきて、僕は大きく息を吐つく。

「ア、アノ！」

　そのとき、ブシドーちゃんがこちらに駆かけ寄よってくると、不安げな表情で僕を見下ろした。

「ゴ、ゴ……」

　彼女は指をモジモジさせると、固く目を閉とじ、

「ゴメン、ナサイ！」

　そう言って深々と頭を下げる。

　ごめんなさい？

「どうして謝あやまるんだ？」

　疑ぎ問もんをそのまま口にすると、ブシドーちゃんはさらに言葉を続けた。

「イタ、カッタ？」

　……痛いたかった？

　その一言を聞いて、僕はようやく彼女の意図を理り解かいする。ブシドーちゃんはさっきのチャレンジの最後に、僕をぶん投げたことを気にしているんだ。自分のせいで、右みぎ肩かたにダメージを与あたえてしまったと、そう思い込んでいるのだろう。

「──ははっ」

　その様子がなんだかおかしくて、僕はつい、笑い声を漏もらした。

「はは、ははははははははっ！」

　笑いが止まらず、寝ねころんだまま、僕は盛せい大だいに声を上げる。

「？」

　その様子を見下ろすブシドーちゃんは、眉まゆをひそめたまま首を傾かしげた。

「ああ、ごめん、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だよ」

　僕は手を振ふり、ゆっくりと半身を起こす。そして、笑みを浮うかべたまま彼女を見上げた。

「謝る必要なんてないよ。あのときは、あれがベストな選せん択たくだったと思う。ブシドーちゃんが僕を投げてくれなければ、このチャレンジは失敗していたはずだし」

「デ、デモ……」

「それにね、なんだかバカバカしくなったんだ。僕はつまらないことで悩なやんでたんだなって」

「……」

　続けたその言葉に、ブシドーちゃんは口を閉とざし、まっすぐにこちらを見つめる。

「ブシドーちゃんが僕の妹じゃなかったとしても、そんなことはどうでもいいんだって、気付いたんだ。これまで君が、僕たちを全力で助けてくれたという事実は変わらないんだから」

「！」

「正体がなんであれ、君は仲間であり、味方だ。それだけは疑うたがう余よ地ちがないよ。だから、もういいんだ。妹かどうかなんて、関係ないよ」

「……セン、パイ」

　聞こえないほどの小さな声で何かをつぶやくと、ブシドーちゃんはその場で腰こしを下ろし、目線を合わせてにっこりと笑った。

「問題は解かい決けつした、と思っていいのかしら？」

　そんな僕たちを見下ろしながら、アリスが呆あきれた表情で近づいてきた。ブシドーちゃんとの関係を、ずっと気に病やんでいてくれたのだろう。僕は肩かたをすくめて、口を開く。

「ああ、なんとかね」

「……というか、本気で妹だって信じてたの、あんただけだと思うわよ」

「へっ？」

「だって、見ていてバレバレじゃない」

　不意に語られたその言葉に、僕は変な声を漏もらした。

「そう、なのか？」

　視し線せんを動かすと、こちらに歩いてくるリリィさんと目が合う。彼女も僕たちの会話が聞こえていたのか、申もうし訳わけなさそうな顔でうなずいた。その事実に愕がく然ぜんとした僕は、困こん惑わくしたまま、みんなを見回す。

「で、でも、自分で妹だって言ってたし、あんなに親身になってくれていたのも、家族だからなんじゃないかなって」

「……ラブコメ漫まん画がの主人公か、あんたは」

「は？　それはどういう意味なんだ？」

「どういう意味って……、いや、やめておくわ」

　アリスは言葉を続けようとしたが、ブシドーちゃんに目を向けると、静かにかぶりを振ふる。

「こういうのは部外者が口出しすることじゃないし。それでいいのよね？」

「……」

　その問いかけに、ブシドーちゃんは無言で頭を下げて、口元を引き締しめた。

　なんだかよく分からないけど、二人の間では通じ合える何かがあるのだろう。だとすれば、僕が口を挟はさむべきことではないのかもしれない。

「分かったよ。とにかく、６つ目のチャレンジはクリアできたんだ。今はそのことを喜ぼう」

「……そうね」

「……ウン」

「はい！」

　アリスとブシドーちゃんはうなずき、リリィさんも両手を胸むねの前で組むと、軽やかな声で答えた。

　周囲には和なごやかな空気が流れて、僕の気持ちはますます軽やかになる。

　──高らかな音が鳴ったのは、そのときだった。

　今までに何度も聞いてきた、『お題』発表の合図だ。

　その音を耳にして、一気に心を引き締しめる。僕たちはこれまで、６つのチャレンジを攻こう略りやくしてきた。その中には失しつ敗ぱいしたものもあるけど、いずれにせよ残るチャレンジはあと１つ。

　最後の『お題』が、いよいよ発表される。僕は神しん妙みような面おも持もちで、中空に目を向け、

「えっ……」

　驚おどろきの声を漏もらした。





　ダイスを使い、７７７の数字を出せ

　獲かく得とくポイント：＋７７７






　その文章が表ひよう示じされたかと思うと、頭上から何かが一いつ斉せいに降ふり注いでくる。

「うわっ！」

　僕は思わず身体からだをのけ反らせるが、地面に転がったものをじっと眺ながめてみて、その正体が判はん明めいした。

　ダイスだ。どこにでもあるような６面ダイスが、数えきれないほど落ちてきたんだ。

　恐おそる恐るそのうちの１つを手に取ってみると、『１』のところにはレドの絵え柄がらが彫ほられていることに気付く。どこまで自じ己こ主しゆ張ちようの激はげしい奴やつなんだと半なかば呆あきれつつも、でも今はそんなことに気を取られている場合じゃない。

　急速に頭を回転させて、『お題』の意味を考える。僕たちはダイスを使って、７７７の数字を出さなければならない。そして目の前には、大量の６面ダイスが転がっている。

「……つまり、これを全部振ふって、合計の数字を７７７にしろってことか？」

「でしょうね」

　そのつぶやきに、アリスが絶ぜつ望ぼう的てきなため息を漏もらした。

　彼女の心しん境きようは、僕にも理り解かいできる。ちゃんと数えてみないとダイスの総数が分からないし、分かったところで、実じつ際さいに７７７の数字が出る確かく率りつなんて、計算する気にもなれない。

　技ぎ術じゆつも工夫も関係ない。こんなの、完全に運頼だのみのゲームなのだから。

　まさか最後の最後に、これほどの難なん題だいが待っているとは。

　しかも、このチャレンジは獲得ポイントまで＋７７７だ。これまでのものとは比くらべ物にならないくらいの大量得点。ということは、失敗したときの罰ばつゲームも、全員が即そくリタイアするレベルの強きよう烈れつなものになるのだろう。

　運頼みで、失敗すれば間ま違ちがいなくゲームオーバー。そんな状じよう況きようが目の前にあるのだから、絶望的な気持ちにもなるというものだ。

　視し線せんを横に向けてみると、ブシドーちゃんも厳きびしい表情で目の前のダイスを見つめている。身しん体たい能のう力りよくで解かい決けつできる問題ではない以上、彼女にとってもどうにもならない『お題』なんだ。

　周囲には重苦しい空気が流れる。ブシドーちゃんとのわだかまりが解とけ、ようやく前向きな気持ちになれたのに、ここで終わりなのか。

　そのことが悔くやしくて、僕は拳こぶしを固く握にぎり締しめた。とはいえ、誰だれかが立りつ候こう補ほしないと成せい功こうする確かく率りつはゼロだ。ダメ元でも、挑ちよう戦せんしてみるしかないのだろう。

　そう思った僕は、ゆっくりと手を挙あげようとして、

「はい！」

　──背はい後ごから聞こえてきた声に、何なに気げなく視し線せんを送る。

　そこには、高らかに右手を掲かかげるリリィさんの姿すがたがあった。

「私が立候補します！」

　自信満々な笑みを浮うかべ、彼女はためらいなく宣せん言げんする。その途と端たん、高らかな音が鳴り響ひびき、

『チャレンジスタートです』

　無感情な機械音声が聞こえてきた。

　いや、待て、ちょっと待ってくれ。こっちはまだ、心の準じゆん備びが……。

「大だい丈じよう夫ぶです！　このチャレンジに、制せい限げん時じ間かんは設せつ定ていされてませんから！」

　鼻息荒あらくこちらを見つめるリリィさんに、誰だれもが戸と惑まどいの表情を浮かべる。

「あ、あの、リリィさん？　どうして立候補をしたんですか？」

　頭の整理が追い付かないまま、僕は彼女に問いかける。するとリリィさんはスカートのポケットから何かを取り出し、右手のひらの上に載のせて、みんなの前に差し出した。

「私には、これがあるからです！」

「……ダイス？」

　彼女の手の中にある物を見て、僕は眉まゆをひそめる。それはまさに、さっき大量に降ふってきた物と同じ、６面ダイスに見えたからだ。

　しかし、目をこらしてみると、それがただのダイスではないことに気付く。どの面にも、『目』が彫ほられていないんだ。

「な、なんですか、それは？」

「これが私のスキルなんです」

「へっ？」

「どこでどう使えばいいのか分からなかったんですけど、ようやく披ひ露ろうする機会がやってきたみたいです。私でも役に立てる。今はただ、そのことが嬉うれしいです」

　リリィさんは感極まった様子で、両手の拳こぶしを握にぎり締しめる。

「ちょ、ちょっと待ってください。もう少し、詳くわしく教えてくれませんか？」

　自分の中の世界に入りかけた彼女に、僕は上ずった声で尋たずねた。

「つまり、どういうことなんですか？　リリィさんのスキルには、どういう効果があるんです？」

「えっ、ああ、そうですね、そういえば全然説明してませんでした。私、つい浮うかれちゃって」

　頰ほほを赤らめて軽くセキ払ばらいをしつつ、リリィさんは改めて口を開く。

「実はですね、このダイス、三桁けたまでならどんな数字でも出せるんです」

「……どんな数字でも？」

「はい、どんな数字でも、です。頭の中で数字を思い浮かべてこのダイスを投げると、手から離はなれた瞬しゆん間かん、全ての面にその数字が浮かび上がるんです。チートダイス。それがこのスキルの名前です」

　満面に笑みを浮かべて、リリィさんは再ふたたび右手のひらを開けた。

「このダイスは一度しか使えませんが、その効果は絶ぜつ大だいです。私自身の運うん勢せいがどうであろうとも、そんなものは関係ありません。どの数字が出るのかは、絶対に決まっているのですから」

「……ちょっと、考えさせてください」

　ええっと、つまり、どういうことだ？　リリィさんがスキルを使えば、そのダイスで７７７の数字を出せる？　それでこのチャレンジはクリアできる、ということか？

「でも、それじゃあ、あの大量のダイスはどう使えば……」

「使わなくてもいい、かもしれないわね」

　そのとき、不意にアリスが口を開き、僕を見つめた。

「考えてみて。今回の『お題』は、ダイスを使って７７７の数字を出せ、というものよね？　それって、『ダイスを使いさえすればいい』ってことじゃないの？　言い換かえれば、用意されたダイスを使う必要はない、ということになるんじゃないかしら」

「あっ」

　彼女の発言に、僕はつい声を漏もらす。

『お題』が提てい示じされたとき、大量のダイスが降ふり注いだから、僕はてっきりそれを使わなければならないと思い込こんでいたけど、そうとは限かぎらないということか。

「レド、質しつ問もんだ！」

『はい、なんでしょう』

「ん、ぐっ……」

　声を上げると同時に、レドが目の前に現あらわれ、ノドを詰つまらせそうになるが、でも今は驚おどろいている場合じゃない。頭を振ふって無理やり気持ちを切り替かえると、聞くべきことを口にした。

「このチャレンジでは、あの大量のダイスを使わなければならないのか？」

『いいえ、そんなことはありません。提示されたお題の条じよう件けんを満たしていれば、それでチャレンジはクリアとなります』

「つまり、こっちが用意したダイスを使ってもいいし、たった１個のダイスで７７７を出したとしても、それでチャレンジはクリアになるということか？」

『そう考えていただいて問題ありません』

　その返答に、僕は息を吞のむ。運うん頼だのみのチャレンジだと思っていたけれど、ひょっとしたら、確かく実じつにクリアできるのではないか。そんな思いが、少しずつ胸むねの中に広がっていく。

「……分かった。質問は以上だ」

『了りよう解かいしました。それでは最後のチャレンジをお楽しみくださいませ』

　レドは一礼すると姿すがたを消し、僕たちはお互たがいに顔を見合わせた。

「このチャレンジ、クリアできる、よな？」

　恐おそる恐る尋たずねると、みんなは緊きん張ちようした面おも持もちを作りながらも、それぞれうなずき合う。

「私がスキルを使って、７７７の数字を出せばいいんですよね？」

「それで問題ないはずよ」

「……」

　リリィさんとアリスが言葉を交わして、ブシドーちゃんもその意見に同意するかのように、首を縦たてに振ふった。反対意見はないと思っていいのだろう。

　どのみち、チャレンジャーはリリィさんに決まったんだ。あとはもう、彼女に任まかせるしかない。

　僕はブルーカードを取り出すと、頭上に掲かかげた。同じようにアリスとブシドーちゃんもカードを取り出し、三人は同時にそれを押おし込こんで『成せい功こう』を支し持じする。

「リリィさん、お願いします」

「はい、分かりました！」

　僕が声をかけると、リリィさんはにっこりと微笑ほほえみ、両りよう腕うででガッツポーズを作った。そして右手のひらに乗せたダイスを握にぎり込こむと、

「えいっ！」

　かけ声と共に、中空へと放り投げる。

　虚こ空くうを描えがくそのダイスを目で追いつつ、僕は安あん堵どの息を漏もらした。最後のチャレンジにしては、あっけない結末だけど、そもそもリリィさんのスキルがなければ、単たん純じゆんな運うん頼だのみになっていたんだ。

　そう考えると、僕たちは運がいいのかもしれない。




　……運がいい？




　頭の中に浮かんだそのつぶやきに、僕は目を見開き、背せ中なかには強きよう烈れつな電でん撃げきが走る。

　顔を上げると、リリィさんの投げたダイスは、地面へ落ちようとしているところだった。

　呆ぼう然ぜんとその軌き道どうを眺ながめていた僕は、

「──くっ！」

　強引に意い識しきを覚かく醒せいさせ、地面を蹴ける。

「うおおおおおおおおおおおっ！」

　叫さけびと共に足を踏ふみ出すと、そのままダイスを両手でつかみ取り、地面を転がった。

「ぐうっ！」

　左ひだり肩かたには痛いたみが走り、刹せつ那な、その部分の衣服が弾はじけ飛ぶ。しかしそんなことを気にすることなく、まぶたを開けて、手の中にあるダイスをしっかりと見つめた。

「──アリス！」

　その瞬しゆん間かん、僕はアリスへと顔を向け、ありったけの声で叫ぶ。

「リリィさんを、拘こう束そくしてくれ！」

「……えっ」

　呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていた彼女は、戸と惑まどいの表情を浮うかべていたが、

「その人は、敵てきだ！」

「っ！」

　その一言を受け、弾はじかれたように背せ筋すじを伸のばし、半なかば反はん射しや的てきに右きぎ腕うでをリリィさんへと向ける。

　腕の先から伸のびた鎖くさりは、瞬しゆん時じにリリィさんを捕とらえ、

「きゃっ」

　両腕ごと上半身を縛しばられた彼女は、悲鳴を上げてその場にへたり込こんだ。

「い、いきなり、なんですか？」

　リリィさんは目を白黒させてこちらを見上げるが、

「……それはこっちのセリフです」

　その視し線せんを振ふり払はらって、僕は右手を開いてみせる。

「なんですか、これは」

　手の中にあるダイスを、アリスとブシドーちゃんも覗のぞき込み、

「っ！」

「……どういうこと？」

　二人もいぶかしげな表情でリリィさんを見下ろした。

　その反はん応のうは当然のものだ。だって、僕たちが想定した通りなら、このダイスには７７７の数字が浮うかび上がっていたはずなんだ。
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　それなのに、実じつ際さいには１１１が刻きざまれていたのだから。



「──リリィさんはスキルを使って、自みずからの意思でこの１１１の数字を出したんだ。それはすなわち、『チャレンジを失しつ敗ぱいさせるつもりだった』ということになる」

「……どうして、そんなことを？」

　アリスが眉まゆをひそめて口を開く。その疑ぎ問もんは当然のものだ。僕だって、まだ頭の中が整理できてないのだから。

「もしもダイスが地面に落ち、『目』が確かく定ていしたと判はん定ていされていれば、そこでチャレンジは失敗となっていたはず。そうなれば、僕たちには罰ばつゲームが降ふりかかることになる。それも、７７７ポイントに相当するほどの強きよう烈れつなものなんだから、まず間ま違ちがいなく全員がその時点でリタイアしていただろう。もしかしたらリリィさんは、その状じよう況きようを作りたかったのかもしれない」

「ゲームオーバーを狙ねらっていた、ということ？　それこそ、どうして？」

「分からない。分からないけど、そうとしか考えられない以上、彼女は僕たちの敵だ。教えてください、リリィさん。僕の考えていることは間違っていますか？　あなたはどうして、こんなことをしたんですか？」

　真っ直ぐに見下ろし、僕はリリィさんを問い詰つめた。

「……」

　彼女はしばしの間、その場でうつむいていたが、

「なるほど、なるほど」

　やがて顔を上げると、笑みを浮うかべて、

「ちょっと失敗しちゃいましたね、てへっ」

　あっけらかんとした表情で、そんな言葉を述のべた。

「見み間ま違ちがえてくれる可か能のう性せいも考こう慮りよして、７に形が似にている１を選んだのですけど、上手うまくいきませんでしたね。参りました」

　にこやかに語るリリィさんの顔を、僕は驚きよう愕がくの眼まな差ざしで見つめる。

　信じたくはなかったけど、やっぱり彼女は、意図的に１１１を選んだんだ……。

「シンゴさん、１つだけ聞かせてください」

「えっ？」

「どうして、気付けたんですか？」

「気付けた？」

「ダイスが地面へ落ちる前に、動き出していましたよね？　シンゴさんはすでにスキルを使い終えていますから、未来を予知したというわけではないはずです。それなのに、どうして私の裏うら切ぎりに気付けたのでしょう？」

　裏切り、か。自らの行こう為いを否ひ定ていしようとしないその言葉が、胸むねに突つき刺ささるけど、でも僕は頭を振ふって、彼女の問いに答えた。

「なんとなく、嫌いやな予感がしたんです」

「なんとなく、ですか」

　その返事に、リリィさんはきょとんとした目でこちらを見つめてくる。

「運うん頼だのみのチャレンジを確かく実じつに成せい功こうさせられるんだから、僕たちは運がいい。そんな思いが頭の中に浮うかんで、そのとき、感じたんです。本当にそうなのかって」

「はあ。それで、気が付いたら駆かけ出していた、と？」

「はい。決して理性的な判はん断だんじゃありません。だから、なんとなく、としか言いようがないです」

「……なるほど」

　嘆たん息そくを漏もらしつつ、リリィさんは天てん井じようを見上げた。

「結局のところ運が悪かった、ということですね。だって、ただなんとなくというだけの理由で、計画に狂くるいが生じたのですから。まさかこのタイミングで、自分のリミットに足を取られるとは思ってませんでした」

　満面に笑みを浮かべて、さらに彼女は口を開く。

「でも、やるべきことはやりましたから、悔くいはありません。私たちはここでゲームオーバーです」

　リリィさんの言葉を呆ぼう然ぜんと聞いていた僕は、弾はじかれたように顔を上げた。

「どういう、ことですか？」

「どういうも何も、ダイスの『目』はすでに決まっているのですから。全ての面が１１１で確定している以上、何をどうやっても結果は変わりません。シンゴさんがそのダイスを地面に置けば、それで終しゆう了りようです」

「……ダイスを地面に置けば、ですよね？」

「ずっとその手の中に抱かかえているつもりですか？　それならもちろんゲームオーバーにはならないでしょうけど、でも、このチャレンジ自体も終わりませんよ？」

「あっ……」

　そうか、そういうことか。この『お題』のチャレンジャーは、リリィさんなんだ。

　彼女の振ふったダイスでチャレンジの成否が問われるんだから、僕がこうして持っていても、事じ態たいは進しん展てんしない。あのとき僕はとっさにこのダイスを拾い上げたけど、時間稼かせぎにしかならなかったということだ。

　もちろん、ダイスを抱えたまま、ずっとこの場所に留とどまり続けることはできるだろう。だけど、そんなことをしてなんの意味がある？　この空間には今、ダイス以外に何もないというのに。

　僕はこめかみに手を当て、大きく息を吐はいた。

「チャレンジャーに立りつ候こう補ほした時点で、もうすでに、目的は達成されていたんですね」

「正せい確かくに言えば、みんながブルーカードを押おして、成せい功こうを支し持じしてくれた時点、です。全員が心を合わせて、同点のままでのゲーム終了を目指していたからこそ、成し得た結果ですよ」

　僕たちの団結力さえも、利用されたというわけか。

「もちろん、全員が失敗を支持する可か能のう性せいもありましたけど、もしもそうなった場合は、宣せん言げん通どおりに７７７の『目』を出せばいいだけです。私を除のぞく全員が罰ばつゲームを受けて、リタイア。あるいは成功か失敗かで意見が割われるようなことになったとしても、やはりチャレンジを成功させれば、失敗を支持した人はリタイアしていたでしょうから、まあ、悪くはない結果ですよね」

「どう転んでも、メリットがあった、ということですか」

「そういうことです。私にとって、仕し掛かけるタイミングとしては、このチャレンジがベストだったんです」

「……やっぱり、分かりません。全員リタイアってことは、リリィさんも、裸はだかを晒さらされるってことですよね。それなのに」

「それくらい、耐たえられますよ。目的のためならば」

　苦々しく言葉を吐はき出す僕の前で、彼女は笑みを崩くずさず答える。

「さっきシンゴさんは尋たずねましたよね？　どうしてこんなことをしたのか、と。簡かん単たんな話ですよ。ゲームオーバーになれば、また全て、最初からやり直しになるからです」

「──えっ」

　にこやかに語られたその内ない容ようを、僕は即そく座ざには理り解かいできなかった。

　アリスとブシドーちゃんも、目を見開いて立ち尽つくしている。

「皆みなさんお忘わすれかもしれませんが、これはゲームのテストプレイなんです。１回遊んだくらいでは、テストとしては不十分なんですよね。私はもっともっと、データが欲ほしいんです。そのためには、皆さんに何度でも挑ちよう戦せんしていただく必要があるんです」

「リリィさん、いったい何を言ってるんですか……？」

「リスタートする際さいには、皆みなさんの装そう備びや記き憶おくなども、全て初しよ期き状じよう態たいに戻もどりますので、ご安心を。もちろん、私もです。そうでなければ、フェアなゲームとは言えませんからね」

「だから、なぜ、そんなことを知ってるんですか！」

　淡たん々たんと話すリリィさんに向かって、僕は思わず叫さけび声を上げる。

「もう、気付いているんでしょう？　答えは１つしかないじゃないですか」

　そんな僕の心を見み透すかすように、彼女はとびきりの笑顔で言った。

「私がこのゲームの黒くろ幕まくだからです」










　　　第十一章




　　　１




　周囲には、重苦しい空気が張はり詰つめている。

　この場にいる誰だれもが、リリィさんの口から語られた言葉を受け止めきれずにいたんだ。

　私が、このゲームの、黒くろ幕まくだから？

「……僕が、黒幕なんじゃないんですか？」

　無理やりひねり出すようにして、僕は声を絞しぼり出す。

「大おお広ひろ間まで見たあの映えい像ぞうには、僕の姿すがたがありました。だからこそみんなは、僕が黒幕だと思ったんですよね？」

「映像なんて、どうにでもなります。シノミヤさんもおっしゃっていましたよね。この世界での姿が、現げん実じつ世せ界かいでも同じだとは限かぎらない、と」

「で、でも、あの映像を見て、リリィさんだって驚おどろいていたじゃないですか。あのとき、あんなに取り乱みだして──」

「そんなの、演えん技ぎに決まってるじゃないですか」

　戸と惑まどい混まじりの僕の言葉を、リリィさんは一いつ蹴しゆうした。

「シンゴさんが黒幕だと疑うたがわれれば、私に対する警けい戒かいは薄うすまり、動きやすくなりますからね。実じつ際さい、このチャレンジで私が立りつ候こう補ほしたとき、誰だれも疑いませんでしたよね。何か企たくらんでるかもって」

「……じゃあ、今までの何もかも、全てが演えん技ぎだったということですか？　第３のクエストの、罰ばつゲームのときに見せてくれた、あの気き丈じような姿も」

「個人的にはあの場面がベストシーンでした。なかなかの名めい女じよ優ゆうっぷりでしたよね？」

　平然と語るリリィさんに、思わずきつい目を向けるが、彼女の態たい度どは変わらない。

「そうそう、運が悪いというリミットも、上手うまく利用させてもらいましたよ。皆みなさんの足を引っ張ぱるようなことをしても、同情されるというのは、なかなかおいしい立ち位置でした。まあ、最後はそのリミットのせいで、少し失しつ敗ぱいしちゃったりはしたんですけど」

　苦笑しつつ、楽しげに語るリリィさんを、全員が黙だまって見下ろす。

　もはや、疑う余よ地ちはないみたいだ。次々に語られる事実と、この態度は、まさに彼女こそが黒幕であるという証あかし。

「……あなたが黒幕だというのなら、言えることは一つだけよ」

　アリスが低い声を上げると、右みぎ腕うでの鎖くさりに込める力を強めつつ、ゆっくりとリリィさんの元へ近づいていく。

「わたしたちを、元の世界に戻もどしなさい」

　瞳ひとみの奥おくに炎ほのおをちらつかせて、アリスはさらに続けた。

「黒幕だったら、ゲームを強きよう制せい的てきに停てい止しさせる権けん限げんくらい持ってるんでしょ？　その権限を使って、一いつ刻こくも早くゲームを終わらせなさい。これはお願いじゃなくて、命令よ」

「嫌いやだ、と言ったらどうします？　私をリンチにでもかけますか？　別に構かまいませんが、『この状じよう態たい』だと難むずかしいんじゃないですか？　特にアリスさんにとっては」

「──やっぱり、知ってるのね」

「何しろ黒くろ幕まくですから。もちろん、鎖くさりを切り離はなしてくれても構かまいませんよ。さあ、どうぞどうぞ」

「……その手には乗らないわよ。何をしでかすか分からない以上、隙すきを見せるつもりはないわ」

　抑おさえ切れないほどの大きな怒いかりを、まっすぐにぶつけられ、しかしそれでもリリィさんは、まるで動じた様子がない。

「そうですか。まあ、私はどちらでも構いませんが。ああ、言い忘わすれていたというか、皆みなさんが質しつ問もんしなかったのでこちらから発表しちゃいますけど、チャレンジャーがリタイアした時点で、そのチャレンジは失敗となります。なので、７７７ポイント分の罰ばつゲームを受けたいのであれば、どうぞ私をいたぶってください」

　にっこりと微笑ほほえむ彼女を見て、アリスが呆あきれたように大きく息を吐はいた。

「どっちみち、今はあなたに手出しできないってわけね。まあ、そんなところだろうなとは思っていたけど」

　二人の会話を聞きながら、僕の心にはますます絶ぜつ望ぼう的てきな気持ちが広がっていく。何かいい手はないかと思考を巡めぐらせてみるものの、何も思い浮うかばない。

　もはや、ゲームオーバーは避さけられないのだろうか。右手のひらを広げてみると、そこには変わらず１１１の数字を刻きざむダイスがある。これを地面に落とせば、罰ゲームに向かって一直線だ。

　……このままここにいても、どうせ時間のムダなんだ。それならもう、次のゲームでのクリアに賭かけるしかないのかもしれない。

　僕は虚こ空くうを見上げ、固く目を閉とじた。

　悔くやしいけど認めよう。僕たちは、負けたんだ。

　──強きよう烈れつな頭ず痛つうが襲おそいかかってきたのは、そのときだった。

「ん、ぐぅっ！」

　その衝しよう撃げきをまともに受け、僕はヒザを突ついて、左手で頭を押おさえる。

　これは、フラッシュフォワードの副作用……!?　なぜこのタイミングで……。

　もしかして、スキルを強化した影えい響きようで、反動も大きくなったということか……。

　苦痛が広がり、薄うすれゆく意い識しきの中で、僕はそんなことを考えていた。

　やがて頭の中は、急きゆう激げきに白く染そまっていく──。







　小学生最後の夏休みに、僕は仲が良かった女の子の家に遊びにきていた。

　それは僕にとって日にち常じようの１コマであり、その日もいつものように、彼女と二人で目いっぱい遊ぶつもりだったんだ。

　でも、招まねかれた部屋で告げられた事実に、僕は呆ぼう然ぜんとするしかなかった。

「引っ越こし？」

「うん」

　重苦しい表情を浮うかべて、その子は口を開く。

「だから、もう会えないの」

「……いつ？」

「あした」

　短くそれだけを言うと、彼女はその場でうつむいた。突とつ然ぜんのことに、僕はただ黙だまって、その子を見つめることしかできない。

　明日、引っ越しをするから、もう会えない？

　いきなりそんなことを言われても、頭の中は混こん乱らんするばかりだ。

「ごめんね、シンゴくん」

　戸と惑まどう僕を見かねたのか、彼女は苦笑して頰ほほに触ふれてくる。

「わたしもかなしいよ。さみしいよ。もっとずっと、シンゴくんとあそんでいたいよ」

　女の子は今にも泣きそうで、その顔を見た瞬しゆん間かん、僕の心から迷まよいは吹ふき飛んだ。

　口を閉とざしている場合じゃない。何よりも大事なのは、彼女の気持ちなんだから。

　頭を振ふり、ありったけの声で、僕は叫さけんだ。

「かんがえかたを、かえてみよう！」

「……えっ」

　大声に驚おどろいたのか、女の子は目を丸くしてこちらを見つめる。

「ぼくとお別れするの、かなしんでくれるんだよね？」

「……うん」

「だったらさ、もしもぼくと、どこかでもういちど会えたら、そのときはどう思うかな？」

「それは……、すごく、うれしいと思う！」

「だよね、ぼくも同じだよ！」

「あっ……」

「もしもまた、出会うことができたとしたら、ぼくもきみも、すごくうれしい！　それはとっても、すてきなことだと思うんだ！」

「……うん！」

　女の子は大きくうなずき、目を輝かがやかせる。

「ぼくたちはいっしょによろこびあうために、はなればなれになる。ただそれだけのことなんだ。だから、泣かないで」

「うん……、うん……！」

　目元をぬぐい、彼女は顔を上げると、僕をまっすぐに見つめた。

「シンゴくん。ひとつだけ、やくそくしてくれるかな？」

「やくそく？」

「こんど会うとき、わたしはもっともっと、きれいでかわいくて、すてきなおんなのこになってる。そうなるように、がんばる。だからシンゴくんも、いまよりもっともっと、かっこよくなってほしい。だれもがあこがれるような、ヒーローになってほしいの。そうしたらきっと、わたしもシンゴくんも、えがおで再さい会かいできるはずだから」

「……わかった、やくそくするよ」

　僕たちは共に右手の小指を前に出し、指切りをする。

「やくそく、だよ」

　彼女は微笑ほほえむと、僕の元へ顔を近づけ、その唇くちびるが頰ほほに触ふれた。

　驚おどろいた僕は女の子を見つめ、そのまっすぐな瞳ひとみがまぶしくて、思わず顔を背そむける。







「セン、パイ！」

「っ！」

　──間近で聞こえてきた声が脳のうに届とどき、僕の意い識しきは急きゆう激げきに覚かく醒せいして、目を見開いた。

　慌あわてて周囲に視し線せんを向けると、すぐ側でこちらを見下ろすブシドーちゃんの姿すがたが映うつる。

「……ここは、いったい」

　頭を押おさえながらゆっくりと立ち上がり、現げん状じようを再さい確かく認にんする。……そうだ、今は第５のクエストの、最後のチャレンジに挑いどんでいるところで、僕はその最中に意い識しきを失ったんだよな。

　少し離はなれたところではアリスもこちらに視線を向けており、僕と目が合うと、軽く息を吐はいてから顔を背けた。彼女の近くには、鎖くさりに拘こう束そくされたままのリリィさんの姿がある。

　どうやら状じよう況きように大きな変化はないみたいで、そのことに安心した僕は、気持ちを落ち着けるために深しん呼こ吸きゆうをした。

「ダイ、ジョウブ？」

　ブシドーちゃんは心配そうに、こちらを覗のぞき込こんでくる。

「うん。もう、大だい丈じよう夫ぶだよ。ごめん、心配かけて」

「……ウウン」

　彼女は首を横に振ふり、胸むねをなで下ろす。

　一息ついた僕は、もう一度頭の中を整理するために、ゆっくりと目を閉とじた。思い浮うかぶのは、さっき見た光景だ。

　やっぱりと言うべきか、どうやら僕には小学生の頃ころ、仲のいい女の子の友達がいたらしい。その女の子との別べつ離りの瞬しゆん間かんを、思い出したということなのだろう。

　正直なところ、確たしかな実感はわいてこない。失われた記き憶おくの『断だん片ぺんの一部』でしかない以上、自分自身の思い出として素す直なおに受け止めることができないんだ。

　それでも、その記憶の中で自分が口にした言葉は、耳の奥おくにこびりついていた。

　──考え方を変えてみよう、か。

　そう、だな。僕たちの置かれている状じよう況きようは、ほとんど詰つんでいるのかもしれない。けれど負けを認みとめる前に、もう少しだけ考えてみてもいいんじゃないのか。

　何しろ、時間はたっぷりあるんだ。結けつ論ろんを下すには、まだまだ早すぎる、と思う。

　もっと柔じゆう軟なんな思考で向き合えば、現げん状じようを打だ破はする何かが思い浮うかぶかもしれない。

　まぶたを開けて、頭上に目を向けてみる。そこには今回の『お題』が大きく表ひよう示じされていた。


　ダイスを使い、７７７の数字を出せ

　獲かく得とくポイント：＋７７７



　ダイス、か。

　視し線せんを地上に戻もどし、周囲を眺ながめてみる。目に入るのは、山やま積づみになったダイスだ。

　そして右手の中には、１１１のダイスがある。

「──もしかして」

　そのとき、ふと、バカバカしい考えが頭の片かた隅すみに浮かんだ。

　いや、まさか、そんなこと……。

　その考えはあまりにもくだらないように思えて、つい、思考の中から振ふり払はらいたくなる。

　しかしその気持ちを押おし留とどめて、拳こぶしを固く握にぎり締しめた。

　どんなアイデアでも、今は試してみるしかないんだ。

「どうしたんですか、シンゴさん。時間稼かせぎの方法でも考えているんですか？」

　リリィさんが笑顔のまま話しかけてくる。勝利を確かく信しんしているのか、その表情は非ひ常じように穏おだやかだ。

「……まだ、チャレンジは終わってませんよ」

　僕はリリィさんの側まで近付くと、その近くで彼女を見下ろすアリスに声をかけた。

「アリス、リリィさんの右みぎ腕うでだけ、拘こう束そくを解とくことはできるか？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、彼女は眉まゆをひそめる。

「まあ、できることはできるけど、でも、どうするつもり？」

「ここにあるダイスを、振ふってもらうんだ」

　そう言って僕は、あの大量のダイスを指差した。

「なるほど、そういうことですか」

　僕の発言を聞いて、リリィさんは納なつ得とくしたかのように小さくうなずく。

「シンゴさんは、正せい攻こう法ほうで挑いどもうとしているんですね。つまり、大量のダイスを振ることで、合計の数すう値ちが７７７になる可か能のう性せいに賭かける、と」

「……無む謀ぼうだと思いますか？」

「いえいえ、これだけのダイスがあれば、いつかは目当ての数字に近づくでしょうし、試してみる価か値ちはあるでしょう。しかし７７７になるかどうかのタイミングで、私の振ったダイスが本当に狙ねらった通りの『目』を出せると思います？　もちろん私のリミットは緩かん和わされてますから、可能性はゼロではありません。でも当然ながら、私はチャレンジの成功を心の底から願って、ダイスを投げます。この意味は理り解かいできますよね？　それでもいいんですか？」

「分の悪い賭けだとは思います。でも、他に助かる道がない以上、やるしかないんです」

　言ってから僕は、右手を開いてダイスを彼女に見せる。

「こちらの提てい案あんに乗ってくれるまで、僕はこのダイスを絶ぜつ対たいに手放しません。あなたは言いましたよね、これはゲームのテストプレイだと。もっともっとデータが欲ほしいと。だとしたら、こうして何もしないまま、ただ時間が過すぎていくのは、あなたにとっても都合の悪いことなんじゃないですか？　僕がダイスを持っている限かぎり、なんのデータも集められないのですから」

「……痛いたいところを突ついてきますね。まあ、いいでしょう。お互たがいの利り害がいは一いつ致ちしてるみたいですし、シンゴさんの提てい案あんに乗ります」

　リリィさんは愛あい想そ笑わらいを浮うかべると、アリスへと顔を向けた。

「というわけで、右みぎ腕うでだけ拘こう束そくを解といてください」

「……そうするしかないみたいね」

　アリスは渋しぶ々しぶといった感じで右手を上げる。するとリリィさんを縛しばる鎖くさりが少しだけ緩ゆるみ、しかし次の瞬しゆん間かん、彼女の右腕以外を残して再ふたたびその全身に絡からみ付いた。

「ん、ふぅ、ん……っ！」

　締しめ付けがきつかったのか、リリィさんは苦く悶もんの声を漏もらすが、すぐに笑みを浮かべると、僕に向かって口を開く。

「では、ダイスを私の側まで持ってきてください。このままだと、歩くこともできそうにないので」

「そう、ですね」

　言われるがまま、僕は大量のダイスを抱えて、彼女の元へと運んだ。

「できれば、１個ずつ投げてもらえますか？　合計の数を正せい確かくに知りたいので」

「はあ、構かまいませんが。投げるだけですから、それほど時間もかからないでしょうし」

　そのお願いに、リリィさんは首を傾かしげつつも了りよう承しようしてくれる。

「ありがとうございます。それでは、お願いします」

「かしこまりました！」

　快かい活かつな笑みを浮かべて、彼女はダイスを手に取り、高く放り投げた。

「どんどんいきますよー」

　その『目』が確定しないうちに、リリィさんは次々とダイスを投じていく。

　僕たちはその様子を、注意深く見守っていた。アリスはリリィさんの投げたダイスを見つめ、どんな『目』が出たのかに意い識しきを傾かたむけているようだ。今のところ、出た『目』に大きな偏かたよりやら不ふ審しんな点やらは見当たらないのか、彼女の表情にも変化はない。

　一方、ブシドーちゃんはリリィさんの表情や仕草だけを凝ぎよう視ししていた。何かおかしなことが起きるとしたら、彼女次し第だいだと、そう考えているのだろう。

「にらまなくても、何もしませんよ」

　厳きびしい視し線せんをまともに受けても、リリィさんは動じることなくダイスを投げ続ける。自分の持つリミットを信しん頼らいしているからこそ、何かを仕し掛かける必要はないと思っているのだろう。

　実じつ際さい、このままダイスを投げ続けても、その数が７７７になる可か能のう性せいは相当低いと思う。リリィさんと共に、ここまでずっとゲームを進めてきたからこそ、僕も彼女のリミットがどれだけ強力なものなのかは分かっている。

　けれど、大事なのはそこじゃない。

　緊きん張ちよう感かんに満ちた空気の中、リリィさんの投げたダイスの数は、ついに三桁けたへと到とう達たつした。

「今ので１００個目でしょうか。見た感じ、まだまだ７７７には届とどいてないみたいですけど、その瞬しゆん間かんがいつ訪おとずれるのか、楽しみですね」

　空そら々ぞらしい言葉を述のべつつ、彼女は一定の早さで腕うでを動かし続ける。

　１０７、１０８、１０９……。

「まだまだ投げますよー。私、なんだか楽しくなってきちゃいました」

　１１０、１１１、

「──ストップ！」

　その瞬間、僕はお腹なかの底から、ありったけの声を上げた。

「へっ？」

　突とつ然ぜんのことに驚おどろいたのか、リリィさんは動きを止めて、キョトンとした表情でこちらを見つめる。

　僕はアリスに視し線せんを動かし、さらに大声で叫さけんだ。

「アリス！　もう一度リリィさんを、完全に縛しばってくれ！」

「えっ」

「いいから、早く！」

「ああ、うん」

　彼女は戸と惑まどいつつもすぐに右みぎ腕うでを上げて、鎖くさりでリリィさんの全身を拘こう束そくした。自由に動かしていた右腕を再ふたたび封ふうじられ、リリィさんは目を丸くしてこちらを見つめる。

「シンゴさん、どういうことですか？」

　その問いには答えず、僕は投げられた大量のダイスの側へ近ちか寄よった。みんなの静かな視線を受けながら、じっくりとその数を数える。

　……よし、ちゃんと１１１個ある。

「もしかして、諦あきらめたのですか？　これ以上は時間のムダだと？」

　リリィさんがいぶかしげに質しつ問もんを重ねてくるが、僕は振ふり向かずに答えた。

「いえ、全く逆ぎやくです。狙ねらい通りなら、これで僕たちの勝ちですから」

「はっ？」

　乾かわいた声を背はい後ごに受けつつ、僕は地面に転がるダイスを、そっと拾い上げる。

　そしてその『６の目』を上にして、再び元の場所へと置いた。

「ちょ、ちょっと、いったい何を──」

「何って、決まってるじゃないですか。ダイスの『目』をいじってるんですよ」

　戸と惑まどうリリィさんに、僕は作業を続けながら言葉を重ねる。

「３つ目のチャレンジのときに、僕はレドに質問しましたよね。チャレンジャー以外の人が、『お題』のクリアに協力してもいいのかと。その質問に対して、レドは『構かまいません』と言いました。だから僕のしていることは、不正でもなんでもありません。実じつ際さい、チャレンジ失しつ敗ぱいのアナウンスは流れてませんよね」

「ん……、それは確たしかにそうですけど、でも、そんなことをしてなんの意味があるんですか？」

「意味はありますよ。だってここには、ダイスが１１１個あるのですから」

　ダイスの『目』を動かしつつ、僕はさらに続けた。

「１１１個のダイスが、全て『６の目』だったら、どうなります？」

「えっと、それは当然──、あっ！」

　そのときになって、リリィさんはようやく僕の意図に気付いたのか、高い声を上げる。

「そういうことです。運うん頼だのみでもなく、特別なスキルやリミットが必要なわけでもない。気付いてしまえば、今までで一番簡かん単たんなチャレンジだったんです。大量の獲かく得とくポイントは、バラエティ番組なんかではよくあるやつなのかもしれません。最後の最後に大だい逆ぎやく転てんの可能性があるという、お約束の一種なのでしょう」

「いや、でも、まさか、そんな攻こう略りやくの仕方なんて……」

　明らかに狼ろう狽ばいしているであろうリリィさんを余所よそに、僕はダイスの『目』を動かし続けた。

　そしてその全てを『６の目』に変えたところで、みんなの方へと振ふり返って、右手を掲かかげる。

「チャレンジを達成するのは、あくまでもチャレンジャー自身。そしてここにあるダイスは全て、チャレンジャーであるリリィさんが投げたものです」

「ちょ、ちょっと待って──」


「１１１個のダイスが全て『６の目』なら、合計の数すう値ちは６６６。そこに１１１のダイスを加えれば、その総数は７７７になる！」



　制せい止しの声を上げようとするリリィさんを無む視しして、僕はそのダイスを力強く振り下ろした。

　ダイスを地面に叩たたきつけた瞬しゆん間かん、周囲は光に包つつまれ、高らかなファンファーレが鳴り響ひびく。

『チャレンジ成せい功こうです。おめでとうございます』

　途と端たん、空間全体が輝かがやき出し、気が付いたときには、僕たちは全員、大おお広ひろ間まへと戻もどっていた。

『第５のクエストはこれにて終しゆう了りようです。皆みな様さま、お疲つかれ様でした』

　機械音声が無感情な労ねぎらいの言葉を述のべ、周囲には唐とう突とつな静せい寂じやくが訪おとずれる。

　敗はい北ぼくを間近に感じていた僕たちは、しばし呆ぼう然ぜんとしていたが、

「クリア、したのよね？」

「そう、みたいだな」

「……ウン！」

　大きな難なん局きよくを乗り越こえたことを心から実感して、全員がその場にへたり込こんだ。

　ただ一人、リリィさんを除のぞいては。

「まさか、こんなことが起きるなんて……」

　鎖くさりに縛しばられたまま、青ざめた顔で彼女はつぶやきを漏もらす。

「シンゴさん、どうして『その答え』にたどり着けたんですか？　あんなにも絶ぜつ望ぼう的てきな状じよう況きようだったのに、どうして？」

「フラッシュフォワードの副作用で、過か去この記き憶おくを思い出したんですよ。そのときにヒントをもらった、と言えばいいんでしょうか。もちろんそれは、あくまでもきっかけに過すぎませんが、もしかしたらこの『お題』を考えた人と、通じ合える何かがあったのかもしれませんね」

「……なるほど」

　僕の返答に、彼女は呆あきれたような声を漏もらす。

「やっぱり私は、運が悪かったということですね。最後の最後まで、偶ぐう然ぜんの出で来き事ごとに、運命を左右されたのですから」

　リリィさんはやけにさっぱりとした表情を作り、ゆっくりと天てん井じようを見上げた。

「まあでも、仕方ありませんね。こういう『抜ぬけ道』に気付けただけでも、テストプレイとしては上出来。あとはなるようになるだけです。さあ、煮にるなり焼くなり、好きにしてください」

「リリィさん……」

『第５のクエストのクリア、おめでとうございます！』

　そのとき、唐とう突とつにレドが目の前に現あらわれて、僕は思わず息を吞のんだ。

　レドはにこやかな表情を浮うかべると、僕たちを見回して言葉を続ける。

『それではこれより、順位発表をさせていただきます！　皆みな様さま、心の準じゆん備びはよろしいですか？』

「ま、待ってくれ！」

　矢や継つぎ早ばやにまくしたてるレドを、僕は両手で必死に制せいする。

「……少し、整理させてくれ。順位発表の前に、色々と聞きたいことがあるんだ」

『はい、なんでしょう？』

　この状じよう況きようを前にしてもレドは平然としたままで、そのことに気き勢せいをそがれつつも、僕は聞くべきことを口にした。

「リリィさんが、お前のご主人様なのか？」

『お答えできません』

「……まあ、そりゃあ、そうだろうな。じゃあもう一つ。参加者の中から黒くろ幕まくだと名乗る人が出てきても、ゲームはまだ続けなきゃいけないのか？」

『もちろんでございます。誰だれが何を名乗ろうとも、ゲームをクリアするまで、この世界からは出ることができませんので』

　機械的に答えるレドを、僕はまじまじと見つめた。

「とにかく僕たちは、このゲームをクリアしなければならない。そういうことか？」

『その通りでございますわ』

　……予想できていた答えとはいえ、実じつ際さいにレドの口から聞かされるとショックは大きい。

　リリィさんは自分が黒幕だと告白したけど、それで事じ態たいが好転したわけでもないんだ。もちろん、彼女の企たくらみは防ふせぐことができたんだから、決して悲ひ観かんするべき状況ではないんだけれど。

「うふ、うふふふふ」

　そのとき、背はい後ごから奇き妙みような笑い声が聞こえてきて、僕は思わずそちらへ振ふり向く。

　見ると、リリィさんが穏おだやかな表情のまま口元を緩ゆるめていた。

「何がおかしいんですか？」

「気を悪くされたのでしたらごめんなさい。でも、あんまりにもおかしくって」

「だから、何がですか」

「だって、皆みなさんはそもそもの前ぜん提ていをはき違ちがえているんですもの」

　彼女のその言葉に、僕たちはいぶかしげな表情を浮うかべる。

「はっきり言ってしまいましょう。このゲームはミステリではないのです。謎なぞ解ときや犯はん人にん探さがしなど、全くの無意味。何しろ、誰だれにでも解とけるようには設せつ定ていされていないのですから」

　謎解きや犯人探しは、無意味？

「考えてみてくださいよ。皆さんは初しよ期き装そう備びもスキルも、それぞれ違いますよね？　つまり、スタートの時点で不平等なんです。参加者によって、条じよう件けんが違う。だからこそ、謎や真相だって、解けない人には絶ぜつ対たいに解けない。そういうゲームなんですよ、これは」

　……予想もしていなかったことを語られて、理解が追い付かない。

「不運にも私の正体はバレてしまいましたけど、それも些さ細さいなことです。……っと、おしゃべりが過すぎましたね。さっさと話を進めましょう」

　戸と惑まどう僕たちの前で、リリィさんはその顔を僕へ向けた。しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと、彼女はレドへと視し線せんを動かす。

「レドさん、順位発表は省しよう略りやくしちゃってください。全員が１位だと分かりきってますので」

『あら、そうでございますか。異い論ろんがなければ構かまいませんが』

　レドは全員を見回すが、誰も口を挟はさまない。

『それでは、特とく典てんの選せん択たくへと移らせてもらいます。皆様は以下の中から、お好きな──』

「追つい加か装そう備びをください」

　と、言い終わらないうちにリリィさんは即そく答とうし、その顔をアリスへ向けた。

「ここでも運が悪いようなら、さすがに諦あきらめますね」

「──まさか」

　アリスは目を見開き、彼女を見つめ返すが、

『はい、かしこまりました』

　レドが答えたその瞬間、リリィさんの身体からだは光り輝き、僕は思わず手で顔を覆おおう。

「くうっ！」

　アリスの悲鳴が聞こえたのは、まさにそのときだ。

　反射的に顔を向けると、彼女の着ぐるみが唐とう突とつに弾はじけ、右わき腹ばらが露あらわになっていた。

　なんだ、いったい何が起きたんだ!?

「くっ、この！」

　困こん惑わくする僕の前で、アリスはリリィさんをにらみ、右手から伸のばした鎖くさりをすぐさま切り離はなした。そしてその行動を読んでいたかのようにリリィさんは立ち上がると、自身を拘こう束そくする鎖をまるで手品のように解ほどいて自由を獲かく得とくする。その鮮あざやかなお手て並なみに、僕はつい見み惚とれたが、しかしすぐ我われに返ると、彼女をまっすぐに凝ぎよう視しした。

　リリィさんの右手には、さっきまではなかったはずの短刀が握にぎられていたんだ。

　彼女は特典の選択で、追加装備を求めていた。おそらくあれが、そうなのだろう。

　ただ、それだけではない。なぜか彼女はアリスと同じように、右わき腹の辺りの服が破やぶけ、肌はだが露ろ出しゆつしていた。

　でもそんなことは気にした様子もなく、リリィさんは柔やわらかな笑みを浮うかべると、僕たちに背せを向けて足を踏ふみ出す。

「ブシドーちゃん、その人を捕つかまえて！」

「！」

　アリスがありったけの声で叫さけぶと、ブシドーちゃんは弾はじかれたように足を踏み出し、逃にげる背中に迫せまった。一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめると、彼女は右手を伸のばす。

「──」

　しかしその腕を、リリィさんは振ふり向きざまに空いた手でつかむと、勢いきおいのままに背せ負おって盛せい大だいにぶん投げた。

「!?」

　思わぬ反はん撃げきにブシドーちゃんは目を丸くするが、彼女は空中で体たい勢せいを立て直し、足から着地して顔を上げる。

　その眼がん前ぜんに、リリィさんの投げた短刀が襲おそいかかった。

　常じよう人じんならば避さけられないであろうその凶きよう刃じんを、ブシドーちゃんは無理やり右手を上げて顔面をかばう。短刀は彼女の右みぎ腕うでに突つき刺ささり、その途と端たん、体たい操そう服ふくが肩かたの部分まで弾はじけ飛んだ。

「っ！」

　ブシドーちゃんは痛いたみに顔をしかめるが、リリィさんはその様子を確たしかめることもなく再ふたたび背を向け、大おお広ひろ間まを駆かけていく。

　その後を追いかけようとブシドーちゃんは立ち上がるが、しかしもう遅おそかった。リリィさんは緑の扉とびらに手をかけると、ドアノブを回し、次の瞬しゆん間かんにはその姿すがたが消え失せていたんだ。

　僕たちはただ呆ぼう然ぜんと、誰だれもいなくなった扉を見つめるしかない。

「いったい、何が起きたんだ？」

　理り解かいが追い付かないままつぶやくと、アリスが僕の隣となりまで歩いてくる。

「シノミヤが言ってたじゃない。わたしたちがお風ふ呂ろに入っている間に、赤の扉を開けたって」

「あ、ああ、それは覚えてるよ。ということは、リリィさんはあのときのシノミヤと同じように、一度クリアしたクエストの場所へ逃げた？」

「でしょうね。緑の扉の先にあるのは、第４のクエストよ。秘ひ宝ほうの眠ねむる孤こ島とうへ、彼女は一人で旅立ったんだわ」

　苦し紛まぎれに取った行動、なのだろうか。

「追いかけた方がいいのかな？」

「もう一度、あの迷めい宮きゆうを攻こう略りやくするつもり？」

「……やめておこう」

　アリスのその一言に、僕は顔をしかめて首を横に振る。リリィさんの後を追っても、無事にここへ戻もどって来れるとは限かぎらないんだ。

　それは当然、あの人自身にも言えること。だったら、無理をする必要はない、と思う。

「……」

　ブシドーちゃんは静かに緑の扉とびらを見つめていたが、

「タダモノ、ジャナイ」

　それだけを口にすると、軽く頭を振ふり、刀の柄つかにそっと手をかける。リリィさんに投げ飛ばされたことがショックだったのか、その顔には後こう悔かいの念ねんが浮うかんでいるように見えた。

「気にすることはないよ。誰だれもリリィさんのことは警けい戒かいしてなかったんだ。あの人の方が一枚上うわ手てだった。そう考えるしかない」

「……ウン」

　ブシドーちゃんの肩かたに手を置くと、彼女は小さくうなずき、再ふたたびその目を緑の扉に向ける。

「──そういえば、リリィさんのわき腹ばらはどうして破やぶれていたんだろう？　ダメージを受ける要よう因いんなんて、何もなかったはずなのに」

「……あの短刀を、自分に突つき立てたのよ」

　僕がふと漏もらしたつぶやきに、アリスは苦々しい表情で答えた。

「鎖くさりの中で、刃やいばが刺ささるように構かまえていたのよ。武ぶ器きになるような物が手に入ることを願いながらね。右みぎ腕うでの拘こう束そくは一度解といたから、もしかしたら縛しばり直したときに、わずかな『緩ゆるみ』が生まれていたのかも」

　自分の右手を見つめて、彼女は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

「まあ、武器じゃなくても、かさばったり硬かたさのある衣服だったりしたら、鎖と身体からだに挟はさまって、もっと大きな被ひ害がいを受けていたんでしょうけど、それもあの人にとっては想定内だったのかもしれないわね」

「つまり、リリィさんは自らダメージを受けるために、追つい加か装そう備びを選んだってことか？」

「そういうことよ」

「それって、アリスが受けたダメージとも、関係があるのか？」

「……今いま更さら、隠かくしても仕方がないわね」

　僕の問いに、アリスは大きく息を吐はいて右腕を前へと突き出す。そしてその先から鎖を垂たらすと、まっすぐにこちらを見つめて言った。

「この鎖で拘束した対象が、ダメージを受けとき、わたしはその対象と、ダメージを分かち合う。それがわたしに課かせられたリミットなの」

　淡たん々たんと語りつつ、自分の右わき腹に視し線せんを向けて、彼女は言葉を続ける。

「簡かん単たんに言えば、痛いたみ分けよ。受けたダメージをお互たがいに、半分ずつ分け合うの。人だろうが動物だろうが、あるいは岩や鉄の塊かたまりだろうがなんだろうが、関係なくね。このリミットのことを教えたくなかった理由、分かるわよね？」

「……確たしかに、分かってしまえば納なつ得とくだ」

　このリミットが知れ渡わたれば、能のう力りよくそのものの意味が薄うすくなる。さっきリリィさんがやったように、自じ傷しようすることで拘こう束そくを逃のがれる可能性が生まれてくるし、何より、『拘束した相手に攻こう撃げきを与あたえることができない』とバレたら、脅きよう威いでもなんでもなくなるのだから。

「アリスはリミットのことを、誰だれにも話してないはずだよな。それなのにリリィさんは、その秘ひ密みつを知っていた。それはやっぱり、彼女が黒くろ幕まくだからなんだろうな」

　全てを把は握あくしているであろう黒幕なら、アリスだけではなく全員のスキルとリミットが頭に入っているんだと思う。当然、クエストの性せい質しつや、クリア条じよう件けんなんかも。

　リリィさんが誰にも怪あやしまれず、ここまでゲームを続けて来られたのには、そういう情報量の差があったからなのかもしれない。

「……」

　と、そんな僕の顔を、アリスは無言で見つめていた。

「な、何？」

「ううん。そうよね、あんたの言う通りかもしれない」

　彼女は両手を腰こしに当てると、首を横に振ふる。

『あのー』

　そこに突とつ然ぜん、レドが割わって入ると、僕たちを見回してさらに続けた。

『そろそろ特とく典てんを選せん択たくしていただきたいのですが』

「……お前、よく平然としていられるな」

『お仕事ですので』

「……分かったよ、ちょっと考えさせてくれ」

　リリィさんのことで頭がいっぱいだったけれど、特典の選択はきわめて重じゆう要ようだ。ゲームも終しゆう盤ばんに差し掛かかった今、どの特典を選ぶのかはしっかり考えなければならない。

　と、僕があれこれと頭を悩なやませる中、ブシドーちゃんは一歩前に出ると、

「スキルノ、キョウカ！」

　ためらうことなく、そう宣せん言げんした。

　突とつ然ぜんのことに驚おどろき、まじまじとその顔を見つめていると、彼女は表情を引き締しめ、口を開く。

「アノヒトニ、カテナイ」

　あの人に、勝てない？

「あの人って、もしかしてリリィさんのこと？」

　尋たずねると、ブシドーちゃんはゆっくりとうなずいた。

「イマノママジャ、カテナイ」

　……今のままじゃ勝てない、か。その一言に、僕は軽く頭を振り、彼女の気持ちを理り解かいする。

　ブシドーちゃんは超ちよう人じん的てきな身しん体たい能のう力りよくを持っているけど、それでもリリィさんを捕つかまえることができなかったんだ。あの人に対たい抗こうするためには、さらなる力がいる。そう考えたから、スキルの強化を選択したのだろう。

　そしてそれは、どうやらアリスも同じだったようだ。

「わたしもスキルの強化を選ぶわ」

　そう言って彼女は、僕たちにチラリと視し線せんを送る。

「リリィさんに手の内がバレている以上、それがベストだと思うの。たとえばリミットの緩かん和わを選べば、縛しばった相手とのダメージの比ひ率りつが変わったりするのかもしれないけど、でも、あの人はそんなことお構かまいなしでしょうし」

　ダメージ差があろうとも、リリィさんは我わが身を省かえりみず自じ傷しように及およぶということか。確たしかに、全員同時のリタイアを狙ねらうような人なんだから、それくらいは平気でやってくるだろうな。

「追つい加か装そう備びもランダム性が高いから、却きやつ下か。そんなギャンブルに出るよりも、確かく実じつに戦力が上がるスキルの強化が、今のわたしたちには必要よ。『敵てき』の存そん在ざいが明めい確かくになった以上は、ね」

　敵。ついさっきまでは一いつ緒しよにゲームを攻こう略りやくしていた仲間が、今は僕たちをリタイアさせようとしている。その現げん実じつを受け入れるのは厳きびしいけれど、でも、思考を停止するわけにはいかない。

　リリィさんは、敵だ。そして僕たちには、彼女と戦うための力が必要なんだ。

「分かった。僕もスキルの強化を選ぶよ」

『皆みな様さま、お決まりですね？　それではどうぞ、お受け取りくださーい』

　レドはしびれを切らしたかのように羽を振ふると、軽く身体からだを揺ゆらした。刹せつ那な、僕たちは淡あわい光に包つつまれて、

「くっ！」

「ン、アッ……！」

「ぐ、あっ……」

　全員が声を漏もらし、その場で身を屈かがめる。

　自分の中に何かが流れ込こんでくるような感覚が襲おそってくるけど、しかしそれも一いつ瞬しゆんのこと。光はすぐに消えて、僕たちはゆっくりと目を開け、お互たがいを見回した。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、強化されたスキルについてだ。

「２倍だ……」

　誰だれに聞かせるでもなく、自然とそんな言葉が口から漏れる。

「未来を見る時間が、２倍になった。その実感が、頭の中に広がっていくんだ」

　心に浮うかんだままの感情をそのまま口にすると、

「わたしも、見ての通りよ」

　アリスはうなずき、右手の先から鎖くさりを伸のばした。そしてそのまま続いて、今度は左手から別の鎖が伸びてくる。

「２本の鎖を、同時に扱あつかえるようになったの。これなら色んな局きよく面めんに対たい応おうできるわ」

　両手から伸びた鎖を、彼女は満足げに見つめていた。

「……」

　その隣では、ブシドーちゃんが静かに佇たたずんでいる。彼女の見た目に、変化はない。けれど、その全身から漂ただよう雰ふん囲い気きが尋じん常じようでないことだけは、僕にも分かる。

　ブシドーちゃんは、強くなったんだ。今までよりも、ずっとずっと。

『以上で特典の付ふ与よは終しゆう了りようです。それではお待ちかね、新たな扉とびらを開いていきましょうか！』

　言葉と共にレドが羽を振ると、部屋の片かた隅すみに光が生まれる。

　光が収おさまったとき、そこには藍あい色いろの扉が現あらわれていた。

『あれが次のクエストへと続く扉とびらですわ。ゲームもそろそろ大おお詰づめですが、皆みな様さま、是ぜ非ひとも最後まで楽しんでくださいませ』

「……レド、質しつ問もんよ」

　深く頭を下げるレドへ、アリスが一歩近づく。

「もしもわたしたちが新しいクエストを始めるために、あの藍あい色いろの扉を開けたら、他の世界に行っている人は、どうなるの？　その人も強きよう制せい的てきに、わたしたちと同じ世界に移い動どうさせられる？」

『いえ、そうはなりません。クエストはそれぞれ独どく立りつした世界として存そん在ざいしていますので、クリアするまでこの大おお広ひろ間まにも戻もどってくることができません。当然、新しいクエストに巻まき込こまれたりもしませんわ』

「つまり、リリィさんは第４のクエストをクリアするまで、ずっとその世界に留とどまり続けるということね？」

『そのように考えていただいて問題ありません』

　答えつつ、レドは僕たちを見回して再ふたたび口を開いた。

『他に質問はありませんね？　もし何か聞きたいことがあれば、いつでも呼よんでくださいませ。それでは皆様、また後でお会いしましょう。グッドラック、ですわ！』

　両りよう翼よくを掲かかげると、レドの姿すがたは瞬またたく間に消え失せる。

「──行きましょう」

　唐とう突とつに訪おとずれる沈ちん黙もくの中、アリスは藍色の扉を見つめる。

「リリィさんのやったことは、決して許ゆるされることじゃないし、放ってもおけない。けれど、わざわざ追いかけるのはリスクが高いわ。だから追わない。それでいいわね？」

「うん、そうだな。今はゲームの進行を優ゆう先せんさせた方がいいと思う」

　僕は迷まよわず答え、ブシドーちゃんも無言で首を縦たてに振ふった。どのみち僕たちには、このゲームをクリアする以外に、脱だつ出しゆつの可か能のう性せいは残されていないのだから。

「残るクエストはあと２つ。あと２つで、このゲームともお別れよ。最後まで気を引き締しめて挑いどみましょう」

「ああ」

　僕はうなずき、藍色の扉へと目を向ける。

　あの扉の先には過か酷こくな試し練れんが待ち受けているのだろうけど、それでも僕たちは、クリアしなければならない。リタイアしたみんなのため、そして僕たち自身のためにも。

　扉の前へと歩いてきた僕たちは、お互たがいに顔を見合わせ、

「それじゃあ、開けるわよ」

　アリスが緊きん張ちようの混まじった声で、ノブをひねった。




　　　２




　弾はじけた光が収おさまり、まぶたを開いたとき、僕たちは新たな世界へとたどり着いていた。

　藍あい色いろの薄うす明あかりが、どこまでも灯ともる異い空くう間かん。

　戸と惑まどいつつも眼がん前ぜんを見つめると、少し離はなれたところに簡かん素そなテーブルがあることに気付いた。

　駆かけ寄よってみると、その上には１冊さつのノートが置かれている。

　学校で使用するようなＢ５サイズのそのノートは、ページ数自体は少ないみたいだが表紙が虹にじ色いろに彩いろどられており、その存そん在ざい感かんは圧あつ倒とう的てき。テーブルの上にあるのはその意味ありげなノートだけで、それ以外には何もない。周囲を見み渡わたしてみても、遠くの方には闇やみが広がるばかりだ。

　ここが、第６のクエストの舞ぶ台たいか。気になることはたくさんあるけど、とにかく新たなゲームが始まったんだ。どんな些さ細さいなことも見み逃のがさないよう、集中して対たい処しよしなければならない。

　その気持ちを伝えるため、僕はアリスとブシドーちゃんを探さがして再ふたたび周囲に目を向けた。

　しかし、二人の姿すがたはどこにも見当たらない。

「アリス、ブシドーちゃん！　どこにいるんだ！」

　離はなれたところにいても聞こえるようにと叫さけぶと、

「シンゴ君!?」

　すぐに覚えのある声が返ってきた。

「アリスか？　どこにいるんだ？」

「それはこっちのセリフよ！　あんたもブシドーちゃんも、今、どこにいるの？」

「どこって、テーブルの前だよ。アリスはどこにいるんだ？」

「へっ？　わたしもテーブルの前にいるわよ？　ノートが置かれているテーブルよね？」

「う、うん、そうだよ。って、ちょっと待って。ブシドーちゃんはアリスと一いつ緒しよじゃないのか？」

「ええ。てっきり、あんたと一緒にいるんだと思ってたんだけど……」

　歯切れの悪い会話を交わし、もう一度周囲を眺ながめる。しかし、やはり二人の姿はどこにもない。

「ア、アノ！」

　そのとき、どこからかブシドーちゃんの声が聞こえてきて、僕は反はん射しや的てきに身体からだを強こわ張ばらせた。

「ワタシ、イル！」

　彼女はたどたどしい口く調ちようながらも、大きな声で叫ぶ。

「テーブルノ、マエ！」

「テーブルの前？　僕やアリスと同じ状じよう況きようだってことか？」

　いったい何がどうなっているのかと、困こん惑わくして視し線せんをさまよわせていると、

『皆みな様さま、お元気ですかー？』

　唐とう突とつにレドの声が聞こえてきて、反はん射しや的てきに顔を上げる。

『これからルールの説明をしていきますが、よろしいでしょうか？』

「レド、二人はどこにいるんだ？」

『その点も含ふくめて、詳くわしく説明させていただきます』

　僕が尋たずねると、あいつは姿を見せないまま言葉を続けた。

『実は、皆様は今、それぞれ全く同じ内ない装そうをした別々の部屋にいるのです。内装といっても、そこにあるのはテーブルと、１冊のノートだけですが』

　……なるほど、そういうことか。僕たちは、同じ場所にいるのに姿すがたが見えなかったわけではないんだ。多分、この世界に飛ばされた時点で、全員が別の場所へと振ふり分けられたのだろう。

『部屋は合計で７つ用意されています。各部屋は、お互たがいの話す声だけが届とどくように設せつ定ていされていますわ。何をどう足搔あがいても、他の部屋の様子を見ることはできませんし、侵しん入にゆうしたり脱だつ出しゆつしたりすることもできません。そういう仕し様ようになっていると理り解かいしてください』

　声だけが届く、か。だから会話だけはできているんだな。

『さて、大事なのはここからです。テーブルの上には、１冊のノートがありますね？　皆みな様さまの目の前にあるそれは、「にじいろノート」と呼よばれるものです』

「にじいろノート？」

『はい。実はそのノートの中には、参加者様に関する「ゲーム開始時のデータ」が記き載さいされているのです』

　……データ、だって？

『どのページに、誰だれのことが記載されているのかは、直ちよく接せつご自身の目でお確たしかめになってください。名前、身長、体重、簡かん単たんな経けい歴れき、等々。初しよ期き装そう備びやスキルの性せい能のう、リミットについても書かれていますので、是ぜ非ひとも隅すみ々ずみまで読んでいただくことをオススメします』

　……レドの言葉を聞きながら、僕はまじまじと目の前のノートを見つめた。

　このノートの中には、参加者に関するデータが記載されている。つまり僕自身について書かれたページも、あるということだ。

　記き憶おくをなくした僕にとって、それは何よりも重じゆう要ような情報なんじゃないのか？

「もちろん、それだけじゃないんでしょ？」

　僕が一人で勝手に動どう揺ようする中、アリスがぶっきらぼうな口く調ちようで言った。

「ノートを読むだけで、このクエストが終わる、なんてわけないわよね？　これを使って、何かをするんでしょ？　早く教えてくれるかしら？」

『ご理り解かいが早くて助かります。アリス様のおっしゃる通り、皆様にはそのノートを読んだ後、ある問題に答えていただきたいのです』

　軽くセキ払ばらいをしたような音が聞こえてから、レドは言葉を続ける。

『問題はたったの１問ですが、お一人様につき、答えられるのは一度だけ。もしもその答えが間ま違ちがっていたら、その時点で解かい答とう者しやは即そくリタイアとなります』

「なっ!?」

「ちょ、ちょっと、何よそれ！」

　淡たん々たんと語られたその内ない容ように、僕とアリスはほとんど同時に驚おどろきの声を上げた。

『また、その問題を最初に解とかれた方が１位通つう過かとなり、その時点でゲームは終しゆう了りよう。残りの方は、等しく最下位として扱あつかわせていただきます。当然、罰ばつゲームはしっかり用意されていますわ』

　僕たちの反はん応のうとは対照的に、レドの口調は事務的で、無感情だ。

「……で？」

　その態たい度どが気に入らないのか、アリスは苛いら立だちを隠かくそうともせずに低い声で尋たずねる。

「問題の内ない容ようは？」

　その問いに対して、レドはあっさりと答える。

『きわめてシンプルな内容です。


　このゲームの黒くろ幕まくは誰だれなのか？



　皆みな様さまには、それを考えていただきたいのですわ』

　──レドがその問いを発した瞬しゆん間かん、部屋全体に緊きん張ちよう感かんが満ち渡わたった。

　黒幕は誰なのか、だって？

「どういう、意味だ……？」

『どうもこうもありませんわ。参加者様の中には黒幕がいて、それが誰なのかを当てることができれば、このクエストはクリアとなるのです。さあ、皆様がんばってくださいませ』

　そう言うなり、周囲には再び沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「……質しつ問もんよ」

　重苦しい静せい寂じやくの中、アリスがゆっくりと尋たずねる。

「リリィさんが黒幕なんじゃないの？」

『お答えできません』

「あの人はウソをついていたかもしれない、ということ？」

『お答えできません』

「逆ぎやくに引っかけで、あの人が本当に黒幕だということなの？」

『お答えできません』
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　レドは取り付く島もなく、顔を真っ赤にするアリスの様子が手に取るように伝わってきた。

　彼女の疑ぎ問もんはもっともだ。だって、リリィさんはついさっき、自分が黒幕だと告白したのだから。

　目の前に置かれたノートを読むまでもなく、『緑みどり山やまリリィが黒幕だ』と答えれば、それで問題は解かい決けつしそうな気もしてくる。

「──解かい答とう権けんは、一人につき一度だけなのよ」

　そんな僕の心しん境きようを見み透すかしたかのように、アリスは言葉を紡つむぐ。

「リリィさんは、『自分が黒幕だ』と名乗っただけに過すぎない。そんな状じよう況きようで、簡かん単たんには答えを出せないわよ」

　そう、だな。不正解なら即そくリタイアという状況で、安あん易いな結けつ論ろんを出すわけにはいかないか。

「──ノートを読んだ後に、問題に答えろって言ったわよね？　つまりこのノートの中に、ヒントになるような情報が書かれているってこと？」

『その通りです。実は「にじいろノート」の中には一箇か所しよだけ、「偽にせの情報」が書かれた部分があるのです。事じ実じつ無む根こんのウソ情報が記き載さいされた、その人物こそが、このゲームの黒幕なのですわ。どこに偽の情報が書かれているのかに気付けば、自おのずと真実に近づけるはずです』

「……それを早く言いなさいよね」

『聞かれませんでしたので』

　相変わらず無感情なレドの返答に、アリスのため息が聞こえてくるけど、気を取り直したのか、彼女はさらに言葉を続ける。

「参加者ごとに部屋を分けた意味が、ようやく分かったわ。他の参加者が妨ぼう害がいしてくることを防ふせぐため、と考えていいのよね？」

『はい。このクエストでは参加者様全員に、読書の権けん利りが与あたえられています。ご自分の情報を他の方に知られたくないからといって、力ずくで阻そ止しすることは許ゆるされていません。人間には誰だれにだって、知る権利があるのです！　学ぶ権利があるのです！』

　前まえ触ぶれもなく、熱を帯びた口く調ちようでレドは語っていたが、すぐに小さくノドを鳴らす。

『失礼、つい熱くなってしまいました。話を続けましょう。読書を終え、解かい答とうの準じゆん備びができた方は、こちらのボタンを押おしてください』

　言葉と共に、テーブルの奥おくから突とつ然ぜん何かがせり上がってきて、僕は目を丸くした。それは細長い台だい座ざのような物で、僕の胸むな元もとくらいまで来たところで、やはり突然その動きを止める。

　台座の上には、手のひらサイズのボタンが設せつ置ちされていた。

『このクエストに参加されている方全員が、そのボタンを押したとき、全てのノートとテーブルが消え去り、同時に各部屋の壁かべが一いつ斉せいにオープンされます。読書のスピードは人それぞれですので、その違ちがいによる差が生まれないように、という配はい慮りよでございますわ』

　さらりと語られた重じゆう要ような情報に驚きつつも、僕は注意深く耳を傾かたむけた。

『ようするに、解答の瞬しゆん間かんは全員平等に、ということですわね。ただし「その後」は、早い者勝ちです。重ねて言いますが、最初に正解した方が１位通つう過かとなりますので、ご注意を』

「壁がオープンしたのと同時に、黒幕だと思う人の名前を言えばいいってことかしら？」

『その通り……、なのですが、一いち応おう、手順があります』

　アリスの質しつ問もんに、レドはいつもの事務的な態たい度どで答える。

『必ず、「黒幕の名前は」と言ってから、人名を述のべてください。ただ単に名前を口にしただけでは、解答とみなされません』

「……誤ご答とうを防ふせぐ、という意味合いがあるのね？」

『はい。名前を言っただけで解答だと判はん断だんされては、まともな会話もできませんでしょうから』

　──二人の会話を聞きながら、僕はこれまでに語られた情報を頭の中でまとめてみた。


　①にじいろノートの中には、参加者全員に関する情報が記き載さいされている

　②黒幕が誰なのかを当てることができれば、クエストはクリアとなる

　③ノートの中のどこかには『偽にせの情報』が書かれており、その人物こそ黒幕である

　④解答の準じゆん備びができた人は、台だい座ざの上にあるボタンを押す

　⑤現げん在ざいの参加者全員がボタンを押せば、その時点でノートとテーブルは消え、壁も取り除のぞかれる

　⑥壁が取り除かれた後、最初に正解した人が１位通過となる

　⑦１位通過以外の人は、全員が最下位として扱あつかわれる

　⑧解答の際さいは必ず『黒幕の名前は』と言ってから人名を述べなければならない

　⑨答えが不正解の場合は即そく座さにリタイアとなる



　だいたいこういう理り解かいで合っている、と思う。

　色々とややこしそうだけど、まあでも、シンプルに考えるのなら、

『ノートを読み、ボタンを押し、問題に答える』

　僕たちがやるべきことは、この３つだけってことだ。

「質しつ問もんよ」

　と、そのときアリスが、はっきりとした声で疑ぎ問もんを口にした。

「このクエストに、時じ間かん制せい限げんはあるの？」

『ございません。先ほども申しましたように、読書のスピードは人それぞれですので。皆みな様さまはそれぞれのペースで、問題と向き合ってください』

「でも、答えが分からなかったらボタンを押おせない、というより、押すわけにはいかないわよね。間ま違ちがえたら即そくリタイアだし、他の人に先に答えられたら、自分の最下位が確かく定ていするわけだし。そういう場合は、答えが分かるまでずっと、この場所で考え続けてなきゃいけないってこと？」

『はい。時間制限はございませんので、じっくり考えてくださいませ』

「……一いち応おう聞いておくけど、即リタイアって、具体的にはどうなるの？」

『もちろん、衣服が全て、一いつ瞬しゆんにして弾はじけ飛びます』

「まあ、そうなるわよね」

『アリス様の疑ぎ念ねんはもっともです。間違えたら即リタイアというのは、確たしかにリスクが大きいですからね。しかし、ご安心ください。このクエストには１つだけ、スペシャルチャンスが用意されているのです』

「スペシャルチャンス？」

　唐とう突とつなレドの発言に、今度は僕が声を上げる番だった。

『はい、スペシャルチャンスです。「にじいろノート」を、裏うら返がえしてみてください』

　言われるがまま、僕は目の前のノートを手に取って裏返してみる。そしてその裏表紙を見た瞬しゆん間かん、かすかに眉まゆをひそめた。

　そこには真っ白な七しち芒ぼう星せいが、大きく描えがかれていたからだ。

『それこそがスペシャルチャンスです。大事なことなのでよく聞いてください。「ノートの中に書かれている誰だれか」を思い浮うかべながら、その七芒星に手を置くと、「その人物の記き憶おく」を読み取ることができるのです』

　記憶を、読み取る？

『内ない容ようはランダムですが、「その人物にとって、とても重要な記憶」を読み取れるように設せつ定ていされています。当然、その内容にウソはありません。偽にせの情報が書かれた人物であっても、読み取れる記憶は真実そのものです』

「……ちょっと待って」

　説明を聞きながら、アリスが制止の声をかける。

「それって、わたしの記憶も、他の人に見られるってこと？」

『はい、もちろんでございます』

「あ、あんた、いったいなんの権けん利りがあってそんなこと──」

『わたくしはただ、ゲームを進行しているだけですわ』

「……ええ、そうでしょうね。問い詰つめても意味がないってことくらい、分かってるわよ」

　気持ちを落ち着けるように、彼女は深しん呼こ吸きゆうをする。

「つまり、『あやしい』と思った人の真しん偽ぎを確たしかめたいのなら、その人のことを思い浮うかべながら、七しち芒ぼう星せいに手を置けばいい、ということね？」

『その通りでございます。ただし、スペシャルチャンスは一度だけです。同じ人の記き憶おくをもう一度読んだり、他の人の記憶に再さい挑ちよう戦せんすることはできません。誰だれの記憶を読み取るのかは、慎しん重ちように考えた上で決けつ断だんなさってください』

　言いたいことだけを言うと、レドは含ふくみ笑いをしたような音を漏もらす。

『他に質しつ問もんはありますか？　ありませんね？　それではこれより、第６のクエストを開始します。皆みな様さまの健けん闘とうをお祈りしていますわ』

　言葉と共に高らかなファンファーレが鳴り、やがて周囲には重い沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　僕を含ふくめ、誰だれも言葉を発したくないという心しん境きようなのだろう。

　それも当然だ。僕たちはこれから、『失しつ敗ぱいの許ゆるされない早はや押おしクイズ』に挑ちよう戦せんしなければならないのだから。







「とにかく」

　重い空気を振ふり払はらうように、アリスは少し大きな声を響ひびかせた。

「ここにあるノートを読んでいくしかないわね。その上で、何か分かったことがあれば、そのときに話し合いましょう。この空間には他者への妨ぼう害がいを防ふせぐための措そ置ちが施ほどこされているみたいだけど、こうやって会話ができている以上、相そう談だんや協力は禁きん止しされていないと考えていいわ。記き憶おくを読み取るという話はひとまず置いておくとしても、ノートを読んで気付いたことがあれば、お互たがいにその情報を共有しても構かまわないでしょ？」

「なるほど、確たしかに」

　思わぬ難なん題だいに頭を悩なやませていたけど、話し合えば何か新しいことに気付けるかもしれない。

「分かった、ひとまずノートを読んでみるよ。ブシドーちゃんも、それでいいかな？」

　虚こ空くうに目を向けながら、僕はブシドーちゃんに声をかけてみた。

　しかし、彼女からの返事はない。というより、さっきから言葉を発していないような気がするんだけど、いったいどうしたんだろう？

「ブシドーちゃん？　聞こえていたら返事をしてくれ！」

「ハ、ハイ！」

　僕の呼よびかけに応おうじて、虚こ空くうからたどたどしい声が届とどいてくる。

「よかった、君のところだけ音声が途と切ぎれた、というわけじゃないんだね」

「ア、アノ！」

　安あん堵どの息を吐はき出すと、彼女は慌あわてた様子で叫さけんだ。

「ノート、ヨメナイ！」

　ノート、読めない？　その言葉に、僕は眉まゆをひそめて視し線せんをさまよわせる。

「ど、どうして？」

「ノート、ヒラケナイ！」

　ノート、開けない？　彼女はそう言ったのだろうか？

「カル、スギル！　ページ、メクレナイ！」

「軽かる過すぎて、ページをめくれない？　……つまり、ノートを持とうとしても、弾はじき飛ばしてしまうってことかな？」

「ウ、ウン」

　やっぱりそういうことか。ブシドーちゃんはスキルを強化したおかげで、さらなる力を手に入れたけど、そのせいで、ノートをまともに扱あつかうこともできなくなったんだ。
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　おそらく今の彼女にとって、目の前のノートを手に取るのは、宙ちゆうを舞まう綿わた毛げをつかむくらいに、難むずかしいことなんだと思う。地面に落としてしまったノートを拾い上げることもできず、困こん惑わくしているであろうブシドーちゃんの様子がありありと浮うかんでくる。

「分かった。それじゃあひとまず落ち着いて、その場で待機していてくれるかな？　無理にノートを読もうとして、破やぶいてしまったりしたら、元も子もないし」

「ウン……」

　落ち込んだ様子の声が響ひびいてきて、こっちも心が苦しくなってくるが、さてどうしたものか。

「……そういえば、アリスはノートを読めるのか？　着ぐるみのせいで細かい手作業はできなかったと思うんだけど」

「ああ、うん、そうなんだけどね。さっきリリィさんからの『反はん撃げき』でダメージを受けて、脇わき腹ばらのところを破られたでしょ？　そこから無理やり、手を出すことができたのよ。ま、不幸中の幸いといったところかしら」

「ノートのページをめくる程てい度どなら、支し障しようは出ないってことか」

　もしかしたらアリスもノートを読めない、という可能性があったことを考えれば、リリィさんにとっては『不運な結果』なのかもしれない。

「つまり、ブシドーちゃんだけが『にじいろノート』を読めないということか……。一人だけ情報を得られないというのは、不公平だと思う。どうすればブシドーちゃんにも、ノートの中に書かれていることを伝えられるんだろう？」

「──音読して教えるっていうのはどう？　それならわたしたちがお互たがいに、同じ物を読んでいるのかどうかも確認できるでしょ？」

「……なるほど」

　考えてみれば、全員が同じノートを読んでいるかどうかなんて、確かく認にんのしようがないんだよな。

　僕とアリス、そしてブシドーちゃんの部屋には、それぞれ違ちがった内ない容ようのノートが置かれているという可能性を、今の時点では否ひ定ていできない。でも、そこに書かれている文章を声に出して読めば、その正せい否ひは確たしかめられるし、ブシドーちゃんにも内容を伝えることができる。

「よし、それでいこう。僕とアリスはノートを読んでから、その内容を声に出して伝えるよ。だからそれまで、ブシドーちゃんはそこで待っていてくれないか？」

「……マツ！」

　僕の提てい案あんに対して、ブシドーちゃんは快かい活かつな返事をしてくれた。

「それじゃあ、今から読書開始ってことでいいかな？」

「そうね。じゃあ、何か分かったら、またそのときによろしく」

「ああ、またそのときに」

　それだけを答えると、僕は口をつぐみ、目の前のノートへと向き直った。

　やるべきことが決まった以上、迷まよう余よ地ちはない。覚かく悟ごを決めた僕は、ノートの表紙に手をかけ、開いてみる。するとそこには、こういう内容の文章が書かれていた。








　赤あか咲さきアリス

　身長１５０センチ　体重47キロ

　初しよ期き装そう備び

　ブレザーの制せい服ふく　髪かみ留め　インナー　ハイソックス　ローファー

　ステータス

　ちから：☆☆　すばやさ：☆☆☆☆　きようさ：☆☆☆　かしこさ：☆☆☆☆

　センス：☆☆☆　こんじょう：☆☆　うんのよさ：☆☆☆

　スキル

　身体からだから生み出した鎖くさりでターゲットを縛しばり、その自由を奪うばうことができる

　拘こう束そくする範はん囲いは使用者がコントロールできる

　リミット

　拘束する対象は無機物、有機物を問わないが、他のターゲットを縛りたい場合は、現げん在ざい行われている拘束を解かなければならない

　拘束を行っている間、その対象とはダメージを痛いたみ分けすることになる

　拘束者と被拘束者のどちらがダメージを受けても、そのダメージは均きん等とうに分かち合う

　性格

　聡そう明めいな頭ず脳のうと高い行動力を持ち合わせているが、深読みしすぎてミスをすることも多い

　他人に対してはさっぱりとした態たい度どを貫つらぬいているが、親しくなった相手には束そく縛ばくしがち

　ただし自分の気持ちを素す直なおに表ひよう現げんできないため、その相手には上手うまく伝えられず、逆ぎやくに冷たく

　当たったり焼きもちを焼いたりする

　主な経けい歴れき

　赤咲家令れい嬢じよう誘ゆう拐かい事じ件けんの被ひ害がい者しや

　事件そのものは即そく日じつに解かい決けつしたが、その経けい緯いについては不明な点が多い

　被害者自身は『ヒーローが現あらわれた』と語っているが、該当する人物は現在も明らかになっていない






「ちょっと、何よこれ！」

　僕が読み終わるのとほとんど同時に、アリスの叫さけび声が聞こえてきた。

「性格って何よ、性格って！　こんなことまで、勝手に決め付けて書かないでよ！」

　個人情報を暴ばく露ろされた恥はずかしさからか、彼女は取り乱みだした口く調ちようで感情をあらわにする。

　その気持ちも分からなくはない。１ページ目からいきなり自分のことが書かれていたら、誰だれだって動どう揺ようするだろう。

　けれど、だからこそ僕は、口をはさまずにはいられなかった。

「アリス、念のために確かく認にんするけど、この記き述じゆつの中に間ま違ちがっている箇か所しよ、つまり『偽にせの情報』は、書かれているのか？」

「う……」

　その質しつ問もんに、アリスは軽いうめき声を漏もらすが、

「……合ってるわよ。正せい解かいの、大正解よ！」

　しかしすぐに、吹ふっ切れたような口く調ちようで彼女は続けた。

「図星だったから、腹はらが立っただけよ！　ただし、これはあくまでも、『わたしがそう言った』だけだからね！　信じない自由だって、あんたにはあるんだから、そこのところは──」

「分かってる、信じるよ」

「……えっ」

「念のために聞いただけで、今いま更さらアリスが黒くろ幕まくだなんて疑うたがってないよ。ここに書かれていることは全て真実。その確かく証しようを得たかっただけなんだ」

「……それはそれで恥はずかしいんだけど」

「へっ？」

「なんでもない！」

　よく聞き取れなかったので尋たずね返すけど、しかしアリスは声を荒あららげるだけで、それ以上は口を開こうとしなかった。

　その反はん応のうが気になりつつも、僕は再ふたたび本に視し線せんを落とし、内ない容ようを頭の中で整理する。

　目に留とまったのは、『主な経けい歴れき』の項こう目もくだ。

　第４のクエストで二人きりになったとき、アリスは『誘ゆう拐かいされた経けい緯い』について語ってくれた。

　そこに加えて、この記き述じゆつだ。誘拐事件は、本当に真実だったと受け止めていいのだろう。

「とにかく、本を読み進めていこう。アリスも、自分のペースでよろしく頼たのむ」

「……分かってるわよ」

　返事を聞きつつ、僕は再び本に手をかけ、ページをめくった。

　そしてそこに書かれていた名前を見て、思わずノドを鳴らす。

「シンゴ、か……」

　声を漏もらし、僕はその項目をゆっくりと追っていった。





　橙とう坂さかシンゴ

　身長１７２センチ　体重65キロ

　初しよ期き装そう備び

　長袖のＴシャツ　インナー　ジーンズ　ハイソックス　スニーカー

　ステータス

　ちから：☆☆☆☆　すばやさ：☆☆☆　きようさ：☆☆☆　かしこさ：☆☆☆

　センス：☆☆☆　こんじょう：☆☆☆☆☆　うん：☆☆

　スキル

　未来を予知することができる

　効果時間や発動のタイミングはランダムで、使用可か能のう数すうは１つのクエストにつき１度だけ

　リミット

　自身に関する記き憶おくが失われる

　ただしその記憶の一部は、能力を発動したクエストの終しゆう了りよう後ごに戻もどってくる

　全ステータス１レベルダウン

　性格

　やる気と根こん気きは人一倍あるが、無む鉄てつ砲ぽうで無計画

　後先を考えない言動には賛さん同どう者しやも多いが、同様に嫌けん悪おする者も多い

　主な経けい歴れき

　都内の私立高校に通っている






「……地味だな」

「地味ね」

　僕とアリスの声が、ほぼ同時に響ひびき渡わたる。その心の中には、おそらく二人とも落らく胆たんの思いに満ち溢あふれていたはずだ。だって、記き憶おくを失った僕に関する、なんらかの発見があるかもと期待していたのに、特に何もなかったのだから。

　スキルやリミットの内ない容ようはほとんど想そう像ぞうした通りのものだったし、性格や経歴についても、目新しい情報はない。というか、記き述じゆつ自体が少なすぎる。書くべきことなんてないということなのだろうか。だとしたら、どれだけつまらない人生を送っているんだ、僕は。

　もちろん、スキルやリミットが、想像した通りだったと『確かく認にんできた』ことは大きいけど、事じ態たいが進しん展てんしたわけではない以上、諸もろ手てで喜ぶこともできない。

　ただ、１つだけ気になったことはある。

「アリス、この『ステータス』っていうのは、もしかして……」

「このゲームの中における能のう力りよく値ちでしょうね。星の数が多いほど、より大きな力を発はつ揮きできる、と考えていいと思うわ。この手のゲームではよくある設せつ定ていね」

「なるほど」

　彼女の言葉に、僕は一人でうなずき、ノートを見つめる。

　だとすれば、やはり気になるのが、僕のリミットだ。

　全ステータス１レベルダウン。

　これはつまり、リミットがなければ、僕のステータスはもっと高い数すう値ちだったということになるのだろう。

　本来の僕なら、もっと活かつ躍やくできていたし、みんなの足を引っ張ぱることもなかったのかもしれない。

　そんな思いが、胸むねの奥おくに芽め生ばええてくる。

　……いや、それは考えても仕方がないことか。もしもの話をしたところで、過か去こを変えられるわけじゃないんだ。とにかく、僕自身に関する情報は分かったんだし、今はただ、目の前のノートに集中するのみ。だからひとまずは、全てのページを読んでみようか。

　そう思った僕は軽く頭を振ふると、ノートの端はしに手をかけた。

　このクエストを、攻こう略りやくするために。





　Kate=Yellowlight

　身長１３０センチ　体重30キロ

　初しよ期き装そう備び

　ロングコート　カッターシャツ　インナー　ハーフパンツ　ニーソックス　スニーカー

　サングラス　棒ぼう付きキャンディ×17　ハンドガン　専せん用ようの弾だん丸がん×77

　ステータス

　ちから：☆　すばやさ：☆　きようさ：☆☆☆☆☆　かしこさ：☆☆☆

　センス：☆☆☆　こんじょう：☆☆☆　うん：☆☆

　スキル

　受けたダメージを最大まで回かい復ふくさせる『ヒールショット』を撃うつことができる

　リミット

　弾丸は１発のみで、初期装備のハンドガン以外では使用することができない

　その弾丸にどんな効果があるのかを、射しや撃げきする対象に事前に伝えてはいけない

　もしもその効果を事前に伝えていた場合、『ヒールショット』は通つう常じようの弾丸として扱あつかわれる

　使用者は肉体が10歳さいの頃ころまで退たい行こうし、『ちから』と『すばやさ』の数すう値ちが１になる

　性格

　短気で手が早く、口が悪い

　効こう率りつ主しゆ義ぎ者しやで、非効率的なあらゆる物事を嫌けん悪おしている

　主な経けい歴れき

　エビルハンターズオンライン全米大会優勝

　エビルセイヴァーズオンライン全米大会準優勝

　エビルバスターズオンライン全米大会優勝







　緑みどり山やまリリィ

　身長１５９センチ　体重52キロ

　初期装備

　縁ふちなし眼鏡めがね　メイド服　インナー　オーバーニーソックス　革かわ靴ぐつ　手て鏡かがみ　デジタルカメラ

　ステータス

　ちから：☆☆　すばやさ：☆☆☆　きようさ：☆☆☆☆☆　かしこさ：☆☆☆☆☆

　センス：☆☆☆☆　こんじょう：☆☆☆☆　うん：

　スキル

　三桁けたまでならどんな数すう値ちでも表ひよう示じできる『チートダイス』を所持している

　このダイスは、使用者の手から離はなれた瞬しゆん間かんに思い描えがいた数字が、全ての面に浮うかび上がる

　リミット

　このスキルは一度しか使えず、表示された数字は永えい続ぞく的てきに固定される

　このスキルの使用者は『うん』のステータスがゼロになる

　性せい格かく

　ウソをつくことに生きがいを感じており、本心を表に出すことが少ない

　目的を達成するためならどんな試し練れんでも乗り越こえられる強い意い志しを持っている

　主な経けい歴れき

　10年前からメイドとして働いている







　青あお空ぞらミサオ

　身長１４０センチ　体重43キロ

　初しよ期き装そう備び

　セーラー服　髪留め　インナー　ハイソックス　運うん動どう靴ぐつ　日本刀

　ステータス

　ちから：☆☆☆☆☆☆☆　すばやさ：☆☆☆☆☆☆☆　きようさ：☆　かしこさ：☆☆

　センス：☆　こんじょう：☆☆☆☆　うん：☆

　スキル

　身しん体たい能のう力りよくが大おお幅はばに向上し、『ちから』と『すばやさ』のステータスが４ずつアップする

　リミット

　使用者は言葉を発することができない

　使用者は自身の素す性じようを他者に伝えることができない

　性格

　一いち途ずで真まっ直すぐで純じゆん粋すい

　自みずからの思いを貫つらぬき通す強固な信念を心の中に秘ひめている

　主な経歴

　都内の私立高校に通っている







　藍あい沢ざわルーシー

　身長１４５センチ　体重37キロ

　初期装備

　改かい造ぞう制服　スカート　ニーソックス　インナー　革靴

　ステータス

　ちから：☆　すばやさ：☆　きようさ：☆　かしこさ：☆

　センス：☆☆☆☆☆☆　こんじょう：☆　うん：☆

　スキル

　魔ま法ほうを使える

　使用可能な魔法は以下の通り

　①破は壊かい光線

　高火力の光線を指先から放つことができる

　②冷れい凍とう光線

　あらゆる物ぶつ質しつを凍こおらせることができる

　③復ふく元げん魔ま法ほう

　自分で破は壊かいした物質に限かぎり元の姿すがたに復元できる

　④光の槍やり

　効こう果か範はん囲いは狭せまいが、きわめて高い破は壊かい力りよくを持つ槍を投げることができる

　⑤一時具現化魔法

　どんな物体でも７秒間だけ、自身の側に具現化させることができる

　⑥永続具現化魔法

　永えい続ぞく的てきに、どんな物体でも具現化させることができる

　⑦マジカルコーディネート

　自みずからの見た目を思い通りにメイクアップできる

　リミット

　使用者は注意力と危き機き感かんがきわめて散さん漫まんになり、『かしこさ』の数値が１になる

　性格

　ほとんど直感だけで人生を渡わたり歩いている

　細かいことを考えるのが苦手で、迷まよったときには深く考えずに決けつ断だんし、後こう悔かいすることが多い

　主な経けい歴れき

　小学生の頃ころに見たアニメ『多た重じゆう人じん格かく魔ま法ほう少しよう女じよケルベロスちゃん』の大ファンで、そのアニメの

　影響を受けてオカルトに傾けい倒とうし始める







　紫し乃の宮みやシオン

　身長１６５センチ　体重59キロ

　初期装備

　スーツ　カッターシャツ　スラックス　インナー　ローソックス　革かわ靴ぐつ　手袋

　ステータス

　ちから：☆☆　すばやさ：☆☆　きようさ：☆☆　かしこさ：☆☆☆☆☆☆

　センス：☆　こんじょう：☆☆　うん：☆☆☆☆

　スキル

　何が起きても絶ぜつ対たいに破は壊かいされない『不ふ壊かいの仮か面めん』をかぶっている

　リミット

　使用者はその仮面を絶対に外すことができない

　仮面は鉄と同等の重さがあり、使用者はその行動の際さいになんらかの制せい限げんを受ける可能性がある

　性格

　頭ず脳のう明めい晰せきで優すぐれた洞どう察さつ力りよくを備そなえているが、好こう奇き心しん旺おう盛せいなため、チームワークを乱みだす身勝手な行

　動を起こし、他者に迷めい惑わくをかけることが多々ある

　主な経歴

　紫し乃の宮みや探たん偵てい事じ務む所しよの所長

　高校卒業後に起業し、以来、細々とした生活を送っている

　助手が一人いる












　　　第十二章




　　　１




「……ブシドーちゃん」

　全てのページを読み終わった僕は、顔を上げ、はっきりとした声で彼女の名を呼よんだ。

　ブシドーちゃんからの返事はなく、周囲には静せい寂じやくが満ちるばかり。

　だけど、それでも構かまわない。

「今までごめん、気付けなくって。君が自分の素す性じようを明かせなかったのは、リミットの影えい響きようだったんだね」

「！」

　その言葉に、彼方かなたから息を吞のむ音が伝わってくる。

『使用者は自身の素性を他者に伝えることができない』

　ブシドーちゃんは言葉を話せないだけでなく、別のリミットも背せ負おっていたんだ。

　おそらくリミットが緩かん和わされた後も、自分の本名を名乗ったり、指し摘てきされたことを認みとめたりすることはできなかったのだろう。

「多分、気付こうと思えば気付けたことだったんだと思う。それでも僕は、気付けなかった。そのせいで、心苦しい思いをさせてきたはずだ。だから謝あやまらせて欲ほしい。ごめん」

　ブシドーちゃんの目には映うつってないと分かっていながら、僕は深く頭を下げて、彼女への謝しや罪ざいの言葉を述のべた。

「ウウン！」

　そんな僕の耳に、やはり彼方かなたから叫さけび声が聞こえてくる。

「キニ、シテナイ！　ダイ、ジョウブ！」

　その主しゆ張ちようを言葉通りに受け止めちゃいけないってことくらいは、僕にだって分かる。

　それでも僕は、余よ計けいなことは言わず、

「──そっか」

　短く答えて顔を上げた。そして再ふたたび、虚こ空くうに向かって口を開く。

「アリス、そっちはどうだ？　僕は一いち応おう、全部読み終わったけど」

「ええ。わたしも今、読み終わったところ」

　するとすぐに返事が聞こえてきて、さらにアリスは続けた。

「音読するってことでいいのよね？　それぞれが一人ずつの情報を、交こう互ごに読み上げていくというのはどう？」

「よし、それでいこう。ブシドーちゃん、これから僕たちがノートを読んでいくから、聞き取れない箇か所しよがあったりしたら、そうだな、『ストップ！』って言ってくれ。そうしたらその部分を、もう一度読み直すから。それでいいかな？」

「ウン！」

　快こころよく応じてくれた声を聞いて、僕は一人でうなずく。

「じゃあ、わたしから読むわ。自分の情報くらい、自分で口にしたいし」

「分かった。よろしく頼たのむ」

　そうして僕たちは、ノートに書かれている文章を交こう互ごに読み上げていった。

　その間ブシドーちゃんは口を開かず、ただ黙だまって耳を傾かたむけるばかり。

「──助手が一人いる。以上よ」

　やがて最後の一文を読み上げると、アリスは軽く息を吐ついたようだった。

「アリス、ノートの中身に違ちがいはあったかな？」

「いえ、同じだと思うわ。もしかしたら、互いの読み上げてない項こう目もくが違ちがう可か能のう性せいはあるけど、さすがにそこまで心配する必要もないでしょう。そもそも人によって違う内容が書かれているノートを渡わたされていたら、クイズにならないし」

「そう、だよな。ブシドーちゃんは、何か気付いたことはあるかな？　たとえば、自分自身の情報に間ま違ちがってるところがある、とか」

「……」

　僕はそう問いかけるが、しかし彼方からは沈ちん黙もくが返ってくるだけだ。

「ブシドーちゃん？」

　再ふたたび名を呼よぶけど、やはりブシドーちゃんは返事をしない。何かあったのだろうか？

「そうじゃないでしょ」

　疑ぎ問もんに首を傾かしげていると、アリスが少し大きめの声で尋たずねた。

「『青あお空ぞらミサオ』に関する記き述じゆつ以外で、何か分かったことはある？」

　……あっ、そうか。ブシドーちゃんは、自分の素す性じようを他の人に伝えることができないんだ。だから、彼女自身の記述に間ま違ちがいがあるかどうかも、答えられない。

　言い換かえれば、彼女自身に関係ない質しつ問もんになら答えられるわけで、

「ナイ！」

　アリスの問いかけに、ブシドーちゃんは今度こそ軽けい快かいな声を上げた。

「ありがとう。何もないっていうのは、それはそれで貴き重ちような情報だし、助かったわ」

　微笑ほほえんでいるかのような声が聞こえてきて、彼女はさらに続ける。

「あんたは何か気付いたこと、ある？」

「……いや、僕の方も何もない。だって、記き憶おくがないんだから。自分自身のことすら、本当なのかどうかも分からないよ」

「そうよね。まあ、想定内だわ。結局、大きな手がかりはなしってことね。となると、あとは誰だれかの記憶を読むしかないわけか……」

　彼女の言葉を聞いて、僕はゆっくりと目の前のノートを裏うら返がえした。その裏表紙には七しち芒ぼう星せいが描えがかれており、同時に、レドが語った言葉を思い出す。

　ここに手を置けば、思い浮うかべた人の記憶を読み取ることができるんだよな。確たしかに、『偽にせの情報』をあぶり出す手しゆ段だんとしては有ゆう効こうだと思う。

「問題は、誰だれがどの記き憶おくを探さぐるか、ということね。一人につき１回しか試せない以上、『かぶる』のだけは避さけたいから、事前に決めておいた方がいいわ」

「……参加者が七人とも残っていれば、分ぶん担たんして、全ての記憶を読むこともできたんだろうな」

「ええ。けれど、現げん実じつにはそうじゃない。今はこの三人で、やれることをやるしかないわね」

「ああ、分かってる。ブシドーちゃん、目の前にあるノートは、どんな状じよう態たいかな？」

「ジョウ、タイ？」

　僕の問いに、ブシドーちゃんはきょとんとした声を上げる。

「ノートを開くことができなくて、地面に落としたんだよね？」

「ウ、ウン」

「じゃあ、そのノートは表紙か裏表紙の、どちらが上向きになってる？　つまり、七芒星のマークが見えるかどうかを知りたいんだ」

「……ミエル！」

「そっか。ということは、ブシドーちゃんも記憶を読めるって考えていいのかな？　手を置くだけなら、力を込こめる必要はないし、ノートも弾はじかれたりはしないだろうし」

「……タブン！」

　迷まよいの色が混まじりつつも、ブシドーちゃんはそう答えてくれた。

「よし、それじゃあ誰がどの記憶を探るのか、決めていこうか。最さい優ゆう先せんで見るべきは、やっぱり、リリィさんの記憶だろうな。僕たち全員のリタイアを画かく策さくし、自みずからを黒くろ幕まくだと名乗った彼女のことを、探さぐらないわけにはいかないし」

「そのことなんだけど、わたしから提てい案あんがあるわ」

　と、僕の発言をさえぎって、アリスが言葉を発した。

「わたしたち三人で、それぞれの記憶を見るというのはどう？」

「へっ？」

　その意外な申もうし出に、僕は高い声を漏もらす。

「僕たち三人で、それぞれの記憶を？　具体的には、どういう──」

「わたしがシンゴ君、シンゴ君がブシドーちゃん、ブシドーちゃんがわたしの記憶を見る、ということよ」

「えっ……、い、いや、ちょっと待ってくれ。リリィさんはどうするんだ？　あの人の記憶を見るのが、一番大事なんじゃないのか？」

「言いたいことは分かるわよ。だからこそ、聞いて。わたしの考えていることを」

　軽く息を吐はくと、アリスは強い口く調ちようで言葉を続けた。

「これはあくまでも可能性の話で、確かく証しようはないんだけど、本当の黒幕は、まだゲームを続けている参加者の中にいると思うのよ。だってゲームの主しゆ催さい者しやが、その途中でリタイアするなんて考えにくいじゃない」

「ああ、それはまあ、確たしかにそうだけど……。つまり、僕やブシドーちゃんが黒幕かもしれない、と思ってるってことか？」

「付け加えるのならば、わたしもね。あんたやブシドーちゃんからすれば、わたしが黒くろ幕まくだという可か能のう性せいを、完全には否ひ定ていできないでしょ？」

「いや、それは──」

「可能性の話って言ったでしょ。感情的な問題は排はい除じよして考えて」

「……言い分は分かった。だけど、それじゃあなぜ、リリィさんの記き憶おくを見ないんだ？　可能性で言えば、あの人が最も疑うたがわしいんだから、除外するのはおかしくないか？」

「だからこそ、よ。リリィさんが黒幕だという可能性が、一番高いからこそ、『他の可能性』を潰つぶしておきたいの。わたしたち三人がそれぞれの記憶を見れば、疑いは晴れるでしょ？　そうなれば、残るはリリィさんだけ。つまりあの人の記憶は、見るまでもないってことよ」

「……四人のうちの三人が『白』だと分かれば、残る一人は『黒』だということか」

「そういうこと。もちろんそれは、リリィさんが本当に黒幕だったらの話だけどね。お互たがいに記憶を見合った結果、わたしがあんたを黒幕だと糾きゆう弾だんする可能性はあるし、それ以外の可能性もある。当然、わたしはわたしが黒幕じゃないことを知っているから、たとえばブシドーちゃんがわたしを糾弾した場合、わたしは『ブシドーちゃんこそが黒幕だ』と疑うのだけれど」

「……どうしてだ？」

　一息つく彼女の声を聞きながら、僕は拳こぶしを握にぎり締しめる。

「どうして、僕がブシドーちゃんの記憶を見なきゃいけないんだ？　僕はブシドーちゃんのことを、もう疑ってない。そりゃあ、これまでには色々あったけど、もう疑わないって決めたんだ。彼女は絶ぜつ対たいに、黒幕なんかじゃない。そう信じてるんだ」

「でも、あんたには記憶がないんでしょ？」

「ん、それは……」

「『ブシドーちゃんが黒幕だと思い出す可能性』を、今の段だん階かいで完全に否定できる？」

　……アリスの発言に対して、僕は何も言い返せなかった。

「あんたはブシドーちゃんのことを、覚えていない。だから記憶を見る。一方、ブシドーちゃんはわたしのことは知らない。だから記憶を見る。そしてわたしは、あんたのことを知らない。だから記憶を見る。『可能性を潰す』アイデアとしては、ベストだと思うんだけど、どうかしら？」

　周囲には重い沈ちん黙もくが訪おとずれる。確たしかにアリスの提てい案あんした通りなら、『かぶる』のも避さけられるだろうし、ケイトの言葉を借りるのなら、『効こう率りつがいい』試みだとは思う。ただ、本当にリリィさんの記憶を見なくてもいいのだろうか？　そこだけがどうしても引っかかるんだ。

「わたしは何も、いじわるで言ってるんじゃないわよ」

　返事がないことに痺しびれを切らしたのか、アリスは言葉を続けた。

「今はリタイアするかどうかの瀬せ戸と際ぎわで、わたしたちは三人分の記憶しか探さぐれないの。だから、そうするしかないって話をしてるのよ」

　ああ、分かってる。僕たちは合わせて三人分の記憶しか……。

　──いや、待てよ。三人分の記憶しか探れない？

「……違ちがう、四人だ」

「えっ？」

「僕がフラッシュフォワードを使えば、もう一人、増ふやせるんじゃないか？」

　天てん啓けいのように降ってきた閃ひらめきが、脳のう裏りを駆かけ回っていく。

「七しち芒ぼう星せいに手を置く寸すん前ぜんでスキルを発動すれば、『記き憶おくを探さぐったという未来』を見ることができると思うんだ。当然、実じつ際さいの僕は七芒星に触ふれていない。だから一人１回の制せい限げんも消費しない。つまり、僕だけは二人分の記憶を探れるはずなんだ」

　やってみないことにはなんとも言えないけど、スキルを強化したおかげで効こう果か時じ間かんは倍に伸のびたんだ。成せい功こうする可か能のう性せいは高いと思うし、試してみる価か値ちはあるだろう。

「ようするに、アリスの提案に乗るってことさ。ただし、僕はスキルを使って、ブシドーちゃんの記憶を探る。もしもその試みが失しつ敗ぱいしたら、そのときは仕方がない。今度は本当に、七芒星に手を触れるだけだ。でも成功した場合は、その後にリリィさんの記憶も探らせて欲しいんだ。そうすれば僕の中での不安は取り除のぞける、と思う」

「……分かったわ。リスクを減へらせるのならそれに越こしたことはないし、その案でいきましょう」

「ブシドーちゃんは、どうかな？　勝手に話を進めちゃってるけど、もしも嫌いやなら──」

「モンダイ、ナイ！」

　言葉の途と中ちゆうで、ブシドーちゃんの元気な返事が聞こえてきた。

「ダイ、カンゲイ！」

　……大だい歓かん迎げい、か。

「それじゃあ、やってみましょう。何か分かったら、ちゃんと教えてね」

「ああ」

「ウン！」

　アリスの呼よびかけに答えて、僕はノートを見つめる。裏うら表びよう紙しに描かかれた七芒星の上に、ゆっくりと手を近づけ、頭の中ではブシドーちゃんのことを思い浮うかべた。

　──彼女がアリスの提てい案あんを快かい諾だくしたのは、きっと、僕に自分のことを知ってもらいたいからなのだろう。自みずからの素す性じようを明かせないブシドーちゃんにとって、これは絶ぜつ好こうの機会なのだから。

　他人の記憶を覗のぞくことへのためらいはあるけど、ゲームを攻こう略りやくするため、そして大歓迎だと言ってくれたブシドーちゃんのためにも、僕は気持ちを奮ふるい立たせ、彼女の心に触ふれることを決意する。

　手のひらを七芒星の間近まで迫せまらせた、そのとき、

「！」

　目を見開き、スキルを発動させた。

　刹せつ那な、脳のう裏りに電でん撃げきが走り、意い識しきは純じゆん白ぱくに染そまっていく──。








　件名：橙とう坂さかシンゴを預あずかかっている



　そのメールが届とどいたのは、橙坂先せん輩ぱいが学校を無む断だん欠けつ席せきした日の、放課後のことだった。

　自じ由ゆう奔ほん放ぽうな人だから、誰だれにも行き先を告げずに行方ゆくえをくらますことはこれまでにも何度かあったみたいで、今のところ大きな騒さわぎになっていない。

　けど、私は気が気じゃなかった。だって、私に何も言ってくれなかったのだから。

　うぬぼれているわけじゃないけど、でも、稽けい古こがある日なのにいつもの『日課』をすっぽかした以上は、何か連れん絡らくがあってもいいはずなんだ。それなのに、どうして……。

　言いようのない不安を胸むねに抱えたまま、それでも私はいつものように、道場へと向かい、

「えっ!?」

　その道の途と中ちゆうで、不意に鳴り響ひびいた携けい帯たいを取り出し、メールのタイトルを見た瞬しゆん間かん、脇わき目めも振ふらずに画面を注ちゆう視しした。

　周囲がオレンジ色に染まる中、両手で携帯を持ち、そこに書かれていた文章を見つめる。


　橙坂シンゴを助けたければ、以下の指し示じに従したがえ

　①株式会社プリズムから送られてくるメールを受信する

　②同メール内にて紹しよう介かいされる『ラッキーレインボウ』に参加する

　③この件けんを誰だれにも口こう外がいしない

　このいずれかが守られなかった場合、彼の無事は保ほ証しようしない



　唐とう突とつな内ない容ように困こん惑わくしながらも、私は頭を振り、そのメールに対して返信の内容を綴つづった。


『あなたは誰ですか？　本当に先輩がいるのなら、その姿を見せてください』



　メールを送信した直後、再ふたたび私の携帯が鳴り響く。送られてきたそのメールの本文には何も書かれておらず、ただ１枚まい、写真が添てん付ぷされているだけ。

　そこには、全身を拘こう束そくされた橙とう坂さか先せん輩ぱいが写うつっていた。

　気を失っているのか、両目は固く閉とざされている。背はい景けいは薄うす暗ぐらく、場所の特定もできそうにない。

「どうして、こんなことに……」

　頭の中に浮うかんだ思いが、そのまま口からこぼれ出る。しかしすぐに口へ手を当て、周囲に目を向けた。

　幸いにも近くには誰もおらず、私は安あん堵どのため息を漏もらす。何がどうなっているのか分からないけど、このことが誰かに知られたら、先輩は無事では済すまなくなるかもしれないんだ。うかつなことを口走るわけにはいかない。

　心を落ち着けるため、携帯を胸むねに当て、大きく息を吐はく。

　それから意を決して、送られてきた２通のメールを、どちらも削さく除じよした。

　この携帯を落として他の人の手に渡わたるという可能性も、ゼロではない。目に見える証しよう拠こは消しておく必要があるだろう。

　するとその刹せつ那な、またもや新たなメールが届とどく。

　タイトルは短く『※当選のお知らせ』とだけあり、本文にはこのような内容が書かれていた。




　このたびは『ラッキーレインボウ』のクローズドベータテストにご応おう募ぼいただき、まことにありがとうございます。

　厳げん正せいなる抽ちゆう選せんの結果、あなたはテストプレイヤーとして当選されました。

　おめでとうございます！

　是ぜ非ひともこの機会に参加していただき、貴き重ちようなご意見をいただければ幸さいわいです。

　エントリーページはこちらになっています。





　クローズドベータテストに参加する






　会員登録を完かん了りようすれば、すぐにテストプレイを始めていただけます。

　あなた様のご参加をお待ちしています。








株式会社　プリズム　　　　　　　






　──これに参加しろ、ということか。

　見るからにうさんくさい文面だったけど、私は迷まよわず『参加する』を押おした。

　ためらう理由なんてどこにもない。

「うっ！」

　するとその瞬しゆん間かん、画面から強きよう烈れつな閃せん光こうが弾はじけて、目の前が真っ白になる。

　薄うすれゆく意い識しきの中、視し界かいの隅すみに人ひと影がげが映うつったような気がして──、

「！」

　目が覚めたとき、私は見たこともない部屋に閉とじ込こめられていた。

　すぐさま身体からだを起こし、周囲を眺ながめる。

　全体を灰はい色いろに彩いろどられた、簡かん素そな部屋。窓まどもなく、外の様子は不明。

　ここがどこなのかは、さっぱり分からない。分からないけど、でも間ま違ちがいなく、橙とう坂さか先せん輩ぱいはこの近くにいる。そんな確かく信しんが、胸むねの中に芽め生ばえていた。

　だって今、私の置かれている状じよう況きようは、先輩の失しつ踪そうと関係しているはずだから。そう考えなければ、この異い常じような事じ態たいに説明がつかない。

　多分、橙坂先輩は事じ件けんか何かに巻まき込まれたんだ。悪い人たちに捕つかまり、ひどい目に遭あわされて、もしかしたらその際さいに私の名前を漏もらしたのかもしれない。だからあのメールは、私の元へと届とどいたんだと思う。

　もしそうだとしたら、先輩の居い場ば所しよを知り得るのは、私しかいない。私や先輩を拉ら致ちしたであろう人たちの、その目的は分からないけど、外部からの協力は期待できないと考えておくべきだ。胸の奥おくから煮にえたぎる思いが沸わき上がってきて、私は拳こぶしを握にぎり締しめる。

　そのときふと、左手に違い和わ感かんを覚えて視線を落とし、目を見開いた。一ひと振ふりの日本刀が握られていたからだ。

　驚おどろきのあまり声を上げようとして、

「っ!?」

　今度は、言葉を口にできないことに気付く。

　訳わけが分からず困こん惑わくしつつも、けれど同時に、『その状じよう態たい』が自然だという感覚も胸の中に広がっていき、思考は少しずつ冷静さを取り戻もどしていった。

「……」

　気持ちを落ち着かせてみて、さらに分かったのが、全身にみなぎる強い力だ。

　常じよう人じん離ばなれした身体能力が、この身には備そなわっている。理り屈くつではなく感覚で、そのことが理解できたんだ。

　ゆっくりと視し線せんを動かし、自分が寝ねていたベッドに目を向ける。そのベッドを、何なに気げない動作で蹴けり上げてみた。

　常じよう識しき的てきに考えれば、そんなことをしても私の足が痛いたいだけで、ベッドはピクリとも動かないはず。

　でも実じつ際さいにはそうならず、ベッドはいとも簡かん単たんに跳はね上がり、天てん井じようへと叩たたき付けられた。

　盛せい大だいな音を響ひびかせて、ベッドだった残ざん骸がいは地面へと落ちてくる。

「──！」

　その塊かたまりに向かって、私は刀を一いつ閃せん。

　刹せつ那な、その塊は真っ二つに切り裂さかれ、細かな破は片へんとなって転がり散らかった。

　目の前の光景に戸と惑まどいながらも、心の中には晴れやかな気持ちが広がっていく。

　私は、力を手に入れたんだ。とてつもなく大きな力を。

　これほどの力があれば、きっと先せん輩ぱいを助けることができる。

「……」

　顔を上げ、出口へと向かう。深しん呼こ吸きゆうをしてから、私はドアノブへ手をかけた。

　──２年前のあの日、校内一の問もん題だい児じだった私を、橙とう坂さか先せん輩ぱいは救ってくれた。

（青あお空ぞらミサオの人生は、もっともっと面おも白しろくなるはずさ！）

　そう言ってあの人は、私を剣の道へと導みちびいてくれたんだ。

　だから、今度は私の番だ。

　この先に何が待ち受けていても、必ず先輩を守ってみせる。

　きっとそれが、私に課せられた使命だから。




　　　２




「──『白』だ」

　意い識しきが戻った瞬しゆん間かん、僕の口から漏もれたのは、そんな言葉だった。

「ブシドーちゃんは、『白』だ。黒くろ幕まくなんかじゃない。僕を助けるために、このゲームに巻まき込こまれたんだ」

　ついさっき見えた、あの様々な記き憶おくは、間ま違ちがいなくブシドーちゃんのものだ。だとすれば、彼女は絶ぜつ対たいに黒幕じゃない。だって、僕が拉ら致ちされたからこそ、ブシドーちゃんはこのゲームに参加したんだから。

「ごめん、ブシドーちゃん。僕のせいで、こんなゲームに巻き込んでしまって」

「チ、チガウ！」

　うなだれる僕の頭に、ブシドーちゃんの声が降ふり注ぐ。

「ワタシノ……、ジブンノ、キモチ！」

　自分の、気持ち……。そうか、そうだよな。

　たとえ原げん因いんが僕にあったとしても、ゲームへの参加を決めたのは、彼女自身の意い志しなんだ。その気持ちだけは、否ひ定ていしちゃいけない。

　だとしたら、伝えるべき言葉は『ごめん』じゃない。顔を上げ、ありったけの思いを込こめて、僕は言った。

「ありがとう」

「……ハイ！」

　ブシドーちゃんの明るい声が返ってきて、僕の顔は思わずほころぶ。

「そうだ、ブシドーちゃんは？　何か分かった？」

「ウン！」

　問いかけると、彼女は軽やかに答えた。

「アリス、シロ！」

「アリス、白……。つまり、黒幕じゃないってことか？」

「オナジ、ワタシト！」

　ブシドーちゃんと同じ？

「もしかして、このゲームに参加させられた瞬しゆん間かんが見えたのか？　あの灰はい色いろの部屋で、目が覚めた瞬間が？」

「ソウ、ソレ！」

　僕の疑ぎ問もんに、彼女はまたもや快かい活かつに答える。僕もブシドーちゃんも、それぞれ『拉ら致ちされた瞬間』の記き憶おくを見ているということか。

「アリスは、どうだ？　何が見えた？」

　そのまま僕は、アリスにも声をかける。彼女は僕の記憶を見たはずだ。その中で、僕がどんな振ふる舞まいをしていたのかが、気になっていたんだ。記憶を失った僕にとって、アリスの得た情報は、自分自身を知る上での貴き重ちような手がかりになるはずだから。

「……」

　しかし、虚こ空くうからは無言が返ってくるのみ。

「アリス？」

　首を傾かしげ、もう一度呼よびかけると、

「……やっぱり、あんただったのね」

　今度は消え入るような声が聞こえてきた。

　やっぱりって、どういうことだ？

「アリス、どうしたんだ？　何かあったのか？」

「──あ、いや、違ちがうの。今のは、その……」

　アリスは口ごもりつつも、すぐに小さくセキ払ばらいをする。

「……見たわよ、あんたの記き憶おく。あれは作り物なんかじゃなくて、まず間ま違ちがいなく、本当にシンゴ君の記憶。そう思えるような内ない容ようだったわ」

　そう言った直後、声のトーンを小さくして、彼女は言葉を続けた。

「でも、その記憶は、今回の件けんには全く関係ないことだったの。だから、はっきりとしたことは何も言えないわ」

「そ、そうなんだ」

「……それでも、わたしは信じる。シンゴ君は、『白』よ」

　落らく胆たんしかけた僕に向かって、アリスは言う。

「だって、あの記憶が本当なら、あんたが黒くろ幕まくなわけないんだもん」

「それって、どういう……？」

　僕は眉ひそをひそめるが、彼女は言葉を途と切ぎれさせ、何かを考えているようだった。

「……ごめん、気持ちの整理が追い付かない。後で必ず説明するから、少し時間をちょうだい」

「──ああ、分かった」

　実じつ際さいには何も分かってないんだけど、アリスの中では思うところがあるのだろう。だったら今は、これ以上問い詰つめても仕方がない。いずれにせよ、彼女は僕を『白』だと言ってくれたんだ。その言葉は信じたい。

「情報を整理しよう。ブシドーちゃんから見ればアリスは『白』で、アリスから見れば、僕は『白』。そして僕から見れば、ブシドーちゃんは『白』だ。ということは、これで『三人の中に黒幕はいない』と証しよう明めいされた、と考えていいんだよな？」

「そう、ね……。お互たがいの疑うたがいは晴れた、と思う」

「となると、あとはリリィさんだけか」

　僕は視し線せんを落とし、再ふたたびノートに描えがかれた七しち芒ぼう星せいを見つめる。スキルの利用に成せい功こうしたおかげで、僕はもう一度、記憶を探さぐることができるはずだ。

「それじゃあ予定通り、今からリリィさんの記憶を見るよ」

「ウン！」

「任まかせたわ」

　二人の返事に無言でうなずき、手のひらをノートに近づけた。

　これで全てが分かる。そう信じて、ゆっくりと右手を七芒星の上に置く。

　その瞬しゆん間かん、電でん撃げきが走ったような感覚と共に、僕の意い識しきはノートの中に吸すい込こまれていった。







　──赤あか咲さきアリスの身み柄がらを確かく保ほできた時点で、計画は成功したも同然だった。

　最初の『参加者』である彼女は過か去こに誘ゆう拐かいされた経けい験けんから、常つねに警けい備びは厳げん重じゆう。本人の警けい戒かい度ども高く、『参加をうながす』のも至し難なんの業わざだった。

　しかしそれは、言い換かえれば、彼女を落とせるのなら他の人も大だい丈じよう夫ぶということでもある。

　性別や国内外は問わない。我わが社の持つ財ざい力りよくと権力を駆く使しすれば、たとえその相手が、海を越こえた先にいようとも、やってやれないことはないのだ。

　参加者は私を含めて七名。赤あか咲さきアリス以外の全員の所しよ在ざいもすでに明らかになっている。その誰だれもが、ゲームを成せい立りつさせるために必要な存在だ。

　……ただ、紫し乃の宮みやシオンを参加させるべきかどうかは、今でも少し迷まよっている。

　ゲームを引っかき回してもらうためには、完全な部外者の存在が不ふ可か欠けつ。縦たても横も繫つながりが薄うすく、社会的な影えい響きようの小さい人間を厳げん選せんした結果、最さい適てきだったのがあの人だった。

　紫乃宮シオンには『ノイズ』をまき散らしてもらい、全員を誤あやまった方向に導みちびいてくれることに期待しているが、しかし、あれでも一いち応おうは探たん偵ていだ。目立った実じつ績せきがないからといって、油ゆ断だんしていると手て痛いたい仕打ちを食らう可能性がある。そこだけが引っかかってはいるのだけど……。

「──杞き憂ゆう、ですね」

　誰もいない部屋で、一人つぶやく。

　確たしかにリスクはある。が、そんなものを恐おそれていては、計画を遂すい行こうすることなんてできない。

　あの探偵にはすでに匿とく名めいでの依い頼らいを出しているから、キャンセルするとかえって怪あやしまれて、足が付く可能性もあるし、今から別のターゲットを探さがす時間もない。

　それに他の人はともかく、紫乃宮シオンだけは絶ぜつ対たいに真相へとたどり着けないのだ。多少の不安は吞のみ込んで、予定通りに事を進めるべきなのだろう。

　いずれにせよ、あの探偵のことは後回しだ。次なるターゲットは、もう決まっている。

　橙とう坂さかシンゴ。

　赤咲アリスに比くらべれば警けい戒かいも薄うすく、確かく保ほすること自体は容よう易いで、きわめてイージーな一件けんだと思う。ただし、彼は絶ぜつ対たいに欠かすことができない最さい重じゆう要よう人じん物ぶつであり、失しつ敗ぱいが許ゆるされない以上、確保のためには万全を期きす必要がある。

　だとするなら、私自みずからが直ちよく接せつ出向かなければならないのだろう。この重要な役目を他の者に任まかせるわけにはいかない。彼には果たしてもらうべき『仕事』があるんだし。




　赤咲アリスを確保した翌日、私は彼の自じ宅たく付近で待ち伏せて、下校してきたところを狙ねらい撃うつように飛び出して、言った。

「シンゴさん？　お久ひさしぶりです！」

「えっ？」

　彼は一いつ瞬しゆん、目を丸くしたが、しかしすぐに表情を明るくして、

「もしかして、リリィさんですか？　お久しぶりです！」

　そう言って駆かけ寄より、私の顔をまじまじと見つめる。

　私はにこやかな笑みを浮うかべて、軽く頭を下げた。

「五年ぶりですね。お元気そうで何よりです」

「リリィさんこそ、相変わらずお綺き麗れいで、素す敵てきです」

「あらあら、お世せ辞じですか」

「い、いえ、あの頃ころと全然変わってなくて、本当にびっくりしました。えっとそれで、いったいどうしたんですか？」

「はい。実はシンゴさんに用事があって、ここまで来たんです」

「へっ？」

「ちょっとしたお願いを、引き受けていただきたいのですよ」

「は、はあ。お願い、ですか」

「シンゴさんの様々なご活かつ躍やくは、ずっと拝はい見けんさせていただいてました。これはあなたにしかできない、とても重要なお仕事です。どうか引き受けていただけると助かります」

　そう言って私は懐ふところから携けい帯たいを取り出し、その画面を彼に向けた。その瞬しゆん間かん、携帯の画面はまぶしい輝かがやきを放つ。

「うっ！」

　彼は手で顔を覆おおい、その様子を私は笑顔で見つめ──。

　……意い識しきはそこで途と切ぎれた。







「──真っ黒じゃないか！」

　覚かく醒せいした意い識しきの中、真っ先に浮うかんできた思いを、僕はそのまま口に出す。

「ど、どうしたの？」

「あっ、いや、ごめん、大だい丈じよう夫ぶだ」

　アリスの心配そうな声を受け、僕は慌あわてて顔を上げて、彼女に答えた。

　自分でも、動どう揺ようしているのがはっきりと分かる。頭の片かた隅すみでは、まだ信じていたんだ。何かの間ま違ちがいじゃないかって。

　でも、あんな記き憶おくを見せられた以上、もはや疑うたがう余よ地ちはないのだろう。

　緑みどり山やまリリィこそが、このゲームの黒くろ幕まくなんだ。

　しかも、どうやら僕は、彼女と知り合いらしい。いったいどういう関係なのかは分からないけど、そのことはアリスとブシドーちゃんにも、ちゃんと伝えておかなきゃいけないよな。

「二人とも、聞いてくれ」

　そう言って僕は、さっき見た記憶の詳しよう細さいを、自分なりの言葉で伝えた。

「……というわけで、リリィさんが黒幕なのは、まず間違いない。そしてそんな彼女と、僕は以前から面めん識しきがあったらしいんだ」

　包つつみ隠かくさず話すと、軽く頭を振ふってから言葉を続ける。

「そのことがこのゲームの真相にどう関係しているのかは分からないけど、とにかく僕は、リリィさんと親しげに話していた。それだけは確たしかだ」

「ふうん……。まあ、想定内よね」

「えっ」

　僕の発言に、アリスはあっさりとした返事で答えた。

「想定内？　僕とリリィさんが、知り合いだってことが？」

「これまでの経けい験けんを踏ふまえて、考えてはいたのよ。このゲームには、『橙とう坂さかシンゴの知り合い』が集められてるんじゃないかって」

　僕の知り合いが、集められている？

「実じつ際さい、ブシドーちゃんはあんたの知り合いなんでしょ？　それに、わたしだって……。だったら、リリィさんとあんたに面めん識しきがあったとしても、おかしなことではないと思うわ」

「じゃ、じゃあ、ケイトや、ルーシーや、シノミヤも、僕の知り合いだってことか？」

「そこまでは分からないわよ。けれど、リリィさんの記き憶おくの中では、あんたは『絶ぜつ対たいに欠かすことができない最さい重じゆう要よう人じん物ぶつ』だと思われていたんでしょ？　つまり少なくとも向こうは、あんたのことを知っているってことよ」

　……アリスの言葉を聞きながら、僕はふと、かつてシノミヤが言ったことを思い出していた。

（ケイト君がテストプレイヤーに選ばれたのは、決して偶ぐう然ぜんなんかではない。そこには黒くろ幕まくの都合や、なんらかの意図が込こめられていると考えるべきだろう）

　シノミヤのあの想像は、間ま違ちがってはいなかったということか？　ケイトが参加者に選ばれたのは必然であり、もしかしたらそこには、僕も関係している？

「ま、何が目的なのかは分からないにしても」

　頭の中がこんがらがる僕に、アリスは声をかけてくる。

「リリィさんが黒幕だということは確かく定ていね。彼女がわたしたちを拉ら致ちして、ゲームを始めた。そう考えていいはずよ」

「あ、ああ。僕も同意見だ」

　僕自身の素す性じようやみんなとの関係は、このゲームをクリアして、記憶が戻もどれば、きっと全てが明らかになるのだろう。そのためにも今はゲームを進めることが先決。胸むねの中のモヤモヤは、ひとまず脇わきに置いておくべきだ。

「……ノートの中にある『偽にせの情報』って、リリィさんの項こう目もくに書かれてたってことだよな？　いったい何がウソだったんだろう？」

「経けい歴れきじゃないかしら？　メイドとして働いている、と書かれているけど、具体的なことには何も触ふれられてないし、最初に読んだときも、なんだかふわふわっとした印象を受けたのよね」

「つまり、あの人はメイドじゃないってことか」

「おそらくね。実際には何をやってるのかは分からないけど、これだけの大おお掛がかりなゲームを用意できるんだから、よっぽどの大金持ちなんでしょうね」

「このゲームを作った会社の、重役か何か、とか？」

「おそらくそんなところでしょう。いずれにしても、結けつ論ろんは出たわね。ボタンを押おす前に確かく認にんしておくわ」

　疑ぎ問もんに頭をひねらせていると、アリスは言葉を続けた。

「今回も、全員同点での１位通つう過かを狙ねらうってことでいいのよね？」

「えっ」

　その一言に、僕は思わず声を漏もらす。

　そうだよな。黒くろ幕まくを突つき止めることに必死でそこまで頭が回っていなかったけど、このクエストでも僕たちは、順位を競きそわなきゃいけないんだ。ならば当然、全員同点での決着を狙うべきなんだけど……。

「でも、可か能のうなのか？」

「簡かん単たんよ。三人同時に、黒幕の名前を言えばいいだけなんだから」

「……あっ」

　そうか、確たしかにその通りだ。情報を共有すれば、全員が同じ答えにたどり着けるんだから、競い合う必要なんてない。

「ボタンを押おし、みんなと合流して、タイミングを合わせて、黒幕の名前を口にする。それで全て上手うまくいくってことか」

「厳げん密みつな判はん定てい、じゃなければだけどね。レド、質しつ問もんよ」

『はい、なんでしょう』

　アリスの呼よびかけに応おうじて、すぐさまレドの声が響ひびいてくる。

「二人以上の人が同じ答えをほぼ同時に言った場合、１位通過の判定ってどうなるのかしら？　ほんのわずかでも早く、答えた人の勝ち？」

『いえいえ、そこまで細かい判定は用意していませんわ。大事なのは、真相にたどり着けたかどうかですので。「ほぼ同時」なら、どなたも１位通過として扱あつかわせていただきます』

「分かったわ。ありがとう」

『いえいえ。それでは、ゲームをお楽しみくださいませ』

　言い終えるなり、レドの気配は消える。

　結けつ構こう、アバウトな判定なんだな。かつてシノミヤが想像した通り、おそらく第１のクエストのときも、全員が肩かたを組んでゴールすれば、全員が１位通過として扱われていたんだと思う。

　それはもう、今いま更さら考えてみてもどうにもならないことなんだけど、それでもとにかく、今回のクエストの中での懸け念ねんは晴れたんだ。ならば、あとは実行に移うつすのみ。

「それじゃあ、ボタンを押そうか」

「ええ」

「ウン！」

　二人の返事を受け、僕はテーブルの奥おくにある台だい座ざへと目を向ける。台座の側へ歩み寄よると、そこにあるボタンへ視し線せんを落とし、小さく息を吐はいた。

　これを押せば、みんなと合流できるんだよな。短かったとはいえ、一人きりで過すごしたこの時間に、不安を覚えなかったと言えばウソになるし、寂さびしさだって感じていた。

　けれど、それももう終わりだ。意を決した僕は、確かな力を込こめてボタンを押した。

　その途と端たん、重い音が響き渡わたり、目の前の台座がゆっくりと沈しずんでいく。

　振ふり返ってみると、テーブルと、その上にあったノートは霧きりのように散っていき、僕は思わず手を伸のばしたが、もうそのときにはどちらも原形を留とどめていなかった。

　──最後にもう１度だけ、ノートを読み直しておいても良かったかもしれない。

　ふと、そんな思いが胸むねに去きよ来らいする。

　とはいえ、それで結論が変わったとは思えないし、心配しすぎても意味はないか。

　軽く頭を振り、肩かたの力を抜ぬく。すると鈍にぶい地鳴りと共に、周囲の壁かべが細かく震ふるえ始めた。

　テーブルやノートと同様、壁は少しずつ形が薄うすれ、その先にある光景が次し第だいに見えてくる。

　右前方に見えるのは、アリスらしき人ひと影かげで、左前方にいるのは、ブシドーちゃんか？

　どうやら二人とも無事だったみたいだな。

「アリス、ブシドーちゃん」

　僕は口元を緩ゆるませ、二人の名を呼よぶ。やがて目の前の壁は完全に消え去り、アリスとブシドーちゃんはお互たがいに顔を見合わせてから微笑ほほえみ、ゆっくりとこちらに歩いてきた。

「面めん倒どうなクエストだったけど、それもあと少しで終わりね」

「そうだね。さあ、最後の仕上げといこうか。あとはもう、みんなで一いつ緒しよに『答え』を言えばいいだけなんだから」

　僕は拳こぶしを握にぎり締しめて力強くうなずき、同時に全員の表情がほころぶ。

「それはどうかしら」

　──聞き覚えのある声が響ひびいたのは、まさにその瞬しゆん間かんだった。

　すっかり弛し緩かんしていた僕は、何なに気げなく声のした方へと顔を向け、

「はっ？」

　思わず、間の抜ぬけた声を上げる。

　だってそこには、いるはずのない人がいて、こちらを見つめていたのだから。

「──」

　全身を透すき通るようなローブに身を包つつんだその人は、ブシドーちゃんの背はい後ごから彼女の側へ近づくと、右手に持っていたナイフらしき物を、その背中に勢いきおいよく突つき立てる。

「っ!?」

　突然のことに避よける暇ひまはなく、ブシドーちゃんは大きくのけ反ぞり、言葉もなく口を開けた。

　彼女は困こん惑わくの表情を浮うかべたまま、その顔を背後へと向け、

「！」

　驚おどろきのあまり、目を見開く。

「油ゆ断だん大たい敵てきですよ、ミサオさん」

　柔やわらかな笑みを浮かべたその人物──緑みどり山やまリリィは、縁ふちなし眼鏡めがねの奥からこちらを見つめて、言った。

「また、逢あえましたね。皆みなさん、お元気ですか？」










　　　第十三章




　　　１




　目の前で繰くり広げられた出で来き事ごとを受け入れがたくて、頭の中は疑ぎ問もん符ふで満たされていく。

　なぜだ？　なぜ、今、ここに、この人がいるんだ？

　困こん惑わくする僕の目の前で、リリィさんはブシドーちゃんに刺ささったナイフを引き抜ぬくと、続けざまに左手を掲かかげる。その手の中にあるのは、手て錠じようのように見える金きん属ぞく製せいの物体だ。

「対象、青あお空ぞらミサオ」

　リリィさんがつぶやきと共に左手を振ふり下ろすと、その物体は宙ちゆうを舞まい、ブシドーちゃんの両手首に絡からみ付いた。

「!?」

　途と端たん、彼女はバランスを崩くずして地面に這はいつくばり、手に持っていた刀は地面に転がる。

　そして次の瞬しゆん間かん、ブシドーちゃんの着ていた体操服は、盛せい大だいに弾はじけ飛んだ。

　スポーティな下着と、白い肢し体たいが露あらわになり、

「っ！」

　我われに返った僕は無理やり足を踏ふみ出し、手を伸のばそうとする。
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「はい、そこまでです！」

　だがリリィさんはブシドーちゃんの首くび筋すじへ右手のナイフを押おし当てると、笑顔のままこちらへ目を向けた。

「シンゴさんも、アリスさんも、動かないでくださいね。少しでも妙みような気配を感じたら、私が何をするか、想像できますよね？」

「うっ……」

　まっすぐに見つめられ、僕は身体からだを強こわ張ばらせて、動きを止める。

「特にアリスさんは、スキルを使おうだなんて思わないでくださいね。あなたの鎖くさりと、私のナイフ、どちらが速いのかを競きそいたいというのであれば、構かまいませんけど」

　にこやかに語られたその言葉に、僕は拳こぶしを握にぎり締しめて、アリスへと目を向けた。

「アリス」

「……分かってるわよ」

　彼女はため息をつくと、静かに両りよう腕うでを下ろしてから、口を開く。

「どうしてあなたがここにいるの？　あなたは第４のクエストの世界に飛び込こんだはずなのに」

「そんなの、簡かん単たんな話ですよ。クエストをクリアして大おお広ひろ間ままで戻もどり、皆みなさんの後を追って、この世界へとやって来たんです」

「……いや、それは、おかしいですよ」

　リリィさんの発言に、僕は眉まゆをひそめる。

「第４のクエストって、孤こ島とうで秘ひ宝ほうを追い求める、あの世界ですよね？　あのクエストは、クリアするのにかなりの時間がかかったはずです。僕たちだってこの場所でルールを把は握あくしたり、ノートを読んだりするのにそれなりの時間を浪ろう費ひしたとは思いますけど、それでも、あのときほどじゃなかった。それなのに、どうして──」

「それは皆さんが、第４のクエストをちゃんと理り解かいしてなかったからですよ。たとえば、島へと向かうあの船を、マニュアル運転に切り替かえられるって、知ってましたか？」

「……へっ？」

「知りませんでしたよね。だって、誰だれもレドに質しつ問もんしませんでしたもの。『この船は、自分たちの手で動かせるのか』って」

　思わぬ発言に、僕はただリリィさんを見つめることしかできない。

「マニュアルに切り替えた私は、最高速度まで上げてから針しん路ろを変へん更こうし、『守り神』と遭そう遇ぐうしない安全なルートを通ったんです。おかげで船は難なん破ぱせず、無事に島へと到とう着ちやく、というわけです」

「で、でも、あの島の迷めい宮きゆうには、たくさんの罠わなが仕し掛かけられているんですよね？　リミットを緩かん和わしたリリィさんにとって、攻こう略りやくは困こん難なんだったんじゃ……」

「迷宮内の構こう図ずなんて、全て記き憶おくしているに決まってるじゃないですか。だってあのクエストを設せつ計けいしたのは、私なんですから」

「──リリィさんが、あのクエストを？」

「正せい確かくに言えば、全てのクエストを、ですけどね。どこに何があるのかを覚えてさえいれば、運の絡からむ要よう素そは激げき減げんします。おかげで無む傷きずのまま脱だつ出しゆつしただけでなく、こうしていくつかの秘ひ宝ほうをゲットできた、というわけです」

　そう言ってリリィさんは、右手に持ったナイフへと視し線せんを落とす。

「皆みなさんを制せい圧あつするのに役立ちそうな物を、厳げん選せんして持ってきました。どうです？　すごいでしょ、これ。皆さんはスルーしていましたが、あの島にはとっても便べん利りなアイテムが、たくさん用意されていたんですよ」

　にこやかに笑うリリィさんの足元では、ブシドーちゃんが苦しげな表情を浮うかべたまま、その身を横たえている。思うように身体からだを動かせないのか、その場で身み悶もだえするばかり。そんな彼女を見下ろしつつ、リリィさんは右手に持ったナイフをチラチラと振ふってみせる。

「たとえばこのナイフには、『防ぼう御ぎよ力りよく無む視し』の属ぞく性せいが付いてるんです。シノミヤさんの仮か面めんのように『不ふ壊かい』の属性が付いた物はどうにもできませんが、それ以外でしたら、だいたいなんとかなります。ミサオさんの、この強きよう靭じんな肉体にも、ね」

　そう言って彼女は、空あいた手でブシドーちゃんの頭を強く地面に押おし付けた。

「！」

　ブシドーちゃんは顔を歪ゆがませ、僕は思わず拳こぶしを握にぎり締しめる。

「シンゴ君」

「……ああ、分かってる」

　隣となりから聞こえてきた声に、僕はゆっくりとうなずき、静かに息を吐はいた。

　僕たちの反はん応のうを眺ながめながら、リリィさんは言葉を続ける。

「同じように、ミサオさんの身動きを封ふうじているこの手て錠じようは、対象の名を告げることで、その相手を自動で追つい尾びして拘こう束そくしてくれます。しかも、拘束した瞬しゆん間かんに強大な重力が発生するおかげで、その対象は地面へズドン！　たとえどんな猛もう獣じゆうでも身動きが取れなくなるんです」

　大おお仰ぎような仕草で肩に手をかけると、彼女は羽は織おっていたローブを脱ぬぎ去り、地面に捨すてた。

　するとそのローブは、瞬またたく間にバラバラと崩くずれ去っていく。

「私が今、身に纏まとっていたこの透とう明めいなローブには、気配を遮しや断だんする効果がありました。見ての通り、装そう備びを外した瞬間に壊こわれてしまう使い捨すての秘宝ですが、さっきみたいに、誰だれかの側へこっそり近づくのには役立ってくれますね」

「……便べん利りだっていうことは分かったわ」

　淡たん々たんと語るリリィさんをにらみ、アリスは口を開いた。

「でも、あの『守り神』はどうやって対たい処しよしたのよ。航こう海かいのときはともかく、迷めい宮きゆうの最後にある秘宝は、あいつをどうにかしないと手に入れられないでしょ」

「対処も何も、一番奥まで潜もぐってませんからね、私」

「えっ？」

「迷宮の中に入って、出る。それだけであの場所は『攻こう略りやく』のフラグが立ち、帰りの船がやってくるんですよ。全ての秘宝を集める必要はない、というのは皆さんもご存ぞんじでしょうけど、最短時間での攻略を目指すのであれば、そもそも１つも取らなくて構かまわないステージだったんです。レドも言ってたじゃないですか、迷めい宮きゆうの最深部にある『秘ひ法ほう』を手に入れることが、主な目的だと。それってつまり、『必ず手に入れなければならない』ということではないんですよね。あくまでも、主な目的でしかないわけですから。まあ、私の場合は皆みなさんに対たい抗こうする手しゆ段だんを得なければならなかったので、少しばかりの手て間ま暇ひまがかかっちゃいましたが、最さい奥おう部ぶにある秘宝はただ獲かく得とくポイントが高いだけで、特別な効果はありませんし、どっちみちあんな危き険けんな場所まで潜もぐる必要はありません」

　淀よどみなく語られるその内ない容ようを、僕たちはただ黙だまって聞き入るしかない。

「帰りの船に関しても、説明は不要ですね。マニュアルに切り替かえて、最速で最短で安全なルートを通る。その甲斐かいあって、皆さんが第６のクエストをクリアする前に、どうにか追いつけたというわけです。説明は以上ですが、まだ何かご不明な点はありますか？」

　軽く首を傾かしげて、リリィさんは口を閉とざす。しかし僕は頭の中を整理できず、ただただ混こん乱らんするばかりだ。

「……第４のクエストでのことは分かりました。でも、追いついたってことは、リリィさんもこの世界の中の、どこかにいたということですよね。じゃあ、いったいどこに？」

「わたしたちと同じよ」

　戸惑う僕に、アリスが声をかける。

「この場所は７つの部屋に分かれていて、参加者はそれぞれ別々の部屋に振ふり分けられる。リリィさんは、そのうちの１部屋に潜んでいたってことよ。どの部屋だったのかは重要じゃないわ」

　まっすぐに前を見み据すえて、彼女は言葉を続けた。

「つまりこの人は、私たちが結けつ論ろんを出して、ボタンを押おし、壁かべが取り除のぞかれる瞬しゆん間かんを、ずっと無言のまま待っていたというわけ」

「……なるほど、そういうことか」

　リリィさんは気配を殺し、僕たちに危き害がいを加える機会をうかがっていたんだ。お互たがいの姿すがたが見えないこのステージでは、それが最も有効な潜せん伏ぷくの仕方かもしれない。

「で、いったい何が望みなの？」

　じっとりとした視し線せんで、アリスはリリィさんを見据える。

「人ひと質じちを取った以上、要求したいことがあるんでしょ？」

「さすがはアリスさん、その物分かりの早さはご自身の経けい験けんからですか？」

「……本気で怒おこるわよ」

「あらあら、ごめんなさい。無む神しん経けいでしたね」

　きつい目でにらまれてもリリィさんの表情は崩くずれず、彼女は小さくうなずいた。

「それじゃあまずは、お二人が持っている武器を、こちらに投なげ渡わたしてください。アリスさんはショットガンを、シンゴさんはダイナマイトを、それぞれ持っていましたよね？」

「……従したがうしかないみたいね」

「ああ」

　僕はアリスと顔を見合わせると、ダイナマイトを取り出し、言われた通りに投げ渡す。同じようにアリスもショットガンを静かに地面へ置き、リリィさんに向かって足で蹴け飛とばした。

「はい、ありがとうございます」

　リリィさんは僕たちの手放した武ぶ器きにチラリと視し線せんを向けてから、今度はブシドーちゃんの足元に落ちている刀を手に取り、

「シンゴさん」

　呼よびかけと共に、僕に向かって投なげて寄よこした。

「っと」

　反はん射しや的てきにその刀を受け取ると、リリィさんは変わらぬ笑顔で、言った。

「その刀で、アリスさんを斬きってください」

「……はっ？」

　素すっ頓とん狂きような声を上げる僕に対して、彼女はさらに言葉を続ける。

「シンゴさん自身の手でアリスさんを斬り、リタイアさせる。それが私の望みです」

　唐とう突とつな要求に、僕はただ呆ぼう然ぜんとリリィさんを見つめ返すことしかできない。

「ミサオさんの自由を奪うばった今、私にとって一番の脅きよう威いは、アリスさんの持つスキルです。右みぎ腕うでから伸のびるあの鎖くさりさえなくなれば、もはや勝利は揺ゆるぎません。簡かん単たんに言えば、邪じや魔まなんですね、アリスさんが」

「……だから、リタイアさせたいってことですか？」

「はい。もちろんそんな要求は無む視しして、私に斬りかかってきてくれても構かまいませんよ。その場合、私は遠えん慮りよなくミサオさんをリタイアさせますが、少なくともあなた方にとっては、事じ態たいは好転するでしょうね。『人ひと質じちはいなくなる』ので」

「……」

　挑ちよう発はつするようなその発言に、僕は左手に持った刀を見つめ、拳こぶしを握にぎり締しめた。

　リリィさんの要求は、きわめてシンプルだ。

　アリスか、ブシドーちゃんか。そのどちらかを犠ぎ牲せいにするのか、僕に選ばせたいのだ。

　極きよく限げんの二に択たくに、僕の心は激はげしく動どう揺ようする。

　だって、そんなの、選べるわけがないじゃないか。

　僕はどちらも犠ぎ牲せいにしたくない。アリスも、ブシドーちゃんも、僕にとっては大切な存そん在ざいなのだから。

　歯を食いしばり、固く目を閉とじて、顔をうつむかせる。いったい、どうすればいいんだ……。

「悩なやむ必要なんてないわよ」

　そのとき、隣となりから声が聞こえてきたかと思うと、僕の左腕に何かが絡からみ付いた。

　それは、アリスの右腕から伸びた鎖だ。

　鎖は僕の左腕全体を縛しばり上げ、自由を奪うばわれた手の中から、刀がこぼれ落ちる。

「ア、アリス？　これは、いったい……」

「わたしとブシドーちゃんの、どちらを選べばいいのかって、そんなくだらないことで悩なやんでるんでしょ？」

「……くだらない？」

　そのぶしつけな物言いに、僕は眉まゆをひそめた。

「くだらないわけないだろ。だって僕は──」

「いいえ、くだらないわ」

　反はん論ろんの言葉をさえぎり、彼女は頭にかぶっていたフードを下ろしてこちらに近づいてきた。

　困こん惑わくしたまま見つめていると、アリスは間近まで歩み寄より、鎖くさりごと右みぎ腕うでを上げて、僕の首くび筋すじに手を置く。そしてそのまま、彼女は僕の顔を引き寄せ、

「だって、答えは１つしかないじゃない」

　つぶやきと共に目を閉とじると、ためらいなく唇くちびるを重ねた。

「！」

　突とつ然ぜんのことに、僕は大きく目を見開き、身体からだを強こわ張ばらせる。

　鼻先からは甘あまい香りが伝わってきて、一いつ瞬しゆん、何も考えられなくなりそうになった。

　──けれど、すぐに気付いたんだ。首くび筋すじに置かれた手が、小こ刻きざみに震ふるえていることに。

　その瞬間、僕は意い識しきを覚かく醒せいさせ、空いた右手をアリスの背中に回し、無言で抱だき寄せた。

　アリスの行こう為いには、きっとなんらかの意図があるのだろう。でも、どんな意図があろうとも関係ない。この子をこのまま震えさせてちゃダメだって、そう思ったから。

　背はい後ごからは、息を吞のむ音が聞こえてくる。突とつ然ぜんの出で来き事ごとに、ブシドーちゃんとリリィさんも驚おどろいているんだ。

「──っ」

　アリスが目を開けたのは、まさにそのときだった。

　彼女は力なく下ろしていた左腕の先から、太い鎖を生み出すと、僕から顔を離はなしてその腕を振ふり上げる。鎖は地面を這はうようにして、すさまじい速さでリリィさんの元へと届とどき、瞬またたく間にその身体に巻まき付く。

「あっ」

　リリィさんが声を漏もらしたとき、その全身は完全に自由を奪うばわれていた。首から下を鎖で覆おおわれた彼女は、持っていたナイフを地面に落として尻しり餅もちを突つき、呆ぼう然ぜんと僕たちを見つめる。

　でも、何がなんだか分からないのは、こちらも一いつ緒しよだ。ぼんやりとアリスを見つめていると、彼女は僕から離れ、

「答えは１つ」

　かすかな笑みを浮うかべて、言った。

「リリィさんをとっちめる。それしかないでしょ？」

　それだけを口にすると、アリスは返事も聞かずに、リリィさんの元へと近づいていく。

「あなたの敗はい因いんは２つよ。一瞬でも隙すきを見せたことと、わたしのスキルが強化されたことに気付いてなかったこと。右腕だけに注目して、しかもわたしは、シンゴ君を縛しばっていたから、警けい戒かいがおろそかになっていたのよ」

「……油ゆ断だん大たい敵てき、ですね」

　自じ虐ぎやく気ぎ味みな笑みを浮かべて、リリィさんは天てん井じようを見上げた。

　その足元に転がるナイフを指差して、アリスは僕を縛しばっていた鎖くさりを解ほどく。

「シンゴ君、そのナイフでブシドーちゃんの手て錠じようを壊こわして」

「えっ」

「そのナイフには、『防ぼう御ぎよ力りよく無む視し』の効こう果かがあるんでしょ？　だったら、ブシドーちゃんの手錠だって壊せるはずだわ」

「──なるほど、確たしかに」

　僕は落ちていたナイフを拾って、ブシドーちゃんの側に走り寄よった。

「動かないで」

　彼女の腕うでを傷きずつけないよう、切っ先を慎しん重ちように手錠へと突つき立てる。するとほとんど力を入れてないのに、ナイフはその手錠に刺ささり、ブシドーちゃんの手首を縛っていたリングはあっさりと断たち切られた。

　両方のリングを壊すと、ブシドーちゃんは不意に身体からだを揺ゆらし、ゆっくりと上半身を起こして自分の手を眺ながめる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「ウン！」

　彼女は元気よく答えて、大きくうなずいた。その反はん応のうに安心した僕は小さく息を吐つき、ブシドーちゃんを見つめ、

「あっ」

　下着姿が目に飛び込んできて、思わず身体を強こわ張ばらせる。

「？」

　ブシドーちゃんは軽く首を傾かしげたが、自分の身体に視し線せんを落とすと、

「！」

　顔を真っ赤にして、座すわり込んだまま僕に背せを向けた。

　僕は一いつ瞬しゆん、顔を背そむけたが、しかしすぐに自分の着ているスーツを脱ぬぎ、彼女の肩かたにかける。

「……アリ、ガトウ」

　ブシドーちゃんはスーツに袖そでを通すと、恥はずかしげに横顔だけを見せ、静かに立ち上がった。

「どうやら大丈夫みたいね」

　そのときアリスがこちらに振り向きつつ、声をかけてくる。

　ブシドーちゃんの無事を確かく認にんした彼女は安あん堵どの表情を浮うかべ、何なに気げなく僕の方へと顔を向け、

「っ！」

　瞬時に、その頰ほほを真っ赤に染そめた。

　どうしたんだろう？　もしかして、僕の顔に何か付いてるのかな？

　そう思って僕は自分の頰や額ひたいに手を当てていき、その指が口元に触ふれたとき、

「あっ」

　さっきの出で来き事ごとを思い出し、声が漏もれた。

　……おそらくあれは、リリィさんの注意を引き付けるためにやったことなんだろう。だけど、お互たがいの唇くちびるが触ふれ合ったことは確たしかなわけで、そのことを自覚した瞬しゆん間かん、僕の顔にも急きゆう激げきに熱が灯ともっていく。

　僕の反はん応のうを見て、アリスは慌あわてて顔を背そむけるが、しかし視し線せんだけはこちらに向けられていた。その仕草が妙みようにかわいらしくて、胸むねの中が気き恥はずかしい思いでいっぱいになる。二人とも何も言えず、ただ黙だまってチラチラと見つめ合うことしかできない。

「……」

　そんな僕たちを、ブシドーちゃんがじっとりとした目でにらんでいた。

「んぐっ……」

　問い詰つめるような視線を受けて、アリスは軽く背せ中なかをのけ反ぞらせたが、

「で、でも、あれは仕方がないじゃない！　緊きん急きゆう事じ態たいだったんだもん！」

　叫さけびつつ、僕の腕うでに絡からまっていた鎖くさりを解ほどき、こちらを指差す。

「シンゴ君も、その、変に意い識しきしないでよね！　あれは、そう、事じ故こみたいなものなんだから！」

「あ、ああ、分かった。大事なことなのに、僕なんかと、本当に申もうし訳わけない。さっきのことは、忘わすれるように努つとめるよ」

「あっ……」

　動どう揺ようのあまり、途と切ぎれがちな言葉を連ねると、なぜか彼女の表情は曇くもり、顔をうつむかせた。

「そう、よね。忘れるべきなのよね。だって、初めてがあんなのって、全然ロマンチックじゃないもん……」

　アリスは何かをつぶやいていたが、その声は小さくて、僕には聞き取れない。

「えっと……」

　何がなんだか分からず、その場で立ち尽つくしていると、

「アリ、ス」

　ブシドーちゃんがアリスの側へと歩み寄り、真しん摯しな表情で言った。

「オナジ、ワタシモ」

「同じ？　……もしかして、あのときの、あれが？」

「ウン」

「──そっか」

　力強くうなずく彼女を見て、アリスは柔やわらかな笑みを浮うかべる。

「じゃあ、わたしたちは『同どう志し』ね。お互いに言いたいことは色々あるでしょうけど、きっと分かり合えると思うわ」

「ウン！」

　アリスたちは共にうなずくと、こちらに顔を向けて微笑ほほえんだ。

　その笑顔の意味するところが僕にはよく分からなかったけど、どうやら二人の間では、強い結けつ束そくが生まれたようだ。それはきっと、いいことなんだと思う。

「和なごやかな光景ですね」

　と、そんな僕たちを見ながら、リリィさんが落ち着いた様子で口を開いた。

　その表情に危き機き感かんや焦しよう燥そう感かんといったものはなく、僕たちは半なかば呆あきれつつ、彼女を見下ろす。

「どうしたんですか、皆みなさん。私のことは気にせず、続けてくださって構かまいませんよ」

「……この人、どうする？」

　僕が尋たずねると、アリスは肩かたをすくめて軽く息を吐はいた。

「このまま放っておきましょう。さすがにもう、何もできないでしょうし」

「ふふっ、ずいぶんと寛かん大だいなお心こころ遣づかいですね。甘あまい、とさえ感じてしまいます」

「甘い？　今のあなたに、何ができるっていうのよ」

「確たしかに私の全身は縛しばられ、身動きが取れない状じよう態たいです。でも、こうして会話はできているじゃないですか」

「交こう渉しようでもしようってことかしら？」

「そんなつもりはありません。私が言いたいのは、『口だけは動かせる』ということです」

　リリィさんは僕に顔を向けると、

「シンゴさんは、知ってますよね？　私、針はりの扱あつかいは上手うまいんです」

　そう言って口を閉とじ、舌したを動かして、唇くちびるの先から何かを覗のぞかせる。

「なっ!?」

　細長く光る『それ』は、裁さい縫ほう針ばりだ。

「アリス！」

　反はん射しや的てきに僕は叫さけび、アリスに目を向ける。リリィさんなら針１本あれば、自身の肉体に致ち命めい傷しようを負おわせることだってできるかもしれない。今のままだとそのダメージは、そのままアリスにも伝わることになる！

「くっ！」

　直感的に状じよう況きようを把は握あくしたのか、アリスはすぐさま腕うでを引き、鎖くさりを断たち切った。

　ほぼ同時に、リリィさんは口に含んでいた針を軽く吸い込み、

「ふっ！」

　強い呼こ気きと共に、勢いきおいよく吹ふき出す。針はアリスの顔を目がけてすさまじい速さで突つき進み、

「！」

　しかし彼女に当たる寸すん前ぜんで、ブシドーちゃんが手刀で叩たたき落とした。

　高い音を立て、地面を跳はね転がっていくその針を、僕は呆ぼう然ぜんと見つめる。

「気を付けて！　まだ何かあるかもしれないわ！」

　しかしアリスの叫さけびですぐに意い識しきを引き戻し、リリィさんへと視し線せんを移うつした。

　見ると、彼女は無言のまま、小こ刻きざみに口の中を動かしている。

　……どうやら僕たちが知らなかっただけで、獲かく得とくしたアイテムは、手で取り出す必要がないみたいだ。リリィさんは裁縫箱を持っていたし、そしてその中にある針が、１本だけとも限かぎらない。他にも何かを隠かくし持っている可か能のう性せいが高い以上、うかつに近づくのは危き険けんだ。

　僕たちは警けい戒かいを強めたまま、彼女の口元に注目した。

　重苦しい静せい寂じやくが、周囲を支し配はいする。だが、いくら待ってもリリィさんの口から何かが飛び出してくることはなく、

「やはり、甘あまいですね」

　不意に彼女は、小さなつぶやきを漏もらした。

　次の瞬しゆん間かん、僕たちは同時に目を見開く。リリィさんを縛しばっていた鎖くさりが、バラバラと解ほどけ落ちたからだ。

　やられた！　まだ何かある、と思わせたのは、鎖を解くための時間稼かせぎだったんだ！

「縛られるのには慣なれてますので」

　リリィさんは素す早ばやく起き上がると、足元に転がっていたダイナマイトをつかみ、転がるようにして僕たちから離はなれる。そして立ち上がると同時に手のひらの上にライターを取り出し、火を灯ともした。

　彼女はその火を、迷まようことなくダイナマイトの導どう火か線せんに当てる。着火したダイナマイトを高く掲かかげて、リリィさんはにっこりと笑った。

「さあ、とくと味わってください。ちょっと痛いたいかもしれませんよー」

　僕の背せ中なかに冷たい汗あせが流れる。

　まずい、逃にげなきゃ。恐きよう怖ふで立ちすくみそうになる身体からだを、強引に動かそうとして、

「センパイ！」

　そのとき、ブシドーちゃんが駆かけ寄よると、僕の右手からナイフをもぎ取った。

　彼女はリリィさんをまっすぐに見み据すえると、素す早ばやく振ふりかぶり、

「アアアアアッ！」

　気合の叫さけびを上げて、手に持ったナイフをぶん投げた。

　スキルの強化を経へて、さらに高まった身体能力から放たれた全力の投とう擲てきは、目にも止まらぬ速さで空を切り裂さく。ダイナマイトを投げようとしていたリリィさんに、その迫せまり来る脅きよう威いを避よける暇ひまなんてなく、

「──がっ」

　鈍にぶいうめきと共に、ナイフは彼女の胸むな元もとへ、深く突つき刺ささった。

「あ、あれ……？」

　呆ぼう然ぜんとした表情で、リリィさんは自分の胸むねへと目を向ける。力が抜ぬけたのか、彼女はその場にへたり込んで、空あいた手でナイフを引き抜こうとする。

　──その瞬間、ダイナマイトは轟ごう音おんと閃せん光こうをまき散らして、盛せい大だいに爆ばく発はつした。

「くっ！」

　反はん射しや的てきに、僕は腕うでで顔を覆おおい、アリスとブシドーちゃんもそれぞれに身を屈かがめる中、爆ばく煙えんは大きく立ち上っていく。その煙も次し第だいに晴れ、やがてその中心にいる人──リリィさんの姿すがたが、うっすらと浮うかんできた。

　僕たちは警けい戒かいの念を強めて身み構がまえるが、しかしすぐに、その必要がないことを悟さとる。爆発の影えい響きようか、彼女がかけていた縁ふちなし眼鏡めがねはどこかに吹ふき飛んでおり、さらにその身体からだには布切れ１枚まいも纏まとっていなかったんだ。

　全ぜん裸らとなったリリィさんは、フラフラとした足取りでこちらに近づいてきた。

「み、皆みなさん、どこにいるんですか？　何も見えません」

　か細い声を漏もらす彼女の身体からだは、少しずつ淡あわい光に包つつまれていく。

「眼鏡めがね、眼鏡……」

　その場でヒザを突つき、両手をバタつかせたまま、リリィさんは光の中に消えていった。

　目の前の光景を静かに凝ぎよう視ししていた僕たちは、お互たがいに顔を見合わせる。

「……リタイア、したんだよな？」

「……ええ、そう考えていいと思うわ」

「……」

　ブシドーちゃんも無言でうなずき、ややあってから、僕たちはほぼ同時に大きく息を吐はいた。

「どうなることかと思ったけど、これで一安心ね」

　最大の強きよう敵てきが退たい場じようしたことに、アリスは安あん堵どの気持ちを隠かくせないでいるようだった。それは僕やブシドーちゃんも同じで、この場にいる全員が、口元にかすかな笑みを浮うかべている。

　緑みどり山やまリリィ、おそろしい人だった。

　あの人の言動はどこまでがウソで、どこまでが真実だったのか、今となっては分かりようもないけれど、でも、なんとかその脅きよう威いを排はい除じよできたことを、今は喜ぶべきなのだろう。

「それじゃあ、さっさと済すませましょうか」

　僕たちに目配せをして、アリスが軽く肩かたをすくめる。

「少し休んで気持ちを落ち着けたいところだけど、こんな世界に長なが居いはしたくないわ」

　彼女の意見に、僕とブシドーちゃんも首を縦たてに振ふり、同意を示しめした。

「わたしが手を叩たたくから、それに合わせて同時に、ということでいいかしら？」

「ああ」

「ウン」

　黒くろ幕まくが誰だれなのかを突き止める。それが、このクエストを終わらせるための条じよう件けんだ。

　そしてその答えは、すでに明白。あとは全員のタイミングを合わせるだけだ。

「じゃあ、いくわよ」

　アリスは着ぐるみ越ごしに、力強く両手を叩く。

　第６のクエストをクリアするため、僕は軽く息を吸すい、『その名前』を言おうとして、




　──強きよう烈れつな違い和わ感かんが、脳のう裏りをよぎった。




　何かがおかしい。

　理り屈くつじゃなく、直感で、そんな思いが頭の中を駆かけ巡めぐる。

　顔を上げると、アリスとブシドーちゃんも、まさに今、口を開けようとしているときで、

「黒幕の──」

「待った！」

　言い終える前に、僕は反はん射しや的てきに跳とびかかり、両方の手で彼女たちの口をふさいだ。

「もがっ！」

「！」

　二人は僕に押おし倒たおされるようにして、その場でへたり込こむ。

「ん……、く……、くる、くるひい……」

「ン……」

　息ができなかったのか、アリスとブシドーちゃんは顔を真っ赤にしてこちらを見つめる。

「あっ、ご、ごめん！」

　視し線せんを受け、我われに返った僕は慌あわてて手をどけて、二人から離はなれた。

「ちょっと！　いきなり何をするのよ！」

「ごめん、本当にごめん。乱らん暴ぼうなことをしたのは謝あやまる。ただ、まずいと思ったんだよ。このまま『答え』を口にするのは」

「……どういう意味よ？」

「それは、その、上手うまく説明できないんだけど、でも、おかしいんだ」

　そう。僕は確たしかに違い和わ感かんを覚えていた。でも、それはいったい何に対してだ？

「……このクエストのクリア条じよう件けんって、なんだったかな？」

「いきなり、何よ」

「お願いだ、教えてくれ。頭の中を整理したいんだ」

「……黒幕が誰だれなのかを突つき止め、その名前を告げる。それだけよ」

　僕の問いかけに、アリスは渋しぶ々しぶながらも答えてくれた。

「そうだよな。そのために僕たちは、ノートを読んだり記き憶おくを探さぐったりしたんだ。その結果、『答え』が分かったから、ボタンを押おして壁かべを取り除のぞいたんだよな」

「ええ。全員での１位通つう過かを果たすために、みんなでタイミングを合わせようってことになったのよ。その途と中ちゆうで、思わぬ邪じや魔まが入っちゃったけどね」

「ああ、そうだ。リリィさんはずっと気配を消して、襲しゆう撃げきの機会をうかがっていたんだよな。僕たちをリタイアさせるために──」

　そこまで口にしたところで、僕の脳のう裏りに電でん撃げきが走る。

　そうだ、それなんだ、おかしいのは。

「なぜリリィさんは、『答え』を口にしなかったんだ？」

「えっ？」

「あの人は全てのクエストを設せつ計けいしたと言っていた。だとしたら当然、このクエストのクリア条件だって把は握あくしていたはず。それなのに、なぜ？　いくらでもチャンスはあったはずなのに」

「それは、確かに、おかしいわね……」

　リリィさんが１位通過をすれば、僕たちは三人とも最下位となり、罰ばつゲームを受けることになる。そうなれば甚じん大だいな被ひ害がいが出ていただろう。それなのに、なぜ？

「さすがにあの人も、そこまで気が回らなかったんじゃない？」

　首を傾かしげつつも、アリスはゆっくりと自分の意見を述のべる。

「わたしたちを相手にするのに手いっぱいで、『答え』を言えなかったのかも。だって、そんな絶ぜつ好こうの機会を手放す理由なんて、他には──」

「言えなかった？」

　彼女のその発言に、僕は顔を上げてつぶやきを漏もらした。

　頭の中に、全てがつながっていく感覚が駆かけ廻めぐる。そうか、そういうことか。

「言えなかったんじゃなくて、言わなかったんじゃないか？」

「言わなかった？」

「僕たち三人が最下位になり、罰ばつゲームを受ける。それが今回のクエストにおける、最悪の結果だと思っていた。でも、そうじゃないんだ」

　言ってから僕は、アリスとブシドーちゃんに視し線せんを向けた。

「思い出してみて欲ほしい、さっきまで僕たちが、何をしようとしていたのか」

「何って、みんなで同時に……、あっ」

　言葉の途と中ちゆうで気付いたのか、アリスは驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。

「そう。僕たちはあの人の名前を、同時に言おうとしていた。でも、もしもその『答え』が、間ま違ちがっていたら？」

「……その時点で全員が、即そくリタイアになるわね」

「ああ。リリィさんからすれば、最高の結果だろうな」

「じゃあ、あの人はそうなるように仕向けていたってこと？　だから『答え』を言わなかった？　でも、それって……」

　驚おどろきのあまり、口元を押おさえる彼女に向かって、僕は大きくうなずいてから、言った。

「緑みどり山やまリリィは、黒くろ幕まくじゃない」




　　　２




　二人は大きく目を見開き、無言のままこちらを見つめている。

　僕自身も、自分で出した結けつ論ろんが、にわかには信じがたい。でも、そう考えるしかないんだ。

「もしもリリィさんが本当に黒幕だったのなら、やっぱり、壁かべが取り除のぞかれた瞬しゆん間かんに『答え』を言っていたと思うんだ。そうすれば僕たち三人は、一いつ斉せいに罰ゲームを受けていたはず。けれど、実じつ際さいにはそうしなかった。僕たちも『その結論』にたどり着いていた以上、先を越こされて、自分だけが最下位になる可能性だってあったのに、だ。それなのに彼女は僕たちの前に姿すがたを現あらわし、その後も、いくらでもチャンスがあったのに、何も言わないままリタイアしていった。それはつまり、リリィさんが黒幕ではないことを意味するんじゃないかな」

　言いながら、僕は頭の中で、自分の発言を整理する。

「もちろん彼女は本当に黒幕で、しかし『そこまで気が回らなかった』から、言えなかったという可か能のう性せいは捨すて切れないよ。誰だれもが常つねに最さい善ぜんの行動を取れるとは限かぎらないのだから。でも、リリィさんは優ゆう秀しゆうな人だ。僕たちをここまで騙だまし続けてきたほどの演えん技ぎ力があり、秘ひ宝ほうを集め回るだけの行動力もあり、頭の回転も速い。そして何より、彼女には充じゆう分ぶんに考える時間があった。この部屋のどこかに潜ひそみ、気配を殺し続けるだけの時間が。だったら、さっき僕たちに襲おそいかかってきたのも、計画的な行動だったと受け取るべきだし、『答え』を言う余よ裕ゆうだってあったはずだ」

「……でも、言わなかった。わたしたちの出した結論が、間ま違ちがっていると知っていたから」

　僕の言葉を受けて、アリスが続ける。

「『同時に答えを発表する』という案を、利用しようとしたってわけね。力ずくで制せい圧あつできればそれでよし。無理だった場合も、全員同時のリタイアを狙ねらう。そういう二に段だん構がまえの策さくだった、と。確たしかに、筋すじの通った推すい理りだと思うわ」

　両手を腰こしに当てて、彼女はまっすぐに僕を見つめた。

「でも黒くろ幕まくじゃないのなら、あの人も被ひ害がい者しやだってこと？　わたしたちと同じように、ゲームに巻まき込こまれて、その上であんな狂きよう言げんのようなことを言い続けていたの？　だとしたら、その目的は？」

「被害者、ではないと思う。七しち芒ぼう星せいを通して見た、あの記き憶おくが真実なら、リリィさんは間違いなく、このゲームに関わっている。だから考えられるとしたら、『共きよう犯はん者しや』といったところじゃないかな？」

「共犯者？」

「詳くわしい事情は分からないけど、なんらかの理由で、黒幕に手を貸かしているんだと思う。自らの意思でやっているのかもしれないし、あるいは、弱みを握にぎられて脅おどされているのかもしれない。そういう意味では、被害者という考え方も間違いではないのかもしれないけど、いずれにしても、関係者であることと、黒幕ではないことに、矛む盾じゆんは生まれないはずだよ」

「……」

　僕の言葉を聞きつつ、アリスは何かを考えるように視し線せんを落としたが、

「じゃあ、本当の黒幕は誰だれなのよ？」

　その疑問は、まさに今、僕も考えていたことだ。

　リリィさんが黒幕じゃないのなら、残る六人の中の誰かが『正解』だということになる。

　それが誰なのかを突つき止めない限かぎり、僕たちはこのクエストをクリアできないんだ。

「わたしたち三人は除じよ外がいしていいのよね？　となると、シノミヤ、ケイト、ルーシーの三人の中に、本当の黒幕がいるってことになるわ」

「そう考えるしかないと思う。でも、その三人の記憶は誰も探さぐってないから、決定的な手がかりがないんだよな」

　さっき見たリリィさんの記憶の中で、シノミヤも拉ら致ちの対象になっていたということは、もちろん覚えている。しかし、リリィさんが黒幕ではないのなら、そんなものは確かな証しよう拠ことは言えない。

『シノミヤがリリィさんを騙し、わざと自分を巻き込ませた』

　といった可能性が、捨すて切れないからだ。

「せめてもう一度、あのノートを読むことができればいいんだけど……」

　周囲を見回してみるが、ノートもテーブルもどこにもない。真相を導みちびき出すためのヒントは、すでに失われているんだ。

「──それじゃあ、さっきと全く反対のやり方で挑いどむ、というのはどうかしら？」

　途と方ほうに暮くれる僕の前で、アリスが口を開く。

「反対って？」

　尋たずね返すと、彼女はさらに言葉を続けた。

「わたしたちが一人ずつ順番に、『容よう疑ぎ者しや』である三人の名前を言っていくのよ。それなら少なくとも、一人は正せい解かいを引き当てられるから、ゲームオーバーは避さけられるわ」

「……何を言ってるんだ」

　語られたその内ない容ように、僕は眉まゆをひそめる。

「この方法なら、『絶ぜつ対たいに二人がリタイアする』とも限かぎらないのよね。一人目の解答で正解を当てることができれば、残りの二人は罰ばつゲームを受けるだけで済すむんだから。もちろん、発表する順番は相そう談だんして決めるべきでしょうけど」

　ゆっくりと、諭さとすように、アリスは自身の案を僕に説明する。その表情は、きわめて穏おだやかなように見える。

　しかし、彼女の唇くちびるはかすかに震ふるえていて、

「ダメだ」

　それを見た瞬しゆん間かん、僕は首を横に振ふり、提てい案あんを却きやつ下かした。

「リスクが大きすぎる」

「ん……、分かってるわよ、そんなことは」

　短くはっきり告げると、アリスは目をそらしつつ、言葉を続ける。

「もしもその方法でここをクリアできたとしても、それでゲームが終わるわけじゃない。あと１つ、最後のクエストが残っているんだから、戦力を削けずるのは得とく策さくじゃないわよね」

「違ちがう、そうじゃないよ」

「えっ」

　見けん当とう違ちがいな心配をする彼女に、僕はゆっくりと首を横に振った。

「もちろん、先のことは大事だ。でもそうじゃない。僕はただ、アリスにもブシドーちゃんにも、リタイアして欲ほしくないだけなんだ」

　そのセリフに、二人は目を丸くし、こちらを見つめる。

「だから、リタイアの可か能のう性せいがある案を受け入れたくないし、もっと言えば、罰ゲームだって受けてもらいたくないんだ。二人の裸はだかを、誰にも見られたくないから」

「……あんたは、また、そういう恥はずかしいセリフを」

「センパイ……」

　と、アリスとブシドーちゃんはなぜか顔を赤らめ、その反応に僕は首を傾かしげた。

　あ、あれ？　僕、何かおかしなことを言ったかな？

「シンゴ君の意見は分かったわ。わたしの案は却下ってことでいいわよ」

　アリスは小さくセキ払ばらいをすると、再ふたたびこちらに目を向ける。

「とはいえ、手て詰づまりな状じよう況きように変わりはないわ。何かいいアイデアでも思い浮うかばない限かぎり、事じ態たいは好転しないわよ」

「ああ、それは分かってる。全員で無事に、このクエストをクリアするには、どうすればいいかってことだよな。ただ、僕にもすぐには思い付かないんだ。僕たちには今、何が必要で、何をすべきなんだろう？」

「そうね……」

　彼女はアゴの先に手を当て、思案にふけると、ややあってから口を開いた。

「今はとにかく、情報が欲ほしいわ。どんな些さ細さいなことでもいいから、何か知っていることがあったら言って欲しい」

　情報、か。確たしかに、黒くろ幕まくを突つき止めるためには、それが一番大事なものだと思う。

　とはいえ、この部屋にはもう何もない。ノートもテーブルも、ボタンさえもなくなった今、新しい情報を手に入れることなんて、不ふ可か能のうなんじゃないか。

　……いや、諦あきらめるわけにはいかない。何か、あるはずだ。情報を手に入れる手しゆ段だんが。

　アリスが言ったように、どんな些細なことでもいいから、知っていることを共有し合えば、気付けることだってあるだろうし。

　知っていること、情報、データ、知ち識しき、記き憶おく……。

　……記憶？

「──あった」

　不意につぶやくと、アリスとブシドーちゃんは、同時にこちらへ顔を向けた。

「あったって、何が？」

「『トウサカシンゴ』が知らないことも、『橙とう坂さかシンゴ』なら知っているかもしれない」

　言ってから、僕は自分の頭を指差した。

「つまり、記憶を失う前の僕なら、『今の僕』より、もっと多くのことを知ってるってことだよ」

　その言葉に、二人はお互たがいの顔を見合わせる。

「単たん純じゆんに、記憶の量が違ちがうだろ？　それに何より『橙坂シンゴ』は、リリィさんの知り合いだ。だったら、黒幕へと至いたる情報を持っていてもおかしくはないはずさ」

「……それは、記憶を取り戻もどすことができれば、の話よね？」

　静かに話を聞いていたアリスが、当然の疑ぎ問もんを口にする。

「できないから、あんたは苦く労ろうしてるんじゃない。そうでしょ？」

「できる、かもしれないんだ」

「えっ？」

　予想外な返事だったからか、彼女は口を開け、マジマジとこちらを見つめた。

「確かく証しようはない。けど、可能性ならある」

　そう言って僕は胸むねの前に右手を掲かかげ、手のひらを上に向ける。そして自分の中に仕し舞まい込こんでいた、ある物を取り出した。

　現あらわれた物を見た瞬しゆん間かん、二人は驚おどろきの表情を浮かべる。それも当然だ。僕が取り出したのは、第２のクエストで手に入れることができる、あのオレンジだったのだから。

「どうしてあんたが、そんな物を持ってるのよ……」

「シノミヤにもらったんだ。別れ際ぎわに、手て渡わたされて」

　そのときのことを思い出しながら、僕は手のひらに視し線せんを落とす。

「第４のクエストで、シノミヤが守り神に対してオレンジを投げ付けてくれたおかげで、僕たちはピンチを脱だつすることができた。でも、あの時点でシノミヤは、全てのオレンジを失ったわけじゃなかったんだ。だって元々、あの人は２個のオレンジを獲かく得とくしていたのだから」

「……言われてみれば、確たしかにそうだったわね。でも、そのオレンジがどうかしたの？　そんな物で、何をどう解かい決けつするつもりなのよ」

「もう、分かってるんだろ？　僕が何をしようとしているのか」

　震ふるえる声で尋たずねるアリスを見つめつつ、僕はゆっくりと言葉を続ける。

「第２のクエストで遭そう遇ぐうした『影かげ』は理性を失い、反対に第４のクエストで対たい峙じした守り神は正気を取り戻もどした。このオレンジには、頭の中を強く刺し激げきする成分が含ふくまれていると考えていいはずだ」

「だから、なんだっていうのよ」

「僕がこのオレンジを食べれば、脳のうが刺激を受けて、記き憶おくを取り戻もどす。そういう可能性を思い付いたってことだよ」

「バカ！」

　考えていたことをそのまま伝えると、途と端たんに罵ば声せいが飛んできた。

「そんなの、アイデアだなんて言えないわよ！　ただのギャンブルじゃない！」

「ああ、そうだ。さっきも言ったように、確かく証しようなんて何もないからね。もしかしたら僕もあの『影』たちのように、理性を失うかもしれない。それでも、試してみる価か値ちはあるんじゃないかな？　手がかりをつかめる可能性があるんだから」

「そんな不確かなもののために、自分の身を危き険けんにさらすつもり？」

「ああ。このやり方なら、犠ぎ牲せいになるのは最大でも一人だけだからね。アリスの提てい案あんしたアイデアよりも、ずっと安全だろ？」

「でも──」

「それに」

　アリスの言葉をさえぎり、僕は続ける。

「きっと『橙とう坂さかシンゴ』も、同じことをすると思うんだ」

「えっ」

「たとえ記憶が失われてなかったとしても、似にたような状じよう況きように陥おちいったのなら、僕は同じ決けつ断だんをしていたはずだよ。それが『橙坂シンゴ』であり、『トウサカシンゴ』だから」

「……そんなの、理由になってないわよ」

　消え入りそうな声と共に、彼女は力なく目を伏ふせる。しかしすぐに顔を上げると、まっすぐに僕を見て、言った。

「けど、もう決めたのね」

「ああ」

「……仕方ないわね」

　僕が強くうなずくと、アリスは短く息を吐はいて、右手を掲かかげる。すると次の瞬しゆん間かん、その手の先から鎖くさりが飛び出し、僕の胴どう体たいに巻まき付いた。

「ア、アリス？」

「そのオレンジ、劇げき薬やくかもしれないんでしょ？　つまり、あんたはダメージを受ける可か能のう性せいがある。だったら、そのダメージを分かち合えば、リタイアの可能性は低くなるんじゃない？」

「い、いや、でも、それだとアリスにもダメージが──」

「分かっててやってるの！　これがわたしなりの妥だ協きよう案あんよ。別に嫌いやならそれで構かまわないわよ。このままあんたの全身を縛しばって、身動きを取れなくするだけだから」

「んぐっ……」

　その物言いに、僕は思わず言葉を詰つまらせる。確たしかに、受けるダメージが半分になるのなら、僕がリタイアせずに済すむ可能性は格かく段だんに上がるだろう。

　でも、受け止め切れないほどのダメージが、襲おそいかかってきたとしたら？

　僕一人で済むはずが、アリスも一いつ緒しよにリタイアする、なんてことになるんじゃないのか？

　おそらくアリス自身もそのことには気付いているはずなのに、彼女は一向に退ひく気がないらしい。とはいえ素す直なおに『はいそうですか』と言うわけにもいかず、僕たちはお互たがいに無言で見つめ合う。

「ワタシモ！」

　ブシドーちゃんが手を挙あげたのは、そのときだった。

「へっ？　ブシドーちゃんも？」

　尋たずねると、彼女はうなずいてから、自分とアリスを交こう互ごに指差す。

「アリス、クサリ、ニホン」

「アリスの鎖が、２本？　……ああ、そうだな。アリスは今、２本の鎖を扱あつかえるんだよな」

　ブシドーちゃんは再びうなずき、

「ワタシヲ、シバッテ」

　言葉と共に、両りよう腕うでを突つき出した。

「ブシドーちゃんを、縛しばる？　余あまっているもう１本の鎖で、縛って欲ほしいってこと？」

「ウン！」

　彼女は力強く首を縦たてに振り、その目をアリスへと向ける。

「……なるほど。ダメージを三等分しようってことね」

　アリスがつぶやくと、ブシドーちゃんはもう一度、ゆっくりとうなずいた。

「アリス、どういうことだ？」

「受けるダメージが三人に分散されれば、全員の助かる確かく率りつも上がる、という話よ。つまり、ブシドーちゃんとわたしが一緒に、シンゴ君と痛いたみ分けするってこと」

　言いながら彼女は左手を掲かかげ、その先から生まれた鎖を、迷まよわずブシドーちゃんに巻き付ける。

　その様子を、僕は呆ぼう然ぜんと眺ながめていたが、

「ダ、ダメだよ、そんなこと！」

　事じ態たいを飲み込こめた瞬しゆん間かん、慌あわてて制せい止しの声を上げた。

「だって、僕たちの中ではブシドーちゃんが、一番ダメージを受けてるんだから！」

　今、彼女が着ている服はスーツだけで、その中には下着しかない。そんな状じよう態たいでダメージを受けたら、僕やアリスよりも、リタイアする可か能のう性せいは高いはずだ。

「ダイジョウブ」

　しかし僕の懸け念ねんを振ふり払はらうかのように、ブシドーちゃんはゆっくりと首を横に振る。

「ワタシ、ガンジョウ」

「頑がん丈じよう？」

「ダカラ、ダイジョウブ」

　一瞬、どういうことなのかが分からなかったけど、しかし、すぐに気付いた。ブシドーちゃんは超ちよう人じん的てきな身しん体たい能のう力りよくを備そなえている。だから、多少のダメージは平気だと言いたいんだ。

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　尋ねると、彼女はアリスをまっすぐに見み据すえ、力強くうなずく。

「ブシドーちゃん……」

　アリスは一瞬だけ目を見開いたが、しかしすぐにうなずき返し、僕へと顔を向けた。

「少なくとも、わたしやシンゴ君よりはリタイアする可能性が低いんじゃないかしら。どっちにしても、わたしはもう、この鎖くさりを解ほどくつもりはないし、ブシドーちゃんだって気持ちは変わらないでしょう。シンゴ君も覚かく悟ごを決めなさいよね」

「ん……」

　二人に見つめられ、僕は何も言い返せない。リスクを分散するためには、それがベストなやり方だと思えたから。

　考えてみれば、僕一人で全てを背せ負おいこもうとするのは、身勝手なのかもしれない。僕だって少しはみんなの役に立ってきたはずだし、ここでリタイアしたら、当然、残された二人にかかる負ふ担たんは大きくなる。ならば、少しでも生せい存ぞんの確率が上がる案に賭かけてみるべきなのだろう。

「分かった。アリス、ブシドーちゃん、よろしく頼たのむ」

　言ってから、僕は空あいた手を二人の前に差し出した。その上に、アリスとブシドーちゃんはゆっくりと自分の手を重ねて、僕たちはお互たがいに見つめ合う。

「僕たちは１つだ」

「ええ」

「ウン」

　二人の返事に小さくうなずき、僕は手に持ったオレンジをゆっくりと自分の顔へと近づけた。

　そして大きく口を開けて、その実にかぶりつき、




　闇やみが弾はじけた。




　気が付くと、僕は何もない空間を漂ただよっていた。

　周囲は漆しつ黒こくに満ちていて、何も見えない。身体からだに力が入らず、身動きも取れない。

　全身の感覚が麻ま痺ひしているのだろうか。それとも、僕は夢ゆめを見ているのだろうか。

　そもそも僕は、何をしようとしていたのか、その思考さえもあやふやだ。

　もう、何もかもどうだっていい。全てを忘わすれて、このままここにいたい。

　そんな思いが、胸むねの中に広がっていく。

　……かすかな光が生まれたのは、そのときだった。

　次の瞬しゆん間かん、指の先には小さな熱が灯ともる。そのことを自覚した途と端たん、その温度はどんどん高くなっていき、やがて手のひら全体を温かくて柔やわらかな感覚が包つつみ込こんでいった。

「……君」

　すると今度は、光の先から誰だれかの声が聞こえる。

「シンゴ君」

　僕の名を呼よぶと、声の主は手のひらを強く握にぎり締しめた。

「センパイ」

　さらに続いて、別の声が側から聞こえてくる。

　二人の手は、僕の手のひらの上で重なり、握る力はさらに強くなった。次し第だいに、僕の全身にも熱が灯っていく。

　気が付けば、周囲を覆おおっていた闇やみも薄うすらいでいて、身体にも力がみなぎっていくのを感じる。

「ダイ、ジョウブ」

「そう。わたしたちは、１つよ」

　言葉と共に、二人は僕の側に寄より添そった。

　僕は大きくうなずき、二人の身体を、強く抱だき寄せる。




　──刹せつ那な、光の洪こう水ずいがあふれ出した。




「う、ん……」

　ぼんやりとした意い識しきのまま目を開け、ゆっくりと身体を起こす。視し界かいに飛び込んでくるのは、放課後の教室だ。

　窓の外からは、運動部のかけ声がかすかに聞こえてくる。どうやら居い眠ねむりをしているうちに、それなりの時間が経たったらしい。クラスメイトはみんな帰ったのか、あるいは部活動に勤いそしんでいるようで、教室の中には誰も残っていなかった。

　僕と、彼女を除のぞいては。

「おはようございます、橙とう坂さか先せん輩ぱい」

　僕の隣となりの席に座すわっていたその子──青あお空ぞらミサオは、柔らかな笑みを浮うかべて、じっとこちらを見つめている。

「……もしかして、ずっと待ってたのか？」

「はい。先せん輩ぱいの寝ね顔がお、かわいかったですよ」

「勘かん弁べんしてくれ」

　僕は顔を押おさえ、視し線せんから逃のがれるように席を立ち、それに合わせて彼女も立ち上がった。

「起こしてくれたら良かったのに。今、何時だ？　時間、大だい丈じよう夫ぶか？」

「４時ちょうどです。まだ１時間ありますから、充じゆう分ぶん間に合いますよ」

「そっか。いや、でも、今度からはちゃんと起こしてくれよな。師し匠しようが遅ち刻こくに対して厳きびしいって、ミサオも知ってるだろ？」

「はい、それはもう、重じゆう々じゆう承しよう知ちです。ただ、先輩の寝顔を眺ながめていたら、つい」

　頭をかき、苦笑するミサオを見て、僕も思わず口元を緩ゆるめる。

　……僕とミサオは、同じ道場に通う門下生だ。

　稽けい古こがある日は彼女が教室まで迎むかえに来る、というのが習しゆう慣かんになっていて、今日もその一いつ環かんとして、ここで僕が起きるのを待っていてくれたというわけだ。

「なんだか、懐なつかしいな」

「へっ？」

　思わず言葉を漏もらすと、ミサオは変な声を上げて、首を傾かしげる。

「何が懐かしいんですか？」

「ふと、思い出したんだよ。ミサオと初めて出会ったときのことを、ね」

「……やめてくださいよ、そんな昔の話は」

　眉まゆをひそめる彼女を見て、僕は少しばかり申もうし訳わけない気持ちになる。おそらくミサオにとっては、思い出したくない日々だっただろうから。

　それでも、僕としては触ふれないわけにはいかない。

「２年前のあの日に、道みち端ばたで偶ぐう然ぜん、遭そう遇ぐうしたんだよな。ミサオがケンカをしている場面に」

「……はい」

　何がきっかけだったのかは、今でも分からないし、問い質ただすつもりもない。ただ、手のつけられない不良が同じ中学にいるという話は聞いていたから、ガラの悪い連中を相手に、木ぼく刀とう１本で立ち向かっているその小さな女の子が、まさにその人物だと、そのときの僕には確かく信しんできた。

　だから、誘さそったんだ。道場で、その腕うでを磨みがいてみないか、と。

「……私、変われましたか？」

　不意に彼女はこちらを見つめ、口を開く。

「あの頃ころから、少しでも成長できてるでしょうか？」

　その問いに、僕は迷まようことなくうなずいた。

「ああ。身も心も強くなったよ。お互たがいに、まだまだ精しよう進じんあるのみだけどな」

「は、はい！　そうですね！」

　快かい活かつな返事をして、ミサオは笑みを浮うかべる。

「先輩の後を追いかけて、同じ高校に進学はできましたけど、勉強は付いていくだけで精せいいっぱいですし、剣けん術じゆつだって未み熟じゆくさを思い知らされるばかりの毎日です。だからこそ、この『修しゆ行ぎよう』は、これからも続けさせていただきますね！」

「別に僕を待たなくてもいいんだぞ。先に道場に行っててくれても」

「いえいえ、これは好きでやっていることですから、どうかお気になさらず。自じ主しゆ練れんみたいなものですよ。先せん輩ぱいの一いつ挙きよ一いち動どうを近くで観察することで、少しでも何かを得られれば、と。……もちろん、先輩が迷めい惑わくだと思っているのなら、もうやめますけど」

「いや、そういう意味じゃないんだ。むしろ、助かってる。僕一人だと、ついサボっちゃうかもしれないし」

「そ、そうですか！　お役に立てているのなら、何よりです！」

　ミサオは軽く息を吐はいて、かすかに頰ほほを赤らめた。

　その様子を見ていると、なんだこっちまで顔が熱くなってくる。

「どうしてだろうな。ミサオには、ついつい甘あまえてしまうよ」

「そう、なんですか？」

　思っていたことをそのまま言葉にすると、彼女は軽く首を傾かしげた。そして、ためらいがちに僕を見つめる。

「先輩にとって、私ってどんな存そん在ざいですか？」

「えっ？」

　問われてから、僕も同じように首を傾げた。

　どんな存在、か。考えたこともなかったけど、でも、そうだな……。

「妹、かな？」

　答えると、ミサオはきょとんとした顔でこちらを見上げた。

「妹……、ですか？」

「そう、妹だ。前にも言ったけどさ、一人っ子の僕には、年下の女の子の気持ちがよく分からない。でも、僕に妹がいれば、多分こんな感じなんだろうなって、ふと思ったんだよ」

「……」

「僕にとって、君は妹みたいな存在なんだ。だから、これからも、頼たよってくれていいよ」

　照れ臭くささもあって、つい先輩風を吹ふかせたような言い方をしてしまう。けれど、僕にとってそれは、噓うそ偽いつわりのない気持ちだった。

　返事を聞いて、ミサオは少しうつむいていたが、

「……分かりました！」

　顔を上げ、元気いっぱいな声を出すと、その場で背せを向ける。

「私の方こそ、いつでも頼ってくださいね。困こまったことがあれば、なんでも協力しますから」

　そう言ってミサオはこちらへ振ふり向き、胸むな元もとを拳こぶしで軽く小こ突づくと、微笑ほほえみを浮うかべた。

　その表情には少しだけ、寂さびしげな想いが混まじっているように見えたけど、そのときの僕には彼女の心の内が、ちゃんと分かっていなかったんだ──。







「う、ん……」

　ぼんやりとした意い識しきのまま目を開け、ゆっくりと身体からだを起こす。軽く頭を振ふり、周囲を見み渡わたして、現げん状じようを確かく認にんする。視し界かいに飛び込んでくるのは、藍あい色いろの光に包つつまれた部屋だ。

　目の前に広がる光景を見て、僕は思い出す。そう。ここはゲームの中の世界で、今は第６のクエストに挑ちよう戦せんしている真っ最中なんだ。どうやら僕は気を失っていたみたいで、その間に夢ゆめを見ていたのだろう。

　……夢を見ていたというより、思い出したというべきか。

　意識が覚かく醒せいしてくるにつれ、少しずつこれまでの出で来き事ごとが浮うかび上がってくる。その心の中は、靄もやが晴れたようなすっきりとした気持ちで満ちていた。

　それもそのはずだ。だって僕は、取り戻もどしたのだから。

　忘わすれていた、全ての記き憶おくを。

　自分の身体からだに目を向けると、トランクスだけの姿すがたになっていることにも気付く。オレンジを口にしたことで、ダメージを受けたのだろう。

　いや、それだけじゃない。胸むねの内には大きな喪そう失しつ感かんが芽め生ばえていて、その感覚の正体も、僕はすぐに理り解かいした。

　スキルが、失われたんだ。

　自みずからの意思でフラッシュフォワードを発動できるという、あの確たしかな実感が、もうどこにも残ってない。何が原げん因いんなのかは明白だ。おそらくあのオレンジをプレイヤーが口にしたとき、ダメージを受けるだけでなく、スキルまで破は壊かいされるという設せつ定ていがされていたのだろう。

　スキルがなくなれば、当然、リミットだって失われる。だから僕は、思い出せたんだ。

　家族、生おい立ち、交友関係。その他、これまでに歩んできた道のりの全てが、頭の中にはよみがえっている。ミサオと、そしてアリスのことも。

「ん……」

　近くから漏もれてきた声の方へと、目を向ける。そこには素す肌はだを大きく露ろ出しゆつして、うつ伏ぶせに倒たおれるアリスの姿があった。

　全身を覆おおっていた着ぐるみはなくなっていて、彼女が身に付けているのは、布ぬの地じの薄うすい水着だけ。気を失った影えい響きようか、腕うでから伸びていた鎖くさりもなくなっている。

　だとしても、衣服が残っていることには変わりない。アリスは、リタイアせずに済すんだんだ。

　ゆっくりと身体を起こす彼女の側へ、僕は駆かけ寄よる。

「アリス」

「……シンゴ君？」

　呼よびかけると、アリスも僕の名前を口にして、うっすらと目を開けた。

「どう、なったの？　記憶は、戻ったの？」

「ああ、ばっちりだ。僕たちは賭かけに勝ったんだ！」

　答えながら、僕は顔を上げる。アリスが無事だったのなら、ミサオも大だい丈じよう夫ぶだろう。そんな楽観的な気持ちのまま、もう一人の仲間を探さがし、

「──えっ」

　瞳ひとみに映うつった彼女の姿すがたに、頭の中が真っ白になった。

　だって、ミサオは、何も身に付けていなかったのだから。

「ミサオ！」

　反はん射しや的てきに叫さけび、彼女の側へと駆かけ寄よる。ミサオは真っ白な肌はだを無む防ぼう備びにさらし、地面にその身を横たえていた。ダメージの余よ波はがまだ残っているのか、彼女は荒あらく息を吐はいていたが、

「……」

　僕と目が合うと、大きく深しん呼こ吸きゆうをして、気持ちを落ち着けたようだ。

「なぜだ？」

　そんなミサオの様子を見て、僕の口から自然と言葉が漏もれる。

「ミサオは頑がん丈じようだから、耐たえられるんじゃなかったのか？」

「関係ないわよ」

　動どう揺ようする僕の背せ中なかから、アリスが声をかけてくる。

「ダメージを受けたのは、あんたなんだから」

「……どういう意味だ？」

「ブシドーちゃんがどれだけ頑丈だろうと、そんなものは関係ないって言ったのよ。だって、あんたの受けたダメージが、そのまま三等分されるんだから」

　彼女は僕の隣となりに立つと、右手の先から鎖くさりを伸のばし、ミサオの身体からだに巻まき付けていく。

　それはさながら、鎖のドレスとでも言うべきもので、

「リタイアは防ふせげないけど、せめてもの抵てい抗こうよ」

　その言葉を聞いて、ミサオは自分の身体に目を向け、わずかに微笑ほほえんだ。そしてその目を、今度はアリスへと向け、

「アリ、ガトウ」

　短く感かん謝しやの言葉を述のべ、小さくうなずいた。

　アリスも首を縦たてに振ふり、その場でヒザを突ついてミサオの手を握にぎる。やがてその身体はほのかな光に包つつまれ、彼女の存そん在ざい自体が少しずつ希き薄はくになっていく。

　これまでに何度も見てきた光景──リタイアの瞬しゆん間かんだ。

「ま、待て、待ってくれ……」

　なんとかその場に留とどめようと、僕も彼女の空あいた手を握り、震ふるえる声で呼よびかける。

「やっと思い出したんだ。ミサオと出会ったときのことも、一いつ緒しよに過すごしてきた日々のことも。謝あやまりたいことも、感謝したいことも、たくさんある。だから、まだ行かないでくれ！」

「……セン、パイ」

　僕の言葉が届とどいたのか、ミサオはこちらを見上げると、しかしゆっくりと首を横に振った。

　そしてその表情を引き締しめて、口を開く。

「ガン、バッテ」

　その瞳ひとみには強い意い志しが宿っていて、後こう悔かいなんてまるで無いように見えた。

　言い終えると、彼女は静かに目を閉とじ、同時に全身が光に包つつまれる。

「ミサオ！」

　叫さけびと共に、僕はさらに強くミサオの手を握にぎった。

　──しかしその手をすり抜ぬけて、彼女は霧む散さんする。

　光は消え去り、残されたのは、僕とアリスだけだ。

「……」

　手の中には、ミサオに触ふれていた感かん触しよくがまだ残っている。

　けれど彼女の姿は、もうどこにもない。青あお空ぞらミサオは、リタイアしてしまったんだ。

「……アリス、答えてくれ」

　顔を上げ、僕は残されたもう一人に声をかける。

「僕の受けたダメージが、そのまま三等分される。そう言ったよな？」

「ええ、確かに」

「でもその前に、こうも言っていたよな。僕やアリスよりも、ミサオの方がリタイアする可か能のう性せいが低いって」

「そうでも言わなきゃ、あんたはわたしたちの決けつ断だんに乗ってくれなかったでしょ？」

「……つまり、こうなることが分かっていたってことか？　ミサオがリタイアすると分かっていて、僕にウソをついた、と？」

「確かく信しんなんてなかったわよ。あの子が助かることも願っていた。でも、たとえリタイアすると分かっていても、同じことをしていたでしょうね」

「なぜだ！」

　淡たん々たんと語るその言い方に熱くなり、僕はアリスの方へと顔を向けた。

　しかし、彼女の頰ほほを伝う雫しずくが目に入った途と端たん、茹ゆだった頭が急きゆう激げきに冷めていく。

　僕を見つめると、アリスは唇くちびるを震ふるわせながら、言った。

「わたしたち二人にとって、あんたを守ることが、一番大事なことだったからよ」

　指先で目元を拭ぬぐい、彼女は続ける。

「あの子が『自分を縛しばれ』って言ったとき、わたしたちは分かり合えたのよ。同じ気持ちなんだって。だから、無事では済すまないかもしれないと思いながらも、止めることができなかった。彼女の尊そん厳げんを守るためにも、わたしたちの願いを叶かなえるためにも」

　縛る相手のいなくなった鎖くさりを見下ろし、アリスは固く拳こぶしを握り締しめた。

「責せめるならいくらでも責めなさい。でも、あんたは記き憶おくを取り戻もどしたのよね？　だったら分かるはずよ。あの子の想いも、わたしの想いも」

　戸と惑まどう僕の隣で、アリスは吐はき出すように言葉を漏もらした。

「『にじいろノート』を通して見たあんたの記憶は、『誘ゆう拐かい事じ件けんに遭そう遇ぐうした瞬しゆん間かん』だったの」

「えっ」

「おぼろげな記憶だったし、助けた相手の顔もちゃんと覚えてなかったけれど、でも、あれが誰だれだったのか、わたしには分かるのよ。だって、自分自身の姿すがたを見み間ま違ちがえるはずがないもん」

「……そういうことか」

　僕は一いつ瞬しゆんだけ言葉を詰つまらせたが、口を開き、ゆっくりとうなずく。

　記き憶おくを取り戻もどし、アリスの経けい歴れきも知った今なら、彼女の言っていることが理り解かいできる。

　全てがつながるんだ。

「まさかこんなところで再さい会かいできるだなんて、思ってなかった」

　答えながら、僕はようやく、二人の決意が分かったような気がした。

　顔をゆがめる僕を見て、アリスもこちらの気持ちを悟さとったのだろう。視し線せんを地面に落とし、彼女は消え入るような声を漏もらした。

「あの子もわたしも、あんたに恩おん返がえしがしたかったのよ」




　　　３




　それから、しばらくの時間が経けい過かした。

　僕とアリスは腰こしを下ろしたまま、何も言わずに虚こ空くうを見つめるばかり。

　心に宿るのは、ミサオへの思いだ。

　高校の後こう輩はいにして、同じ道場に通う門下生である彼女は、僕を助けるためにこのゲームへの参加を決意してくれた。僕たちがここまでゲームを進めることができたのは、間違いなくミサオがいたからであり、その献けん身しん的てきな振ふる舞まいを思い出すと、胸むねが締しめ付けられてくる。

　記憶を取り戻したのと同時に、一番身近にいた人がいなくなる。その寂さびしさと苦しさが心の中を覆おおい尽つくして、背せ中なかに鉛なまりがのしかかったような重さを感じた。

　──けれど、このまま立ち止まっているわけにはいかない。

　リタイアする直前、ミサオは僕に言ったんだ。

　がんばって、と。

　彼女はゲームのクリアを願っている。ならば、その気持ちには応こたえなきゃいけない。

　それこそが、先輩である僕の使命なのだから。

「……」

　無言のまま視線を動かすと、地面に落ちている一ひと振ふりの刀が目に入った。

　ミサオが持っていた、あの刀だ。

「──よし」

　僕は刀を拾い上げると、アリスへと向き直り、はっきりとした口く調ちようで言った。

「行こう、アリス」

「……」

　その一言で全てを悟さとったのか、彼女は顔を上げて僕を見つめる。

「分かったのね、黒くろ幕まくの正体が」

「ああ」

　うなずいてから、僕はさらに口を開く。

「多分、アリスも知っているはずだ」

「わたしも？」

「第４のクエストで、二人っきりになったときに言ってたよね？　中等部に通っていた頃ころに、仲が良かった女の子がいたって」

「ああ、うん。確たしかに、そういうことを言いかけた気がするわ。でも、それがどうしたの？」

「その子が黒くろ幕まくなんだよ」

「………………はっ？」

　前まえ触ぶれもなく語られた言葉が、あまりにも予想外だったのだろうか、アリスが声を漏もらすのにはかなりの時間がかかった。そんな彼女に、僕は言葉を重ねる。

「おとなしくて、あまり目立たなかったけど、優やさしくて、本当にいい子で、妙みように波長が合ったんだよね？　ちょっと夢見がちなところもあって、子どもの頃ころに憧あこがれていたヒーローのことを、いつも語ってくれた。その子が僕の幼おさな馴な染じみであり、このゲームの黒幕なんだ」

　困こん惑わくするアリスの前で、僕は頭の中に溢あふれる記き憶おくを吐はき出していく。

「彼女が引っ越こして、離はなれ離れになった後も、僕たちの関係は続いていた。最近は疎そ遠えんになっているけど、手紙やメールを通して、近きん況きようを話し合っていた時期があったんだ。だから、彼女の交友関係も、少しなら把は握あくしている。仲の良かった友人についても、何度か教えてもらったことがあるんだよ」

　中学へ入ってすぐにできた、新しい友達について、かつて彼女は言っていた。

　最初は冷たい人だと思っていたけど、ただ不器用で、素す直なおになれないだけなんだと気付いたこと。

　頭はいいのに、深読みしすぎて簡かん単たんな失敗をしたりすること。

「そして、アリスという素す敵てきな名前の持ち主であること」

　覚えている限かぎりのことを伝えると、アリスは震ふるえる手で口元を押おさえた。

「まさか、そんなことが、本当に……？　じゃあ、あの子がいつも語ってくれていた人って」

「僕のことだと思う。彼女の中で、思い出が美化されているところはあるだろうけど」

　つまり、僕とアリスは一人の女の子を通して、ずっと前からお互たがいのことを知り合っていたんだ。

　そんな僕たちが、ここで出会えたのは、決して偶ぐう然ぜんなんかじゃない。だって、このゲームの参加者はみんな、明めい確かくな意い志しを持って集められたのだから。

「ということは、やっぱり……。それじゃあ、もしかして……」

　アリスはまだ動どう揺ようを拭ぬぐいきれないでいるみたいだが、何かに気付いたように顔を上げた。

「『にじいろノートに』一いつ箇か所しよだけ書かれている、ウソの情報って」

「ああ、名前さ。彼女の本名が、まったく別の名前に置き換かわっていたんだ」

　珍めずらしい名前だから、アリスも覚えているのだろう。うなずきつつ、でもその表情がわずかに曇くもる。

「わたしが提てい案あんしたやり方で挑いどんでいたら、ゲームオーバーになっていたってことよね……？」

「うん。だけどそれは結果論だから、気に病やむ必要はないよ。僕だってあのオレンジがなければ、アリスの意見に賛さん成せいしていただろうし、そもそもこのクエストは、彼女の本名を知らなければ、絶対に解とけないように作られていたんだから」

　もちろん、ヒントはいくつか用意されていた。たとえばこのゲームの主しゆ催さい者しやである会社名と、ケイトのネット仲間は、どちらも同じ名前だし、名字に関しても、ゲーム開始からずっと提てい示じされ続けてはいたんだ。ただ、それを黒くろ幕まくの名前だと認にん識しきするのは難むずかしいだろうし、理り不ふ尽じんなゲームバランスだとは思う。

　けれど、本名を知らなければ解けないということは、言い換かえれば、本名を知ってさえいれば、解けるということでもある。そして実じつ際さいに、僕もアリスも、彼女の本名を知っている。

　僕たちにとっては、クリアできないクエストではないということだ。

「リリィさんは、言っていたよね？　このゲームはミステリではないって。謎なぞ解ときや犯はん人にん探さがしなど全くの無意味であり、誰だれにでも解けるようには設せつ定ていされていない、と」

「……思い出してみたら、それって、『特定の誰かなら、解けるように設定されてる』ってことよね」

「僕はそう受け取ったよ。もっと言えば、特定の誰か──つまり僕かアリスのどちらか、あるいは両方が、このクエストまでたどり着くのを、彼女は望んでいたんじゃないかな？」

　はっきりとした根こん拠きよを見つけたわけじゃない。でも、僕は直感的に、そう確信したんだ。

「──そっか」

　アリスはつぶやき、吹ふっ切れたような表情を浮うかべると、まっすぐに僕を見つめた。

「だとしたら、その気持ちには応えなきゃ、ね」

「ああ」

　首を縦たてに振ふり、僕は口を開く。

「合図は『せーの』でいいかな？」

「ええ。任まかせるわ」

　僕はもう一度うなずき、深しん呼こ吸きゆうをしてから、彼女を見つめ返す。

　そして、

「せーの！」

　かけ声と共に、僕たちは叫さけんだ。

「「黒幕の名前は！」」

　寸すん分ぶんの狂くるいもなく、同じセリフが周囲に響ひびき渡わたり、




「「虹にじ野のプリズム！」」




　言い終えた瞬しゆん間かん、部屋全体が藍あい色いろの光に包つつまれる。




　──光の渦うずに視し界かいを覆おおわれながら、僕は確かく信しんした。

　全ての終わりが、近付いていることを。
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「シンゴさん？　お久ひさしぶりです！」

「えっ？」

　下校途と中ちゆうの道みち端ばたで声をかけられ、僕は足を止めて振ふり返った。そして、そこにいた人を見て、目を丸くする。同時に、胸むねの奥おくからは懐なつかしい気持ちが湧わき上がってきて、

「もしかして、リリィさんですか？　お久しぶりです！」

　そう言って駆かけ寄より、彼女の顔をまじまじと見つめた。

　リリィさんはにこやかな笑みを浮うかべて、軽く頭を下げる。

「五年ぶりですね。お元気そうで何よりです」

「リリィさんこそ、相変わらずお綺き麗れいで、素す敵てきです」

　興こう奮ふんのあまり、ついそんな言葉が漏もれ、慌あわてて口を閉とじるがもう遅おそい。

「あらあら、お世せ辞じですか」

「い、いえ、あの頃ころと全然変わってなくて、本当にびっくりしました。えっと、それで、いったいどうしたんですか？」

　照れ隠かくしのために無理やり話題を進めると、彼女は笑顔のままで、言った。

「はい。実はシンゴさんに用事があって、ここまで来たんです」

「へっ？」

「ちょっとしたお願いを、引き受けていただきたいのですよ」

「は、はあ。お願い、ですか」

「シンゴさんの様々なご活かつ躍やくは、ずっと拝はい見けんさせていただいてました。これは、あなたにしかできない、とても重じゆう要ようなお仕事です。どうか引き受けていただけると助かります」

　リリィさんは懐ふところから携けい帯たいを取り出すと、おもむろにその画面を僕へと向けた。

「うっ！」

　その瞬しゆん間かん、携帯の画面はまばゆい輝かがやきを放ち、反はん射しや的てきに僕は手で顔を覆おおう。

　──しかし、まぶしいのは一瞬だけだった。うっすらと目を開けると、そこに表ひよう示じされているものが視し界かいに入り、僕はそれをマジマジと見つめる。

「なんですか、これは？」

　それは、ゲームのタイトルらしき画面だった。中央には『ラッキーレインボウ』という文字が大きく表示されていて、このゲームの名前だということが容よう易いに理り解かいできる。画面全体は虹にじ色いろの模も様ように彩いろどられており、なんとも華はなやかだ。

　僕の反はん応のうを笑顔で眺ながめつつ、リリィさんは口を開いた。

「我わが社で開発中のゲームです。シンゴさんには、このゲームのテストプレイに協力していただきたいのです。それも、今すぐに」

「はい？」

　テストプレイという単語だけでもびっくりなのに、『今すぐ』とまで言われて、僕は思わず変な声を漏もらす。

「突とつ然ぜんのことですから、驚おどろかれるのも無理はありません。その点は本当に申もうし訳わけなく思っています。でも、今日はお稽けい古こがお休みの日ですよね？」

「えっ、あ、はい。確たしかにそうですけど」

　彼女の言う通り、今日は道場の稽古が休みだ。だからこうして、寄より道もせずに帰き路ろに就ついていたんだけど。

「でも、どうしてそのことを？」

「先ほども申もうしました通り、ずっと拝はい見けんさせていただいていたのですよ。シンゴさんがテストプレイヤーに相応ふさわしいかどうかを、見定めるために。ですから、本日も予定が入っていることは知っています。『見回り』があるんですよね？　ですが、その時間を少しだけ、私に貸かしていただけないでしょうか？」

　……『見回り』のことまで知ってるのか。

　リリィさんが言っているのは、稽古が休みの日に、僕が行おこなっていることだ。

　とはいってもそんなに大げさなものじゃない。近所を歩き回り、不ふ審しんな人物がいないかどうかをチェックするという、いわば自じ警けい団だんの真似まねごとみたいなことをしているだけだ。

　もちろん、無茶はしない。なんらかの事じ件けんに遭そう遇ぐうしたら、まずは通つう報ほう。分ぶをわきまえ、自分にできることをする。それが、中学に進学してからずっと続いている習しゆう慣かんなんだ。

　ただし緊きん急きゆう事じ態たいの場合はその限かぎりではなく、直ちよく接せつその件けんに関わることもある。普ふ段だんから鍛きたえているおかげで体力には自信があるし、いくつかの事件を解かい決けつしたことだってあるんだ。

　そんな日々を送っていたからか、今から３年前──中学二年の修学旅行のときに、誘ゆう拐かい事じ件けんに遭そう遇ぐうしたりもしたんだよな。

　自由行動の時間に、いつもの癖くせで人通りが少ないところを散さん策さくしていたら、『その瞬間』を目もく撃げきしたんだ。あのときばかりはかなり無理をしたと自分でも思うし、後で師し匠しようにもこっぴどく怒おこられたけど、そのおかげで一人の女の子を救うことができたんだ。だから後こう悔かいはしていない。

　あの子は今、どうしてるんだろう？　元気にしているといいんだけど。

「シンゴさん？」

　と、思案に耽ふける僕の顔を、リリィさんが覗のぞき込こんできた。

「ああ、すみません、ちょっと昔のことを思い出していて」

　僕は慌あわてて手を振ふり、目の前の問題に思考を戻もどす。

「テストプレイ、でしたよね。面おも白しろそうな話だとは思います。でも、どうして僕なんですか？　選考の理由を教えてください」

「もちろん、適てき性せいがあると判はん断だんしたからです。しかしそれ以上に、これは虹にじ野の様のご希望でもあるんです」

「……虹にじ野のが？」

　懐なつかしい名前が挙あがったことに、僕は眉まゆをひそめる。

　いや、リリィさんが関わってるんだから、その名が出てくるのも当然と言えば当然か。だって、リリィさんは虹野家のメイドなのだから。

「虹野様のこと、覚えていらっしゃいますか？」

「もちろんです。少し前までは、ずっと連れん絡らくを取り合っていましたし」

　中学一年の終わりくらいまでは、メールや手紙で近きん況きようを報ほう告こくし合ったりしてたんだよな。

　でも、二年生に上がった頃ころから少しずつ返事が遅おそくなってきて、ある日を境さかいに、ぱったりと連絡が来なくなったんだ。修学旅行で彼女の住む街まで来たときも、なんとなく気まずくて、そのことを伝えられなかったし、会いに行く勇気も持てなかったんだよな。誘ゆう拐かい事じ件けんに首を突つっ込こんだせいで、それどころじゃなくなったというのもあるけれど。

　もちろん、環かん境きようが変われば、気持ちだって変わる。それは分かっているつもりだから、彼女を責せめるつもりなんてまったくない。

　でも、虹野は僕のことを覚えていてくれたんだ。そのことが嬉うれしくて、口元にはつい笑みがこぼれる。

「虹野様はシンゴさんの参加を熱望されています。一いつ緒しよに同じゲームを遊びたいと、そうおっしゃられているのです」

「一緒に？　もしかして、虹野もテストプレイに参加するんですか？」

　僕の問いに、リリィさんは笑顔でうなずいた。

　つまり、参加すれば虹野に再さい会かいできるということか。

　だとしたら、断ことわる理由なんてあるはずがない。

「分かりました。詳くわしい話を聞かせてください」

「ありがとうございます。立ち話もなんですから、移い動どうしながらで構かまいませんか？」

　──そうして、見るからに高こう級きゆうそうな車に乗せられて、僕はゲームの設せつ備びがあるという場所へと案内されたんだ。

　車内では色んな話を聞かせてもらった。たとえば、虹野グループは様々な事業を手広く扱あつかう大だい企き業ぎようらしくて、その会長の一人ひとり娘むすめが、虹野プリズムなのだそうだ。小さい頃ころは分からなかったけど、でも、でっかい家に住んでたもんなあ。言われてみれば納なつ得とくというものだ。

　虹野グループは事じ業ぎよう拡かく大だいの一いつ環かんとして、ゲームの製せい作さくに着手。その第一作目として掲かかげたのが、『ラッキーレインボウ』とのこと。体感型のゲームで、現げん実じつ世せ界かいでの身しん体たい能のう力りよくや思考力がそのまま反はん映えいされるとか、体力に自信のある僕なら活かつ躍やくできるとか、そんな話も教えてもらった。

「さあ、着きましたよ」

　そうこうしているうちに、僕たちは目的の場所へと到とう着ちやくしたらしい。しかし、車を降おりた僕は、目の前の光景に顔をしかめた。

　そこにあったのは、巨きよ大だいな倉そう庫こだ。周囲に人影はなく、ひっそりとした海辺に、いくつかの倉庫が並ならべられていて、そのうちの一ひと棟むねの前で、車が停とまったんだ。

「こんなところで、ゲームのテストプレイをするんですか？」

　尋たずねると、運転席から降おりてきたリリィさんはゆっくりと首を横に振ふる。

「実はテストプレイを始める前に、シンゴさんにはあるお仕事を請うけていただきたいのです」

「仕事？」

「はい。シンゴさんにしかできない、大事なお仕事です」

　そう言って彼女は倉そう庫こに目を向け、そちらへ向かって歩き出す。不ふ審しんに思いながらも、僕はその後に続き、

「へっ？」

　倉庫の中へと入って、目を丸くした。撮さつ影えい用ようと思おぼしきライトやカメラがいくつも並ならべられていて、倉庫の中央を集中的に照らしていたからだ。

「なんですか、これは？」

「テストプレイを始めるための準じゆん備びですよ。シンゴさんにはこの真ん中に立っていただいて、『主しゆ催さい者しやのふり』をしてもらいたいのです」

「主催者の、ふり、ですか」

「はい。主催者になりきったまま、他の参加者に向けて、盛せい大だいに、高らかに、ゲームの開始を宣せん言げんしてもらいたいのです」

　にこやかな表情で告げられるが、僕は困こん惑わくを隠かくし切れない。

「えっと、そんなことをして、いったいなんの意味があるんですか？　僕も参加者の一人なんですよね？　つまりゲーム開始時には、他の参加者と一いつ緒しよに、その宣言を目まの当たりにする、ということになるはずです。そうですよね？」

「はい。おそらくそうなるでしょうね」

　僕の問いを、リリィさんはあっさりと肯こう定ていした。

「参加者の中に、主催者がいたら、みんなびっくりしますよね。ちょっとしたサプライズです」

「え、ええええ……」

　その返事に、僕の口からは変な声が漏もれる。そんなことのために、こんな大おお掛がかりな設備を用意したということなのだろうか。

「で、でも、僕は本当の主催者じゃないんですよ？　だから、たとえば参加者の誰だれかにゲームの攻こう略りやく方ほう法ほうだとか、裏うら話ばなしだとかを聞かれても、何も答えることができません。その時点で全部バレるんじゃないですか？」

「そこは我われ々われが上手うまくフォローしますので、ご安心を。原げん稿こうもこちらで用意してますし、何度でもリテイクは可か能のうです。それでもダメだとおっしゃられるのなら、無む理り強じいはいたしません。このまま引き続き、テストプレイの会場へと向かっていただきます」

　淡たん々たんと事務的な口く調ちようでリリィさんは言葉を連ねていたが、しかし不意に、その表情が曇くもる。

「……ただ、この計画は虹にじ野の様のご提てい案あんなんです」

「虹野が？」

「誰よりも信しん頼らいできるシンゴさんだからこそ、この重要な役やく割わりを任まかせたいと、そうおっしゃられていました。ですので、私からもお願いします。どうか虹にじ野の様のために、引き受けていただけないでしょうか？」

「……」

　深々と頭を下げられ、僕は言葉を失う。

　でも、心の中はすでに固まっていた。そのサプライズにどれほどの意味があるのかは分からないけど、虹野が望んでいるのなら、やってみるしかないよな。

「分かりました。引き受けます」

「あ、ありがとうございます！　衣い装しようも用意していますので、どうか着き替がえてください！」

　リリィさんは顔を上げると、目の端はしに涙まで浮うかべて倉庫の隅すみへと走っていく。そうして、彼女がロッカーから取り出したのは、漆しつ黒こくのマントだ。

　あれを、身に付けろってことか……。

　い、いや、一度引き受けた以上は、最後までやり遂とげるのが筋すじってものだ。首を横に振ふり、後こう悔かいの思いを断たち切ると、リリィさんが持ってきたマントを笑顔で受け取り、制せい服ふくの上から羽は織おる。

　原げん稿こうに目を通し、照明の重なる場所に歩き、カメラのある方へと身体からだを向けた。こうなったら、もう開き直るしかない。

「それでは、お願いします。３、２、１、はい！」

　合図と共に、僕は大きく息を吸すい、

「ようこそ、ラッキーレインボウの世界へ！」

　両手を広げると、お腹なかに力を入れて、声を上げた。

「みんな、よく集まってくれたね。本当にありがとう。心の底から感かん謝しやしてるよ。じゃあ、早速だけど、ゲームの説明だ！」

　無理やり上げたテンションで、一気に言葉をまくしたてる。

「これから君たちには、７つの『クエスト』に挑ちよう戦せんしてもらうことになる。それら全てを達成できれば、見事ゲームクリアさ！　やったね！」

　白い歯を見せながら、僕はガッツポーズを作った。そしてカメラの真正面を指差し、反対の手では自分の顔を覆おおい、足を開いて決めポーズを取ると、さらに続ける。

「リタイアの条じよう件けんや、それぞれが持っている『スキル』について等、細かい説明は相あい棒ぼうがしてくれるはずだ！　それじゃあ、皆みなの健けん闘とうを祈ってるよ。がんばってね！」

　言い終えると、僕は指を鳴らした。

「──はい、オッケーです！」

　ややあってから、リリィさんはカメラの録画を止め、僕に向かって親指を立てる。どうやら撮さつ影えいは無ぶ事じ終しゆう了りようしたみたいだ。安あん堵どの息を漏もらして、僕は肩かたをなで下ろすと、マントに手をかけて引っぺがした。

「シンゴさん、ありがとうございます！　本当に助かりました！」

　リリィさんはこちらへと駆かけ寄より、マントを受け取ると、再ふたたび頭を下げる。その丁てい寧ねいな仕草が気き恥はずかしくて、僕は思わず顔を背そむけた。

「言われた通りのことをしただけですよ」

「いえいえ、それでも助かったことには変わりありません。おかげで『ラッキーレインボウ』は、とっても楽しいゲームになりそうです」

　僕のすぐ間近まで迫せまり、彼女は言葉を続ける。

「そうそう、言い忘わすれていたんですけど」

　と、不意に手を叩たたくと、リリィさんはメイド服のポケットに手を入れ、

「実は、私もテストプレイに参加するんですよ」

　言葉と共に、そのポケットの中から何かを取り出し、僕のわき腹ばらに押おし当てた。

「っ！」

　──次の瞬しゆん間かん、すさまじい衝しよう撃げきが走り、全身が硬こう直ちよくする。

　かろうじて視し界かいに入ったのは、彼女が手に持つスタンガンだ。

　いったい何が起きたのか理り解かいできず、僕はただ、リリィさんを見つめることしかできない。

「ゲームの中で、私の姿すがたを見かけましたら、声をかけてください。共に協力して、クエストを攻こう略りやくしていきましょう」

　そんな僕の目の前で、彼女はもう一度、スタンガンのスイッチに指をかける。

「覚えていたら、ですけどね」

　──その刹せつ那な、僕の意い識しきは深い闇やみの中へと落ちていった。







　周囲を覆おおっていた光が消え去ったとき、視界に入ったのは見み慣なれた大おお広ひろ間まだ。

　第６のクエストが終しゆう了りようし、僕たちはまた、この場所に戻もどってきたんだ。

「……静かね」

「ああ」

　アリスのつぶやきに、僕は短く答える。最初は七人もの参加者がいたのに、今は僕たち二人だけなんだ。静かにもなるし、耐たえがたい寂さびしさだって感じている。

　しかしその静けさは、すぐに打ち破やぶられた。

「ねえ、シンゴ君！」

　アリスが驚おどろきの叫さけびと共に、部屋の中央を指差したからだ。

　その先にあるのは、あの大きなモニターだ。

　僕も同じ方向へと顔を向け、目を見開く。

　そのモニターには、画面いっぱいにこんな一文が記しるされていたんだ。

『もう、特とく典てんなんて必要ありませんわよね』

　これは、レドの仕し業わざか。

　おそらく、あいつから僕たちへのメッセージなんだろう。

　──逃にげたのか。

　一いつ瞬しゆん、そんな思いが胸むねの中に芽め生ばえるが、しかしすぐに自分で打ち消す。

　そうじゃない。あいつは、決着をつけようとしているんだ。

「シンゴ君」

　またしてもアリスが僕の名を呼よび、部屋の片かた隅すみを指差した。その先に目を向け、僕は静かに息を吞のむ。そこにはいつの間にか、新たな扉とびらが出しゆつ現げんしていた。

　藍あい色いろの扉の隣にあるその扉は、紫むらさき色いろをしていて、ほのかな光を放っている。

　あれが、第７のクエストへの入り口だということか。

「行くしかないみたいだな」

「ええ」

　紫の扉の前まで来た僕たちは、神しん妙みような面おも持もちで目の前を凝ぎよう視しした。

　色んなことがあったけれど、これが最後のクエストなんだ。そのことを思うと、自然と気持ちは引き締しまってくる。

「シンゴ君」

　アリスはこちらに向き直ると、ゆっくり右みぎ腕うでを突つき出した。そしてその先から鎖くさりを伸のばし、有無を言わさず僕の胴どう体たいへと巻まき付ける。

「今のうちに『保ほ険けん』をかけておくわ。これならどちらかがダメージを受けても、痛いたみ分けをしてリタイアを防ふせげるかもしれない」

「一いち蓮れん托たく生しようってわけか」

　自分の胴体に目を向けつつ、そう答えると、彼女はわずかに頰ほほを赤らめた。

「……あんたには恩おんがあるから、わたしより先にリタイアされちゃ困こまるの。さっきあんたがオレンジを口にしたときと同じで、リスクの分散ってやつよ。嫌いやだとは言わせないわ」

「いや、言わないよ。ありがとう」

　僕は素す直なおに頭を下げ、しかしすぐに顔を上げると、さらに続けた。

「でも、心配する必要はないんじゃないかな？」

「えっ」

「だって、僕とアリスが組んでるんだから。リタイアなんてしないよ」

「……その自信は、どこから来てるのよ」

「根こん拠きよなんてないさ。でも、君と一いつ緒しよなら、なんだってやれそうな気がするんだ」

「…………バカ」

　小さな声でつぶやくと、アリスは軽く頭を振ふってから扉を見つめた。

「さあ、開けるわよ」

「うん」

　力強くうなずき、僕も扉へと顔を向ける。

　アリスは首を縦たてに振ると、大きく息を吸すい込こみ、ノブを回した。

　──その瞬しゆん間かん、光が弾はじけて、視し界かいは白い闇やみに吞み込まれる。







　飛び込んできた光景を、僕はまっすぐに受け止める。

　周囲には、紫むらさき色いろの煙けむりが立ち込こめていた。遠くを見通すのが困こん難なんなほどの、濃こい紫し煙えん。

　そんな中、まばゆく輝かがやくのが、真正面から伸のびてくる虹にじ色いろの光だ。

　その光は紫煙にさえぎられることなく、僕たちの元へとはっきり届とどいている。

「行こう」

「ええ」

　道しるべのようなその光を見つめ、僕たちは並ならんで歩き出した。

　はぐれないように寄より添そい、確たしかな足取りで前へと進む。

　やがて光は大きくなっていき、

『そこまでですわ！』

　突とつ如じよとして聞こえてきた声に、足を止めた。

　同時に、立ちこめていた紫煙が晴れ、前方から何かが姿すがたを現あらわす。

　そこにいたのは、虹色の七しち面めん鳥ちよう──レドだ。

『よくぞここまでたどり着きましたわね！　さすがはシンゴ様とアリス様、といったところでしょうか。ですが、それもここまでです』

　両りよう翼よくを広げて、レドはこちらをまっすぐに見上げる。

『第７のクエストの、最大の難なん関かんは、わたくしなのです！　ここから先へと進みたいのであれば、このわたくしを倒たおさなければならないのです！　さあ、お覚かく悟ごはよろしいですか？』

　レドは不ふ敵てきな笑みを浮うかべてこちらを見回す。

　でも、僕はもう驚おどろいたりはしなかった。

『そうそう、公平を期きすため先に述のべておきますが、現げん在ざいのわたくしは、参加者様との相そう互ご干かん渉しようが可か能のうな状じよう態たいになっています。皆みな様さまの攻こう撃げきはわたくしに当たりますし、反対にわたくしの攻撃によって、皆様がリタイアすることもあるでしょう。すなわち、ガチンコ対決ですわ！　共に死力を振ふり絞って、ラストバトルを盛もり上げようではありませんか！』

「……茶番はいいよ」

　気分を高こう揚ようさせて叫さけぶレドに、僕は首を横に振ってから、口を開く。

『茶番、とはどういうことでしょうか？』

　その反はん応のうに、レドは疑ぎ問もんの声を上げる。

「だから、そういうのはいいんだって。これまでの経けい緯いを、全部知ってるんだろ？　だったら、僕たちが黒くろ幕まくの正体に気付いたことも、もう分かっているはずだ。余よ計けいな手間は省はぶいて、要点だけを話し合わないか？」

『──なるほど。答え合わせをしたい、ということですね』

　わずかな沈ちん黙もくの後、レドは軽く羽を振ふると、アリスへと目を向ける。

『アリス様も、それで構かまいませんか？』

　問われて、彼女は両手を腰こしに当てると、静かにレドを見下ろした。

「……自分なりに、色々と考えてみたのよ」

　そう言ってアリスは、僕へと視し線せんを移うつす。

「たどり着いた結けつ論ろんは、多分、シンゴ君と似にたようなものだと思う。だからわたしも、異い論ろんはないわ。話し合いましょう、全てを」

　その言葉を聞いて、レドは大きくうなずいた。

『分かりました。それでは聞かせてください。シンゴ様たちのたどり着いたという結論を』

　大おお仰ぎような身み振ぶりを見せて、レドは僕たちの顔を見回す。

「その口く調ちようも、やめようぜ」

　そんなレドに、僕はため息をついて首を横に振ふった。

「もう、演えんじる必要なんてないんだから」

『演じるとは、どういうことでしょう？』

「だって、君が虹にじ野のなんだろ？」

　首を傾かしげるレドへ、簡かん潔けつにそう告げると、彼女は動きを止めてこちらを見つめる。

「虹野プリズム。……いや、ここでは別の名前で言った方が分かりやすいんだろうな」

　軽く息を吐はいてから、僕はレドに向かって、告げた。

「藍あい沢ざわルーシー。君がこのゲームの黒くろ幕まくだ」




　　　２




　周囲には、重い沈ちん黙もくが訪おとずれた。

　息苦しく、粘ねばり付くような空気を肌はだに感じる。

　レドは動きを止めたまま、静かにこちらを見上げていたが、

『やっぱり、分かっちゃったか』

　やがて僕の言葉を嚙かみ締しめるように受け止めると、朗ほがらかな笑みを浮うかべた。それは、これまでに見たことがなかったほどの、柔やわらかい表情だ。

『まあでも、消去法で考えればその結論になるよね。アリスちゃんとシンゴ君、そしてミサオちゃんを除のぞけば、残るは四人。ケイトは『プリズム』のネット仲間だし、シノミヤさんは巻まき込こまれただけだから、どちらも違ちがう。その上、リリィさんが黒幕じゃないって分かったのなら、答えは一つ。ちょっと簡かん単たんすぎたかな？』

　気さくな口く調ちようで話すレドに、僕はゆっくりと首を横に振った。

「いや、そうでもないよ。シノミヤやケイトが、ウソをついていた可か能のう性せいだって、あったからね。決め手になったのは、お前の存そん在ざいだよ、レド」

『へっ？』

　首を傾げる彼女に、僕は続ける。

「レドは、ルーシーの魔ま法ほうによって生み出されたんだろ？」

『にじいろノート』には、ルーシーの魔法についての詳しよう細さいが書かれていた。

　彼女が扱あつかえる魔法は、全部で七つ。そのうちの一つに、『永えい続ぞく具ぐ現げん化か魔ま法ほう』というものがあったのを、僕は覚えている。

「永えい続ぞく的てきに、どんな物体でも具ぐ現げん化かさせることができる。この魔ま法ほうを使って、君はレドという案内役を登場させたんだ」

　こちらの語る言葉へ、レドは何も言わずに耳を傾かたむけている。

「おそらくは、ゲームを円えん滑かつに進めるのが目的だったんだろう。実じつ際さい、レドはずっと運うん営えい側がわの立場として動いていたし、そのための力も持っていた。となると、その存そん在ざいを生み出した者も、やっぱり運営側だということになる。そして、レドのような存在を生み出せるのは、僕たちの中にはルーシーしかいない。……もちろん、『魔法でレドを生み出した』というのは推すい測そくに過すぎないよ。でも、そう考えれば全てがつながるんだ」

　僕の言い分には、確たしかな証しよう拠こがあるわけじゃない。否ひ定ていされたらそれ以上は追つい及きゆうのしようがない、あやふやな論ろん理りだ。

『さすがはシンゴ君だね』

　けれど、レドは首を縦たてに振ふり、両りよう翼よくで拍はく手しゆをしてみせた。

『そこまで気付いてくれたのなら、私は満足だよ。「このゲームはミステリじゃない」もんね』

　彼女はそのまま翼つばさをはためかせると、その場で軽く飛び上がり、すぐに着地する。

『シンゴ君が言った通り、レドは藍あい沢ざわルーシーが具現化させたマスコットキャラなんだ。このレドを通して、私はみんなのことを見守っていたの。リタイアした後も、ね』

「永続具現化魔法だから、『ご主人様』であるルーシーがいなくなった後も、レドは残り続けることができた、というわけか」

『そういうこと。プレイヤー側からは干かん渉しようできず、特とく典てんの付ふ与よと、罰ばつゲーム執しつ行こうの権けん限げんを持っている。そういう存在が必要だったの。最初からＮＰＣとして用意しておいても良かったんだけど、「魔法で召しよう喚かんした」っていうオチの方が、かっこいいよね？　だから、私のスキルの中に組み込こむことにしたの』

　レドは無む邪じや気きな口く調ちようで言葉を続ける。

『設せつ定てい、考えるの大変だったんだからね。話し方だってかなり練習したし、操そう作さの仕方もなかなか難むずかしくてさ。特に姿を現あらわすときの、場所の指定が上手うまくいかなくて、変なところに出てきちゃったりもしたよね。何度も驚おどろかせちゃってごめんね、本当に』

　彼女の語る内ない容ようを受け止めながら、僕はどうしても聞きたかったことを尋たずねた。

「なぜだ？」

『えっ？』

　きょとんとするレドに、僕はさらに言葉を重ねる。

「ルーシーとレドの関係は分かった。そのことはもういい。だから教えてくれ。なぜ、こんなゲームを始めたんだ？」

　その問いに、彼女は眉まゆをひそめ、

『もしかして、エッチな設せつ定ていにしたこと、怒おこってる？』

「はっ？」

　今度は僕が高い声を漏もらす番だった。

『ダメージを受けたら服が破やぶれるっていう設せつ定ていのことよ。でも、仕方ないじゃない。私だって、好こう奇き心しん旺おう盛せいな年とし頃ごろなんだもん』

　頰ほほを膨ふくらませて、レドは顔を背そむける。

『年とし相そう応おうに、色んな経けい験けんをしたかっただけなの。だって私、そういうこと、なんにも経験してないもん』

「い、いや、それはどうでもいい……、いやいや、良くないけど！　僕が知りたいのは、そういうことじゃないんだ！」

　突とつ然ぜんの告白に戸と惑まどいつつも、僕は頭を振ふって気持ちを落ち着け、大きく息を吐はいた。

「そうじゃなくて、このゲームを始めた目的を知りたいんだ。テストプレイというのは、ウソなんだろ？　僕たちは全員、明めい確かくな意い志しの元に集められた。そこにどんな意図があったのかを、教えてくれないか？」

　ゆっくりとした口く調ちようで尋たずねると、レドは少し悲しげな表情で口を開く。

『簡かん単たんな話だよ。私はただ、みんなと一いつ緒しよに遊びたかっただけなの』

　その言葉に、僕は大きく目を開いて、彼女を見つめた。

『友達やネット仲間と一緒に、ちょっとエッチな脱だつ出しゆつゲームを遊びたかった。それが動機だよ』

「……本当に、それだけなのか？」

『うん、それだけだよ。だから、パパとママにこのゲームを作ってもらって、リリィさんたちにも協力してもらって、それで──』

「だったら！」

　僕は思わず叫さけび声を上げる。声の大きさにびっくりしたのか、レドは黙だまってこちらを見つめるばかりだ。それでも構かまわず、僕は言葉を続けた。

「……だったら、直ちよく接せつ言ってくれれば良かったじゃないか」

「シンゴ君……」

　うなだれる僕の隣となりで、アリスが不安げな表情を作る。

「一緒に遊ぼうって、そう言ってくれたら、すぐに駆かけ付けたよ。ゲームの内ない容ようや、エッチな設定に関しては、無む条じよう件けんに同意はできなかっただろうけど、相そう談だんに乗るくらいはできたと思う。それなのに、拉ら致ちして無理やり参加させるだなんて、犯はん罪ざいまがいどころじゃない。そりゃあ、人によってはそれぞれ都合やら何やらがあるかもしれないけどさ、少なくとも僕は、断ことわるわけないじゃないか。だって、虹にじ野のが望んでいるんだから」

『うん、そうだよね。シンゴ君だけは、絶ぜつ対たいに来てくれたんだと思うよ』

「だったら、どうして──」

『だって、会いたくないもん』

「……えっ」

　思いも寄よらない言葉に、僕は身体からだを強こわ張ばらせた。

『シンゴ君にも、他の人たちにも、私は会いたくないの』

「ど、どうして？」

『見られたくないから。今の私を』

　顔を上げると、レドは寂さびしげな表情を浮うかべる。

『身体からだがね、もう動かないの。筋きん肉にくが縮ちぢこまる病気だって、お医者さんは言ってた。有ゆう効こうな治ち療りよう法ほうもなくってさ、どうにもならないの』

　身体が、動かない？　治療法が、ない？

　彼女の語る話を受け止めきれず、頭の中は混こん乱らんするばかりだ。

「いったい何を言ってるんだ？　僕が知りたいのは、このゲームを始めた理由で──」

『ちゃんとした自覚はなかったけど、小学生の終わり頃ころから、少しずつ症しよう状じようは出ていたみたい。引っ越こしたのもそれが理由。少しでも空気のおいしいところで過すごした方がいいって、ママがね』

　僕の言葉をさえぎり、レドは続ける。

『多分、アリスちゃんも気付いてなかったと思う。中等部の二年生に進しん級きゆうしたときに、クラスが別々になってから、話をする機会も減へったもんね。その年の二学期にはあの事じ件けんが起きて、その後すぐに、転校していっちゃったし』

「……ほとんど無理やり、転校させられたのよ。セキュリティ万全という触ふれ込こみの、都内の全ぜん寮りよう制せい学校にね」

　僕と同じように硬かたい表情のまま、アリスは口を開いた。

「このタイミングで言うのもなんだけど、久ひさしぶりね」

『うん、お久しぶり。元気してた？』

「ずっと見てたのなら分かるでしょ？　銃じゆうをぶっ放すくらいには、元気が有り余あまってるわよ」

『あはは、それもそうだね。私も元気だよ。少なくとも、この世界の中ではね』

「……さっきの話、本当なの？　あんたのこと、ずっと気になってたけど、新しい連れん絡らく先さきも分からなかったし、それでいきなり色んなことを聞かされて、びっくりしてるわ」

『全部本当だよ。アリスちゃんが転校した後くらいから、症状が急に悪化してね。最初に動かなくなったのは足だったの。その後しばらくは車くるま椅い子すでの生活が続いていたんだけど、一年前くらいからは腕うでも動かせなくなってきて、ずっと遊んでいたネットゲームも引いん退たいしたんだ』

　淡たん々たんと語られるその内ない容ように、僕たちは黙だまって聞き入ることしかできない。

『ケイトとも仲直りをしたいなって、ずっと思ってたんだけどね。今では寝ねたきりの生活で、話すこともできないの。だからせめて、一緒に考えたモンスターを登場させて、この世界で遊べたらいいなとか、そういう色々な想いを込めたクエストも作ったりしたんだよ。まあ、黄金の天使ちゃんに関しては、シンゴ君との思い出を優ゆう先せんさせちゃったから、こっちの意図が上手うまく伝わらなかったかもだけど』

　と、彼女は僕へと視し線せんを移うつし、柔やわらかな笑みを浮かべる。

『ね、こんな事情を話したら、シンゴ君は絶ぜつ対たい、私に会おうとするでしょう？　でも、嫌いやなんだ。寝たきりで、全身に管くだを付けられて、やせ細ったこの姿すがたを見られるのは』

「……」

　彼女の言葉に、僕は何も応こたえることができない。そんな言葉を持ち合わせていない。

『だから、決めたの。再さい会かいするのは、この世界でって』

　両りよう翼よくを広げ、レドは天てん井じようを見上げた。

『きっと私の命は、もうそんなに長くないんだと思う。でもね、悲しくはないんだ』

　指先を振ふると、こちらを見上げて彼女はウインクをしてみせる。

『実はね、「ラッキーレインボウ」に、現げん実じつの世界と異ことなるアバターを用意する機能はないの。ケイトはリミットで若わか返がえっただけだし、シンゴ君の開かい会かい宣せん言げんだって、本当に行われたことだもん。今のシンゴ君なら、覚えてるよね？』

　僕が無言でうなずくと、レドはにっこりと微笑ほほえんだ。

『でもさ、アリスちゃんはルーシーを見ても、私だと気付けなかった。シンゴ君だって、記き憶おくの中にある私と、ルーシーの姿すがたが結び付かないはずだよ。そうだよね？』

　返事も聞かずに、彼女はさらに続ける。

『その理由は簡かん単たん。ルーシーの魔ま法ほうに、「マジカルコーディネート」っていうのがあったでしょ？　自みずからの見た目を思い通りにメイクアップできるってやつ。あの魔法を使って、私は自分を理想の姿すがたに変えたんだ。それが、藍あい沢ざわルーシーなの』

　その場で一回転してから、レドはウインクをした。

『この世界でなら私だって、きれいでかわいくて、すてきなおんなのこになれるんだよ』

　──かつて交わした約束が、脳のう裏りをよぎる。




『こんど会うとき、わたしはもっともっと、きれいでかわいくて、すてきなおんなのこになってる。そうなるように、がんばる。だからシンゴくんも、いまよりもっともっと、かっこよくなってほしい。だれもがあこがれるような、ヒーローになってほしいの。そうしたらきっと、わたしもシンゴくんも、えがおで再さい会かいできるはずだから』




『私、きれいだったよね？　かわいかったよね？　シンゴ君の目から見ても、すてきなおんなのこだったよね？』

　その問いかけにも、僕は応えることができなかった。

　なりたかった自分になって、仲が良かった友達と一いつ緒しよに、ゲームを遊ぶ。そんなありふれた願いを叶かなえるために、虹にじ野のはこんなにも大おお掛がかりな舞ぶ台たいを用意しなきゃいけなかったんだ。

「……バカだよ、お前は」

　その場でうつむいたまま、僕は声を絞しぼり出す。

「そこまでして僕たちと遊びたかったのに、最初にリタイアするんだもんな」

『そうなの。ほんと、笑えてくるよねー』

　その言葉に、彼女は苦笑いを浮うかべた。

『スキルの設せつ定ていは全員分、私が決めたんだけど、自分のスキルは強力なものにしたくなって、色んな魔法をいっぱい詰つめ込み過すぎちゃったんだ。そのせいでリミットもきついものになっちゃったんだけど、まあいっかと思って、そのままゲームを開始したら、この結果だもん。笑うしかないよー』
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「そんなので、お前は満足できるのか？」

『えっ？』

　拳こぶしを握にぎり締しめ、僕はレドに尋たずねる。

「長い時間をかけて、練ねりに練った計画なんだよな？　何もかもを覚かく悟ごした上で、やったことなんだよな？　それなのに、虹にじ野の自身は何も楽しめてないじゃないか。そんな結果で、本当に満足できるのか？」

『……仕方ないよ。そういうゲームにするって決めたんだもん』

　レドは眉まゆをひそめると、ゆっくり首を横に振ふった。

『主しゆ催さい者しやだからって、自分に都合のいいルールばかり用意するわけにはいかないよ。そんなの、ただのわがままだからさ』

「いいんだよ、わがままを言っても！」

　思わず叫さけぶと、彼女はきょとんとした表情でこちらを見つめる。

「これは、お前が作ったゲームなんだろ？　だったら、いくらでも好きなようにやればいいんだよ。遊び足りないんだったら、もっと遊べばいいんだ」

　今ならリリィさんの行動の意味が、全て理り解かいできる。虹野が満足できる結果になるまで、何度でも繰くり返す。その決意を胸むねに秘ひめて、あの人はゲームに参加したんだ。

「ゲームオーバーになれば、また最初からやり直しになるんだよな？　つまり虹にじ野のはもう一度、このゲームを遊べるということだ。だったら僕たちがここで、わざとリタイアすれば──」

『ダメだよ』

　こちらの言葉をさえぎり、強い口く調ちようでレドは言った。

『そんなことしちゃダメ。だってシンゴ君は、ヒーローなんだもん。「悪の組そ織しき」に加か担たんしちゃいけないよ』

　ヒーロー。その短い言葉が、僕の胸むねに深く突つき刺ささる。

　僕はこれまで、自分にできることを精せいいっぱいやってきたつもりだ。道場に通って心身を鍛きたえ、近所を見回る。虹野と離はなれ離れになってからずっと、そんな生活を続けてきたんだ。

　あの日の約束を守るために。

『このゲームでは、私は悪役で、黒くろ幕まくで、ラスボスなの。だからヒーローであるシンゴ君は、かっこよく私を倒たおさなきゃいけないの。私の言ってること、分かる？』

「……ああ」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、僕は無理やり口を開いた。

「それが、虹野の願いなんだな？」

　その問いに、レドは無言でうなずく。

　彼女は、完結させたがっているんだ。虹野プリズムという物語を。

「分かった。じゃあ、僕がその願いを叶かなえてみせる。『ラッキーレインボウ』を、クリアしてみせるよ。それが、ヒーローの役目なら」

『……ありがとう』

　レドは短くそれだけを言って、その場でうつむいた。

　僕はアリスに目を向け、無言でその意思を問う。

「確かく認にんするまでもないでしょ。わたしは最初からそのつもりよ」

　彼女は胸むねの前で腕うでを組み、ゆっくりとレドを見下ろした。

「ゲームをクリアしたら、記き録ろくした映えい像ぞうを全て破は棄きすること。そのことを約束してくれるのなら、わたしからは何も不満はないわ。両親にも、なんとか大おお事ごとにならないように言ってみる」

『その点はご心配なく。ご両親とは、すでに話が付いてるから』

「……はっ？」

　顔を上げたレドに、はっきりとした口く調ちようで言われ、アリスは露ろ骨こつに顔をしかめる。

「ど、どういうこと？」

『パパとママがね、今回の件けんを、アリスちゃんのご両親にだけは相そう談だんしてたんだ。そしたら、快こころよくオッケーしてくれたんだよ。「警けい備びの手は緩ゆるめないが、それでもやれるものならやってみるがいい」って』

「……あー、それ、父さんが言いそうなセリフだわ」

　呆れた顔で、アリスは天てん井じようを見上げる。

『あと、「日ごろの訓くん練れんを試す、いい機会ね」とも言ってたね』

「そっちは母さんの方ね、はいはい」

　軽く手を振ふり、彼女は顔を押おさえた。

「赤あか咲さき家と虹にじ野の家が手を組んでいるのなら、事じ件けんが明るみに出る可か能のう性せいは相当低いわね……。だったら、映えい像ぞうが外に漏もれることもない、か」

『大だい丈じよう夫ぶ、その話も全部ウソなので！』

「……」

　悪びれた様子もなく告げたレドを、アリスは無言で見つめる。

『みんなが真しん剣けんにゲームを遊んでくれたらいいなと思って、つい、ウソをついちゃったんだ、ごめんね。まあ、この言葉もウソかもしれないけどね、えへへ』

「……結局どっちなのよ、まったく」

　大きく息を吐はいてアリスはうつむくが、しかしすぐに顔を上げる。

「ここにきて、暴ばく露ろ話ばなしのオンパレードね。でも、いいわ。わたしもシンゴ君の意見に賛さん成せいよ。このゲームを終わらせましょう」

　彼女はこちらに目を向け、小さくうなずく。

『アリスちゃん、最後に一つだけいいかな？』

　そんなアリスにレドは声をかけ、その側へと歩いていく。そして、彼女を見上げながら言った。

『正直に答えて。シンゴ君のこと、どう思ってるの？』

　その問いに、アリスは背せ中なかをのけ反ぞらせる。

「ど、どうって、彼はわたしの恩おん人じんだから──」

『そういうのは抜ぬきにして、今の正直な気持ちを教えて』

「ん……」

　さらに問い詰つめられ、彼女は反はん射しや的てきに口を閉とざしたが、

「……分かったわよ」

　その場でしゃがみ込こむと、レドの耳元に顔を寄よせ、僕には聞こえないくらいの声で、そっと耳打ちした。

『──うん、そうだよね。そうだと思った。ありがとう、教えてくれて』

　納なつ得とくしたのか、レドは笑みを浮うかべたままこちらに向き直る。その隣となりではアリスが顔を赤らめて、やはり僕の方を見つめていた。

『それじゃあ、話し合うことは、もう何もないよね？』

　和なごやかな声で、レドは再ふたたび両りよう翼よくを広げる。それを見て、僕は無言でうなずき、刀の鞘さやを持った左手に力を込こめた。

「ああ、決着をつけよう」

『うん。いざ、勝負！』

　レドは武ぶ器きも持たず、隙すきだらけなまま、こちらに向かって突とつ進しんしてくる。

　けれど、手て加か減げんの必要はない。いや、しちゃいけないんだ。

『ええいっ！』

　レドが間近まで迫せまった、そのとき、

「──っ！」

　僕は柄つかに手をかけ、刀を抜ぬき放った。

　それは一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとで、確たしかな手ごたえと共に、刀を収おさめて振ふり返る。

　目に映うつるのは、その場で立ち尽つくすレドの姿すがただ。

『……ありがとう』

　彼女のつぶやきに返す言葉もなく、僕はただ無言で、首を縦たてに振った。

　その近くでは、同じようにアリスも力強くうなずく。

　僕たち二人が見守る中、レドの姿すがたはゆっくりと、虚こ空くうに消えていった。

　周囲には再び静せい寂じやくが訪おとずれる。その静けさはいつまで経たっても止むことはなく、それでも僕たちはしばしの間、レドのいた場所を無言で見つめ続けた。




　　　３




　それからずっと、僕たちは何も話さずに歩き続けた。するべきことが分かった以上、言葉なんていらないのだから。

　そうして、ひたすらまっすぐに前へと歩き続け、やがて目的の場所へとたどり着く。

　目の前には、強く輝かがやく虹にじ色いろの光が浮うかんでいる。光の足元には小さな台だい座ざがあり、よく見るとそこには、こんな文字が書かれていた。


『この光に最初に触ふれた者だけが、ゲームをクリアできる』



　なるほど、言い換かえれば、『１位通つう過か以外はリタイアする』ということか。

　あまりにも露ろ骨こつな一文だったが、でも、今いま更さらこんなものに惑まどわされる僕たちじゃない。

　１位通過できるのが、一人だけではないことを、すでに理り解かいしているのだから。

「アリス」

　刀を自分の中に仕し舞まい込こみ、僕はアリスへと目を向け、左手を差し出した。

　彼女もすぐにうなずき、自分の右手をこちらに掲かかげる。

　僕たちは手を繫つなぎ、お互たがいを見つめ、

「いくよ」

「ええ」

　二人同時に、虹にじ色いろの光へ手を触れる。




　──刹せつ那な、光は大きく膨ふくれ上がり、一気に弾はじけた。




「くっ」

　まぶしさのあまり、僕は思わず目を閉とじる。それでも、重ねたこの手だけは、離はなすわけにはいかない。強く力を込こめると、アリスも握にぎり返してくれた。

「ん……」

　やがて光は収おさまり、閉じていた目をゆっくりと開ける。

「えっ？」

　その瞬しゆん間かん、視し界かいに飛び込んできた光景に声が漏もれた。

　目の前に、ミサオが立っていたからだ。

　いや、ミサオだけじゃない。このゲームに参加した人、全員だ。

　ケイトも、シノミヤも、リリィさんも、そしてルーシーも……。

　周囲には何もなく、ただ淡あわい光に包つつまれた空間が広がるばかりで、僕たちは宙ちゆうに浮うくような形で、輪になって向かい合っていたんだ。

　しかも、全ぜん裸らで、だ。

　僕とアリス以外は全員、何も身に付けておらず、その現げん実じつ離ばなれした様子が神こう々ごうしくさえ感じられて、ただただ呆ぼう然ぜんとみんなを見つめることしかできない。

「ずっと見ていたぜ、お前らのことをな」

　そのときケイトが口を開き、かすかな笑みを浮うかべた。

「ずっと、見ていた？」

　尋たずねると、彼女の言葉を継つぐようにして、シノミヤが人差し指を立てる。

「ボクたちはリタイアした後も、この場所でゲームの続きを鑑かん賞しようしていたのさ。空の上から、見下ろすような感じでね。ただ、シンゴ君たちが来るまでは、お互たがいの姿すがたは見えていなかったし、話をすることもできなかったから、今ちょっと、びっくりはしているんだけど」

　軽くセキ払ばらいをしつつ、シノミヤは大おお仰ぎように手を広げ、言った。

「ともあれ、シンゴ君、アリス君。ゲームクリアおめでとう。心からの賛さん辞じを贈るよ」

　その言葉を聞いた瞬間、胸むねの奥おくに確たしかな実感が広がっていく。

　僕たちは、このゲームをクリアしたんだ。

「センパイ」

　僕の真正面にいたミサオが、笑顔でうなずく。

「オメデトウ」

「……ああ、ありがとう！」

　僕も微笑ほほえみを返し、親指を立ててみせた。

「ゲームクリア、ということでいいんだよね、ルーシー君？」

　シノミヤのその問いに、僕たちの視線は一いつ斉せいにルーシーへと向けられる。

　すると彼女は朗ほがらかな表情のまま、首を縦たてに振ふり、ピースサインを作ってみせた。

「もちろんだよー。これにて『ラッキーレインボウ』は終しゆう了りよう！　みんな、お疲つかれ！」

　そう言ってすぐに、ルーシーはケイトへと向き直り、深々と頭を下げる。

「ごめん、ケイト！」

「……」

　端たん的てきなその謝しや罪ざいに、ケイトはゆっくりと、首を横に振った。

「謝あやまる必要なんてねえよ。リタイアした後もずっと見ていたんだから、お前がどういう気持ちでいたのかも、今なら分かってるつもりさ」

「ケイト……」

「あたしこそ、悪かったな。またお前と一いつ緒しよに、同じゲームを遊びたい。今はそう思ってるぜ」

「……うん、そっか。そう言ってくれると、すごく嬉うれしい」

　ルーシーは口元を緩ゆるめ、再びピースサインを作る。

「私も、皆みな様さまには謝あやまらなければなりませんね」

　その隣となりで、リリィさんが全員を見回して、ゆっくりと頭を下げた。

「これまでの数々の御ご無ぶ礼れい、まことに申もうし訳わけありませんでした。計画を主しゆ導どうし、実行したのは、この私です。責せめるのであれば、私を責めてください」

「リリィさんは悪くないよ。全部、私のためにやってくれたことだもん」

　ルーシーの言葉にも、彼女は首を横に振ふるばかりだ。

「いいえ、お嬢じよう様さま。私は最初から全てを覚かく悟ごして臨のぞんでおりました。どうかわたしに、責任を取らせてください」

「──確たしかに、リリィ君には問い詰つめたいことが山ほどあるね」

　と、シノミヤはリリィさんを見下ろし、両手を腰こしに当てる。しかし、すぐに首を横に振ると、言葉を続けた。

「しかしそれ以上に、ボクは感服しているのさ。リリィ君のプレイングは、実に見事だった。一人の参加者として、ただただ拍はく手しゆを送ることしかできない。だから少なくともボクからは、何も言うことがないよ」

「シノミヤさん……」

「それに」

　リリィさんはさらに深く頭を下げるが、そんな彼女に人差し指を突つき付けつつ、シノミヤはその顔をルーシーへと向ける。

「ここまで大おお掛がかりな舞ぶ台たいを用意した君たちのことだ、どうせ事じ件けんが明るみに出ない『保ほ険けん』もかけてあるんだろう？　だとしたら、謝しや罪ざいがあろうとなかろうと、関係ないよね？」

「……さすがはシノミヤさん、だね」

　その質しつ問もんに、ルーシーは肩かたをすくめた。

「現げん実じつの世界に戻もどったときにはね、ここで起きたことはみんな忘わすれてるの。そういうふうに作られてるんだ。だから、そもそも事件なんて起きてないの。だって誰だれも覚えてないんだから」

　眉まゆをひそめながら、彼女は言葉を続ける。

「みんなも、嫌いやでしょ？　無理やり参加させられたゲームの記き憶おくを、覚えてるのって。忘れた方がいいんだよ、ここで起きたことは。そうすれば、みんな幸せになれるんだから」

　……確かに、僕たちはこのゲームの中で、人としての尊そん厳げんを傷きずつけられるような出で来き事ごとに、何度も遭そう遇ぐうしてきた。だから、ルーシーの言い分にも一理はあると思う。

　けれど、

「お前は、いいのか？」

「へっ？」

　僕の問いに、彼女は首を傾かしげた。

「いいのかって？」

「だって、ここでの記き憶おくを失うってことは、お前のことも忘わすれるってことだぞ？　お前と一いつ緒しよに、ゲームを遊んだ思い出が、みんなの中から全て消えるんだ。本当にそれでもいいのか？」

「ん……」

　ルーシーは目をそらし、声を詰つまらせたが、

「うん、いいよ」

　顔を上げると、苦笑しつつ答えた。

「実はね、私だけはずっと、この世界に残るつもりなんだ。だってここは、私にとって最高の遊び場なんだもん。私の好きな物がいっぱい詰つまった、理想の世界。データも充じゆう分ぶんに取れたし、みんなをＮＰＣとして登場させて、ずっとずっと、遊び続けるんだ。だからきっと、大だい丈じよう夫ぶ」

　彼女のその言葉に、僕たちは何も言い返せない。

　何を言っても陳ちん腐ぷな慰なぐさめにしかならないと、誰だれもが分かっているから。

　……でも、それでも、

「会いたくないって、言ったよな」

　僕は口を開かずにいられなかった。

「虹にじ野のの気持ちは尊そん重ちようする。決して無む理り強じいはしない。……けれど、もしも気持ちが変わったら、いつでもいいから、教えてくれよな」

「シンゴ君……」

「辛つらくて、悲しくて、本当にどうしようもなくなったら、いつでもいい。僕は絶ぜつ対たいに駆かけつけるから。だから、遠えん慮りよなんてしないでくれ」

　僕の言葉に、他のみんなは顔を見合わせ、誰だれもがためらわずに首を縦たてに振ふる。

「うん……、うん……」

　そんな僕たちを見回し、ルーシーは無言で口元を押おさえ、嗚お咽えつを漏もらした。

　僕たちが見守る中、やがて彼女は目元をぬぐう。

「最後に、一つだけ質しつ問もんするね」

　そしてゆっくり顔を上げると、満面に笑みを浮うかべて、言った。

「このゲーム、楽しかった？」

　迷まよう余よ地ちなんてない。

　みんなは顔を見合わせることもなく、同時に強くうなずいた。

「……ありがとう」

　ルーシーは右手を上げて、その手を左右に振りながら、ありったけの声を上げる。

「じゃあ、またね！」

　その顔にはとびきりの微笑ほほえみが浮かんでいて、

「忘わすれないから！」

　そんな彼女を見つめ、アリスが悲ひ痛つうな表情で叫さけんだ。

「絶対に、絶ぜつ対たいに忘れないから！」

「──うん」

　ルーシーは大きくうなずき、その瞬しゆん間かん、周囲を包つつみ込こんでいた光が一気に膨ふくれ上がる。

　やがて僕たちは光の渦うずに吞のみ込まれ、頭の中は真っ白に染そまっていった。










　　　終章




「今の映えい画が、楽しかったですね！」

「ああ、最高だったな！」

　笑顔でこちらを見上げるミサオに、僕は強くうなずきながら答える。

　晴れやかな空が広がる休日の昼下がり、僕たちは繁はん華か街がいを並ならんで歩いていた。今日は稽けい古こも休みの日で、いつもなら近所の見回りをしているところなんだけど、

『どうしても見たい映画があるんです！』

　と、ミサオに熱ねつ弁べんされて、こうして一いつ緒しよに映えい画が鑑かん賞しようをしていたんだ。

　さっきまでは半なかば義ぎ務む感かんに近い思いが胸むねの中にあったけど、今は違ちがう。

　文明が滅めつ亡ぼうした後の荒こう廃はいした世せ界かい観かんを描えがいたそのアクション映画は、最初から最後まで迫はく力りよく満まん点てんで、見終わった後も高こう揚よう感かんは冷めることがない。僕もミサオも興こう奮ふんを隠かくしきれないまま、しばらくの間は映画の感想をお互たがいに話し合ったりしていた。

　──こんなにも楽しいのは、多分、面めん倒どうな問題がようやく落ち着いたからなんだろうな。

　今から一ヶ月前、僕とミサオは同じ日に、別々の場所で発見された。

　僕は近所にある山のふもとで、ミサオは少し離はなれた場所にある海かい岸がんで。

　どちらも偶ぐう然ぜん、近くを通りかかった人が通つう報ほうしてくれたおかげで、無事、保ほ護ごされたらしい。

　らしい、というのは、自分でもちゃんと覚えていないからだ。

　行方ゆくえ不ふ明めいになってから三日が経たっていた、ということなんだけど、それまでの記き憶おくが、僕の頭の中からはすっぽり抜ぬけ落ちていたんだ。おそらく崖がけから転落したときに頭を打った影えい響きようだろうと、お医者さんは言っていたけど、僕からすれば何が何やらさっぱりだ。

　そもそも、なぜ山に登っていたのかが分からないし、登るなら登るで、家族に何か言っておくのが筋すじってものだろう。もちろん、僕は衝しよう動どう的てきに行動することがあるし、心身を鍛きたえるために無茶をすることもあるから、その悪い癖くせが出たと考えることはできる。

　でも、記憶がない以上、『それが真実』だと簡かん単たんには受け止められないんだよな。

　同じことはミサオにも言える。少し前までは噂うわさの絶たえなかった彼女のことだから、根も葉もない憶おく測そくが散々飛び交ったけど、本人は何も覚えていないから、肯こう定ていも否ひ定ていもできないんだ。

　同じ道場に通う者同士ということで、僕たち二人は事じ件けんの関連性が疑われたけど、発見場所が離はなれていたということもあったし、記憶にないことは語りようも探さぐりようもない。もちろん、覚えていなくても迷めい惑わくをかけたことには変わりはないので、両親や先生や師し匠しよう、その他お世話になっている色んな人に平ひら謝あやまりをする日々が続いたけれど、やがて事じ態たいは沈ちん静せい化か。

　そうして、現げん在ざいに至いたるというわけだ。

「先せん輩ぱい？」

　不意に黙だまり込こんだ僕を不ふ審しんに思ったのか、ミサオが声をかけてくる。

「ああ、ごめん。少し前のことを思い出してさ」

「……なんだったんでしょうね、あれ」

　僕のその言葉に、ミサオはつぶやき、うつむいた。

「当時のこと、なんにも覚えてないんですよね。でも、何か大切なことがすっぽりと抜け落ちたような、そんな感覚だけは、胸むねの奥おくに残ってるんです」

「……分かるよ」

　楽しい映えい画がを見て気分は高こう揚ようしているのに、ふと気が付くと、あるはずのない記憶を探り、物足りなさを感じる。思えば、この一ヶ月はそんな日々の繰くり返しだった気がする。

「……どうやら今日はもう、ここでお別れみたいですね」

　物思いにふけっていると、ミサオは眉まゆをひそめてそんなことを言った。

　その言葉に、僕は戸と惑まどいの表情を浮うかべる。

「えっ、いや、ご、ごめん。もしかして、何か気に障さわることを言ったかな？」

「いえいえ、そういうわけじゃないです。ただ、一人になって、考えたいことがあるので」

　首を横に振ふって、ミサオは軽く微笑ほほえんだ。

「そっか、それならいいんだけど」

「映画鑑かん賞しように付き合っていただいて、本当に嬉うれしかったです。また機会があれば、そのときはよろしくお願いしますね」

「ああ、こちらこそ」

「それでは、また学校で！」

　軽く手を振ふり、ミサオは背せを向け、

「──先せん輩ぱい」

　こちらを振り返らずに、さらに言葉を続けた。

「もし、何かを感じたら、迷まよわず行動してくださいね。きっとそれは、先輩にとって、とても大切なことのはずですから」

「ミサオ……」

「以上、青あお空ぞらミサオのおせっかいなアドバイスでした！　ではでは！」

　それだけを口にすると、彼女は再ふたたび手を振り、雑ざつ踏とうの中を駆かけていく。

　その後ろ姿すがたを、僕はただ、呆ぼう然ぜんと見送ることしかできなかった。







　帰き路ろの途と中ちゆう、僕はずっと、ミサオとの会話を思い出していた。

　奇き妙みような事じ件けんに巻まき込こまれた者同士として、彼女との結束は以前よりも高まったように思える。

　だからこそ、真相を突つき止めたかった。いったい僕たちの身に、何が起きたのかを。

　とはいえ、学生の身でできることなんて限かぎられているし、これ以上、周囲の人たちに迷めい惑わくをかけることもできない。

　分ぶをわきまえない願いは、持つこと自体が間ま違ちがっているのだろうか？

　そんな悶もん々もんとした思いを抱かかえたまま、僕は自じ宅たくへと続く道を歩く。

　──曲がり角から人が飛び出してきたのは、まさにそのときだった。

　突とつ然ぜんのことに反はん応のうが遅おくれ、僕は声も出せないままその人を抱だき留とめ、仰あお向むけのまま倒たおれる。

「いたたたた……」

「ん、ぐぅ……」

　ほぼ同時に、僕たちは苦く悶もんの声を漏もらし、

「あっ」

　顔を上げた瞬しゆん間かん、現げん状じようを把は握あくした。

　僕はその人に押おし倒されるような形で、身体からだの上に覆おおいかぶさられていたんだ。

　栗色の髪かみをした、透すき通るような肌はだの女の子。彼女もどこかを打ったのか、痛いたみに耐たえるように表情を歪ゆがめているが、その顔立ちは綺き麗れいに整っている。

　すぐ間近に迫せまったその人の顔に、僕は思わず見み惚とれた。

「ん……」

　彼女も目を開け、こちらを見つめる。わずかな沈ちん黙もくの後、しかしその子は顔を真っ赤にして、

「な、な、なにしてんのよ！」

　叫さけび声と同時に、腕うでを振ふり上げた。

（殴なぐられる！）

　そんな厳きびしい未来を覚かく悟ごして、僕はとっさに歯を食いしばる。

「……」

　しかし、彼女は振ふり上げた腕うでをゆっくりと下ろし、静かに立ち上がった。

「今のは、わたしのせいよね。ごめんなさい」

　軽く頭を下げると、その女の子は衣服についた汚よごれを手で払はらう。突とつ然ぜんのことに驚おどろいたけど、どうやら向こうも悪わる気ぎはなかったみたいだ。

「い、いや、大だい丈じよう夫ぶ。そっちこそ、ケガはない？」

　僕も立ち上がり、何なに気げなくその顔を眺ながめる。

「ええ、おかげさまで」

　彼女も顔を上げ、僕たちは再ふたたび、お互たがいを見つめ合う。




　──僕はこの子のことを、よく知っている気がする。




　突とつ然ぜん、胸むねの奥おくに、そんな思いが芽め生ばえてきた。

　向こうも何かを感じているのか、僕から目をそらそうとしない。

　僕たちはしばらくの間、その場で立ち尽つくしていたが、

「あっ……」

　我われに返ったのか、彼女は振り返り、背はい後ごに誰だれもいないことを確かく認にんすると、小さく息を吐はいた。

「急いでいたみたいだけど、何かあった？」

「ん……、まあ、ね。急いでいたというか、追われていたというか」

　追われていた？　不ふ穏おんな単語に眉まゆをひそめると、彼女は肩かたをすくめて苦笑した。

「少し前に、ちょっとした事じ件けんに巻まき込こまれちゃってね。それ以来、護ご衛えいの数が増ふえて、正直、息苦しいのよ」

　穏おだやかじゃない単語がさらに飛び出してくるが、その子はまるで気にした様子もない。

「それで、休日くらいは一人になりたくて、逃にげてきたのよ。そういうわけだから、わたしはもう行くわ。あなたを巻き込んじゃうといけないし」

　それだけを言うと、彼女は軽く手を振り、僕の横を通り過すぎていく。

　振り返り、その子の背せ中なかを目で追う。

　脳のう裏りに浮うかぶのは、ミサオの言葉だ。

（もし、何かを感じたら、迷まよわず行動してくださいね）

「あの！」

　気が付いたとき、僕は思わず叫さけんでいた。

「手伝うよ！」

　彼女は足を止め、こちらへと顔を向ける。

「手伝うって、何を？」

「追われてるんだろ？　だったら、力になるよ」

「……もしかしたら、面めん倒どうなことになるかもしれないわよ」

「構かまわない。君を助けたいんだ」

　その言葉に、彼女は大きく目を見開き、すぐに柔やわらかな笑みを浮うかべた。

「分かったわ。それじゃあ、覚かく悟ごしてよね」

　彼女は右手を差し出し、口を開く。

「わたしの名前は赤あか咲さきアリス。あなたは？」

　その手を握にぎり、僕は答えた。

「橙とう坂さかシンゴ」

　鼓こ動どうが高鳴るのを感じる。日にち常じように大きな変化が訪おとずれそうな、そんな予感もある。

　そのことが少しだけ怖こわくもあるけど、でも、勇ゆう気きを出して前へと進もう。

　だって僕は、ヒーローなんだから。










　　　あとがき




　上じよう巻かんに続き、こんにちは、こんばんは。麻あさ宮みや楓かえでです。

　このたびは『クローズドセブン（下）』をお買い上げいただき、誠まことにありがとうございます。

　拙せつ著ちよの中では最長の一作となりましたが、どうにかこうにか書き終えることができました。作品の内容について、語りたいことはたくさんありますけど、読者の皆みな様さまの楽しみを奪うばわぬよう、今はただ余よ韻いんに浸ひたるのみです。




　執しつ筆ぴつ中ちゆうにはＰＣとエアコンとベッドと洗せん濯たく機きが同時に壊れるという事件が起きて、なかなか大変な時期もあったりしたのですが、それも今となっては笑い話かもしれません。くじけず、投げ出さず、目の前の物語と向き合い続けられたことに、喜びを感じています。

　もちろん、反はん省せいすべきことは多々ありましたし、決して満足はしていません。今回の経験を生かして、まだまだこれからも色々なものを書き続けるつもりですので、どうか応おう援えんよろしくお願いします。




　下巻でも多くの方のお世話になりました。

　担当の和わ田だ様。

　イラストのすらだまみ様。

　その他、この本の製作に携たずさわってくださった全ての方々。

　そして、最後まで読んでいただいた皆様方にも、改めて大きな感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました！




　それでは、またいつかどこかでお会いしましょう。

　ご縁がありますように。





麻宮　楓
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麻あさ宮みや 楓かえで

大阪在住の世捨て人。部屋掃除をしているときに懐かしい物を見つけたりすると、どうしても時間の流れを実感させられますね。過去を振り返ってばかりでは先へ進めませんが、日々の積み重ねの末に今があるのも確かなこと。何事も前向きに受け止め、自分のペースで歩いていきたいものです。
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イラスト／すらだまみ

眼鏡とファンシーキャラクターを愛でる漫画家兼イラストレーター。コミカライズ『花×華』全２巻発売中。ライトノベルの挿絵は初です！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「麻宮 楓先生」係

「すらだまみ先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





クローズドセブン（下）








麻あさ宮みや 楓かえで





発　行　　　　2016年3月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2016 KAEDE ASAMIYA





※2016年2月10日発行の電撃文庫『クローズドセブン(下)』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p042.jpg





item/image/cover.jpg
O\ RO
\t NN \\ \/ L, T Tt

\ \
/ \ \
- D> _ I+ N \
> L\ \
/ \
B [\ \
N






item/image/p111.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg





item/image/cover-h4.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/logo-dengeki.png





item/image/p380.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		第七章



		第八章



		第九章



		第十章



		第十一章



		第十二章



		第十三章



		第十四章



		終章



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p299.jpg





item/image/p253.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
zoff = 1l

A SA@TSEEH





item/image/photo.jpg





item/image/p166.jpg





item/image/kuchie-002.jpg
I N OE X

P10

FEE

P56

%)\
P105
ENE
P152
Hte
P210
Ht+—=

P268
HTE
P298

Bt=%

P354

HTE

@
L =

FHA Y/ PEET)





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg





